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表紙の 說明 

、中央に ある 水色 ど 白 ごの 二色 旗は 猶 
太 國の國 旗 0 

、右の 旗は 猶太の 穩健派 『シオン』 團の 

旗 0 

、左の 赤旗は 過激 共産主義の 猶太 團隊 
『ブンド』 の 旗 0 

、三ケ の 旗竿の 要め に 位置せ る 記號は 
猶太の 定紋 『ダビデ』 の楣ご 其の 保護 
する 『シオン』 の 神 


編輯 後記 

本 研究の 發表は 或る 必要 上大に 急を 要する 
もの あ b て 字句を 練る の 暇な く、 剩 へ句讀 
點の 位置 適當な らざる もの、 活版 校正の 足 
らざ る點あ 5 て 通讀の 困難なる V •きを 察 
す、 他日 訂正 增 補の 機 曾に 於て 之 等の 缺點 
を 除かん 事を 期す 
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曩 に 當機 關は對 過激派 政策 上 猶太 問題 研究の 必要を 認め、 北滿 憲兵隊 ど 協力し r 着々 其步を 進めつ 
つ あ b し 際、 偶々 浦 潮 派遣軍よ 6 上 EB 步兵 少佐を 北滿に 於け る 猶太の 中心 T2 る當 地に 派遣し、 當機關 
にあつ て 猶太 問題の 硏 究を爲 さしむ る 所 あ b、 硏究 稍々 其緖に 就く に 方 卜、 少佐は 人事の 都合に て內 
地に 歸還 する こど どなれ be 

當機關 は 猶太の 時事問題に 關し其 都度 之を 通報せ る 外 上田 少佐の 研究を 頒ち又 酒 井 通 譯宫の 著述の 
を 配布して 參考に 資する 所 あり、 其 後 四 王 天 大佐を して 引續き 現實的 方面よ b、 酒 井 通譯官 をして 神 
秘的 方面よぅ 研究せ しめつつ あり、 之 か 完壁を 期す るは 一朝一夕の 能くす る 所に あらさる も、 近來猶 
太 問題 研究 熱の 勃興に 伴 ひ 本邦 谷 方面よ b 情報を 當機關 に 求め 來る もの 少炉ら す、 即ち 

一、  之 か 要求を 充す爲  . 

二、  今後 本邦 人 か 露 人ビ政 治 通商 其 他の 關 係を 結 ふに 方"" 猶太 人を 解す る こご 頗る 緊要なる もの あ 
る 事  , 

に 鑑み 研究の 未た 徹底せ さるを 顧みす 之を 要路の 關係 者に 頒つ事 どせ bo 
玆に 頒布を 受けた る 各位の 注意を 煩は し 度 件 あ bo 
一、 情報の 出 所 殊に 研究者の 氏名を 公表せ さる こぐ」 

是れ 上田 少佐の 研究を 頒つに 方り 述 へたる 如く 猶太 人は 肯綮に 當れる 猶太 研究の 發 表を 嫌 ひ 時 


猶太 研究  二 
W して 硏究 者に 對し 非常手段に て 其 生命を 奪 ひたる 實例あ り、 之は 稀 有の 事に て 吾人 職を 軍に 
奉す る ものの 輕視し 得へ き 事柄なる も 最も 困難なる は將來 一層 精細なる 研究に 入らん どす る 希 
望を 抛た さる 可ら さる 事是な 卜、 何 VJ なれは 吾人の 硏究か 赤裸々 に 公表 せらる る どきは 彼等は 
今後 何等の 事實を 語らされは な bo 

二、 所謂 軍國 主義 反對 論者 中には 吾人の 眞摯 なる 研究を 目して 一槪に 軍閥の 宜傳ど して 葬り去らん 
VJ する もの あり 曩に 『マッ. ソン』 圑の 秘密 決議なる もの 軍憲の 手に 依 b. 露 文よ b 譯 出せら るる 
や、 吉野 博士の 如きは 之を 軍 憲の揑 造なら ど宜傳 せる か 如き 是れな b、 當機關 の 研究は 極て 公 
平なる 見地に 立ち 人種 別撤廢 問題に 關聯 し、 猶太 人に 同情を 表 L 得る 點は 悉く 同情を 表する も 
のな b ど雖も 前項の 理由に 困 5 已むを 得す 公表を 憚る こど あるか 故に 再 ひ軍闕 の宜傳 V」 認めら 
れさ る爲 、場合によ b 其 出 所を 示す vj 共に 第一 項の 理由を 明示して 誤解な からしめ 又、 不審、 
誤謬の 事項は 當機關 に 通知す る樣 公明正大に 取 計は れた し〇 
本 研究 發表は 以上の 次第によ るを 以て 今後 研究の 進む に從ひ 訂正 增補 する 所 あらん どす。 

附言 本 硏究の 筆者は 猶太の 寺院に 出入し 其 熱烈なる 演說ど 之に 伴 ふ 慟哭 其の 音樂 VJ を 味 ひ 或は 
養老院の 老廢ど 語 b 或は 猶太 料理店に て 猶太 料理を 取 b 猶太 人 ど 四六時中 起居を 共に し之ど 
語 b つつ 本 研究を 綴 b r.' る ものに て 決して 現今 日本の 言論 界に 現は るる 或 稀の 猶太 研究の 如 
く 殆んど 英國 猶太 A 、 又は 米國 猶太 人の 宜傳的 書物を 全譯 したる かど 思は るる もの ど 同一視 
する を 得す、 去 bs て 排 猶太 書物の 飜譯 にも 非す 可成 眞 相を 闡明 する に勉 めた bo 
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猶太 硏究  : 

第一章 總  論 

世界の 各地に 散在す る 猶太 人は 總計千 三百 五十 萬 人に して 是を 世界の 總 人口に 比すれ は 僅炉に 其 約 百 
二十 分 一に 過き す、 然るに 近世に 於け る 猶太 人の 結束 及 活動は 歐米 列強の 注意を 惹き (猶太 人を 有せ 
さる 日本は 別問題 VJ し) 必すや 何等か 世界の 問題を 惹起す へき こ を 豫 想せられ しか、 果然 西暦 千 九 
百 十四 年 乃至 十八 年の 世界大戦に 際し 猶太 人は 其 努力 奮勵の 結果 從來 彼等を 迫害せ し 露、 獨 大帝 國、 
大陸 軍國 を崩壤 せしめて 活動の 自由を 收め 次て 渦 激 派を 利用して 辎に其 怪腕を 奮 ひ 今や 猶太 人は 東大 
陸の 大部を. 袖す る露阈 を 飜 弄して 其 實權を 握り 西 大陸の 牛耳を 握れる 北米 合 衆國內 三百 萬 人の 猶太 人 
(世界的 富豪を 集め 金權を 掌握し ぁ b)VJ 相呼應 し て 世界を 其 掌中に 收 めん ^ す、 此に 於て か 之 か 反動 
VJ して 反 猶太 熱 も 亦 勃興し 獨乙 最も 露骨に して 勞農 露_ に 於ても 其 暗流は 日を 逐ふて 盛な らん VJ す。 
從來絕 海の 狐島に 退 嬰して 猶太 問題の 圈外に 超然た 5 し 我 帝國も 今や 愈々 一等 國の末 班に 列して 混亂 
綜錯 せる 世界の 大洋に 乘 b 出す 時は 直ちに 猶太に 關する 二 個の 潮流に 遭遇す へし 而 して 反 猶太に 伍す 
へき や 或は 又、 人種 別 撤廢の 大道を 取 b 寧ろ 彼等に 同情し 之， ど 提携して 帝國の 進路を 拓く へき やは、 
遲れた b  VJ 雖も當 に 今日に 於て 熟慮斷 行す へきの 機運に 際會せ b、 人往々 猶太 人を 以て 單 に非國 家、 
非愛國 、憶病、 拜 金の 權化 VJ なし、 英 、米、 獨 、露の 如き 形式 上の 國家 ぁるを 知 b、 之 どの 聯盟 合 縦 
第一章 總論  一 


猶太 砑究  二 
を 策す るに 急に して 却て 其 强國內 の 大勢 力 な 5 之を 一貫の 血 豚に て 連續 せる 大 猶太 王國の 現存を 閑 
却し 之 か爲に 猶太 問題を 說 くを 見て は 神經 過敏 VJ なし 取 越苦勞 ど 侮り 歷史炉 日々 猶太 豫言 者の 3 の 如 
くに 進展し つ、 ある こ V」 を 察知す る 能は さるもの あり、 而し •て 其 原因は 蓋し 猶太の 何物なる かを 知ら 
さるに 存す 故に 帝 國の國 是を定 むる 爲には 必す 先つ 猶太の 何物なる やを 明に せ さる 可ら す、 是れ本 硏 
究を 要路に 頒つ 所以の 一な b。 

國是 一度 定まらは、 爾 他の 事 悉く 之ょ 6 打算す へき や 論を 俟 たす、 而して 帝國 の對 過激 策の 如きは 旣 
に屢次 中外に 宣明 せる. 5 にして 炳ど して 日月の 如し 但し 其實 行に 方 b 過激派 ど 充分の 連繫を 有し 之 か 
指 iii 又は 宣傳の 任に 從 ひつ、 ある 猶太の 勢力を 如何に 取扱 ふへ きかは 直に 來る へき 問題な り、 之 か爲 
にも 猶太 人は 如 M な 6 ものな b やを 明 にせさる 可ら す、 是れ本 硏究を 要路に 頒つ 所以の 二な り〇 
帝國か 從來師 を 興す るに 方 b 連合 與國 軍內の 猶太 分子 又は 敵軍 中の 猶太 分子、 或は 又 占領地の 猶太 分 
子に 關 する 硏究の 足ら さ 6 しもの あるを 覺ゆ而 して 今後の 戰爭に 於て は 猶太 人は 從來 どは 一 餍異れ る 
色衫を 有する もの ど 判斷 せらる るを 以て、 猶太 人の 根本を 明に し、 誤解 違算な きを 要す、 是れ 本硏究 
を 要路に 頒つ 所以の 三な bo 

世界の 歷史 殊に 歐洲 大戰以 來の 政治 外交 史及 戰史 を眞に 了解す るには、 本硏 究に收 めた るか 如き 內面 
的 動機を 知らされは、 錯誤を 來すこ VJ あ り、 是れ本 研究を 要路に 頒つ 所以の 四な， 〇〇 
本 硏究に 於て は 主 VJ して 耶蘇 紀元 七十 年 『H ルナ レム』 を 完全に 失 ひたる 以後の 歷史を 基 VJ し 現在の 猶 
太 活歷史 を 述へ以 て 將來を 推す に 止めん V」 す 0 


第二 章 猶太 人の 一般的 研究 

第一 節  猶太 人 ご 其 鑑別 法. 

猶太 人は 現今 世界 各地に 散在す る 特種の 一人 種に して 東は 日本 帝國よ b 西は 亞米利 加の 諸國に 亙り、 
北は 勞農 露國よ b 南は 南阿の 鑛產 地に 至る まて、 各國に 居住して 其の 國籍を 取る もの 多し、 即ち單 に 
米 國人ど 稱 する も 其 內には 猶太 人 兼 米國人 あるな b  (本 硏究 中に 於て は 此の 秤の 人を 米國 猶太 ども 云 
ひ、 行文の 都合に 依 b 猶太 系 米國人 ど稱 ふる 場合 あるへ し。 但し 嚴密に 言へは、 猶太 系 米 ド 人 ^ は猶 
太の 血を 混せ る 米國人 又は 猶太の 方策を 遵奉す る純粹 の米國 人を 含む もの どす) 同 樣に獨 乙 猶太 あ 5 
英國 猶太 あ b、 佛國 猶太 ある 譯な り、 今日 迄 日本 猶太なる ものな し。 

猶太 人は 最初 如何なる 土地、 如何なる 時代に 發生 せる やに 關し 之を 民族 學 上より 討究 すれは 種々 異論 
あるか 如き も 今よ b 約 四千 年 前 亞細亞 の 西南 端よ b 亞弗利 加の 東北 端に屋 る 東大 陸の 中心に 發 生し、 
而 して 今日 迄 他 民族 VJ 血 旅の 混淆を 來たさ さ b し 特_ の 人 SI なるこ VJ は 諸學 者の 一致す る 所な 〇〇 
尙 最も 重きを なす 一學說 左の 如し 0 

猶太 民族は 長く 同 民族 間の 結婚の みを 行 ひたる を 以て 今日に 於て は 確に 一定 不變の 人種を 形作 b たり 
ど 雖も 決して 同族 結婚の 害を 發揮せ る 不良 民族に あらす、 何 どなれは 此 民族は 全然 關係 なか らし 左の 
三 稀の 民族の 混血に よ b 生せ る ものな れはな bo 

第一 一章 猶太 人の 一般的 研究  三 


猶太 研究  0 
一、 純 『セ ミット』 族  ( V ドウ アン ども 云 ふ) 

一:、 『ヒテ ィット』 族 (シジア 人) 

三、 『アモ 〆 アン』 族 (印度 1 歐羅 巴人 種) 

『セ ミット』 族は 亞 剌比亞 の荒廢 地に 水草を 逐ふ て轉 々せし 民族な bo 

『ヒテ ィット』 族は 小亞 細亞の 『シリア』 地方の 民族な bo 

『アモレ アン』 族は 波斯灣 沿岸に 發生し 後 f シリアに』 侵入せ し 民族な り 0 

以上 三種の 異 民族は 全然 泥 血して 一の 合金の 如き もの VJ な b たる や 換言 すれは 猶太 人なる ものは 何れ 
も 同型の ものな b や ご 云 ふに 實は 然ら すして、 猶ほ 三種の 原型を 留 むる もの ^ 全然 混淆して 何れ ども 
識別し 難き ものの 四 柿 •あ^ S  〇 

其 比例 左の 如し ( 歐羅 巴に 居住す る ものの みに つき 硏究 せる 結果な 6) 


一、  『セ ミット』 型  五 ^ 

二、  『ヒテ ィット』 型  五〇 ^ 

三、  『アモレ アン』 型  一  〇  % 

四、  混淆  三 五 ^ 


以上 猶太の 三種を 識別す へき 特徵は 左の 如し 0  (111) 

一  『 セ ミット』 型は 沙漠に 住する 亞 剌比亞 人の 顔貌、 體 格を 備へ 頭蓋骨 前後に 長し 亞刺 比亞、 『モ 
Tr ッ n 、 『アル ゼ ジヤ』 等に 多 L o 


二、  f ヒテ ィット』 型は 頭蓋骨 前後に 短く 鼻は 所謂 猶太 鼻な り、 壯 年に 及へは 多くは 下腹 肥大して 
麥 酒樽の 如く、 丈は 佘 b 高から す 0 

三、  『アモレ アン』 型は 丈 高く 頭髪は 金髪に して 眼は 碧く 顏色も 亦 白し、 頭蓋骨は 長から す、 短 か 
らす 中等な bo 

四、  混淆 型は 全然 混淆に して 何れ <f も 判定し 難し 例へは 頭髪 漆黑 にして 眼の 碧き か 如き 又 頭髪 色、 
頭蓋 型の 形狀 何れも 特色な きもの あり 〇  ( 「チヤ ムバ ー レン」 原著 創世 篇 四百 三十 九 頁 ^ 敷演 す) 

然』 は 以上 猶太 人 全部を 通した る 特徵ぁ 6 て 一見 獨太 人なる こ VJ を 確實に 鑑別す へき 万 法な き やの 問 
題に 到 肴す。 

之に 關し ては 前記 混淆 型の. 如く 三十 五 『ブロ セント』 か 最も 歐羅巴 人に 近き 『アモレ アン』 の 型を も 交へ 
たるを 以て、 之 等 VJ 純 歐米人 VJ の 識別に 困難を 生す る ^ 共に、 歐米 人に も 頭 髮黑く 又は 印度— 歐羅巴 
型の もの ぁるを 以て、 適確なる 鑑別は 困難な り、 然れ ごも 斯界の オソリ テ ー 『ィズラエル •コー ヘン』 
氏 も、 其著菁 第 百 十七 頁 中に、 兎も角 猶太 人 共通の 謂は は 最大公約数を 體格 上、 外貌 上に 發 見し 得る 
以上は 所謂 * I 太 型なる ものの 存在す る こ VJ は 否認の 佘地な し (f 述へた bo 

學 者の 所說ど 日々 猶太 人に 接觸 して 觀察 せる 所 _ ご 最も 猶太 人を 嫌惡 する 露 人の 常に 注意を 怠らす 觀察 
したる 研究 V」 を 綜合し 重復を 顧みす 猶太 人の 鑑別 法を 略述 すれは 左の 如し 0 
一、 外  貌上 
(1) 鼻 
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猶太 研究  六 
最も 顯著な るは 鼻に して 其 特徴は 高く、 反りを 有し、 尖 5 あ b 側面より 見れ は \ ^狀 を呈 
し 此の 如く 顯著な らさ る' \^狀 の ものに 於ても 常に 鼻梁は 小鼻より 長し、 即ち 正面より 見 
れは 狀を呈 す 0 

『コ ーへ ン』 の 著# 百 十三 頁に も 左の 如く 自白し あ bo 

從來鈎 鼻は 猶太 人 鑑別の 最大 特徵な らす どす 6 も少 くも 有 刀なる 特徵ど 見做され あ 5 た b、 
然るに 露 T 亞及 『ガリ シヤ』 地方 埤 匈國の W 太 人を 注意して 觀察 するどき は 其の 六 割 乃至 八 
割は 所謂 希 臘鼻ど 稱する 鼻梁の 眞直な る ものなる こどを 發見 すへ し、 鈎 鼻は 唯 猶太の 惡 口を 
描ける 戯作 ものの 紙面を 脤は すの み然れ ども 『ヨセフ •ヤコブ』 氏は 猶太 人の 鼻孔は 特に 目立 
ちて 大きく 且つ 屈曲す VJ 明示せ bo  (是れ 前述 鼻梁の 著しく 下れる 關係な b) 

耳 

耳 も 亦 最も 著しき 特徵 にして 日本の 劍術 家の 如く 耳朶 か 頭部に 接する は少 く、 頭の 側 Svj 四 
十五 度 以上の 角度を 呈し甚 しきは 直角に 近く 見え 而 して 又 耳の 上端 か 頭部よ b 遠 か b. 下部 か 
頭に 密接し 然ら さる も 馬 耳の 如く 上端 尖銳な る もの 尠から す。 


平 

面 

圖 


後 

面 

圖 


(3) 


此の 特徵は 特に 小兒の 時に 著し、 婦人に 於て は 頭髪の 關係上 之 か 識別 容易なら さる も 連れた 
る-小 兒を 見る VJ きは 鑑別の 一大 資料を 得る こ <£ あり、 獨 b 耳に 限らす 鼻に 就 T も 動物に 見る 
間歇 遺傳 的に 祖父母の 特徵 孫に 至つ て 現は るる こど あり、 哈爾賓 在住 有識 階級に 屬す るに 二 
露 人 あ り、 何れも 餘 b 特徵な き 猶太 美人を 娶り しか 生れた る兒 女は 一は 最も 明瞭なる 猶太 耳 
他は 最も 明瞭なる 猶太 鼻を 有す 0 
其 他 

男女を 通し 『ソバ カス.』 の 顔面 手 及 頸部に 著しき もの あ b、 然れ VJ も 近來は 彼等の 得意なる 醫 
術の 力に ょ b 之を 治療す るの 傾向 あ b、 哈爾賓 に 住する 猶太 婦人に して 甚た しく 『ソバ カス』 
を 有し 而 して 醫療を 受けた る當 分は 全く 治療し 得た りマ」 見 ゆる も數 ヶ月の 後には 又 一面に 發 
生す るを 常 VJ する もの あ り、 猶太 敎會 等に 於て 實驗 する に 猶太 人の 約 五 ^ は 顔面 又は 手に 
『ソバ カス』 を 有する もの あるか 如し 0 

男子は 『モミ アゲ』 を 短く 剃らす して 自然に 放置す るを 法則 VJ T との 說あ り然れ <£ も 從來觀 察 
する 所に ては 『モミ アゲ』 を 貯ふる ものは 頗る 稀に して 殊に 近 來は 多く 『ハィカラ』 式に 短く 切 
るに 至れり、 但し 東歐に 住する 猶太 人の 堅固なる 信者は 或は 今衙貯 ふ 〇 ならん か 0 
其 他 猶太 通 V」 稱する 露 人中には 猶人人 VJ 近接せ は、 特秫 の息氣 にて 誤な く 之を 鑑別し 得へ し 
ビ 稱する も 信を 措き 難し 0 

最も 有力なる 猶太 男子の 識別 法は 陰部を 檢す るに あ b 是れ 男兒 生る る ど きは、 第 八 fl 目に、 
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猶太 研究  八 
割禮 VJ 稱す る宗敎 上の 儀禮に より  >  包莖 切開を 斷行 する を 以て、 成年者 VJ 雖 ども 其の 瘢痕を 
檢出 する VJ きは 殆ん ど 斷定的 鑑別を 下し 得へ きを 以てな、 9、 尤も 回々 敎徒 中. の 韃靼 族に も此 
習慣 あ. b ど 言へは 絕對 にも 非す、 又 猶太 以外の 成年 男子に して 病的 包莖の 爲 切開せ る もの も 
あるは 勿論な 〇、 但し 此の 如き 人權 蹂躪は 唯 犯罪者、 泥醉 者、 熟醉者 等に 就き 實施 し. 得へ き 
特別 方法の み、 而も 猶太 人は 殆んど 泥酔せ さるを 以て 其 場合 益々 少し 〇. 

以上 列擧 せる 諸特徵 は 決して 個々 の ものに よ b 斷定 的に 鑑別し 得る ものに あらす して、 以下 列記す る 
衣食住、 言語 文字 等より 綜合 的に 判 斷す るを 要する や 勿論な bo 
尙外 « 上 一般に 猶太 人に 接して 生す る 感想を 擧 くれは 左の 如し 0 

顔面に 何 ど なく 憂 ひを 含み、 會談 中に 於ても 眉を 寄せ 愁面を 作る 習慣の もの あ b、 是れ千 八 百年 來 
の壓 迫に 苦み たる 結果、 以心 傳 心的に 悲哀を 胸中に 刻み 込まれた る爲な るへ し、 此點は 猶太 人 虐殺 
の 脅威を 受け 歐 露より 極東 方面に 漂浪す る 猶太 人に 特に 多き の感あ bo 

又 他の 反對め 型は 極めて 慧敏に して 意識 明敏 眼光 煌き 俗に. 所謂 巾着 切然 たる もの あ b 商人 及 ひ 辯 M 
士方 面に 多き こ VJ 勿論な 50 

又 猶太 人は 槪して 他の 歐洲 人に 比し 品位 上ら さるを 常 V」 す、 歐洲戰 の 際 巴 里の 雜 踏の 場所に 於て 帽 
子を 脫 したる 多數 英米 將 校の 雜然坐 を 占め あるを 一瞥し 其 肩章を 檢す るに 先ち 顔貌、 品位に 就て 何 
れか 米國將 校なる やを 判定し、 次に 肩章を 檢すれ は、 槪ね 誤な か b L は 大戰當 時 同地に あ b し日佛 
將校 等の 實驗 せし 所な 卜、 是れ 米幽 人中には 多數の 猶太 人 あるを 以てな b、 尤も 鬚髯を 貯へ 日本の 


『大學 眼樂』 の 看板に ある 如き 型の 男子 も 多々 あり、 又 女子には 女優の 優秀の ものを 出せる 程な れは 
品位の 善き もの も ある や 勿論な り、 但し 顎 鬚を 貯へ 『フロック』 又は 『モ ーニ ング』 を 肴した る 立派な 
る 猶太 紳士 か、 時に 公衆の 前にて 手鼻を かむ こ VJ あるは 多年の 猶太 貧民窟 生活の 遺風 今尙ほ 彼等に 
止まるな らん か V」 想像 せらる 0 
二、 衣類、 持物 

猶太 人 V」 雖も 現今に 於て は 歐米人 VJN 一 の 服装を なすを 以て 識別 困難な り V」 雖 V」 も 其 通有の 特 
性を 擧くれ は 

華 かなる 色 合 ひを 好む こど 男女 共通に して 所謂 淸楚 r 盤き』 券の 嗜好に 乏しき を感 す、 例へは 男 
子 か 赤色 又は 之に 近き 『ネクタイ』 を 好み 女子 か 相當の 年配を も 顧みす 桃色 以上の 服を 着用す る 
か 如き 其 他 着物の 着 『コナ. シ』 及 ひ 『ガラ 』 の 選擇に 拙なる を 以て、 一見して 猶太 人なる こ VJ を識 
別し 得へ. し VJ 稱する 露 人 ある も、 歐洲 人の 田 舍漢か 祭日の 着飾りを 誤つ て 猶太 人 どなす 虞 多 か 
るへ し？ 信す、 又 頭 髮黑く 色 淺黑く 一見 『セ ミット』 型 猶太 人 か V」 見誤る へき M 猊を備 へ 而も 極 
めて 華美なる 服裝 (日本の 雛妓の 如き) をな せる 婦人 ある も是れ 南 露、 匈牙利 『ベ ッサ ラビ ャ』 
等に あろ 『ツイ ガン』 族に 11 する ものな b 、 有名なる 歌劇 『力〆 メン』 の 『匕 イロ イン』 f カルメン』 
女は 即ち 之な 6、 猶太 A ど 混せ さるを 要す 0 

最も 確實な る 鑑別 法は 『ダビデ』 の楣 印の 『ネクタイ』 止め、 『カウス』 釦又は 『メクル』 を 有す 
る ものは 猶太 人 V」 見る へく 金屬の 十字架を 鎖に て 頸に 掛けた る ものは 某督敎 徒なる を 以て 猶太 
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猶太 研究  一 〇 
人に 非す VJ 判別し 得へ し 何し 猶太 人に して 猶太 敎を 捨て 基督 敎 徒に 歸 依した る もの 又は 特種の 
目的を 以て 特に 十字架を 掛 くる か 如き もの あらは 誤らる る こど ある や 勿論な bo 

三、  食物、 言語 

食物 も 一般 歐米人 VJ 異る こ (£: なき も 猶太 敎を 堅固に 信泰 する ものは 豚を 食 ふこ どなし、 但し 回 
々敎徒 (露國 人に 少から す) も 又 豚を 食は さるを 以て 此の 一事の みに ては 斷定を 誤 まるこ ^ あ 
るへ し 0 

二人 以上 集ま b 居る 場合には 國語以 外の 言語に て 語り合 ふこ V」 あり、 希伯來 語なる こどを を 確 
め 得さる 場合に 於ても 一の 徵候 VJ して 認め 得へ し 0 

四、  住居 

猶太の 紋 を 屋上 又は 壁に 揭け ある ものは 明に 猶太 人の 家屋な bo 

又彻の 如き 希伯來 文字を 看板 等に 揭け あれは 是亦確 賞に 猶太 家屋 ど 見做し 之に 居住す る ものを 
猶太 人 V」 認定す るを 得へ し 0 

其 他戶を 開きた る‘ こき 其の 入口の 柱の 內 側に 斜に 金屬の 三、 四寸の ものを 打 着け あるは 猶太 人 
な b 其の 金物の 中には 守 b 札 あ 6 借家、 間借りに 於ても 亦 同し、 信 神 深き 猶太 A は 出入の 度 毎 
に 最も 外に ある 右の 御守りに 口を 寄せ手を 以て 三度 御守りの 空氣を 口に 持ち 來す 事、 淺草觀 音 
の r ォビ ンブル 』 に 手を 觸れ 患部の 恢復を 祈る 習慣を 想起せ しむ、 之 ご 同時に 彼等の 生命 か 保證 
せられ さ b し 昔、 家を 出る V」 き 神に 途中の 守護を 依 賴す るの 必要 あ h しこ V」 を 聯想され て 可憐 


し、 猶太 人は 希 臘 .IR 敎 信者の 各室に 見る 如き 聖像を 有せ さるは 勿論な り 0 

H 曜 U に絕 えて 其 督敎の 寺院に 赴く こどな き外國 人め らは無 神 論者 か、 『ユー ー、 ヴ アーサ ジスト』 
か、 敎會 に： 酌 せ さろ 自山 信者なる や も 知る 可ら す ど 雖も又 猶太 人なら す や ^ の 疑を 揷み 得へ し 0 
姓の 語尾に 『ソン』 『マン』 『モン』 等の 附 きたる ものは 悉くは 猶太 人に 非る も 尙ほゼ カなる 一兆 候 
ぐ C す 例へは 『ナム ソン』 『シム ブソ ン』 『卜 IV ジ ソン』 『ジョンソン』 『ペン ソシ』 『V  , グソ ン』 『ジ 
1 ベ〆 マン』 『ヵク フマ ン』 r グロスマン』 『シモン』 『スミス』 『モリス』 等の 如し 〇 

『コ ーへン 』『 コー ガン』 『ヵ ー ヘン』 『 ヵガン』 『ヵッッ』 等は 殆んビ 疑な く 猶太 人 V」 見做し 得へ し、 
四 王 天 大佐 甞て 佛國に 於て 歸 朝の 途に 上れる 友人の 紹介に よ b『n 丨へン 』な る佛 人を 敎師に 傭 
はんとせ しか 戰爭 中の 事 どて 念の 爲 『ブラック ジスト』 中の 人なら さる やを 軍の 間諜 取締 部に あ 
る 友人に 尋ねた るに、 同人は 『リスト』 中に 無き も 其の 姓の もの 多數あ り、 交際せ さる 方 萬 全な 
b ごの 忠告に よ b 斷りた る こ ^ あり、 當時 其の 猶太 人なる に氣附 かさ b しか、 猶太 問題 研究の 
途中に 於て 『 コ— ヘン』 なる 姓の 多多 現る るに 及 ひ 其 猶太 人な りし 爲 交際せ さる 樣 忠告せられ し 
ものなる を覺 b 得た bo 

其 他 『ナミ ユ H  は 猶太譁 にて 神に聽 かるる の 意に て此 姓は 猶太 人に 多し 0 
名の 最も 明瞭に 猶太 人なる こ ^ を 現は すは 

『ィズラエル』 『ヤコブ』 『ィザ フク』 『アブラハム』 『ダビド ソン』 等に て 女子には 『サラ 1』 『ラ ヒ ー 

U 又は 『ラ ヶ u『 ラシ VU』VJ 呼 ふ もの あぅ、 之 等は 祖先 崇拜の 遺風より 祖先 中の 英傑 又は 美 
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插 太 研究  『二 
人の 名を 取れる ものな bo 

素より 猶太 人の 姓名 も 多 純 多樣 にして 殊に 土地の 狀 態に より 其_ 風の 姓に 變 せる も ぁり 又は 故 
意 r 僞名 する もの あ b 『クラス ノシ チョ ーコ フ』 か 『トー ベル トン J の僞 名に して f トロッキ I』 か 
『ブ : Tt ンシテ ィン』 の僞 名、 『、ノ ジトー ノッフ』 か 『レ— ベ ンソ ン』 の僞 名なる 如く 目下 僞名者 多き 
を 以て 其 判定は 困難な b、 殊に 將來勞 農露國 又は 極東 共和 _ か 特別 任務を 以て 日本に 猶太 人を 
派遣 せん VJ する か 如き 場合に 旅券 其 他 萬 事 猶太 人なら さる こ VJ を 信せ しめん VJ せは 易々 たる 事 
なる を 以て 姓名の みを 以て 判斷 する は 不可な b  VJ す 0 
以 h 猶太 人 鑑別に 就き 縷々 數百 言を 費した るは 猶太 人に 對する 時、 君は 猶太 人な b や V」 の 質問を 發す 
る こど か 彼れ に K 快の 念を 起さし むる 場合 多き を 以て 先つ 諸 補の 徴候に より 之を 察する の 外な きを 顧 
慮し 參考 の資に 供 せんどす るに あ b、 猶太 人なる こ V」 確 賞 ど 認めた る ものに 對 して 宗敎は 何な 6 や ど 
質問せ は佘は 猶太 人な b ど 答 ふるの 風潮 近年 漸く 勃興し 來れ b、 但し 特種の 事業に 属する ものは 明言 
せ さるもの ある 可し 0 

以上 述 へたる 猶太 人の 特質は 猶太 人の 三 原始 族 VJ 其の 混淆が、 他の 民族 VJ 全く 別稱 の特徵 を備 ふる も 
のどして 述へた bvj 雖も 事實に 於て は、 現今 他の 民族 ごの 結婚 少か らす獨 逸の 如きは 純 猶太 人 六十 1 . 
萬 五 千に 對し 混血 兒を 加へ たる 所謂 猶太 系獨逸 人なる ものは 百 七十 三 萬に 達した b ど 云 ふ 故に 猶太 混 
血兒 V」 猶太 人 以外の 歐米人 VJ の 識別に 至つ ては 實際 困難なる もの V」 す 0 


■第二 節 、猶太 人 d 宗教 

猶太の 歷史 を通觀 する に 其 興れる も宗 敎の爲 にして 其 e: ぼされ たる も 亦宗敎 の爲な b 而 して 千 七 百 八 
十六 年間 地球上を 漂浪し 諸 柿の 迫害を 受けて 屈せす 終に 『パレスタィン』 復興の 夢を 實 現す るの 運 ひ (: 
至りた る も 亦 宗敎の 賜な bvj す、 極言 すれは 猶太の 歷史は 宗 敎歷史 VJ 云 ふを 得へ きか 如し 〇  . 

故に 猶太に 關 する 宗敎 上の 記錄は 頗る 多く 其 全豹を 窺 ふ 事は 外國人 殊に 業務の 傍ら 研究す るか 如き も 
のか 一生を 捧 くる も 到底 及は さる 所な b 故に 今述 へんどす るは 其 特色 殊に 政治 上に II 係を 有する もの 
のみに 止む るの 外な し (猶太の 宗敎は 豫 言 ^. を 信し 其實 現を 期す る點に 於て 神秘的 宗 敎に屬 する を以 
て 此の方 面に 關し ては 他日 主として 酒 井 通譯官 の 研究せ る ものを 公表す へきを 期す) 

猶太 敎の 大體を 律す 〇 ものは 大經典 『タル ムー ド』 及 『トラ ー』 な b  ノ前 者は 口述の ものを 筆記し 後者は 
『モー セ』 か 『シナ ィ』 山に て 直接 神ょり 筆記せ る ものを 受領せ b ど 傳 へらる 『タル ム ー ド』 は 『ヘプ リユ 
1』 語に て 記述せ る 浩瀚なる 大冊 頗る 多數 にして、 猶太 人 も 其 何册な るかを 知ら さるもの 多し 英 、露 
等の 飜譯 書の 通 讀す& 容易の 業に 非す、 猶太の 信 神 家は 暇 ある 每に 之を 繙き 研究 默考 しつつ あ bo 
『スピノザ』 の 如き 哲學 者は 其 哲理を 『夕 ，ムー ド』 中ょ 5 發 見せ bvj 云 ふ、 然れ VJ も 余 5 に 大部に L て 
動 も すれは 研究 迷宮に 入る の 虞 あるを 以て、 第 十二 世紀 『モ セス •メー モナ T ド』 之を 簡單に 拔萃し 
て 『ミッ シネ！ トラ ー』 (神の 法律の 寫しと 云 ふ義) vj なせ 5 然れ (£ も尙 十四 册を算 す 〇. 

今年 (紀元 二 千 五 百 八十 一年) 九月 二十 五日 哈爾賓 埠頭 區に 新築せ る 猶太 寺院 開院の 式を 見る に 
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猶太 研究  I 四 
舊 寺ょ b 四卷の 手記せ る 『トラ—』 を 新 寺に 移せ り、 谷卷 頗る 浩港 にして、 金銀を チ 剛め たる 王冠 ど 
共に 天蓋に 覆 はれ 一人の 手に て 運 はれた b、 途中 二、 三十 步毎に 交代して 之を 擔ひ 其榮を 多くの 
猶太 紳士に 頒ちた るか 如し 0 

此の 如く 『トラ ー』 も亦佘 りに 浩瀚なる を 以て 更に 之を 縮抄し 終に 『シュル チャン、 アルチ』 (据え膳の 
意) なる 小册 子を 生せ bo 

今此 小冊子 中ょ b 最も 基礎的の 信條 十三 個を 抄譯し 其 敎義の 大要を 窺 はん V」 す。 

一、  予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主 か 凡ての 造られた る ものの 創造者に して 攝理 者なる こ VJ 及 造 
物 主の み 桐： b 之を 爲 した 5、 又爲 しつ ぁり 又將來 凡ての 事を 爲す ものなる こどを 誠心誠意を 以 
て 信仰す 0 

二、  予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主 か 統一に して 之に 向つ て 結合す る 以外 他に 統一の 方法な き 事 
及 ひ 造物主 獨 6 吾等の 神に 在した b 、在しつつ ぁり、 又 將來在 ます 事を 誠心誠意を 以て 信仰す 0 

三、  予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 物質に 非す して 物質 上の 凡ての 出來 事 c£ は 全く 關係な き 事 
及 ひ 造物主 自身 何等の 形 體を備 ふるものに 非る こ VJ を 誠心誠意を 以て 信仰す 0 

四、  予は其 名を 稱 ふる も 有難き 造物主は 世の 始めにして 又 其 終りなる こ VJ を 誠心誠意を 以て 信仰す 

五、  予は邡 名を 稱ふる も 有難き 造物主に のみ 祈 禱を捧 くへ きものに て 其 以外の 如何なる ものを も rr 
禱す るは 正しから-さる こ ど を 誠心誠意を 以て 信仰す 0 

六、  予は豫 言 者の 述 へたる 所は 凡て 眞實 なるこ どを 誠心誠意を 以て 信仰す 0 


七、  予は 吾等の 師 『モ— セ』 (おお 彼に 幸 あれ〕 の 豫言か 眞實な 6 しこ ど、 『モー セ』 は 彼に 先つ て 降 
b し 二人の 豫言者 及 彼の 後に 降れし 諸々 の豫# 者の 長なる こ VJ を 誠心誠意を 以て 信仰す。 

八、  予は 吾等の 現在 手に する 神の 律法は 吾等の 師 『モー セ』 (おお 彼に 幸 あれ) に與 へられし もの. VJ 
同し き 事を 誠心誠意を 以て 信仰す 〇 

九、  予は 此の 一: の 律法は 變ら さるへ き 事 及 其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 決て 此の 以外に 何等の 他 
の 律法を ]' ささる 可き 事を 誠心誠意を 以て 信仰す 0 

一 © 、予は其名を稱ふるも有難き造物主は其子供等たる人類の行ふ凡ての事を知ろしめし給ふのみ 
ならす、 心中に 考ふる 事を も 恰も 口に 出した る ど 同樣に 知ろ しめし 給 ふ 事 並に 全人 類の： 心を 導 
き 給 ひ 全人 類の 凡ての 働きに 注意を 與へ給 ふ ものは 造物主なる こどを 誡心誡 意を 以て 信仰す 0 

一一、 予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 其の 命令を 遵奉す る ものを 褒 {員し 之を 犯す ものを 罰し 給 
ふ 事を 誠心誠意を 以て 信仰す。 

M 一、 予は 救世主の 降來を 誠心誠意より 信仰す 縱令 其降來 M るる V」 も予は 日毎に 之を 待たん。 

ニ ニ、 予は其 名を 稱 ふる も 有難き 造物主の 御 心に 適 ふ vj きは 死者は 蘇り 其の 名は 永久に 稱 へらる へ 
き 事を 誠心誠意を 以て 信仰す。 

主よ一、 予は汝 の 救を 希 ふ、 主よ I、 予は汝 の 救を 希 ふ、 ォー 主よ！、 予は汝 の 救を 希 ふ (尙一 
度 主よ I、 より 繰 返す。) 

即ち 其 根本は 一神敎 にして 造物主 即ち 神 (f 豫言 者の 傳ふる 神の 律法 vj を？ r し 救 主の 來るを 待つ 間 死 
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を 怖れす 正義の 命す る 儘に 働く を敎義 どせ るか 如く、 一面 他力本願に 似て 實は營 々VJ して 倦む こ VJ な 
き 自力 本願の 民族な bo 

豫 M 者の 傳へた る 神の 律法なる ものは 頗る 詳密に して 憲法 以下の 諸 法律は 勿論. 衣食住に 至る 迄 悉く 干 
涉 的に 規定し あ り、 其內 最も 有名なる は 『モー セ』 の 十誡に して 其 要旨 左の 如し 0 

我は 汝の神 『H ホバ』 、汝を 『ユ ジブ ト』 の 地 其の 奴隸 たる 家ょり 導き出せし ものな り、 汝我面 の 前に 
我の 外 何物を も 神 どす へからす、 汝自已 の爲に 何の 偶像を も 彫む 可ら す、 又 上は 天に ある もの 下は 
地に ある もの 並に 地の 下、 水の 中に ある 者の 何の 形狀を も 作る へからす、 之を 拜む 可ら す、 之に 仕 ふ 
可ら す、 我 『H ホバ』 汝の 神は 嫉む神 なれは 我を 悪む ものに 向 ひて は 父の 罪を 子に 報 ひて 三、 四 代に 
及 ほし 我を 愛し 我 か 誠 命を 守る ものには 恩惠を 施して 千代に 至るな り、 汝の神 『H ホ パ』 は 巳の 名を 
妄 b に 口に 上る 者を 罪せて は 置か さる 可し 安息日を 守， 〇 て 之を 聖潔 する 事 汝の神 『ユ ホバ』 の汝に 命 
せし 如くす へし 六 n の間勞 きて 汝の 一切の 業を 爲す へし、 七日 目は 汝の神 『H ホ X』 の 安息日な れは 
何の 業務を も爲す 可ら す、 汝も汝 の 男子、 女子 も汝の 僕婢 も汝 の家蓄 も、 汝の 門の 中に ある 他 國の 
人 t 然 5、 斯く汝 僕婢を して 汝 V」 同く 息 ましむ へし、 汝誌ゆ へし 汝斯て 『H ジブ ト』 (;) 地に 奴隸た b 
しに 汝の神 『H ホ パ』 強き 手 ご 伸へ たる 腕 vj を もて 其處ょ b 汝を辑 き HI :: し 給へ 6、 是を もて 汝の神 
「H ホバ』 汝等 安息日を 守れ <£ 命し 給 ふな b、 汝の神 『H ホ パ J 汝 (': 命じ 給 ふ 如く 汝の 父母を 敬へ、 - M- 汝 
の 神 『H ホバ J の 汝に賜 ふ 地に 於て 汝の 日の 長から ん爲 、汝 に祥の あらんた めな り、 汝殺す 勿れ、 汝姦 
淫する 勿れ、 汝盜む 勿れ、 汝其憐 に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ、 汝 其の 憐の妻 を 貧る 勿れ、 又 


憐 人の 家、 田野、 僕婢 •牛、 驢馬、 並に 凡て 汝の憐 人の 有を 貪ろ 勿れ、 是 等の 言を 『H ホ パ』 山に 於 
て 火の 中、 雲の 中ょ b 大な る聲を もて 汝 等の 全 會衆に 吿給 ひし か、 此 外には 言 事を なさす 之を 二 枚 
の 石の 板に 書して 我に 授け 給へ 60 

(註) 右は 基督 敎徒も 同樣に 信奉す 猶太 原本の 通俗的の ものには 要點 は異ら さる も大 に S しあ 60 
右 十戒の 外 特に 注意す へき 點を擧 くれは 左の 如し。 

一、  幾 十を 以て 數ふる 祈 禱 文中 殆ど 凡て 何回 どなく 『才 I 主ナ， 神ョ ー』 ど 『宇宙の 王』 どを 對句 VJ し 
て 用 ひ あ b 彼等は 『ィスラエル』 民族を 以て 此 地球の 代表 民族 VJ 考へ而 て對象 物'  して 宇宙を 考 
ふる 所 確に 規模 宏大、 眞に 地球上の 一 大 民族の 價値あ b  V」 なすへ き點あ 3、 日本 帝國な れは當 に 
天 御中 主神を 信仰 靈拜 する 事に 相當し 一村 一鄕の 氏神を 祭る ど 趣を 異にす。. 

A 哈爾賓 市の 新 猶太 寺院の 堂內を 見る に 天井の 半球 形 大圓蓋 部には 壁 書 的に 天體を 描き、 天の川 
を 現は し、 各 星坐每 に區 劃を 施し 又大陽 系の 軌道を も 現は し 仰 ひて 之を 見る どきは 正に 思け 俗 
世界を 離れて® 遠の 境に ある やを 疑は しむ 0 

二、  右 ど 全く 反對に 地球上の 一角 『H ル サレ ム』 の 恢復の 爲に 多大の 努力を なし、 之を 以て 神の 使命 
ビ心得 居る こ V」 を確證 すへ き 祈 禱 文は 少から さる か 最も 代表的なる は 結婚式の 際 第二 杯 目の 盃 
を蹈み 壊して 『H ル サレ ム』 喪失を 悲み之 か 恢復を 祈る の靳禱 文に て 彼等は 此 くして 旣に 一千 七 
百 八十 六 年. 臥 薪甞膽 を繼續 し、 以心 傳心 一子 相傳 的に r チ ォン』 恢復の 精神を 傅 ふ. るな b 其 祈 禱 
?! 左の 如し。 

第二 章 猶太 人の 一般的 研究  一七 


猶太 研究  一八 
(前略) 字 宙の 王なる 我等の 主なる 神に 光榮 あれ 神は 樂 VJ 喜、 花婿 VJ 花嫁、 開濶 VJ 悅樂 、快樂 
ご 恍惚、 戀愛 VJ 友愛、 平和 ど 友情 どを 賜へ bo 

遠から すして 『M ル サレ ム』 の 街に 『ユダ 』 9 町に 歡樂 の聲ど 花婿、 花嫁の 聲 起り、 祭 憤よりは 喜 
ひに 滿てる 夫の 聲 、唱歌 壇よ 6 は 若き 男女の 美音 響き渡らん。 

花婿を して 花嫁 V」 共に 樂まし め 給へ る 主に 光榮 あれ Q 
(右 終つ て 花婿は 酒盃を 蹈み壤 す) 

三、  ; ff 禱 文中に ■明に 『ィスラ H  U 民族 か 神の 選民なる こどを 言 ひ 現は せる こご 0 

I 例を 擧くれ は 祭日に 捧 くる 祈 ■の 一節に 「「我等の 主なる 神、 宇宙の 王に 光榮 あれ—、 神は 總 
ての 民族 內よ b 我等を 選 ひ 給 ひ、 各國の 言葉 もて 我等を 賞賛せ しめ 給 ひ、 神の 十戒を 以て 我等 
を聖め 給べ b」」 V」 あ 60 

四、  世界 統 一 、 金權 集中、 帝王 廢 止を 豫 言 せる こご 0 
f エザィ ー』 書 第 六十 章に 左の 一節 あ bo 
豫言者 日く 

『H ル サレ ム』 よ 起き 上れ。 

光を 放て 汝の光 諸方に 及は ん〇 
無窮の 光榮 は爾の 上に 止まらん。 

諸方の 國民は 爾の 光に 向て 進まん。 


諸國の 王 も爾の 光の 輝く 方に 0 

其 時爾は 雀躍し L 喜 はん 0  • 

爾の 鼓動は 高ま 5 心臓は 膨れん 0 
海の 富は 悉く 爾の 方に 向 ひ。 

©諸 _民の #° 。庫。は 10 のぢ §0 め。ら〇れ。ん。  . 
6 外國の 若者は 爾の 城璧を 築き。 

©外 國の王 等は 爾の僕 どならん。 

爾を 迫害せ しもの の 子孫は 爾の 前に 屈服し、 雨を 輕ん せし ものは 爾の 足下に 膝 まつかん 0 
爾は 諸阈 民の 乳を すす り〇 
爾は 其の 王 等の 乳 頸を 甜 らん Q 

五、 「ィスラ H 〆』 民族の 爲に祈 る (僧侶の 行 ふ 祝福 詞 中の 一節) 

ォー 我等の 主なる 神、 祖先の 神よ、 神の 『イスラ H 〆』 人民を 祝福す へく 命し 給 ひし 御 心 か 現在 
も 將來も 何の 支障な く 完全に 行は れんこ どを (中略) 

吾等の 神なる 「「無窮 一一 世界の 王よ 『ァー ロ ン』 の 神聖を 吾等に 許し 其の 『イスラエル』 民族を 祝福 
すへ く 慈愛を 以て 我等に 命し 給 ひし 神に 光榮 ぁれ (中略) 

宇宙の 王よ—、 予は爾 の ものに て、 吾 か 夢は 爾の 夢な 6、 予は 一の 夢を見 たれ ^ も 何を 豫言す 
る やを 知らす、 才 I 主なる 吾 か 祖先の 神よ 其の 夢 か爾の 前にて 受取 5 得る ものなる こ V」 を 希 ふ 
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又予 VJ 凡ての 『イヌ ラエ〆』 人 VJ に 關 する 予の夢 か 吉事なる こ VJ を 希 ふ。 

— —  I ,1 - - 

六、 祖先 祟拜 孝道を 勸め又 皇統 | 貫 論なる こ VJO 

前述の 如く 神を 呼 ふに 「「吾等の 神」」 「「吾等の 祖先の 神 J」 VJ して 祖先を 崇め. 又 父母を 尊敬す るを 
敎ゆる こ VJ 『モー セ』 十戒 中に 明示し あり 尙 亡 父 邸に 祈く る捧禱 文 左の 如し。 

別れた る靈 魂の 追 吊 祈 禱 
神ょ 我 か 尊敬す へき 亡父 ：… •.•の 靈 を追懷 し 給へ 0 

之が 爲予は 亡父の 冥福を 祈り， 慈善 的 供へ 物を 捧げん、 願は くは 之が. 報 ひごして 亡父の 靈を 
『 アブラハム』 『アイ サック』 『ヤコブ』 及 『サラ ー』『 リ V ツカ』 『ラヒ ー,』 『•リア』 其 他 極樂淨 土に あ 
る 善男善女 ど 共に 永世の 樂み を享 けしめ 給へ 而して 吾等を して 『ア ーメン 』 ど 云 ふを 許し 給へ。 
亡 母、 c Jfl 父母に 對する 祈 禱文も 定められ あれ VJ も 字句 ど 氏名の 異る のみなる を 以て 略す 0 
皇統 一貫に 就て は 猶太の 有名なる 王 『ダ' グイ デ』 か 死に 瀕し 其の 子 『ソロモン』 を 呼 ひて 與へた る 
遺訓 中に 左の 意味 あ bo 

『モ！ ゼ』 の 遺した る 訓戒を 守 6、 法律に 遵ひ 、決て | 時の 威 情ょり 不正を 庇護す へからす、 此 
の 法律を 犯す こど あらは、 汝は 忽ち 神の愛を 失 ふに 至り、 有らゆる 事不成 効に 終らん 〇吾々 の 
家族 以外の ものに 『ヘプ. ライ』 人の 統御を 委す； P らす 、幾 代の 後 迄 も 吾々 I 家の 者 か 首長なら さ 
るへから す。 

以上の 外 r タル ム I ド』 には 左の 如く 他 民族を 蔑視す る 敎義を 敎へお bw の說 あり 、『タル ムード j の 如 


何なる 部に あ b や 調査を 命した る 後、 數ヶ 月を 經 るも譯 文の 取 揃へ る ものな き爲 か、 未た 適確なる 回 
答に 接せす、 猶太 人は 否認す る も 猶太 人を 妻 VJ せる 某 露 人 (法 學士) は 眞實な り VJ 信し あ 5 又 『タル ム 
1 ド』 の縮圖 たる 祈 輯集 にも 『ー チ オン」 の 門』 ど 稱 する 章の 如きは 一部 原义の 通6 稱ふ るを 禁し 之に 
代る へき 經文を 作 b あ- CS 之 等の 事實に 照す どきは 或は 左の 如き 文句 も 以前 存在 しれる こど あ b しか、 
猶太 人 迫害の 盛なる n 及ん て 之を 改廢 する に 至りた る や も 知れす、 暫く 疑を 存 して 記述す、 (猾太 敎會 
に 備 へて 一般の 觀覽に 供す る r タル ムード 』 の露國 版には 檢閱濟 VJ fd しあ 5 反 言 すれは 祕密 版の もの あ 
る や も 知れす ^ 

0 一、 神の 子孫 VJ しては 唯一の 猶太 民族 あるの み 其 他の 者は 悉く 悪魔の 後胤な り〇 
(前記 猶太 人を 妻 どせ る 露 人は 次の 如く 記憶し あ 5) 

神の 選民 『ィスラ H ル』 民族の み獨 5 人類の 靈 魂を 宿す 其 他の ものは 人の 皮を 被た る 動物な 60 
二、 萬 世 無窮に 價値 ある 生活を 保持し 得る ものは 猶太 民族 あるの み C フビ •アブ ラ フネ ダ) 
e 三、 猶太 民族 以外の ものは 自ら 人類 V」 名 乘る權 能を 有せす、 寧ろ 不潔なる 精靈 ょり 出て たる 『ゴ ィ』 
(豚) vj 稱す へき ものな bo 

四、  『ゴ ィ』 は 吾人の 世界に 於て 何等の 特 權を收 得し 能は す 蓋し 彼等は 一 取に 獸 類に 過き されは な b、 
茬し 猶太 人の 所有に 屬せ さるもの あり どせ は 之れ 恰も 喪失した るに ■等し 要する. に 宇宙の 萬 物は 
悉く 優先 權を 有する 猶太 人の 所有に 歸すへ けれは な b。 

五、  猶太 人は 『ゴ ィ』 に 對し所 竹 權を與 ふるこ どを 得 且つ 彼等に 對する 生殺與 奪の t 能. を 有す。 
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猹 I 研 免  ニ ニ 
『汝 殺す 勿れ』 なる 戒は 『ィスラエル』 の 子孫た る 猶太 人を 殺す 可ら すの 意な b 故に 『ゴ ィ』 は 殺戮 
する も妨 くる 所な きのみなら す 何等 責を負 ふ 虞な き 場合には 之を 斷行 する を 最良 VJ す、 而て吾 
人は 主 VJ して 博識なる 『ゴ ィ』 の驅 除に 努む へきな り (ラビ、 マィ モニツ ト) 

六、  『ユー ダ』 ょ 『ゴ ィ』 の 生命は 汝の 掌中に あ b 故 r: 彼等の 有する 金は 多々 益々 汝の 有に. 歸す へきな 
>90 

七、  吾人は 『ゴ ィ』 の 心臓を 裂き 取 b 且つ 基督 敎 徒の 權威 者を 虐殺せ さる 可ら す 0 

八、 ， 『ゴ ィ』 を 屠り 其 血を 流す は 神に 犠牲を 供す るな 6 0 

九、  猶太 人を 故意に 殺咢 したる 『ゴ ィ』 は 全世界を 破滅した る 者 ど 同一の 罪に 服す へき ものな bo 
猶太 敎の 特色に 就て 猶太 人の 誇り どす る もの 二 あり 0 

一、  神 か 眞に 一にして 基督 敎の 如く 基督を 神 VJ し敎 義を晦 迷せ しむる こ VJ なき こ VJ  (彼等は 今 H 尙 
基督を 猶太 人の 宗敎 革命家の 領袖な り 公言し あ 6  ) 

二、  猶太 敎は五 千 六 & 年の 歴史を 有する 世界 最舊の 宗敎な るに 拘はら す 未た 他の 宗敎の 如く 宗派 爭 
ひ 起ら す是れ 誠は 一にして 二三な けれは な 6、 哈爾賓 の ニケの 猶太 敎會の 如き 互に 五、 六 百 米 
を距 つるの みなる を 以て 新 敎會は 宗派に て も異 るか <£: 見れ は 新敎會 は從來 の敎會 ょり 『トー ラ』 
を遷 坐し 全然 一 宗派な b 他の 宗敎 殊に 基督 敎 徒" 佛敎 徒は 之 等に 就て 反省せ さる 可ら す ど 考ふ〇 

猶太 人の 宗敎觀 は槪 要右述 ふる か 如き も 現今に 於て 果して 舊約 全書 時代の 如く 熱烈なる 宗敎 心を 保存 
しあり やは 注意の 値 あ bo 


西歐 諸國某 督敎 文化の 盛なる 地方 殊に 科學の 發 達せる 國に 於て は懷疑 派の 學者 勢を 伸 ふるに 伴 ひ>  猶 
太 人の 信仰心 も 基督 敎 徒の それ VJ 同樣に 減退し つ/' あるを 說 くもの あ b、 現に 資本論を 以て 有名なる 
過激 思想の 元祖 獨逸 猶太 人 『カルル •マルクス』 は 明に 『宗敎 は 人心の 阿片な り』 ど 呼號せ 5、 哈爾賓 地 
方に も 稀には 之に 感染した るか 或は 之を 装へ るか 無 神無靈 魂を 信す る 猶太 靑 年に 遭遇す、 然れ VJ も 一 
萬餘の 人口- J 對 して ニヶの 大寺院を 要する こ VJ 及 新 寺院 開院 式に 於て 猶； 、群集の 熱狂して 負傷者を 出 
さんどせ し 現場を 認めた る ものは 何人も 未た 容易に 猶太の 宗敎墮 落を 輕 信せ さる 可し 0 
猶太人ょゥ宗敎的信念を除かは全然一介の非國民、亡1の民たるに過きす是決して彼等の多數か同意 
し 能は さる 所な らん 0 

尙猶 太の 宗敎に 就て 一言す へきは、 一般に 其 寺院の 質素なる にあ り、 今回 開院せ る 哈爾賓 の 新 寺院 
も 二階建 煉茏造 の大 建築なる に 拘らす 僅に 十五 萬圓の 建築費に て 足れ bvj 云 ふ是れ 金銀の 装飾な き爲 
此く 安價な りしな らん。 

(此の 寺院を 參觀 して. 直に 起る 感想 次の 如し、 日本の 社寺 も 神道 本來の 建築の 如く、 白木を 以てする 
方、 質實 にして 自然を 現は し 得へ く 基督 舊敎の 寺院 又は 日光の 東照宮の 如く 輪 煥の 美を 極む るは、 益 
々宗敎 が 愚民を 惑は す 方策な り (£ の 宣傳を 助く るに 至らん) 

第三 節  猶太 人の 言語、 風習 

猶太 人の 言語 文字は 特秫 にして 而も 世界の 猶太 人に 共通な b、 西 伯 利に 出征せ し 米國兵 中には 多數の 
猶太 人 あ b  I も 露語を 知ら さる も 猶太 人の 店に 至れは 充分 用を 辨し 得た bvj 云 ふ、 尤も 西班牙 語の 訛 
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猶太 研究  ，二 四* 
b を 有する に 至りた る爲此 系統の 猶太 人 即ち 東 歐諸國 にある ものには 西班牙 訛りを 交 ゆる もの あ bvj 
云 ふ  f  Jiuko  -  Spanish  ) 

又 露 西亞系 猶太の 殖民せ る 所には 獨逸 訛を 交へ たる Yiddi 8 h  or  Judeo-Gcrman ど 稱する 猶太 語を 生し 
獨逸 語に 堪能なら さるものの 耳には 獨逸語 かと 誤る 位 之 ^ 酷似せ る 字 あ り、 此禪の 猶太 語を 話す もの 
は 全 猶太 人の 半數 あり。 

此の 如きを 以て 近來 猶太 人は 『エルサレム』 恢復の 近け るを 感し國 語の 統一を 努む るの觀 あ り〇 
千 九 ff 十四 年 f ィズラエル •  n 丨 ヘン』 も 之を 絕叫せ b  (Jewish  life  in  the  modern  times  322 頁) 

H 本に も神戶 に 『スプ I トー ーック 』な る 猶太の 印刷所 ありて 猶太 文字の 書 卿を 刊行す 其 出版物は 哈爾賓 
にも 入. 〇 込み あ.^ 0 

近来は 哈爾 賓市內 の廣吿 塔に. 猶太 文字の 廣吿文 あり、 猶太 人の II を 並へ て 棲息す る 町には 看板の 露 字 
に 猶太 文字を 竝 記せる もの 尠から す、 又 猶太 語を 以て 談話す る もの 漸く 增 加せ り、 露 人の fail にて は此 
言語を 用 ゆれは 耳語に 依らす して 秘密の 相談を 遂け 得へ し (大戰 間 猶太 間 牒は 別に 暗 號を用 ひす 猶太 
語に て 秘密 通信を なした bvj 云 ふ 說あ b o 

從來經 典 硏究の 外 要な か b し 猶太 語 も 此の 如くに して 復活し 來れ b 故に 我 邦に 於ても 單に 古典 硏究者 
にの み委 する こどな ぐ 猶太 語學 者を 造る の 必要 あ b 陸軍に 於て 殊に 然 h  VJ す。 

『ァルファ？ ット J は 母音 七、 子音 三十 一、 計 三十 八文字ょり 成る 尤も 子音の 內 五ヶは 語尾に 用 ひらる 
、場 合 の特扒 の 形を 取る 爲な bo 


猶太 研究  二 六 
る 機 關を備 へしめ 給 ふたる を 謝す 0 

用 辨の後 及 常に 覆 はれた る 肉體に 觸れた る 後は 必す 手を 洗 ふ (一般 西洋人に •は 然ら さるもの 多し) 
以上は 宗敎 上に 關 係を 有する は 勿論な れ ども 衛生上 極めて 可な b. ど 認む〇 

沐浴 も 亦 一般 西洋人に 比し 稍 頻繁な り、 朝の 祈禱 は敎 曾の 近き ものは 敎會に 至 b、 然ら さる も b は 自 
宅に 於て す、 二十 分 乃至 三十 分 間 一種 特別の 音調に て經 文を 稱ふる こ V」 我 邦の 神佛 信者に 同し 0 
入 寢前亦 祈 福を 行 ふ其經 文中に 聯か異 樣に感 する もの ぁり、 日く 我は 汝の 手に 我 か 魂を委 す 云々 ど述 
へたる 後" 三度 「「『ィス ラエ U の 守護神ょ 居睡 b 給 ふな 寢入 b 給 ふな！  JJ cf 繰 b 返すな b  (此處 にも 
亦 人類の 守護神 ど 言は すして 『ィスラ H ル J の 守護神ぐ」 云 ふ 所に 注意を 要す) 

尙 特別なる 威 習は 正月 元日が 槪ね 九月に 來る 事な b、 猶太 曆は大 陽曆及 陰曆ど 異なる | 稲の 曆な り、 
猶太 曆の 正月 元日は 大正 九 年には 陽暦の 九月 十三 日な 5 しが 大正 十 年には 陽曆の 十月 二日な b き此日 
宗敎 上 r_ 儀禮嚴 かにして 而も 一同 寺院に 集まる を 以て 廻禮の 必要 もな く從て 日本 帝國の 如く 泥酔 者の 

通行を 認めさ 6 し 0 

因に 記す 1 一般に 猶太 人には 別に 俱樂部 ぁれ ども 寺院 も 亦 之に 利用 せらる、 場合 少から す 0 
猶太 曆の 八月 一日ょ b 九！： 間 猶太 人は 肉を 食は す是れ 『H ル サレ ム』 喪失の 悲みを 意識 せんか 爲な り、 
然れビ も此 間は 日常の 業務に 從ふを 得れ ども 八月 十九 H には 『H ルナ レム』 の 本山 破 壤の紀 念 U なる を 
以て皮製の雖.類を穿つを得す、又此日には御目出度ぅど云ふを得す0 

猶太 人の 男子 か 生れて 八日 目に 包莖 切開を 爲す こ ^ は 鑑別 法の 部に 於て 之を 述へた るか 之には 宗敎上 


民蔟 上の 問題を も 伴 ふを 以て M に 之を 再說 せん a ，. 

包莖 切開の 主旨は 一 n 爾賓に 於て 聞く 所に - C は 小兒 ノ蟲. m を發 生せ しめさる 爲に 案出した る 神の 律法な 
5 ど 說明 する もの ある も 『コ ー ヘン』 の 著書には 花柳病 統計が 猶太 人の 此の 病に 罹る 率 少なき を 示す は 
確に 全員 包莖 者な き爲な b ど 說明 しあ b、 然れ ど も 猶太 A の 埃及脫 出前の 記 錄を檢 する に 『ヤゴ ブ』 は 
『/ モこ 親子 か 其 息子の 爲に 『ヤコブ』 の 娘を 所 盟し たる 際 明白 (: 拒絕 して 日く 「我等には シ *]^ f g®l •'の 
脅 慣あ 6 此の 禮 無き 國の男 子には 妻を 與ふる こ ^ 能は す』 ど 0 

此の 割 禮にも 約 五 頁に 亘る嚴 しき 祈 禱あ b 其內に 『之に て 始めて 祖先 「アブラハム J の 仲間に 入 6 得た 
の 文句 あ b、 之を 『ヤコブ』 の 拒絕 文句 VJ 對照 するどき は 恰も 此禮を 行は さる 男子は 畜類の 雄 ど 
何等 異らす の 皮肉を 含む か 如ぐ 響くな， 〇〇 

西歐 文化の 中心に 永住す る 猶太 人は 逐次 西洋人 風の 結婚を 行 ふ もの 多き か 如し、 然るに 東歐其 他邊僻 
の 地 (: ある 猶太 人は 今尙ほ 日本の 如く 媒介 者に ょる 結婚を なす もの 多し 0 

尙 日本に 似た る點は 結婚せ る 女子は 子供を 生む を樂み V」 し 所謂 石 女なる ものは 神に rr 願して 子を 設 C 
るに 腐心す、 就中 男 兒を設 ぐるを 希 ふ、 又 十 年兒な けれは 去る ど 云 ふ 勿論 此點 も西歐 文化の 發 達し 生 
活難 の甚 しき 處にて は 逐次 壤れ 行きつ、 あるか 如し 0 

猶太 人の 生活 狀態 中特 M なる 點 察せん VJ せは 是非共 猶太ん 部落 即ち cr bt sr g . ity を 視察せ さるへ 

らす、西伴の大都市 (: は特に之に鐄糰を設けて他ご隔離し之を ?? ^0ど名付く〇 

『ゲット』 の 中 1; ては 猶太 新聞を 發 わし 全然 同族の 如く 暮らす もの あり 外部の 迫害 愈々 甚た し けれは 同 
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猶太 研究  二 八 
民矣 co 結甘益々强くなるへきは當然にして佛國大革命に於ける o i日mulledeparisの働きの注目に 
値せし 事 Communism か此方面ょ6發達する事は敢て怪むに足らす。 

紐 育邊の 『ゲット』 には 多く 貧民の 居住す る あ b ど 雖も其 大部は 永住者に 非す して 新たなる 來住者 か 一 
.時 之 {: 入りて 糊口を 凌き 其 間に 他に 職業を 求めて 他の 方面に 發展し 其の 空 <£: な b し 『ゲット』 內の 家に 
は-更に 新 移民の 居住す るを 常 (f す ^ 云 ふ 故に 單に 『ゲット』 を 猶太の 貧民窟 ご 見る は 中ら さるへ し、 X 
紐 育の 『ゲット』 の 中には 警察 權及 はす 犯人 一度 之に 潜伏せ は 其の 捕縛は 殆んど 不可能な 6 ど 云 ふ。 
男女_ 係に 就て は 信仰 堅固なる 猶太 人は 極めて 潔白に して 東洋の 男女 七 歲 にして 席を 同ぅ せす 流の點 
あり、 例へは 娘 か 舞踏を なす r 男 VJ 直接 手を S らす 『ハンヶ チ』 の 端を 持ち 合 ひて 支點ど する の 風習 あ 
ぅ、 然れ ども W 際に 於て は 男女 - d 係は 逐次 亂れ行 く感め b、 北京の 存 力なる 一 猶太 八 友人の 妻を 盜み 
交際鸬 裡ょ b 排 /5 せられた る實例 あり、 又 哈爾賓 に 於ても 猶太 婦人の 亂 行を 耳に する こど あ be 
然れ VJ も 猶太 敎會 (: は必す 二階 ゐ上棧 敷) 婦人は 棧敷」 男子は 下 階に あ h' 是れ祈 禱の際 維 念を 生せ す 
專念 神に 仕 ふる 爲な bv」 云 ふ、 此事は 現に 實行 しつ、 あ b、 二階な き禮拜 所の 如きは 幕に て 仕切り 男 
を， 一に 女を 後に せ bo 

以“述 へたる 所に ょ b 覼察 する に 言語 か 多少の 轉毗を 生した るに せょ 世界 谷地に 散亂 後一 千 七 百 八十 
六 年を 經て 兎に角 其 原形を 保存し 來りた るは 其 中心 誠 ど して 宗敎 上の 大經 典を 有し 之に 向て 終始 求心 
力 的 r- 働き あ 5 しに 原因す る こ V」 明な b 又 其 風 , a の 特異の 點も 悉く宗 敎 上に _ 係を 有する こ V」 を 見 ば 
益々猶太人ご宗敎どの不可分なるこどを悟り得へし0 
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第 四 節  猶太 人の 性質 

世 界の 四隅に 散在す る 猶太 人 千 三百 五十 萬 人の. 性質を I 局部 ©.. 觀察に より 斷定 する 事は 素丄 b 困難な 
bvj 雖も 之を 敢て する 所以の ものは 世 ru! 殊に 日本に 於て 猶太 人の 性質を 誤解し 或は 悉く 『ヴユ ーー ス』 の 
商人の 『シャィ p ック』 の 如き 高利 貸、 射利 家、 非愛國 家に して 取る に 足ら さる かの 如く 考へ 或は 又 全 
然陰險 なる 大 陰謀家に して 恐れて 怖る へき A M な bvj 何す る もの あ， 〇 て 何れも 群窗古 器を 評する 感あ 
るか 故に 玆に 小範圍 なから も H 常 猶太 人に 接して 觀 察せし 彼等の 通有性を 書物に 記錄 せる 一般的 硏究 
ど 對 照して 公 •牛に 解剖し I は阈策 樹立に 献し 一は 之よ b 盛な らん ど する 猶太 人相 手の 通商 貿易に 資せ 
ん w する に 外なら す、 而 して 彼等に 共通 | 貫の 文化 ある 爲之か 研究は 比較的 容易なる を 覺ゆ ど雖ど も 
猶太 人 個性の 異る {: 應し其 性質を 異にする こ ど 尙ほ 面の 同し からさる か 如くなる は 素よ b 其 所な り 今 
先つ 彼等の 美點七 項を 擧け 次に 欠點六 項を 數 へん VJ す 0 

一、 宗敎 心に 厚く 祖先を 崇拜し 従て 結束の 堅き 事は 旣に宗 敎の條 に 於て 述へた る 所な り、 又 父母に 
孝なる 點も旣 に說き たるを 以て 彼等の 家族 主義なる こどは 略 推知す るに 難から す、 然れ VJ も 之 
を 補足す る爲尙 一言を 附 加す V し 0 

哈爾賓 の 猶太 婦人に して 常に 其兒を 愛し 如何なる 不幸 も 兒の爲 に 忍 ふ 可く 家庭 敎育 にも 亦必ら 
す 自ら 當る へきを 決心し 奇 宿舍敎 育の 不良を 力說 する 所 恰も：：： 本の 婦人 ど 異らさ る もの あ bo 
彼の 共產黨 一味の 唱導す る 小供國 有の 如きは 猶太 人の 最も 反對 すへ き點な るに 注意す るの 必要 
第一一萆猶太人 0 1般的研究  二 九 


猶太 研究  一一 『〇 
あ b、 此の 件は 『コ| ヘン』 か 其 著書に 於て 猶太 婦人の 大部は 交際の 爲 奔走せ すして 家庭の 主婦 
VJ 子守 役 どに 滿足 しある 美 點を擧 けたる 所に 一致す、 實に 猶太 人は 血統を 重ん し 幾多の rr 禱文 
中に も 祖先の 名を 列擧し 父 * の 名を 辱めさらん V」 する 點に 於て 恰も 我 邦の 「「我 こそは 人皇 M 代 
何某ょ b 何 代の 裔ヒ w 名乘れ る 心 持を 保持し あ b ど 謂 ふ 可し、 從 つて 共同の 祖先を 崇拜 する 民 
族 主義なる へき 事 も 明瞭に 了解し 得へ し 0 

二、  頭腦 緻密なる こ VJO 

之 か爲 彼等は 算數 天文に 長す 遠くは 埃 及 文明 旺盛 時代に 於て 奴隸ど な 6 て 彼 地に 赴く もの 多 か 
b しが、 却て 埃 及 文明に 貢献し 埃 及の 政治 實權を 掌握 せん VJ せし 史績あ 5 近くは 『コロ ムブ ス』 
の 如き 潔士を 出し 近世の 哲學 方面に 於ても 『メンデルス ゾン J 『ベルグ ソン』 等を 出し 世界の 文化 
に 貢献せ る こ VJ 少から す、 猶太 人 か 露國に 勢力を 張る に 至 b しも 實は露 人の 『一ー チ H ォ ー』 式 放 
漫 主義の 空氣 中に 於て 緻密なる 頭腦を 連ら したる 賜 V」 謂 ふを 得へ し 0 

三、  勤勉なる こ VJO 

神の 選民た る 使命を 果す の自覺 ご 、 外部の 壓迫 VJ 之に 對する 千 七 百 八十 六 年間の 臥 薪 甞膽 VJ は 
彼等を 驅 つて 自然に 勤勉 家たら しめた り〇 

近く 亞米利 加ょ b 渡來 せし 一 猶太 人、 露國 人の 仕事に 不熱心に して 解決 遲 きを 憤慨して 日く、 商 
用に て 午後 露國 人を 訪へは (午前は 露國 人の 起床 遲 きを 以て) 大抵 『サモ ソー V』 の 口を 開いて 紅 
茶を 勸め 次て 『リキ ョー火 Jvj なり 三十 分、 一時間を 雜談に 費す、 終に 堪へ 難く して 問題の 解決 


を 迫れは 旣に耳 熱し ぁ b T 明日に 讓られ たし V」 答 ふ、 翌日 指定の 時刻に 行けは 復た 前日 ど同樣 
の 車を 繰 返す のみ、 露國 人け 終に 仕事の 人に 非す 云々 ど、 此の 事 も 亦 前述 頭 腦の 緻密 VJ 相俟つ 
て 猶太 人 か 露國を 征服した る 理由の 一に 數へ さる nr らす宵 r 純 管 : T • 人は 殿樣 r 適し 猶太 人は 勘定 
奉行 又は 今日の 事務官に 適す ご 謂 ふ 可し。 

又 猶太 人に 泥 醉者な きこ VJ も 吾人の 範 VJ すへ％. 點な b どす。 

四、 勇敢なる こ ^ 。 

H 露 戰爭當 時 露 軍ょりの 投降者 中に 猶太 人の 少から さ b しを 見て 猶 .V •人を 臆病者、 非阈民 vj 嘲 
る もの ぁらは 未た 猶太 人を 了解せ さるものな り、 猶 大人は 其 K 族の 將來に 關し何 等の 關係な き 
兩帝阈 の 戰爭は 何れ か 勝つ も 差 支な し V」 せるな b、 否 寧ろ 壓迫 、虐殺を 同族に 加へ たる 軍國主 
義の 大帝 國露两 亞の 崩壤は 却て 彼等に 都合 善し ど考 へたるな らん T 然ら さる も 生命を 全ぅし、 
子孫を 增 加して 他日 自已 民族の 繁榮を 計る に 加 かす どなし 投降せ bvj 考ふる 方 至當な らん 0 
見ょ 今回の 大戰爭 に 於て は英佛 側の 猶太 人は 進ん て 軍務に 勉勵 せし も獨乙 f の も 0- は 『カィ ゼ 
V』 か 波 蘭 V」 猶太 人 どの 解放を 約した るに 拘 らす餘 b に大な る 努力を なさす 獨乙 人を して 敗戰 
の 原因は 實に 猶太 人に 在 b  VJ. の 憤慨を 漏 さしめ たるに 非す や 今佛國 軍 方面に 働きし 模範的 猶太 
勇士の 實例 二、 三を 引證 せん VJ t o 

(A) 猶太 神學 校長の 義兄- 『シヤ ，ダ •レ ーマ ン』 は 六十 一歳の？ 齡を 以て : TK 願從冤 し戰 傷の 結果 
陣 歿せ bo 
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猶太 研究  三 11  、 
(B) 靑年 詩人 故 『アンリ •！ フランク J の 父 『ダネ •フランク』 は 五十六 歲の高 齡を以 て 出征し 徒 
步獵兵 大隊を 率 ひ 一 年 半に亘 b て 『ヴェル ダン』 及 『アル ヂス』 方面に 奮戰せ bo 
(c) 『ラウル •ブ TT ック』 は 其の 二 人の 兄弟 か 普 怫戰爭 の 際 十七 歲 、十六 歲にて 志願 從 軍し j は 
戰 死し 一は 負傷せ る ものなる か 氏 も 今回 四十 八歲の 高齡を 顧みす 志願に ょり 兵站 勤務を 免 
せられて 戰 線に 立ち 中尉の 階級に 甘んじ 軍隊を 指揮して 『ヴ h 火 ダン』 の 激戦 中 ^ T Ar OJr に 名 
譽の戰 死を 遂けた bo 

(1)) 巴 m にぁり し 中立 國の 猶太 人 三 萬 五 千 乃至 四 萬 人中 一 萬 人は 佛 軍に 編入を 出願し 內 七、 八 
千 人は 許可せられ て 逐次 佛軍に 入りた bo 

(E)  開 戰後約 一年 半 (千 九 百 十六 年 二月 十八：！！ 調) の 間に怫 國 猶太 人 及外國 猶太 人の 怫軍 義勇 
兵 中 

感狀を 受けた る もの  六 八 三 
『レジ ヨン •ドン ノー火 』 動 章 受領者  一！ 一； 九 
武功 紀章を 受けた る もの  ， 一二 〇 
戰  死者  ニー 七 六 

(F)  飛行家 特務 曹畏 『ブロック』 の奮鬪 

猶 ゴ人 にして飛行家、 ^ なり勇敢なる働きをなせるもの » -からさるか軍 ?| 『マ斤セ ^ ブロッ 
ク J は 敵の 繫留 氣球燒 落しに 妙を 得、 戰 友を も 驚かせ b、 是れ 一 通れの 大膽は 飛行家に 通 


有の 事な れ も 彼の 動作は 人間業に あらさり しを 以てな be 

彼は 高度 千 五 百 米を 有する 獨乙 繫留氣 球の 攻擊を 命せられ て 其 上空に 達する や 早 や 敵は 燒 
夷を 恐れ 地上に 向 ひ 引 卸し 始めたり、 大膽な る 彼は 之を 追擊し 約 五 百 米の 高度に 達した る 
どき 氣 球に 追及して 之を 攻擊せ 6 勿論 其 前よ 5 氣球防 御！； の 飛行機 射擊 砲、 機 r#! 銃は 一齊に 
彼に 向けられ たれは 雨霰の 如き 彈九を 犯して 急 角度の 降下を なせるな b、 將に 『ピストル』 
を 以て 燒夷彈 を發 射せん どせ し 刹那 一彈は 彼の 拇指を 持ち去れ h、 之 か 爲狙ひ 外れて 目的 
を 達せす、 彼は 之に 屈せす 近に 降下 飛行を 連續 し、 其 間 飛行機は 蜂の 巢の 如く 機 關銃彈 に 
貫かる るを も 顧みす 地上 百 五十 米の 邊にて 燒夷彈 を氣 球に 向け 發 射せ 5、 時に 一彈 彼の 腿 
を 貫通せ しも 尙ほ發 射を 連續 せし に氣 球よ b 火の 柱 立ち 始めたり、 此に 於て 始めて 一散に 
飛行場に 向 ひ、 着陸す るや戰 友に 向 ひ 『任務は 達成した、 氣 球の 燃える を 見网 けた』 ど 述 
へ 其 儘 氣絕せ bo 

以上の 如き 勇氣は 何れよ b 來れ るか 此處に 喋々 する 迄 もな ぐ佛 軍の 爲に戰 ふは 猶太 民族の 爲に 
戰ふに 等し どの 自覺を 持ち たれは な bo 

『サロー ーヵ』 方面 軍に 從軍 せる 猶太 從 軍僧 『ペルマン』 の演說 の 未 段に 左の I 句 あるは 看過す 可ら 
さる 事に M す。 

普魯西 人の 創めた る鐵拳 主義の 凋落は 諸國 民. の 血を 涸淑. せし むる 軍阚キ 義を衰 へしめ 此に於 
て 始めて 人道 か 我等の 豫言 者の 理想 通 b, に實 現す るを 得るな. 〇.  〇 
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人 あり 尙も 猶太 人の 勇敢を 疑つ て 言 はん 過激派 內の 猶太 人 『コ ミ ッサ ー ,』 連は 常に 後方に 
あつて 第一線に 立た さるに 非す や (f 是 一 應起る へき 疑問 なれ VJ も 彼等は 現今の 革命的 內亂 
を 對獨戰 爭の 如く 重視せ さる こどに 注意す るを 要す、 他日 我 帝 ^ か 第二の 獨乙な る 濡れ衣 
を 被せられて 正々 堂々 陣頭に 立つ の 日 あらは 吾人は 米、 英 、佛 至る所よ b 猶太の 志願兵 敵 
軍に 加は b 飛行家 『グロ ック』 の 如き 働きを 爲す もの (£: 覺悟 し ] s' かさる 可ら す 0 
以上は 戰 場に 於け る 勇敢の みを 述 へたる か 今冋の 過激派 騷動に 於て 彼等は 政治家 V」 しても 平然 
敵地に 乘 b 込む の慨に 於て 猶太 人を 交へ さる 反 過激派 露 人を 凌く こご 著しき を認む 彼の 『クラ 
スノシ チョ ーコ フ』 事 『トベリ ソン』 か 幾度 か唂 血を なす も 醫師の 力諫を 排 して 政務に 熱中し | 
再なら す 知名よ 6 西方への 大 旅行を なせし 如きは 啻に 職務に 忠筲 なる のみなら す 其 勇 氣の點 に 
於ても 賞 讃の價 値 ある もの VJ 認めさる 可ら す 〇 
五、 同情心に 寓み 慈善事業を 好む 0 

猶太 人は 自己 か 多年 强奢 の壓 迫を， け 具 さに 艱苦を 甞め盡 し： •る菸 、他人の 困苦を 座視せ す、 
相 ^ 扶助の 精神 旺盛な 6 但し 勿論 自己 民族の 間 1: 厚ぐ 他 民族に 薄き は 十一む を 得さる 事な 6 どす 
哈爾賓 に 於ても 養育 院の 如き 設備は 比較的 良く 完備し 猶太 人 一 萬 I 千 VJ 稱 する 內に馬 東の 馭者 
をな す もの 一人 もな く 乞食 僅に 二人な 6 而も 此の 二人は 精神に 異狀あ 6 て 養育 院に 落ち 付か さ 
る變 り 者な b ど 云 ふ。 

大正 十 年 九月の 始め 山 東の 窮民 群、 黑寵江 省よ 5 歸鄕の 途次、 輸送の 關 係上數 日間 哈爾賓 埠頭 


區の 空地に 獸 類の 如く 露營 せる を 見た る 一 猶太 人、 眉を！ t めて 日く、 支那 0 大官 、當豪 等は 自 
己の み 自働 車に て驅け Mb、 此の 饑民を 此の 如き 狀態に ，置きて 耻かし ど も 思は ざる や V」、 是れ 
極めて 善ぐ 猶太 人の 心事を 71 ひ 現は したる ものな bo 

米國の 『ゲット』 を 視察した る 日 木 •の 學者 中に 猶太 人に も 貧民め り、 相互扶助な VJ 左程に 行 はれ 
すぐ」 發 表せし もの ある も是れ W 狀に遠 き觀察 なぅ 0 

近來 『& ッ クフ H ラ ー』 か 北京に 二 千 萬 弗を 投 して 醫學 校、 病院、 研究所 等を 設けた るは 敢て猶 
太 民族の 爲に あらす、 支那 人の 爲 にして 寧ろ 或る 政略 上の 意味 ある VJ の 付 度を 逞ふ する を 得さ 
るには 非る も 之は 餘 6 穿ち 過き たる 觀察な らん 0 

猶太 富豪 か 巨億の 富を 擁して 而も 大な る危險 を感せ さるは 一 は 相當に 財を 散す る宏量 あるに ょ 
るな らん か 0 

尙 猶太 人には 下を 憐みて 之に 同情し 衆 VJ 艱苦を 頒 つの 良風 あり、 猶太の 古史に 日く、 『ダビ ッ 
卜』 王は 其武將 『ク ソャ』 に戰鬪 の狀浞 を 尋ねた るに 『ゥ リャ』 は、 總て 陛下の 望まれた る 通りに 
經 過しつつ あ 6、 VJ 答へ た り、 王 大に喜 ひ 『タリ ャ』 の戰 功を 勞は 〇、 手つ から 晚餐の 肉 數片を 
取つて 彼に 與へ 且つ 『今夜は 待 兼た/へき 妻 ど 休め』 <£: 命せ ぅ〇 

然るに 翌朝に 至 6 王は 『ゥ リア』 か 王の 側に 夜を 明かした るを 知. 〇、 何故 家に 臨ら さ b しか 出征 
以來技 日" を經 たる i: 非す や vj 下問せ しに 『之は 陛下の 御言 葉 ごも 覺え 候は す、 部下の 武 K 上 
は將 軍ょり 下 | 卒に 至る 迄 皆 冷たき 土の 上、 破れた る 天 慕の 下に 夜を 掏 ごすに 何 ごて !-^- 獨り家 
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に歸 b 妻と 語ら ふを 得へ き や』 ど 誠實 面に 現 はれた b 云 々〇 

是れ彼 等の 階級 制度、 服從 心の 旺盛なる 差別 觀 中に 包 擁せる 平等主義に して、 帝；！ の 士道 VJ 異 
る こ V」 なし 猶太 人 か 過激派に 接して 而も 彼等 自ら 渦激 g  VJ ならさる の 理由 實に此 に 在 bo 

六、  猶太 . A は 世界的なる こど 0 

猶太 A にして 生計に 差 支へ なきものは 必す 新聞を 購讀し 日々 世界の 大な る出來 事に 注意す るの 
傾向 あ b 是れ 素ょ h 彼等の 同族 か 世界に 分布せられ ある 關係も あらん か 宗敎の 部に 於て 論した 
る 如く 宇宙を 對照ど する こども 亦 其 I 因なる へし 0 

(世界一 等 國の末 班に 伴食す る 日本 帝國民 も、 些 々たる 內爭を 控へ少 く 眼を 世界の 大勢に 注 か 
されは 終に 島 帝 國內に 熟 伏せ しめらる るの 日 あらん) 

又 猶太 人は 土地に 固着せ す、 所謂 世界を 家 V」 する の人秫 な b、 此の 移動 性は 一は 『セ ミット j 其 
の もの か亞刺 比亞の 漂泊 民た 5 し 關係上 何 處迄も 國民性 どして 殘る爲 V」 見 ゆる も 其 他に 尙 『H 
ル サレ ム』 の 外は 何れも 寄寓 ^ 心得 居る にょるな らん か 0 

H 木阈 民の 海外に 殖民す る もの も 亦 其 地に 落 付か さるもの 少から す VJ 雖も 之は 猶太 人の 土地に 
固着せ さる (f は 全然 理由を 異にす、 日本人の 落 付か さるは 一定の 國土 而も 氣候 風土の 順る 佳良 
なる 樂土 あるか 爲に して、 猶太 人には 國土な く 何れに 行く も 同樣な る爲な れはな り〇 

七、  長老を 尊 ひ服從 心に 富む こ VJO 

猶太 人 か 父祖を 敬 ふこ どは 縷 々述 へたる 所な b- 此の 精神は 又 長老を 尊 ひ其敎 V」 命令 ど に從 ふこ 


•どに 現は れ來れ 5 猶太 人には 『ヵ ガール 』( 長老) なる 組織 あ り、 大 にして は 世界 各地の 猶太 人を 
統 •する 力 どな 〇、 小に しては 一村 一鄕の 猶太 人を 指導す る權 威を なす 所 太 敎會に 至る どきは 
外面 的 (: も此 美風 現 はれ あ b 此の點 は 猶太 人の 强 みの 一な. 〇ど す 0 
以上 辦太 人の 美 點を擧 け 吾人の 範 (£: すへ き點 を述 へたぅ 今より 更に 彼等の 欠 點を數 へん VJ す。 

八、  僞善な る こ VJO 

基督 敎 徒の 新約 全書を M くどきは 基督 か 屢 々僞善 者よ VJ 喝破し 猶太 人 か 神の 律法の 蔭に 隱れ 其. 
の 形式は 善 く勤 むる も 其 精神に 於て 全く 之し 反する を 責めた るを 見る へし 今日の 猶太 人に 於 L 
も 亦 此の 如きの 嫌 あ b 例へは 『クラス ノシ チョ ー n フ』 『グロッス マン』 『シャ ー トフ』 等の 知 多 政 

府首腦 か 自由 平等を 稱 へ、 貪 民の 友 VJ して 共に 苦む へき 身分を 顧みす、 滿洲电 知 多 間に 於て窃 
に 利己的 商業を 營み 金儲けを なし 何 食は ぬ 體を なし ある 事 等は 其 一例な り 其 他日々 猶太 人 VJ 接 
する に、 愛想 善く 笑を 浮へ 所謂 巧言令色 鮮 し仁矣 を發揮 する こ VJ 尠から す。 

九、  虛僞 多き こ WO 

凡そ 宗敎 道德 等の 戒を 下す は必す 多く 犯さる へき 過ちを 矯 さんか 爲なり 例へは 汝殺す 勿れ ごの 
戒は 人を 殺す 習慣 多き を 以てな b 故 r. 猶太の 戒に 『汝， j (の 憐に對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ』 
ど あるは 僞を言 ふ もの 多き か爲な bvj 解す へし、 猶太 人を 妻 ご する 一 露 人： n く 「-「 猶太 八 か虛僞 
を述 ふるは 往古の 裁判に て、 自己 に 利害 關係の 及 ふ VJ き 虛僞の 申立てを なすは 正 富 防衛」 13 し 
罪悪を 構成せ す VJ す VJ の 見解な 6 しより 困 襲 俗を なした るな bvj 是れ餘 b に 穿ち 過き たる 解釋 
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S 思は るるる も 猶太の 古史には 左の 記錄 ぁり 0 

r ィズラ エダ』 の 王 『サミュエル』 の 次に 王 ど なりたる 『ブ ゥ少』 の 娘 『ミカル』 は 父が 己 C/) 夫 『ダ 
ビッド 』 を 殺さん  >」 せし を諜 知し、 奸計を 以て 夜に 乘 して 6 7: ダビット』 を 逃れし め、 翌早朝 其事 
露顯す る や、 父 『ナゥ 火』 王は 自分を 欺きし 娘の 行爲を 深く 怒れ b、 其 時 『ミカ，』 僞 b 答へ て 日 
ぐ 『自分は 好ん て 『ダビット』 を 逃した るに 非す 若し 夫を 逃 かさされは 彼は 自分を 殺す VJ 言 ひた 
るを 以て 之を 恐れて 逃 かした るな 6』 VJ 『ナゥ V』 は 娘の 言を 信し 其 罪を 許せ bo 
若し 日本の 烈女な れは 自分は 王を 瞞まし 夫を 遁れ しめたる 事を 自白し、 其 序を 以て 父 か 不當な 
る 迫 W を 『ダビ ッ ド』 に 加 ふるを 諫め、 父を 欺きた る 罪には 服す へければ 早々 首を 頸ね 給へ VJ て 
父 VJ 夫 VJ に對 する 誠意を 披歴した るな らん、 此邊大 に 猶太 精神を 發 揮し 夫には 實を盡 し たる も 
父は 遂に 欺き 終れ bo  . 

然れ VJ も 公平に 考ふれ は 民族 發 生の 當 初ょり 波斯埃 及の 諸 所に 漂浪し 危難に 遇 ふ 事 多 か りしを 
以て 之を 免れん どして 自然に 虛 言を 吐く の 習慣 V」 な b 其 後 ia に 『H 〆 サレ ム』 を 失 ひ 世界 各地に 
散 al して 他 民族の 迫害を 受 くる や 益々 虛 7T の 必要を 生し 又 上 卜する に 至りた 5ど 見る を 至當 V」 
考ふ〇 

彼の 『ゲット』 內に遁 入せ し 犯人は 到底 之を 逮捕す る 能は す どの 事 實は 猶太 人の 相互に 相扶 くる 
精神 V」、 警察を 瞞着す る虛 言に 巧なる に 外なら す 0 

反 猶太の 一 露 人に 向 ひ 試みに 『何故 露 人は 猶太 部落ょ b 敵に 內應 する もの ぁ 6 たるの 一事に て 


該部落 全部の 虐殺 又は 追放を 行 ふや" 國家 全體の 利益に 反する 行 爲をな したろ 猶太 人 丈け は 如 
何なる 嚴罰に 處 する も 差 支な けれと も、 之 VJ 全然 沒 交渉なる 婦人 小兒 迄に も 不幸を 及 ほす は不 
正義なら す や』 V」 質問せ しに 之に 對 する 露 人の 則 答 次の 如し 0 

猶太 人には 『ヵ ガー少 』■ 織め b て 自己の 部落よ b 厌て 罪人を 出さ さる 如く 證據 の煙滅 、相互 扶 
助 的 虛 言に 巧なる を 以て 到底： f: 々の ものを 檢擧 する 能は す 勢 ひ 彼等に 連 帶責仟 を 負は しむる の 
外な し 云々』 VJ 依. て 更に 『失 禮な から 露 園 警察官 や 憲兵 か 猶太 人は 左樣の ものと して 働か さる 
こど か 檢擧 不能の 一因なら す や』 ど 反問せ るに 答へ て 日く 『夫れ 或は 然 らん、 乞 ふ貴國 にて 猶 
太 人の 裏を 搔く 丈の 慧敏 熱心なる 憲兵、 警察官を 養成し、 H ▲內 地の 赤化を 企劃し 奔走しつつ 
ぁる 猶太 人の 行動を 指摘せ しめられよ、 猶太 人は 必す何 等 か 一定の 職業を 有し ぁる 爲探查 頗る 
困難な らん』 ど〇 

其 他日 常の 犯罪 事項に も 猶太 人には 詐僞取 財 多し 其 一因 どして 後文述 ふる 所の 彼等 金錢 欲の 盛 
なるこ ごを 指摘し 得へ し VJ 雖 VJ も 他の 一因は 即ち 彼等 か 虛 言に 巧に して 詐欺 取 財に 成 効す るの 
素質を 有する に 在り 〇 

r ィズ ラユル •コー へ ン j も 其の 著書 中に 左の 如く 自白せ ぅ 0 

露 國、 埤匈國 及 獨乙國 に 於て 統計を 取 6 て硏究 せし 所に よれは 猶太 人の 犯罪は 身體に 關する 
罪よりも 財 產に關 する 罪 多く、 又 其 形式は 暴行 脅迫的に 非す して 詐僞 的なる こど 多し 0 
最近 哈爾賓 に 於ても 寺 山 商店よ 6 白金の 賣買 V」 稱 して 五 萬圓を 騙取し 逃走した る 惡漢は 猶太 人 
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な 6 き 此の 如き 缺點は 政治 上に も 現 はれ 來るや 自然な b、 尤も 對外關 係に 於て は W れの國 家 も 
區々 の 小策を 弄して 對手國 を瞞有 せん VJ する は 有 〇 勝ちなる か、 猶太 人は： n 常 法網を 摘る 練習 
を 積みた る 丈け、 詐僞的 外交 も 亦 巧な •るを 感す〇 

例へは 大正 九 年 七月 十七 H 高 柳少將 Sr シャー トフ』 vj 取輙 めた る 後 貝 加 爾戰線 休戰及 中立地帯 
設定に 關する 『ゴ、 \ ゴダ』 覺書を 破棄す るに 方り 正規の 軍隊を 『パ， チ ザ ン』 に 改編し、 以て 杭 議 
を 免れん、/」 せり、 此の 如く 見え透き K る 三百代言 的 小策を 弄する 事 あるを 以て 猶太 人 又は 其 指 
填す る！： 隊に對 しては 充分 細心の 研究を なし 念に 念を 入る るの 必要 ある こ VJ は 哈爾賓 に 在住す 
る 邦人 事業家の 等しく 經驗 する 所な 50 

又虛 言に 巧なる 丈 『ブロ パ ヵン ダ』 も 亦 巧な h 此の 事は 大 古ょ 5 然る か 如し、 今 舊約時 代の 『ネ 
へ ミャ』 の傳記 中に 左の 如き 一節 あ bo 

r 工〆 サレ ム』 ょ パ ビロン』 に 捕虜 <£: なりたる 猶太 人の 中に 『ネへ ミャ』 ど 呼 ふ 男 あ 5 『クセ 
ダク セス』 大王の 盃を 執る 役に 任せられた b 或る H 『ペルシャ』 の 首郤 『スサ』 の 町を 歩める に 
『へ ゾリ ゥ』 諾を語 b 合 ふ 二人の 人に 遇 ひ、 猶太 人なる こ V」 を 知つ て 猶太の 現狀を 尋ねた る (: 
旅人 日く 

猶太は 今 非常なる 境遇に あ り『エダサレム』の石坦は崩され、其門は焚かれ、隣國の民は樣 
々なろ 奸策を 用 ひて r： 太 人を 苦め、 晝は掠 奪を なし 使は A を 害す、 俘虜 ど なつて 連れ 行か 
るる もの 日に 其數 を增 L 往來は 死人に て 埋まる 計 b な ち〇 


語れ 了つ て 旅人は、 い VJ も悲 けな 顏を 見せ たれは f ネへ ミャ』 は 思は す 落淚数 行 直に 眼を 上け く 
'に ff つて 日く  . 

『お、神ょ神は何時迄我忠良なる民を看過せらるるや我々は今や全人類の餌貧たらん <£: ^^ 
哈爾 賓發 行の 猶太 新聞の 宣傳に 巧な 5 排 猶太 新聞 V」 大 なる 徑庭 なし vj する も 猶太の 後 愛ゎ る 
米 國邊の 新聞は 勿— 京邊 ^ 猶太 系 新聞 も 亦 時々 f 往來か 死人に て埋 I』 流の 宣傳— しつ 
つ あるは 注意の ^ あ 6  VJ す。 

又虛言 に 巧なる こ vj ど、 思慮 周密、 勸勉な る こ ど は 間膜 どして 最も. M 任に して 戰爭 間に 於て必 
要なる のみなら す 平時 諜報の 爲にも 亦 便利な. 〇〇 

然れど も 最も 注意す へきは 彼等の 報吿か 命を 受けた る ものに 到達す る <f 共に、 猶太の 最高級 者 
の 許に も 到達す る こどに して、 従つ て 敵國內 にある 猶太 人に も 知れ渡る こ ^ 是な b、 大戦 間 被 
我兩 方面 猶太 人に 關 する 情報 か 詳細に if ^ i ttl 、 きなる 雜誌に 現 はれ 得る 以上は 他の 事柄に 
關 しても 亦 情報は 達し 得る こ V」 明な bo 
〇 、陰險 なるこ VJO 

之， も 亦 猶太 人 個々 を咎 むる は 寧ろ 酷に して 境遇の 上ょぅ 自然に 涵養せられ たる 缺點ご 見る を隱 
當 VJ するな らん 0 

前記 『 ネへ ミャ』 傳に 見える 如く 耶蘇 降誕 以前ょ. 〇 此の 如き 世間の 虐待を 受け、 而も 其 後地 球面 
に散亂 せし：® られ 、世の 迫害を 受けた るを 以て 陰欝の 性？ なる は 當然の 事な り、 試みに 日本 
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の繼 子 e 見よ 僅々 數 年の 間に 其 性質 著しく 變 化する に 非す や 況んや 三千 年の 昔よ b 不斷の 迫害 
に苦惱 せし 猶太 民族 か 今 僻 其 民族精神を 失は さるは 寧ろ 不可思議に して 其 心の 少く捻 れ たる 如 
きは 寧ろ 同情の 値 あ bvj 云は さる 可ら す 0 

『ィズラエル •コー ヘン』 の 著書に も 猶太 人に 『ヒス テリ ー』 其 他神經 系統の 病症 多く 其 比例は 諸 
大家の 說を參 照す るに 猶太 人 以外の ものの 四、 五倍に 當るど 說明 しあ bo 
猶太 人 r ■何事 か 劃策す るに 際し 自ら 責任の 位置に 立つ よ b •も、 人を して 責任の 衝に 立たし め已 
れは 蔭より 之を 指滇 する を 好む の 風 あり、. 是れ 弱者の 當然 執る へき 方法に して 怪むに 足ら さる 
も 事實は 事實な b、 或る ものを 除き 去らん V」 するどき 已れ 自ら 之に 當らす 第三者を 利用して 之 
V」 爭は しめ 逐次に 之を 片附 けて 漁夫の利を 占めん どす るを 常 どす。 

我 邦に て も元龜 、天 ' JE 時代 以後 此の方 式に て 成 劾せ し 奸雄少 からさ b しか 如し 最近 『ブラ ゴエ 
シチ H ンスク 1 附近 + 逞鮮 人に 獨 立派，、」 共產派 どを 生し 前者は 民族主義、 後者は 萬國主 義を標 
傍して 遂に 銃火を 交 ゆるに 至りた るを 聞く や 一 猶太 人 膝を 打ち L 日く、 面白し、 日本の 爲に謀 
るに 宜く 此の 爭を利 用して 共倒れを なさし むる を 上策 どす るを 以て、 或る 方法に て 双方 ^ 激 2 
しては如何ご、此一言は誠に善く彼等の政略を言ひ顯はせるものど云ふべし0 
知 多 外務 大 ^ 『ユー リン』 甞て四 王 天 大佐 ど會 談中述 へて ti く 『貴 國は米 國等ご 協同して 出兵せ 
し 始めよ b 今；！： に 至る 迄 見へ さる 第三者の 巧なる 指導に よ b 動かさ. れつつ ある 事を 知らす や』 
V」、 依て 第三者 VJ は 日本の 元老 か、 軍閥 か、 否、 米國 其の もの か、 否 然らは 猶太 人 か ビ云 ふに 


至つ * € 微笑し 判定. に委 す. の 曹 〔を 洩ら. せ bo  •  •  I  ,  - 
今後 帝國か 國策 を定む るに 方 りても： n 支： n 米の 關係 等に 於て 第三者の 思 ふ 儘に 指導せ. られ- 
す、 眞の 自主的 動作に 出る の 必要を 感 する 事 深き を覺ゆ (列 國の 新聞 論調は 危き ものな ^ '"〇 
一一、 熱烈なる こと 0 

猶太 人は 現今に 於て は 前述の 如く 弱者の 立場ょり 陰謀 的 日蔭 仕事に 沒頭 する も、 其 本質ょり す 
れは實 際は 中々 熱烈なる 精神を 有し 元來 血を 好む の 民族な bo 

前に 述 へたる 結婚式の 目出度 儀式の 席に て！ T コップ』 を 踏み 壤すの 習慣 旣に 熱情 的な bo 
R 常の 鱗 論に 於ても 屮々 熱狂す る ものなる か 木 年 春 當地裥 太 協 1 :內の 溫健派 VJ 過激 分子 ど 論爭 
中 『コップ』 を 役け たる もの あり、 又溫健 派の 熱辨を M ひたる ものは 精神 余りに 緊張せ る爲か 其 
夜 腦 溢血に て 死せ る もの あ b、 其 後の 集會に 於ても 溫健 派の 主宰者 か 椅子を 反 對 派に 役し 席を 
獄て 立ち去れる こど あ bo 

尙. ほ 古來 彼等 か 熱狂 的 人種な りし こどを 史實に 照し 左に 述 へん 0 

『 ヤコブ』 か 割禮を 行は さる 國の 男子には 娘を 與るを 得す VJ 斷 b たる こ ど、 前 旣に述 へたる 听な 
卜、 此に 於て 『ヤコブ』 Q 娘を 欲する 爲 『シケム』 (娘を 所望した る 息子) は 割禮を 受け 目出度 『ヤ 
コ ブ』 の 娘 『デナ』 を 正式に 貰 ひ 受けた bo 

然 6- に 其 幸福なる 夢は 僅か 三日に て 破れた. 〇是れ 四 H 目の 夜 『ヤコブ』 の 息子 f シメオン』 ミ 『シ 
ビ』 •こは、 利 及を 堤け 『シケム』 の 町を 襲 ひ、 男子を 悉く 虐殺し 遂に 『シケム』 の 家に 迫つ て 親子を 
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剌し妹 『デナ J を取戾 した b、 然れ S も 妹を 汚された る 恨は 尙之れ にて は 報 ひ 足らす (1 考へた 
る 『グ メオン 』 及 『レビ』 は、 町 ご 云 ふ 町、 野ぐ C. 云 ふ 野を 掠め 婦人 小 兒を皆 捕虜 どせ 流石の 『ャ 
コ ブ』 も我兒 等の 暴擧の 爲に 永久に 『ヵナン』 の 人 (猶太 人) ど 『ペリ ジ』 人ビの 間に 和す 可ら さる 
恨を 殘 すに 至りた るを 悲みた bo 

降て 『 3 シュア』 王の 時代 W な b 『モク セ』 の 喪 も濟み 『ヵナン』 攻略 戦 爭 中の 事な 火 ダン』 河 
を 渡 b たる 軍隊は 暫く 對 岸に 野營 して 疲れを 休め 士氣を 新に して 『ィエ リコ』 の 町に 攻め入 6 た 
b、 豫め 二人の 間牒を 入れ 充分なる 偵察 も濟 みたる 事 なれは、 難なく 攻擊は 功を 奏し、 城壁は 
破られ 城門は 碎かれ 『ィ H ジコ』 の 町の 住民は 一人 も殘 さす 猶太 軍の 及に かかれり、 町は 之 等の 
死骸に て 埋まり、 路の 上には 恐ろしき 血潮 流れ、 次て 全市 街は 凄き « に 包まれて 氣息奄 々たる 
負傷者の 叫喚の 聲は黑 煙の 中に 吞まれ た bQ 

此時唯 二人の 間牒を 助けた る 婦人の 一家の み 窓に 赤 紐を 垂れ 約束の 目印 ビ したる か爲 めに 虐殺 
を 免れたり 0 

降て 『バビロン』 干' 『ア' ルタ •クゼ ルタ セス』 (印度ょ b 『エチ オビ ャ』 に 亘る百 七十 二 州を 統へた 
b) の 頃に 至りて は 既に 猶太 人 排斥運動 ど 之に 對 する 虐殺の 始まりた る 時代なる か 王は 猶太 貴 
族『べンジャミン』族の出なる『エステこど呼ふ猶太美人を娶りし結粜猶太人に同情を表し猶太 
人 解放 令を 出し 其 文 乎 V」 言語を 許した るの みならす 相 集まりて 自衛：！ を 組鉍し 且つ 其 年の 十二 
月 十三 日に 限 6 猶太 人を 襲 ひし 諸 州の 兵士を 其 妻子ビ 共に 滅絕し 且つ 其の 所有物を 奪 ふを 得へ 


き 諮を 發せ bo 

當 日に 至 5 何人も 朝廷 內 の空氣 を 察し 敢て猶 太を 攻擊 す ^. ものな か 5 しか 久しく 受けた ^ 壓迫 
の 反動  >」L て 猶太 A 自ら 攻勢を 取 b 首府 f シユシ アン』 の 町 丈に て 五 百 人を 殺戮せ 60 
王は 『H ステ ル』 如に 之に て氣か 晴れた， CN や VJ 尋ねた るに、 妃は 王に して 妾を 愛し 深き 情を 垂れ. 
給 ふなれば、 明 十四日の 爲 今：： IVJ 同榡の 詔を 下し 給へ VJ 答へ たり、 詔は 下れ り、 fc 二 拎て 『シ 
ユ シアン』 の城內 にて 更に 三百 人を 殺戮した るの みならす、 城外 諸 州の 猶太 人 も 相 集まり 自衛 
の爲 VJ 稱 して 反 猶太 思想 者の 多 敷を 殺戮せ， 〇、 其數七 萬 五 千の 多き に 上れり ど 云 ふ (『バロン. 
ゥン ゲル ン』 か 今年 三月 庫偷 にて 虐殺した ぅ VJ 稱する 猶太 人 千 二百 人の 六十 五倍に 相當 す) 

以上 述へた る 如く 猶太 人 VJ 他 民族 VJ の 間に 溝渠を 生した るは 『ャコブ』 時代の 昔よ 5 猶太 人 か 民 
族 的 自尊心に 某： く 排他 思想 ど、 其 熱狂 的なる 虐殺 手段に 出て たる こどを も考 へさる へからす、 
1槪に現在の猶太民族にのみ同情するどきは、偏頗の觀察に陷る可し0 

尙 ほ 猶太 人 か 無抵抗主義の 基督を 十字架 上に 礎 殺した る こ VJ も 亦 猶太 人 か 『神 殺し』 どして 基 
督敎株 - より 嫌惡 せらる る 所以な り ( 此の 件に 關し ては 後 章 更に 論す る 所 あるへ し) 

二、 拜金 にして 射利に 巧な り。 

『シエ クス ビ ーア』 の 傑作 f グ エ , ース』 の 商人 (人肉 出入 裁判) の 主人公 猶太 人 『シャィロック』 か 高 
利 貸 ^ して 不當の 富を 貧 b たる こど、 竝に寬 仁なる 商賣敵 『アン トー ーォ』 を 合法的に 殺害 せんど 
せし 療は 、代表的に 猶太 人の 射利 的 魂 性 ど 血を 好む の 性質 マ」 を 描出せ ぅ、 素より 何れ 迄 か 事實 
第二 草 猶太 人の 一般的 研究  四 五 
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にして 何れ 迄 か 作者の 脚色なる やを 明かに せす VJ 雖も 猶太 人の 家に 住み 其 事業家 乃至 料理店の 
婢 僕に 至る 迄の 性質を 觀察 する に 宗敎的 生命を 別問題 ど せは、 金錢は 彼等の 凡てなる かの 感を 
懷かし むる こ ^ 少から す '.0 

相當 身分 ある 猶太 婦人に して 其 下宿人の 身分 ある ものに 向 ひ 購買 品の 價格は 勿論 宴會の 費用、 
其 献立 等に 至る 迄 一々 之を 研究して 價 格の 高下を 論す る 等 不快の 感を催 ぅさし むる 事尠か らす 
猶太 嫌の ものは 嘲て 日く、 猶太 人は 子を 育てて 相當の 年齢に 達すれ. は 兩手 に 金貨を 握. らしめ て 
之を 樹の 高き 枝に ぶら 下らし む、 若し 金貨を 放たは 巳れ の 生命を 失‘ ふ 可き 事を 實 物に 依り 敎育 
し、 以て 無益の 散財を 豫防す VJ、 素よ b 譬喩 的 嘲笑に して 二、 三 此の 如き 方法を 収 b たる 猶太 
人は ありし ならん も、 凡ての 猶太 人 か 此の 如き 方法を 取る もの VJ は 信す るを 得す、 然れ VJ も 事 
實金錢 を 愛する こどは 前 旣に述 へれる 如く 東 歐諸國 に 於け 〇 猶太 人の 犯罪 統計 か 身體 に關 する 
罪よりは 財產に 關 する 罪 多き 一事を 以て 旣に雄 辨に說 明せられ た bvj 謂 ふへ し 0 
此に 於て 何故に 猶太 人 か 此 くも 强く金 錢を 愛し 之 か 爲には 多少の 汚名を も 甘受す る やを 觀察研 
究せさ る 可ら す 0 

第一は 單に何 VJ なく 金錢を 愛す VJ の說な り、 一般の 猶太 人は 或は 然 らん、 基督 か # 喰ひ鏽 蝕り 
盗人 來 b て盜む 所に 財を 蓄ふる 勿れ. VJ 戒めた るは、 當 時の 猶太 人 か旣に 餘ぅに 蓄財に 熱中せ し 
半面を 語る ものな bo 

當時 某督の 言を 信せ す 之を 砣 殺せし 猶太 人の子 孫は 『ァタ ビス， ム J  (腦 より 腦に傳 はる 遺 傅) の 


作用に よ b 蓄財の 觀念强 きは 自然な b、 故に 此の說 も一說 どして 理由 ある こ VJ ど 考ふ〇 
第二は 猶太 民族 離散 後に 於て、 必要よ h 生した る 蓄財な bvj の說な り？ 

由來 彼等は 到る 處 迫害を 受け 土地の 所有 櫂な く、 暫く 一地に 固着す る や 其內に 虐殺 追 立ての 始 
まるこ VJ あるべき を 以て、 自然 _ 業の 如き 土地に 固着す る 業務を 避け、 形勢 不穩ミ なれは 阄ち 
に' 携帶 し - L 逃走す るに 1® 利な な 金 錢又は 貴重品を 欲する は 勻然に して® 太ん に 商人、 銀： <r 家、 
貴重品 商の 多き は 之 か爲な 6 どの 說も亦 一理 あ 謂 ふべ し 0 

露國に 於け る 猶太 人の 約 三 八、 六 五 ^ は 商人に して 他 民族の 商人は 其の 全ん 口の 約 三、 七 七％ に 
過き す 故に 猶太 人は 他の 露 人に 比し 商人を 出す の 比 十倍 以上 大な bo 

若し 露國 人口を 其の 猶太 人の 三十 倍 ご 概算 すれは 猶太 商人 li 露 _ の 商人の 三 割 五分 以上を 占む 
るを 觀る へし 0 

滾三は 宗敎上 政治 上よ b する 觀察 にして 猶太 人は 離散 以來 武力、 鐵 拳の 自衛 力を 有せ さるを 以 
て 之に 代は るべき 或る ものを 求めさる へからす 或る もの VJ は 古來 彼等の 最も 得意 ごせし 金錢な 
り、 之 だに あらは 以て 世界の 統一を 期す るを 得へ し、 『ユ サィ』 菁の豫 言に も 諸， 一民の 金庫は 爾 
の 許に 集められん V」 あ b 故に 彼等は 此の 大理 想を 以で 金を 集めつつ あ bvj の說な b、 此の 說は 
神秘的 宗敎 分子を 含 ひを 以て 判 斷 極めて 困難な 6 ご雖も 今や 『ロ スチ ャィ〆 卜』 『モルガン』 の 如 
き 世界的 大富豪 か 猶太 人に して 金權を 掌握し、 思 ふ 儘に 石油 其 他 市場の 相場を 司 配し 戰爭の 開 
始 、終止 も 亦 彼等の 意見を 聞かさる 可ら さる 事實に 照し . T 考察す る V きは、 或は 彼等の 目的は 
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『エティ』 豫 言の 現實を 夢想す るに 非 さるな きか、 果して 然らは 無心なる 猶太 人の 蓄財 も 亦大に 
意義 ある こど どなるべし。 

尙 ほ宗敎 方面より 彼等 か 蓄財に 熱心なる こどに 關し 猶太 人を 妻 どせ る j 露 人の 談に 日く、 『夕 
ル ムー ド』 の 中に 金錢貨 借に 關 する 細則 ありて 『猶太 人間に 於け る 金利は 年 I 割(？ ) を 超 ゆる 
こどを 得され も 『ゴ イ』 (豚に て 他 民族を 指す) よぅは 幾何に て も 高利を 取り得』 どの 意味を 敎 
へ あり 云々 ど。 

果して 此く 明瞭に 記載し ある や 否や 明から さる も、 後 章 佛國に 於け る 猶太 勢力の 部に 於て 詳述 
する 如く 千 八 百〇七 年大邦 翁 か 猶太 人の 宗敎 裁判を 巴 里に 召集した る 時の 決議 第 八 第 九 條に於 
て 金利を 制限し、 猶太 人を 他の 市民 同等に 取扱 ふ 以上は 猶太 人 も 亦 同 民族に 對 する 以上の 利 
を 他 民族に 課せ さる こ VJ、 高利 貨を廢 業す へきを 約束せ るこビ 並に 『畢； 典に 定めた る 律 云々』 ど 
明記せ る こ VJ 等に 依 b 推考 すれは 此露 人の 說も 或は 架空に 非 さるへ く 従て 前々 節 宗敎の 部に 於 
て 疑を 存 して 述へ たる 『ユ ー ダ』 よ 『ゴ ィ』 の 生命は 汝の 掌中に あ. 〇故 に ®0 ®0 0 の ^0 t ° ^> 0 #0 (i: ° r ^ ° a° 
々汝の 有に 歸す へきな 5』 VJ の敎 へは 或は 聖典に 載せられ ある やに 考 へらる、 兎に角 事 實に於 
て 世界 5 金權は 逐次 彼等の 手に 移 b つつ あり、 今此 等に 關 する 猶太 人の 自白を 左に 沙錄 して 參 
考に 資すへ し。 

千 九 百 十二 年 (大戰 開始の 二 年 前) 十二月 1 0 巴 里に 於け る 『猶太 靑 年會』 の 催した る 宣傳的 集 
曾に 於て 猶太 人 『ァンドレ ー、 スビ ー u の爲 せる 演說の 一節を 引用 せん ^ 」ヒ 1: 特 ^ 歡 5|: 、) 


(前略)國王の保護を受ぐる程 0- #別なる猶太人も、吾々の宗敎上弱きど貧きどを助くるの義 
務ぁ b、 此等 特別なる 猶太 人の 御蔭に て 國王も 時 VJ して 貧乏 猶太に 特典を 許すな bo 
此の 如き 吾人の 保 一-は 決て 體 力の 優良な b しに 非 t' L て 實に窝 の 力な 6 しを 考 へさる 可 &す其 
の 例は 枚 擧に遑 ぁらさる か 今 最も 顯著 なる 一 例を 舉くれ は 英國其 他諸國 政府の 御用 錢屋 たる 銀 
行 家 『ロ ード •ロ スザ ヤイ ル ト』 な b 彼は 佛阈 革命の 際國 家に 莫大の 金を 供給す るの 代償 どして 
猶太 同胞の 解放を 要求した bo 

而 して 平等 權を 同胞の 爲に 獲られ さる 場合には 數百萬 金を 投 して 彼等を 敎育し 又 極端なる 貧困 
狀 態ょり 彼等を 救へ bo 

然れ ども 此の 如き 一部 富豪の 保護 救濟は 猶太 人の 精神 上に 危險な る 傾向を 齎らせ 6、 若し 猶太 
人の 全社 曾を 舉けて 生涯を 善事、 正義、 知 織、 生業、 人格の 修養に 向けす、 I 煮 若干の 猶太 人 
か 有する 金錢に 着意し 金を 儲く る 事 か 天下の 最大 業務な 〇 ど 考へ 、『ロス チヤ イ， ド』 どなる こ 
どか 全生涯の 目的な 6ど考ふるに至らは、實に悲むへき結果を生すへし、從前大革命當時、第 
一 帝政 時代 等には 實際 此の 如くな b しな bo 

現今 佛蘭 西の 狀 態は 如何、 帝政 時代の 如き 遊蕩の 貴族 か 政 權を雜 持し 金錢を 提供して 位置を 買 

ひたる 時代は 去れ^ V、' 又 米國の 如く 弗の 多少を 以て 人物を 搜し 又は 之を 評價 する の 時代は 去れ 
>00 

巴 里ッ 兒の國 、最も 發 達せる 文明の 國た る當 地方に 於て は、 馬を 何 K 所有す る どか、 自働 車を 
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. 猶太 研究  五〇 

所有す る VJ か、 大邸 宅を 所有す る VJ か、 婢 僕を 何人 使 ふ VJ か、 年々 幾 萬の 慈善事業 費を 豫算に 
計上す る (£ かを 誇る もの あ b.vj する も 吾人は 何等の 感動を 生せ す 否な 寧ろ 之を 笑は さるを 得す 
云 々 〇 

是れ 如何に 猶太 入の 金錢 欲の 盛なる かを 自白し 之に 對し 社會 主義 的 警吿を 與 へたる ものに 非す 
や 0 

尙 猶太 人の金 錢關係 か宗敎 上に 迄 驚く へき 關 係を 有する 最近の 實 例を 示さん 〇 
大正 十 年 十 H 三、 四日 新年 所. 騰の 儀式を 觀 察せる に、 最も 古式に て 行へ る 養老院 內 の禮拜 所に 
は 洋服 簞 .-( に 似た る 祭壇を 設け あ b、 二 時間 佘に 亙る 禮拜 中數度 其觀音 開きを 開帳して、 內部 
の 聖典 『トラ ー』 の卷 物を 拜せ しむ。 

其 際 開帳の 任に 當るは 金を 多額に 奉納せ る ものに て 吾人の 見た る V」 きは 司會 者た る 長老 か 競賣 
的に 小額の ものよ b 叫 ひつつ あ 5 た b、 之 か爲 今：： I こそは 是非 開帳の 榮を擔 はん V」 する 信者は 
眾 に 二、 三分 間 開帳の 世話を せんか 爲に 千金を 役す る もの あ b  VJ 謂 ふ 0 

以て 如何 (: 彼等 か 今尙ほ 金錢に 特別の 趣味を 有しつつ あるかを 見る へし、 又其翌 U 割 禮の術 君 
よ b 其の 儀式に 臨場を 勸め られ 之を 承諾せ しも 割 禮を受 くる 小兒の 家よ b 吾人の 富豪なる や 否 
やを 確め たる 上に 非れ は 臨席せ しめ 難し VJ 抗議せ しを 以て、 殘念 乍ら 富豪に 非る 吾人は 之を 斷 
念した bo 

然れ ごも 猶太 人の金 錢 蓄積は 前述の 如く 貧民の 救濟 、同胞の 解放、 敬神 等に 用 ひんか 爲 にして 


一身の 歡樂を 貪らん か 爲に 非す 蓄財は 目的に 非す して 崇高なる 理想 實 現の 手段な bvj せは 一圖 
に 之を 擯斥す るを 得さる へし 但し 射利 手段の 惡竦 陰險な るは 猶太 人の 特色に して 彼等 か 全世界 
の 他人 種ょ 6 僧惡 せらる、 最大の 原因 全く 此點に 在 bo 

哈爾 賓邊の 遊樂の 場所に 出入す る VJ きは 一般 顧客. か 泥酔して 一夜 數百 金を 浪費す る 一方、 冷靜 
に 計算して 之を 搾 5 上け つつ ある 猶太 人の 會計 又は f ボ ーィ』 は 徐ろに 世界 統一の 日 近つ くを 見 
て 窃に會 心の 笑を 洩らす を覺ゆ 〇 
三、 排他的に して 同化せ す〇 

世界 殊に 米國 人は 同地に ある：！： 本人 か 堅く 民族的 結合を 持して 同化せ さるを 非難し 排日の 原因 
は 之に あ bvj 說 くもの あれ V」 も 不同化 性 か 果して 排日の 大 原因な bvj せ ば、 之に 先ち 米國 にあ 
る 三百 萬 人の 猶太 人を 排斥せ さる 可らず、 彼等は 巳れ の 寺院を 有し、 (本願 寺ょり 犬な り) 己れ 
の 言語 文字を 有し、 已れ の俱樂 部、 協 曾を 有する に 非す や。 

猶太 人 不同化 性の 由て 來る 所は 旣に屢 々宗敎 習俗の 部に 於て 縷述 したる 所に して 蛇足 的說 明の 
要な きも！ 二の 事例を 擧けて 如何に 彼等の 不同化 性の 強き やを 述 へん (£ す Q 
一 猶太 婦人 哈爾賓 に 居住し ある 一知 織 階級の 露 人 ど 相愛の 仲な b しも、 露 人は 猶太 婦人 ど 結婚 
し 得さ ，0 を 以て、 該 婦人は 基督 敎の 洗禮を 受けて 其 目的を 達した b、 然るに 今日に 至る 迄數年 
涞た 基督 敎の 寺院に 出入せ す、 事 苟も 猶太の 利害に 關 する 事は 極力 之に 容喙 して 猶太の 利益を 
圖 らん どす、 又 數年前 小兒の 生る る や 夫を 壓 迫し 之に 猶太 式の 名を 附 せんどし、 親族の 反對に 
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猶太 砾究  五 二 
遇 ひ 普通の 露西亞 婦人の 名を 附し たり、 此邊 恰も 前に 述 へたる 『バビロン』 王妃 『ユ ステ’』 か 
『バビロン』 に 嫁き たる 後 も 終始 猶太の 利益を 計りた る ど 酷似す 0 

『アィ サック』 『ドン •レ ービン 』氏は 猶太 人 千 f 二 百 五十 萬 人中 歸化 せる 國に 同化せ る もの 百 萬を 
算すれ V」 も實 際に あつて は 此一百 萬は 同化す るに 非す しち、 中に 『ユス クル』 の 如き 役目を 勤め 
§ る もの 少がら さる 可し 0 

尙大 戰當初 露國に 左の 事實 あぅ。 #? 界一」 7 jg e 

猶太 人 『カッッ』 は、 露國に 於け る 前例に 反し 少尉に 住せられ、 希 臘正敎 を 奉す る こ V」 どな b 
たる も、 其關 係せ る 新聞に 寄書し 立場を 明かに して 日く 

『予は 猶太 人 どして 此世に 生れ、 現在 猶太 人 VJ して 生き、 又 猶太 人 どして 死なん』 

右は 最も 善く 彼等の 不：一 化 性を 顯は せる ものにして 結婚 も洗禮 も 畢竟 何等かの 手段な b ど 見る 
を 安全 どす、®: 逸は 自國の 猶太 人を 六十 一 萬 五 千 VJ 算定し 混血 兒百 十二 萬を 以て 獨逸 文化に 同 
化した る、 味方 ど 算定して 不覺を 取りた る點な き や 0 
要するに 以上 述へた る 猶太 人の 性質なる ものは 局部 的 觀蔡ど 猶太 人の 著述 吿白ど に 基き 最も 著しき 美 
點ど欠 點ビを 公平に 擧け たる ものに て 猶太 人を 相手 VJ する には 少 くも 以上の 事を 知悉して 取懸ら され 
は 不覺を 取る 場合 あるへ きを 信す 0 
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前章 迄に 於て 猶太 人 一般の 研究を 了した るを 以て 之ょり 猶太 人 か 世界に 有する 實 勢力に 關し 研究す る 
所 あらん ど す 0 

第一 節  世界に 於け る 猶太 人の ハ 刀 布 及 之 か經路 

猶太 人の 總人 口は 千 三百 五十 萬 人 (£ 算 せらる、 即ち 世界 總 人口の 約 百 二十 分 一な b 今 之 か 分布を 戰爭 
前の 國 別に 列擧 すれは 左の 如し Q 
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猶太 研究.  五六 
世界に 於け る 猶太 人 分布の 槪況 を圖示 すれは 附圖 第二の 如し 0 

即ち 最も 多き は 露國 (約 半數 を收容 す) にして 米國 之に 亞く (約 四 分の I を收容 す) こ ^ は 注意の 値 あり 
又 右 猶太 人の 人口は 純粹な る 猶太 人に して 某 督敎徒 VJ の 混血 兒を 含まさる もの どす 0 
獨逸の 猶太 人は 六十 一 萬 五 千な b ど雖 VJ も 之に 混血 兒を加 ふる VJ きは、 百 七十 三 萬 (即ち 約 三倍) の 多 
きに 上る ど稱 せらる、 他の 諸國に 於て は 此の 如き 統計を 缺 くを 遺慽 VJ する も、 若し 假 b に 同 樣の比 列 
にあ りご せは、 世界の 猶太 系 人口は 三千 七 •白 - 十七 萬の 多き に 上る へし、 即ち 獨 逸に 於て は 總 人口の 
三十 八 分の 一强〇 一、 六 七 ^ ) に 上り、 世界 總人 •口に 於て は 四十 三分 一强に 上る へし、 而 して 猶太 X の 
性質の 部 不同化 性の 條に 於て 述 へたる 如く、 混血 兒か 猶太 側に 立つ 場合 ど、 基督 敎徒惻 に 立つ 場合 ご 
を 中 較 し、 寧ろ 前者の 場合 多 かるへ きを 以て、 安全なる 算定 ご して 猶太 勢力を 論す る 場合には、 混血 
兒を 猶太 側に 算入す るを 可 V」 すへ し、 然れ V」 も 混血 兒は 猶太の 不利なる 場合には 基督 敎徒惻 に 立つ や 
明かなる VJ、 全世界の 之に 關 する 統計な きを 以て 純粹 なる 猶太 A の數を 取て 猶太 勢力 判定の 資 V」 なす 
の 外な し、 唯 之れ は 最少 限を 示すな るを 注 . i: する の 要 あ b  V」 す 0 

之ょ b 如 W にして 猶太 人 か發 生の 地 『パレスタィン』 ょ b、 此 くも 甚た しぐ 世界に 散布す るに 至 6 しや 
を 略述 せんどす 0 

猶太 人の 散布には 耶蘇 紀元前の もの vj 紀元後の もの ビあ り、 前の ものは 埃 及、 波斯 方面を 主 どし、 東 
歐にも 若干 入 b 込み ありし 形跡 あれ VJ も、 大 いなる 數に 上らす (西暦 紀元前 五 ff 八十 六 年 『ネブ ヵド 
ネザ I』 主 か、 猶太 人を r ァグ メー ーァ』 (£ 『コー ヵサス j に 移住せ しめた bvj の記錄 あ. cs  (今日の 如き 分. 


布を 取る に 至りし は 耶蘇 紀元 再 三十 五 年 以後の 事な b、 以下 述 X るは 後者に 馬す る もの どす 0 
猶太 人 か 何 成 此く 世界に 散布せ 5 や VJ の 說に關 し 猶太 人間に も 二說あ b、 正統派 即ち 宗敎 心の 堅固な 
る 猶太 人は f 神秘的 S へ、 猶太 鋈：：. 去の 罪業を f す爲 、神 か猶查 族に If さしめ 
此の ^ 紗に & へ % ft は兹に 始めて 猶太の 統 I 、 世界の 統一を 許すな， c\ 、其 移住の 經路の 如きは j に 神 
意 に 從ひ 、自然」 3 かる、 なり VJ 解す る も、 改革 派 即ち 宗敎 心 U; 前者の 如； 竪固な らさる 猶太 人 U、 
之を {自然なる 人.. 業-不正. f なる 列 國人 迫’ の 結 衆な bvj 憤慨し、 現 實的方 一より 考 へて 之を 视實 
的 (: 矯正 せん (£: 努め あるか 如し。 

雨 派 何れ か眞な る やを 判定す るは 本 硏究の 目的に 非す 寧ろ 現實的 硏究を 主 どす る 立場より 後者に 重き 
f 研究を 進めん 善、 是れ 猶太の 現 實派ン 謹 派の 弄する 術策 か、 列國の 政策 乃至 時事問題 ど 
して 日々 吾人の 眼 貧に 現出し 而して 吾人は 事實に 於て 之 か對應 策に 忙殺せられ つゞ あるを 以てな b 
然れ vj も 1 r 際に 他 民族に 取 6 何れ か 危險 なり や ^ 言へは、 急進派よりも 寧ろ 正統派の 穩健 策を 恐る ベ 
しどす、 恭し 急進派の 術策は 全然 人爲 的なる か 故に 人 爲的對 策を 以て 之を 破 h 得へ けれは な bo 
猶太 王國の 滅亡は 西暦 七十 年羅 馬の 將 『テ トス』 か 『ニ ル サレ ム』 を 占領し re: -/】 時な りし も 其 後 猶太 政權 
の命脉 は尙ほ 六十 二 年間 微かに 存在せ しか 西曆百 三十 二 年 『パレスタィン』 の 猶太 人は 時の 『ラビ』 (猶 
太 法典 博士を 云 ふ) よ b 『 續 1 の 偺稱を 受けた る 『パルコ チ パ』 を 首魁 ご. して 羅 馬に 反抗し、 其 初 
期に 於て は 多少 成功して 『ニナ レム』 を 解放し、 神殿 5 一部を 奮し、 從來 ，に 遁走せ し 多 數の猶 
太 人は 『バル n. チバ』 の ^ 下に 入る 可く 再 ひ 聖地に 歸來 せし も 天 斯 民に 幸せす 『パルコ チべ』 の 統治 僅に 
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猶太斫 究  五八 

三年 半に して 優勢なる 羅馬 軍の 爲に擊 破せられ て 『パレスタィン』 王 國は 滅亡せ b  (此 戦に 於て 猶太 人 
は 必死 力戦 六十 餘 萬の 死傷を 生したり ど 云 ふ) 猶太 人 散亂の 起因は 此滅亡 に 在 b、 即ち 羅馬 官憲は 猶 
太 人を 『エダ サレ ム』 よ b 驅逐 せし かげ 『パレスタィン』 王 國の 面影は 『エルサレム J の 北に 幾つかの 學校 
を 止む るの み VJ なれ b、 時に 西 B 百 三十 五 年に して 今を 去る こ，/」 賞に 千 七 百 八十 六 年 前な b ど す 0 
此く て祖國 を逐 はれた る 猶太 人は 一方は 地中海の 北岸に 沿 ひ 『ビザンチゥム』、 『ロ ーマ』 、佛蘭 西、 西 
班牙に發展せ^^而して猶太人は學術的方面に貢献する所ぁりしもゝ主どして列國民の重寶どして利 
用せ しは、 彼等 か 商業， 海運業に 特別の 長所を 有する 點な b き、 殊に 西班牙に 於て は 西 曆七百 十一 年 
『ムー U の 戰勝胳 代よ b 猶太 人は 國內の 重要 職を 占め 西班牙の 繁榮を 助けた る こど 尠炉ら す ^ 云 ふ。 
次て 英國及 獨逸 方面に も發展 し、 英佛榈 に 於て は 猶太 殖民 地は 東西の 通商を 獨占 する に 至れ b、 然る 
に 基督 敎徒か 十字軍を 起す に 及 ひ 猶太 人壓 迫は 起れ り (第 I 回 十字軍は 千〇 九十 六 年 乃至 千〇 九十 
九 年) 即ち 幾 百の 猶太 人を 殺戮せ しに It まらす、 某 督敎徒 間に 商業を 勃興せ しめて 猶太 人の 商 權を壓 
迫せ 〇、 斯くて 猶太 人は 其國の 都合に より 或は 追 はれ 又 召 遠 せらる、 事 ぁ b しか、 一千 四 W 九十 二 年 
西班牙は 撤底 的に 猶太 A を 驅逐せ り、 猶太 人の 血族な bvj 稱する 『n TI ンブス 』 か 新 大陸を 發 見せる も 
亦 此の 年な ろに 注意を 要す、 英 S も 亦 此の 世紀よ b 猶太 人 排斥を 開始し 千 六 百 五十 五 年 『クロン ク 
少』 か 猶太 人の 入國を 許す 迄繼 S せり。 

西 歐 し 於て 迫害せられ たる 猶太 人は 逐次 北歐 、東 歐に向 ひ 其 一 小 部分は 『モロッコ』 万 面に 移れ り、 現 
に 全 猶太 人の 半數を 占む る 猶太 地 區 即ち 『バル チック』 諸 州 ど 黑海 VJ の 中間 (波 蘭 及 『リチ ユァー ーァ』 の 


エ 


十五 州 及 &. 露、 西南 露を 含む 地方) に 公然 居住を 許された るは、 沢く 千 八 百 三十 五 年 『アレ キサ； V ド U 
二世の 時に して 是れ其 前 千 七 百 六十 九 年 『アレ キサ ンド， 』 一世盼 代に 極めて 局限 的に 許した る 地域を 
擴 張した る もの どす、 就中 波 蘭は 其 後 七 百年 間 猶太 人の 隱れ 家ど稱 せられた り〇 
西班牙の 猶太 A 壓迫後 彼等を 歡迎 したる は 土 耳 古と 和 蘭な bo 

其 後露國 に 於て は、 亞歷山 三世の. 猶太 人壓迫 あり、 猶太 人は 逐次 難を 避けて 一は 西 伯 利よ b, 極東に 向 
ひ、 i a 新 大陸 米國 並に 南 亞弗利 加 地方に 向へ ぅ 0 

北米には 『コロンブス』 の 發見後 直に 行 はれす して 第 十六 世紀の 初より 少許 つ、 移住し ありし か、 南米 
諸 H には 西班牙の 猶太 人壓 迫に 伴 ひ 移住 始まり 以て 南米に 於け る 西班牙 勢力 發展に 貢献せ L か 如し、 
又 北米に ある 獨逸波 蘭 系 猶太は 第 十八 世紀 波 蘭 分割 戰を 中心 VJ せし 中 歐の爭 亂に伴 ひ 移住した るか 如 
し 此く第 十八 世紀 迄は 五十 萬に 充たさ b し 米國の 猶太 人は 千 八 百 八十 二 年に 於け る 露國の 大虐殺 後 著 
く增 加して 三百 萬 以上を 算す るに 至れ り . ° 

第二 節  各國に 於け る 猶太 勢力 ご 反 猶太 熱 

猶太 人の 世界 谷 阈に 於け る 勢力の 大體は 前述 分布の 數 字を | 覽すれ ば、 猶太 人の 多寡に よ りて 一目 判 
定し 得べき も 中には 特別の 事情に 因り數 は少 けれども 勢力の 大なる もの あり、 是れ 從來其 B か 猶太に 
對し表したる好必、又は壓迫の尺動等、各秫の原因あるを以てなり、故に左に猶太人を有する重なる 
强闥に 就て 硏究 せんどす 0 
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其 -; 露  國 

露 N には 六 百 萬の 猶太 人 あ り、 即ち 世界 猶太の 約 半數を 收容し 而も 制限、 壓迫 、虐殺 相次て 至 り、 世 
界 猶太の 怨府 とな b 以て 世界 大戰 勃發の 一原 因を なし、 次て 又露國 革命の 大 原因を なし、 現今に 於て 
は 全然 反對に 過激派 政治の 爲 世界 嫌忌の 焦點 どなる に 至れ bo 

此の 如く 露 國の 猶太 問題は 英米は 勿論 世界 猶太 問題の 根源なる を 以て 以下 少く 詳細に 亘 b 說く所 あら 
ん VJ す 0  / 

露 _ の 猶太 人壓迫 史中最 も顯 著なる は 『ィッ ン』 第 四 世 (千 五 百 三十 三年よ 6 千 六 千 五 百〇五 年に 亘 b 
帝位に あ b、 一  名 『怖る へき ィソ ン』) か、 千 五 er 六十 三年 『ポロック』 を 攻略せ し S き 『同 泚に 猶太 人 
あ b 如何に 取扱 ふへ き や』 の 伺 ひに 對し即 坐に 『洗禮 を 施す か、 又は 河の 中に て 往生せ しめよ I ど 命 
し、 事實 溺死せ しめたる の 事跡ぐ」 す 3 3狀 戰) (『ブラ ゴェシ チェン スタ』 附近 江 東 六十 四 屯 問題の 時 三 
千 人の 支那 人を 黑寵 江に 葬りた る 事を 回想し 露 人の 殘忍 性を® ばし む) 

露 國に 猶太 人 居住 ^ 域を 定めた るは 千 七 百 六十 九 年 (『カ テ リン』 二世の 治下) な b しか、 千 七 百 九十 五 
年に 至 b 波 蘭の 最終 分割の 後 吏に 其 臨 域を 擴 張せ り、 然れ V」 も 其 後 千 八 百 八十 七 年に 至 b『 TI スト ッ 
フ』 の 工業 地域を、 次て 『ャ， 夕 J 地 1 を區 域よ 6 除きて 猶太 人を 驅逐 したる を 以て、 猶太 居住跖 域は 全 
露 國面 M の 二十 四 分 一を 占む 而て露 國總人 口に 對 する 猶太 人の 數も亦 約 二十 四 分 一なる を 以て、 人口 
て n する 卜 •地の 配 常 n ね、 ム平な る 沪妁 し V」 雖 ど も. 際は 猶太 人 , i 居住： の隨： 5 に 居住し 得る (■: 非 さ 
るを 以て、 其 K 住は 極めて 窮窟な りき、 是れ千 八： 白 八十 二 年 伯 f 『ィグ ナチ H フ』 い捣， y-J 法律な 6 もの發 


布せられ 猶太 人は 從來 居住せ しもの 以外には 新に 村落に 移住す るを 得す、 又！ §： かの 事情に て 一度 村落 
を 出て たる ものは 再 ひ歸還 を 許され さるの みならす、 他の 村落に も 移住す るを 得すし L 市徇 地に 移住 
する の 止むな きに 至れる を 以てな b、 其 後 若干の 市街地 も總督 の 筆の 先にて 村洛に 格を 下し 以て 猶太 
人を 驅逐 する の 策に 出て たる こど あり、 此の 如くに して 露$ 猶太の 九十 五 『•フロ セ、 v 卜』 以上は 猶太 人 
居住 區 域の 市街の みに 群居し 經濟 上の 壓迫 VJ 戰はさ る 可ら さるに 至れ bo 

亞歷山 二世に 至り 此壓 迫は 多少 緩和せられ 左の 四 ft 類の 少數 猶太 人は 任意に 國內に 居住し 得る こ  >」、 
なれ bo 

一、  完全に 兵役の 義務を 果し たる もの 0 

二、  一等 組合の 商人 (引續 き 五ヶ 年間 猶太 區域內 にて 八 百 乃至 千 留の營 業税を 納めた る もの 〇} 

三、  大學及 高等 專問學 校の 職員、 學 生、 藥劑師 及 助手、 齒科醫 、外科 醫 、產婆 及 其 等の 助手 0 

四、  機關師 、酒精 及 麥酒釀 造 者、 俳優 其 他の 藝人〇 

今日 猶太 人中に 右に 列記せ る 職業に 從事 する もの 多き |因は此法令の結果にして、哈爾賓に於て齒科 
醫 マ」 樂劑師 どは 全部 猶太 人ビ 見て 差 支へ なし ど 云 ふ 露 人 あ b 其 全部なる や 否やは 明かなら さる も少く 
も 大部は 然る もの  >」 認む〇 

又 前記の 如く 猶太 人 か 村落を 追 はれて 市街地に 居住せ る事實 ど 今 何 ほ 勞農 政府の 威 ❖ は 露_ の 市 
街 地 及鐵道 沿線に 限らる どの 情報は 宜く對 照 玩味す るの 要 あ bvj す 〇  . 

亞歷山 二世の 居住 緩和 令は 猶太 人に 對する 多少の 恩典な りし も、 事實は 法文の 見解に 於て 中央 政 ^ ご 
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地方 官憲 に 相違 あ b て 結局 實行 機關 たる 地方 警察の 任意に 實 行せられ て 寬嚴 I 定せす 又滿期 兵の. 年 
次 も 極めて 老兵に 限らる る こ、 /」 どなり、 年々 m 軍に 入營 する 猶太 兵 一 萬 八 千 人は 滿期後 再 ひ 猶太 人 居 
住區 域に 歸還 する の 止むな きに 至れ り、 其 他 前記の 特典 者 も 何 かの 文句を 附して 猶太 人 居住 區 域に 歸 
さるる もの 多し 例へは 學校 職員の 如きは 法律 文に 男 姓の 文字に て 記載せられ あるを 以て 婦人 職員は 特 
典に 浴す るの 資格 無し cr 强 解し 又 一般 地域に 開業せ る 前記 職業 者 も 若し 不具 病體 等の 爲めに 業を 執る 
能は すして 徒食す る V」 きは、 許可の 理由 消滅した りご なし、 容赦な く 猶太 人 居住地 域に 逐ひ歸 さるる 
に •至れ b ご 云 ふ 0 

右は 主 ごして 猶太 人の 筆に 成れる ものにして 彼等 か 此の 如き 虐待を 受 くる 理由は 說 明し 居らされ ごも 
事實上 彼等 猶太 人に 徒食せ しむる 時は 諜報 (f 宣傳 ごを 以て 露國の 公益に 反する 行動を なした る 場合 も 
有る へき こ ^ 想像す る に » からす 0 

尙 今日に 於て 注意す へきは、 反動派 又は 外國 人の 使用す る 密偵は、 如何にも 密偵なる こど I 目瞭 
然たる 如く 行動 すれ、/」 も、 猶太 人は 必す 何等かの 職業を 有する を 以て 假令課 報 勤務を 擔任 する も 
決して 他より 覺 知せられ さる 如く 行動す るを 常、、 J T 、 新聞記者に 仕立てて 吾人の 所に 接觸 せし む 
る 如きは、 何れの 人種 も 同一なる か、 當 地よ b 南 滿に入 込みた る 猶太 人の 活動 振 b に 就き 實兒せ 
る 所を 記 すれは 大正 十 年 五月七日 刚 粢 梧 官及軍 司令官 上京の 爲め旅 順 停車場に 到る や 露 人ら しき 
羅紗 小賣 商人 構 內 手荷物 取扱 所に 腰を下ろし 顧客の 無き に 拘らす 發車迄 列車を 監視し あ b た b 就 
て 談を交 ゆるに 哈爾賓 よ り： 故り たろ 猶太 人な b き 思 ふに 該 猶太 人の 目的は 關東 長官 等の 動靜を 搜 


るに 非す、 當時 『セ メノ フ』 猶ほ旅 順に あ b 而も 恰も 浦 潮政變 前にし --r 『メ， クーロ フ』 及 『ィソ n 
フ』 の 雨 人 『セ メ  ノフ』 の 許に 來 り 同列 車に 乘 b 合は せ 居 ^ るが 故に 或は 彼等に 關 する 探偵を 目的 
vj せし ものな らん、 尤も 此の 如き 職業は 何れの 3 :の諜 者 も往々 取る 所な. 雖ども 猶太 人には 大 
商人 - K 他 相 當資產 ある もの か Bi 業 的に 非す して 課 報 M 務を 4 す もの 少から す V」 は 東京 橫濱 方面を 
觀 察せる ハ 人の U にす る 所な. r 、 I 應心得 置き 然るへ. r; こ VJ ど 信す 〇 
.前記 諸 制限の 實 行 (- 關 しては 中央 政 肘 及 地 7 官憲 共に 隨分 亂謔な る 方法を 収れろ か 如し、 時々 『ベ トロ 
グラー ド J 其 他の 官憲よ h 命令 下 b T 許可な き 猶太 人 か 居住す る.) VJ なきやの 點檢 をれ ふ此點 檢の際 
には 要務に て 市街を 通行 中. の ものを も一應 歸宅 せし むる は 勿論 最も 堪へ雖 きは 夜半の 點檢に して 老弱 
男女の別な く寢臺 より 追 ひ 出す にあ bo 

此の 如くに して 千 九 fY 十 年に け 『キー H フ』 より 五 千 人の 猶太 人 追 立てられ、 又 千 九 百 〇 九 年よ b 十 年 
に 亙る 冬期 間 幾 1? の 猶太 人は 嚴 塞の 中に 西 伯 利より 追 立てられた り、 此際 病氣の 故を 以て 猶豫 する こ 
V」 無し 此の 如き 追 立の 後尙在 住 希望者は 居常 不安を 威す るを 以て 玆に 警察の 特別 保護を 受 くる か爲め 
に 之を 買收 する の惡 風を 養成し、 當 時の 槪算に 1 れは 年々 約 二 ^ 乃至 二 •白 五十 萬留 は此 くして 一 T 保護』 
の爲 猶太 人よ b 仕拂 はれた b、 是即ち 猶太 人 等 か 露阈 官僚 派 か 猶太 人 解放に 反對 する 有力なる 理由 ど 
なす 所以な bo 

其他敎 育の 方面に も M 迫 あ 6、 猶太 人の子 弟 か 大學に 入學し 得る は 猶 .太 居住地 域內 にて は 全學 生の 十 
『パ ーセ ント』 迄 其 他の 地方に あつて は 五 『.、， 丨セ ント』 迄 『ペトロ グラー ド』 yj 『モス コー』 は 特に 三 『パ 
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丨セ ント』 迄な 5、 彼等 か 商業 學 校に 入 學し 得る は 以上の 如き 制限に 非す して 商業組合に 拂ふ 組合 稅 
の 多寡に より 其 率を定 む、 商業 學 校の 費用の 大部は 此の 收入を 以て 支辨し 得た 稱 せらる、 此の 如 
き狀 態なる を 以て、 猶太 學生は 其の 知識 慾を 充す爲 、自然 外國に 留學せ b 最初は 獨 逸の 大學に 向 ひ 
後 燠 國及瑞 M にも 向へ り、 然れ ども 獨逸も 亦 終には 猶太 人の 數を 制限し 燠、 瑞 •亦排 猶太 熱に 感染せ 
bo 

右 猶太 學生 入學 制限の 件は！ 露 國法學 士も亦 其 事實な る こどを 明言せ b 而 して 同人は 此の 制限を 加 ふ 
る 理由を 說 明して 日く、 猶太 學生は 兎角 同盟休校の 指導を 爲し又 學 生の 分際を 忘れて 勞働 者の 煽動 其 
他 革命的の 事件に 盡力 する の 弊風 あ h L か 故に、 此 穂の 制限を 加へ て危險 分子を 減少す るの 必要 あ b 
たるな りご、 又 一 露國 エ學士 は學生 時代 猶太 人の 悲境に 同情し、 多 數の猶 太 人を 親友 どせ b、 終には 
いつしか 彼等に 共鳴して、 學 生の 身分を も 顧みす、 赤旗を 立てて 騷き 廻りた る こ w も あ b しか、 思慮 
熟し、 彼等の 眞 意を 了解す るに 及ん て 著く 彼等を 惡む に 至りた るを 物語れ bo 

猶太 人を 知識階級 及 ひ 經濟界 よ 6 驅逐 せんどす る壓迫 政策は 終 r_ 露國 をして 國務は 勿論 市町村の 巧 職 
よ b 猶太 人を 驅逐 する の 政策を 取る に 至らし め、 終には 職業の 自由 撰 擇 、果ては 私有 財 產 に 汔其壓 迫 
波及せ b、 帝 國大學 卒業生 V」 雖も某 督敎に 改宗せ されは 職業に 就く 能は す、 警察には 探偵 及 情 亦 勤務 
の 外には 使用せられ す 此の 如くして 猶太 人は 學 校の 敎職は 勿論、 郵便、 電信 並に 鐵 道の 勤務よ b 遠け 
られた り〇 

千 八 百 八十 二 年には 露 國內の 猶太 人は 市街地の 外に | 切 土地の 借用 買收 を禁せ られた bo 


千 八 百 八十 一年には 猶太 出身 軍 醫の數 を 五 『パ ーセ ント』 以下に 限れ b 然るに 日露 戰爭 の諷始 せらる る 
や、 幾 百の 猶太 外科 開業 醫は徵 集せられ て 滿洲の 最も 危險な る戰 線に 送られ、 平和 克復 ど 共に 直に 復 
員せられ た bo 

市民 權を 充分に 享有せ さる 猶太 人 も 露 國の國 防には 純 露 人 以上の 義務を 負擔せ b、 千 八 百 九十 七 年の 
國勢 調査に 依れは 露 軍 中には 純 露 人 か 兵役に 服す る 割合よりも 二〇 、六 『プロ セント』 多くの 猶太 人を 
有し千九百0二年乃至同三年には其超過三十五乃至三十七『ブロセント』に達せ^、人口の比率よ0言 
へは 猶太 人の 入營 者は 年々 一 萬 三千 五 百人以 內な るべき に拘ら す實 際に 於て 年々 I 萬 七 千 乃至 一 萬 八 
千 人 宛入營 せり、 此+公 平は 露_ 官憲 か 年々 五 萬 人の 猶太 人 か 海外に 移住す る 事！ r を 閑却し、 且つ 猶 
太 人の 死 C 統計 正確なら さ bb しし か 故に 何時 迄 も 最頂點 に 達した る 猶太 人口を 基礎と したるな らん 
どの 說ぁ 6、 又 兵役を 終る 能は さる 猶太 人 ぁる どきは 其 家族に 三百 留の 罰金を 課した b、 死亡、 外國に 
移住 及 逃 C 者 皆 全く 同一な 6 き、 幾千の 猶太 人は 此 くの 如き 野蠻な る 迫害の 爲めに 乞食 狀 態に 陷るに 
至 b しも、 露國 政府は 此の 中 世紀 式の 罰金 制度に より、 年々 五十 萬留 の雜收 入を 擧け 得る こ ^ を經驗 
せる以 來 、慈悲 も 正義 も考 ふるに 暇な く 依然 右の 惡政 を繼行 せ 50 

入營 者は 各種の 苦痛を 忍 ひ 而て官 は 曹長 以上に 上る こどな し、 近衛兵、 海軍 及國 境の 勤務には 危險ど 
して 使用せられ さ b き 然るに 一度 戰爭 どなる や 多數の 兵員を 猶太 人より 徵 集し、 又 其の 比 傘 最も 多き 
聯隊は 最も 危險な る戰 線に 使用 せらる るを 常 ど す、 『クリミ ャ』 戰爭然 5 しか 日露 戰爭に 際して は 四 萬 
人の 猶太 兵卒を 出せ り、 彼等の 多くは 復員 歸鄕ど 共に 猶太 人 虐殺の 魔手 か 彼等の 家庭に 臨み ぁ りしを 
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發 見せり。 

H 露 戦役 間 猶太 人の 投降者 少から さ b しは 前に も述 へたる 如き 露帝 國を呪 ひ 其の 敗戦を 希望す る點以 
外に 平時ょ b 欝積せ る 不平の 勃 發も亦 其 一因なる へく、 又 H 露 戰爭後 ■人の 猶太 人に 對 する 壓迫 虐殺 
の 盛ん VJ な b し 一因は、 戰 線に 於け る 猶太 兵の ふ 忠 VJ 露 西亞內 部に 於け る 猶太 人の 革命的 陰謀 露顯せ 
る 結果なる へし、 宇宙 間の 淼羅萬 衆 悉く 因は 果を 生し 果は又 因を なし 輪轉 極まる 所な し、 故に 一圖に 
猶太 人に 同情す る こど 能は さる も、 露 國宫憲 か怫阈 革命 以前の 如き 取扱 法を 猶太 人に 加へ て 憚ら さ 5 
しは、 今 H の 動亂を 招ける 一大 原因 ど 云は さるを 得す 0 

以 卜列舉 せる 所有播 、居住 權ハ職 業の 選擇 、兵役 U 閼 する 凡ての 不公平は 猶太 人の 苦痛には 相違な き 
も、 猶太 人 虐殺に 比すれ は 日常茶飯事 ビ言ふ 可し、 獪太人 虐殺 (ボグ ロム) に 際して は 血に 渦せ る惡漢 
は 露 阈官憲 の 召集に 應し 猶太 人 ど 見れ は 赤兒に 至る 迄 之を 撲殺し 其 敎會を 破 壤し其 家財を 掠奪し 宛然 
たる 地獄を 露國の 一角に 現は せ b、 『ポグ ロム』 には 軍隊 及 警察官 も參輿 す VJ 云 ふ。 

今 近年 行 はれた るポ グロ ムを圳 擧すれ は 

一、 自千八 百  <4-一  年 
一  至 千 八 百  <4 -三年 

南 露 及 波 蘭に 二 百 二十 四 個の 『。ホ グロ ム』 起 h 七 萬 五 千の 猶太 人は 其の 家宅ょ b 追 ひ 出され 約 一 
千. 一 百 萬 留の損 失を 招け bo 

:. 、 千 八 百 九十 一年、 九十 二 年、 千 九 百〇三 年 屢 々小 『ボ グロ ム』 ぁ b 
三、 千 九 百 G 五 年 十月 


『ボ グロ ム』 は 七 百 二十 五箇 所に 起 b 流血を 伴 ふ 暴動 狀態 VJ な 5 二 十 萬 人の 猶太 人 か 直接 受けた 
る 損害 六 千 三百 萬留に 上れ bo 

S、 自千九 百 〇五年 十月 
至 千 九 百 〇 六 年 九月 

暴動 狀態 繼繪し 猶太 人の 死傷 
死  一千 餘人 
傷  七 千 乃至 八 千餘人 

に 達し、 又經濟 上の 間接なる 打撃を 除き、 直接 受けた る 損害 六 千 六 el 萬留に 上れ bo 
此の 如き 不 正義に 對 しては、 露阈 人間に も必す や 反對の 聲擧ら さる 可ら す 0 

千 八 百 八十 二 年 (即ち 亞曆山 二世 虛無黨 に 殺され 亞曆山 三世 登極の 翌年) 伯爵 『パ ーレ ン』 を 長 VJ する 猶 
太 問題 調査 委員は、 猶太 人に 有利なる 報告を 呈出し 逐次に 猶太 人に 自由を 與へ 終に 完全なる 同權 どな 
すへ き 事を 主張せ り、 然れ共 束縛の 絆は 尙數 年間 締められた る 儘な b き 0 

千 九 百 0 五 年 十月 米國ょ 6 歸 りたる 『ウィ ッ テ』 伯は、 露 一臣 民は 人 稀 別 宗敎の 差別を 論せ す 同一 市民 
權を與 へらる へき ものなる を 主張せ り、 此の 月ょ 6 『ポ グロ ム』 勃 發し約 一年に 10 て傳染 病的に 全 _ 
を 荒らした るな bo 

千 九： 白 〇 七 年には 首相 『スト， ィビ、 \』は 、旣に 猶太 人 居住地 域外に 定住す る ものには、 從來其 特權無 
か b しものに て も、 他に 行政 上 支障なければ 正常の 居住 權を與 ふへ 令を 發 せり. •此の 公文は 却つ 
て 居住 權を 有する 猶 ^ 人に 對 する 攻撃の 材料 VJ なぅ 幾千の 老幼 猶太 人 ®, 浪 ぜ潞 をな すに 至れ bo 
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右‘ は 歐 洲大戰 前の 露 M に 於 ^ る 猶太 人の 狀態 にて t 彼等 自身の 不平， は 勿#！. 世界 猶太 人 か 如何に 之に 
對し激 日 XP したる やは 察する に 難から す、 殊に 露國 の 移住者よ 5 露國の 惡政を 聞かされた る 米 W 猶 
太 及米國 人 等 か 露國の 帝政を 惡み たる や 故な きに 非す、 之よ 6 大戰間 如何に 反 猶太 熱 か變 化せし やを 
說かん (£ す 0 

開 戰當初 露國は 再 ひ H 露戰後 末期の 如き 失敗を 練 返さ さる 爲 めに や 溫顏を 以て 猶太 人に 接した b、 即 
ち 波 蘭 方面 軍司令官 『-1 コ ラィ』 大公は 千 九 百 十四 年 八月 十五 日波 蘭人 {: 向 ひ 下した る 告示 文中に 波 蘭 
の 自治、 言語、 文字の 復活、 信敎の 自由を 許す 旨を 明記した り、 此報 一度 米國 に傳 はる や 百 五十 萬 以上 
の 猶太 人を 有する 波 蘭 か 自治を 許され、 猶太 敎及 其の 言語 文字の 自由を 許さる？* こ VJ なる を 以て、 波 
蘭 猶太の 同胞た る 米_ 猶太は 大に喜 ひ、 宜言 書を 發し會 合を M し 行列を 行 ふて 執 誠なる 祝賀 ビ感 謝の 
意を 表せ bo 

誰か 知らん 其宜言 も實際 上に 大なる 効果な く 忽ちに して 一場の 糠 喜 ひに 終らん VJ は Q 

■一 猶太 人 も 大公の 宜言 ど 當時 何人 か 發 したる や 不明なる も 『ペトロ グー フード 』 よ 5 發し たる 猶太 解放 

に關 する 電報 どに 歡 喜し、 動員の 際 猶太 人の不 應召者 無 か b しみなら す、 新聞紙は 日々 猶太 人の 志願 

兵續出 し、 而も 後方 勤務よ b も 第一線 勤務を. 希望す る もの 多數 輩出す るを 報せ bo 

此の 志願兵の 多くは 露 國大學 に 入學し 得さる 爲外國 の大學 にあ 5て 修業 中の ものな b、 又 露 國に歸 ら 

すして 聯合 國に從 軍せ る も あ bo 

此の 如き 猶太 人の 愛國的 精神 發露の 一例は、 某 軍 W 參謀長 か 新聞 (: 公報 VJ L て 發 表せし こ V」 ゐ り (千 


九 B 十四 年 『ノー ウィ、 ウォス ホード J 第三 十二 號に轉 載せら る) 又 P へ 卜 TJ グラー ド』 其 他の 都市に 於 
T 盛なる 愛國 運動 起 b たる か 全然 自發的 の ものな bo 

又此 頃 ® 太 居住 M 域の 內外を 問は す 猶太 部落に ては 各 其 分に 應し 病院を 開き 啻に 猶太 人に Jfc まらす 人 
種、 宗敎の 如何を 問は す 傷病兵を 收容せ り、 獨 b 病院の みならす 凡て 戰爭の 犠牲者に 對 する 猶太 人の 
救 •/# 事業には 國 民に 訴ふる 檄を以 てせ しか、 之 等を 一讀 せは 當 時露國 猶太 か 露 國に對 する 態度の 如何 
に 熱烈 f しや 宇 解し 得へ し。 0 < ^ む」 ナ ^  ) 

然るに 實 際に 於て、 多年 養成し 來 りたる 官僚坎 治の 擁護 者た る 露國 の爲政 者を して、 一擧 M 年の 態度 
を 改め、 日露 戰役 末期の 革命： 連動に 於て、 露圖靑 年 V」 手を 携 へて 政 權 V」 戰 ひたる 猶太 人に 好意を 表せ 
しむる は 不可能の 事柄に て、 間もなく 大公の 吿示は 空文に 了り、 殊に 當時戦 勝の 榮を 荷へ る 大公の 進 
軍せ し、 軍 後方地域に 於て は 波 蘭人 及 猶太 人に 對する 取扱は 却つ て 一層 嚴酷 ど なれ b、 殊に 『レン v 
少 ク』 に 於て は 其 弊 甚だし か b しか 如し、 例へは 猶太 人 居住地 域內に 居住す る 出征軍人 家族 か、 其 子 
弟 又は 夫 か 一步 地域 外の 病院に ある こ VJ を 聞て、 ■之を 見舞 はん VJ する も、 露國 官憲は 斷然 之を 拒絕し 
て 顧みす 〇甚た しきは 露 國內部 へ 後送せられ たる 負傷 兵 か 猶太 人なる の 故を 以て、 其 地方ょり 追放し 
他に 轉 送せられ たる もの ありと 云 ふ、 其 負傷 兵 中には 『カッッ』 VJ 云 ふ 勇士 も あり、 彼は 實に八 人の 小 
部隊を 以て® 勢なる 獨览を 捕虜 V」 せる 功辕を 有す 0  • 

英 ^ 猶太の 有力 器 r ザ ンググ ィダ』 は 其 著書 ^ 5  warfcrtllc  world 第三 W 三十 七 頁に 於て 論して 日く* 
辦 太 人は 『パ、 デ レウス キー』 氏の 描き出せる 如き、 普通 波 蘭人の 甞め た. る 諸 M の 苦痛を 堪え 齑し 、又 市 
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街の 砲擊 、燒拂 ひ、 掠奪に 遇 ひ、 戰の 勝敗に よ b 入 b 替 b 立替 b 侵入せ し兩一 父 戰 者の 土足に 陷み 揉ら 
れた るは、 まだし もの 事、 猶太 人は 間牒 、叛逆の 汚名を 兩交戰 者の 何れよ b も 負は せられ、 時には 井 
戸に 毒を 投した b S の濡 衣を 被せられ、 雨 者より 踩の 極刑に 遇へ b、 人質 ごして 投獄せられ 銃殺され 
たる もの 笞 刑を 受けた る もの 絞殺され たる もの あり 中には 生きな から 燒かれ たる もの あ bo 
婦人は 犯され 其 他の 住民は 一部は 敵方に 追 はれ 他は 自國 官憲の 爲に 後方に 追は れ T 全 村 廢墟 ど なれ b 
然れども落ち行く先は人の群かる市街地に非す、是れ猶太地域の外には一步も入るこど能はされはな 
bo 

此等 猶太 地域 外の 市街には 祖國の 爲に戰 ひて 傷き たる 猶太 負傷 兵 すら 踏み 入る こど 能は さるな bo 
從來民 族 虐待の 事實 無き に 非 b しも 此の 如きは 史上 稀に 見る 暗黒時代な り 云 々〇 
又露國 、波 蘭、 『リタ ユァ ーー ァ』 の 猶太 勞働 者の 組合 『ブンド』 が 當時 世界に 呼號 せし、 露 國の 猶太 人 虐待 
に關 する 檄 又は勿論宣傳文なれは聊か誇張の嫌あるへきも、參考の爲左に揭くるこ (£: 、せ6(後に『シ 
オン』 運動の 部 (: 於て 詳述す る 如く、 『ブンド』 は 過激派の 牛耳を 握れる ものに て哈 爾賓に 於て 發刊せ 
し 共産主義の 露 字 新聞 『ブ ペリ ョード J 等は 此の 派に 屬する ものな b 此の 一派の 猶太 人 ど 露 國 革命 ^ の 
關 係は 露國 官憲の 猶太 人 虐待 攻撃の 熊 度を 見れ は 大に 得る 所 あるへ し ^ 信し 比較的 詳細に 揭載 する こ 

V」 、 せ- 〇  )0 

吾人は 玆に 最早 や 猶太 人の 一般 狀 態に 就て 喋々 せす、 是れ 從來 に變ら されは な り、 居住地 域 職 
業敎 育の 制限の 如き 最も 野蠻な る 規則は 今尙ほ 効力を 有す、 財産の 沒收 、夜半の 臨檢 、叩き出し 


等は 露國に 於け る 猶太 生活 VJ しては m 常 茶飯事な b a 

吾人 か 文明 世界 全部に 向つ て大な る 注意を 喚起した きは、 現今 『東事の必要』はる口實の下に帝王 
政治の 年代記に も 末た 見聞せ さ- 〇し慘 劇の 演ぜられつ ゞある こ cf 是な bo 

露國 政府は 猶太 人に 對し眞 に對敵 行動を 執る の計畫 あり、 而 して 軍の 行動 地域に 於て は 全然 殲滅 
的の 傾向 あ 〇? 

現今に 於け る 露國戰 場の 大部は 猶太 人 居住讷 域に 屬す 、卜に 住する 猶太 人は 全く 資產を 失 ひ 文字 
通 5 餓死に 瀕す 0 

數 千の 猶太 人は 饑餓 VJ 侵略者の 手ょ b 遁れ さる 可ら す 官憲 か 處槪を 要する は 此の際な り -cf す 0 
露 國 政府は 一人の 猶太 人 も 猶太 窟 『ゲット 4』 ( 制限 地區を 指す) 以外に 入 込ま さる 樣豫防 法を 講 
す、 萬 一禁を 犯して 許された る 地域 外に 出つ る もの あれは、 逮捕せられ、 刑罰を 受け K る 上、 態 
々元の 荒廢 地の 空 屋迄送 b 屆 けらる、 戰傷に ょ b 入院した る 猶太 兵卒 か歸鄕 療養を 許さる、 場合 
にも、 大抵は 戰場 近くの 空屋に 送らる、 な. 〇〇 

制限 居住地 外に 住まん どして 各秫の 個人的 運動を なす も 効果な く 官憲の 回答は 常に I な 60 日く 
,『. 合法の 理由を なさす』 ど、 佛、 英 "織 西の 諸國は 白 耳義其 他の 外國 避難民を 最も 懇切に 取扱 ひつ 
、ある 一方に、 露國 政府 か 自國の 避難民に 自國內 移動の 權を與 へす、 慘儋 たる 不幸 狀 態に 役す る 
こ V」 を 聞かは、 歐洲 諸： 乂明國 の 輿論は 如何に 驚異の 眼を 見張る へき や 0 

何 ほ 重大なる 事柄 あ b、 文武 官憲の 監視 下に 於て、 反 猶太 思想に 迷は された る 兵卒 等は、 波 蘭人 
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猶太 研究  •  七 二 
の 屑 VJ 結ん て 多數の 『ボグ ロ ム』 を 行へ 卜、 之 か 爲 猶太 人は 殺され 其 財産は 掠奪に 遇 ふ 0 
露國の r マン チェ スタ はる、 『ロ ッヅ 』 市は 辛 萬 を 有す (註 |1 靜1ーー1一〔 8§ 3 
此の 市街には 露 軍の 占領 當時に 於て、 敬 日間に 亘る 『ボグ ロム』 行は 〇/ たり、 波 蘭の 猶太 人は 實際 
上 法律の 保護 下に 置かれ さるな bo 

謂は ば 傅統 的なる 之 等の 迫害に 止まる こどな く 軍憲は 中 世紀 時代の 年代 紀よ 6 捜し出した る 如き 
新たなる 取扱を なす 即ち 劣 數の 猶太 部落よ b 住民 全部を 立 退かしむ るな bo 
PI 註 酗之は 軍事の 必要 上 行 ふを 要する 場合 あ 〇 て 一 槪に 非難す るを 得す 即ち 住民の 殘 6 居る こ ど 
殊に 猶太 人の 性質より せは 財 產 に固宥 し飧留 -HV 望 者大な るへ きを 以て 退却に 方 りて は 軍機の 保 
M 上よ 6す る も 又 戦場 どな 5 て 殺傷を 受けし む 6 に 忍び さる 人 ^: 上の 見地よ りする も 豫め準 li 
せしめて 全部 撤 5li せし むる 場合 あらん 但し 戰後瑣 害の 賠償に 任す る こど 並に 立 退 者に 移動 居住 
の權を 許す へき や 勿：！ なり、 苦し 右の 強制 立 退が 徵罰 的の 性質を 帶 ひたる もの どせ は 猶太 人に 
間 牒行爲 の ありた る爲 なるや も 知れす (前述 猶太 人の 性質 中虛僞 多き 部に 述 へたる 猶太 人の 『力 
ガ—少 』 組織の 件參一 i) 

即ち 迫害は 中 世紀 式な b 大鼓ヒ 打 鳴らして 住民 地 內の全 猶太 人を 集め 軍憲の 命令 V」 して 二十 四時 
間以內 、時 VJ しては 三時 間以內 に 立 退を 命す、 若し 指定の 時刻 迄に 立 退かさる ものは 軍法 會議に 
附 せらる 0 

此 くして 强制 JV 退を 命せられ たる 猶太 人の 旅行は 最も 非 A 道 的な り、 數千 の憐む へき 老若男女 ビ 


女 ご 病弱 者 V」 は 徒步 にて、 時 どして 數 週間 隊を なして 彷徨す、 是れ 落附く 所の 唯 I の 市街は 『ソ 
ル ソゥ』 にして 直 距離は 小なる も 種々 迂回の 要 あり たれば な bo 

屢 々小 兒は途 に 倒れ、 妊婦は 路上に 月 足らす SS す、 時には 各種の 恐怖に 襲は る、 こご t 
母親 か 『パン』 を 求む るに 急に して 遽た しく 店頭に 至. 〇 顧みれ は 吾兒を 包みた る 毛布の 內容は 可 L 
へ か 落して 空く 毛布の み 抱き 居 6 非常の 愁嘆を 演し たる も あ 60 

之ょ b 『クロ ジック 』 を 追放され たる 一 猶太 A の 直話 どして 『ペトロ グラ I ド』 の 新聞に 揭け られこ 
る 實驗談 を 紹介 せん 0 

午後 二 時半 頃には 『ソル ショゥ』 街道は 早 や 『グロ ジッタ』 の 猶太 立 退 者に て 充滿せ り、 立 退 家族 
は 全部に て 千 五 百戶內 三百 芦は 出征軍人 家族な り •從 つて 老幼 婦女 多く 婦人には 妊婦 あ 6、 產後 
日立た さるもの あ bo 病人 不具 廢疾者 も あ bo 

午後 五六 時 頃には 『グ TI ジック 』 ょり 十二 露 里 ある 『ブロ  I ネ』 ど 云 ふ 小さき 町に 達す、 T こて 一 
休憇ご 思 ひたる も 監視者は 此の 町を 通 6 過く る こど すら 許可せ す、 其 周圍の 草地を 通らせれ たる 
力當 時折 惡 しく 水 溜ま b あ り、 男子は 水に 入る 前、 樹の 枝を 採 6 之に 衣類を 纒ひて 浸潤を 防き、 
又 婦人を 肩に して 水を 越さし めたり、 時々 露國の 巡察 來名 吾等の 旅券を 點檢 せり 0 
程なく 夜 VJ な b、 寒さ ど 濕氣ど 粘土質の 泥濘 地は 著く 旅行を 遅から しめ、 途中 兵卒に 遇へは 悪口を 
言 はれ 又は 懐中を 捜された b 偶々 一 妊婦は 產氣附 き 無事 路傍に 出産せ しか、 他の 一 妊婦は 流産を 
なせぅ、 尙 他の 一 妊婦は 不歸の 客 どなれ byjo 
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猶太 研究  七 四 
又 同一 新聞紙は 『、.、、シネ ッッ』 の 猶太 人 立 退を 揭けた b 日く、 此の 町を 立 退きた る 猶太 人の 三百 家 
族は 寺院ょ h 『トラ ー』( 羊の 革に 手書し 卷物 どした る 猶太 聖典) を 持 出し 『チン リット』 を 指して 逍 
ひ 出せり、 途中 濕地に 坐し | 行中の 若干 か 使者 ど な b『n ジャジ ドラ』 村に 赴き 衛戌司 今官に 交渉 
せし か、 司令官は 猶太 人 か 其 村に 入る こごを 斷 然拒絕 した b、 時 旣に遲 く 又 如何？ もす るを 得す、 
其 場に 露營し 寒さに 傈へつ 、或 者は 子供を 腕に して 聖典の 詩篇を 誦讀 せり、 此の 夜を 共に 明した 
る 猶太 人は 生涯 忘れ 難き 日の 一に 數へあ トノ〇 

猶太 人 か 立. 退の 際 放置した る 財產は 兵卒 悪漢の 爲に 直に 掠奪せられ た bo  - 

此の 如き 連 命を 荷 ひし 猶太 部落は 『グロ ジッタ』 『スヶル ネウ イッ 『メシ ャトシ ョウ』 『口  I ウイ チ』 
『ダ ー ラカル ダ アリ ー』 『ノ オア レキ サンド ジア』 『コ セニ ツッ』 『イ、 ヴ アンゴ I  ロ ド』 等な り、 此く 

して 十 萬の 猶太 立 退 者は 『ソル ショウ』 に來 b て 住家を 求めたり。 

立 退の 間 少しに て も口實 あれは 猶太 人は 捕 へられ 軍法 會議に 移され 死刑 又は 懲役 刑に 處 せらる 若 
し： n'- 據 全然 不充分なる V」 きは 猶太 人は 戰爭の 終る 迄 町の 中には 居住せ さる こどを 約 東せ しめらる 
『コザック』 は 猶太 人を 殺し 又は 之を椋 奪す る こどを 一の 遊戯 VJ 心得 居る か ^ 感 せらる、 而 して 此 
の 遊戯は 上官ょり 何等の 叱 b を 蒙らす 0 

此 等の 慘忍な る行爲 を說 明す るには 官憲 側は 有名なる 『ベイリス』 + 件 tr 適當 すへ き 新 式の 悪口を 
見出せ 6、 即ち 猶太 人は 獨乙 人を 支援す るな らん 云々 然れビ も 何たる 僞善な る 哉、 露國 政府は 其 
軍旗の 下に 猶太 人 二十 五 萬 人を 徵集 せる に 非す や、 政府は 猶太の 勇士に 鐵 十字の 武功 勳 章を 頒つ 


に 非す や、 政府に 好意を 有する 憂國 主義の 新聞す ら屢 々猶太 人の 愛國撬 神を 暴せ るに 非す や 
(中略} 馨陛 If  S 市に 於 WS 方 Q 猶太 人 代表者に S 賜 ひ、 彼等の 忠誠に 感謝を 表せ 
られた b 然るに 文武の 裏は 人民を して 猶太 人は 反逆者 ミ、 猶太 人は 祖國 を賣る ものな ぅどの 
觀念を 抱かし むる 樣盡 力し つ/' あり 0 
(中略) 

文明 震 sif  I に數 1 q 人？ 有し 常に i 住する 國 1 官僚 sf-o 壓迫 
せらる、 吾々 Q 猶太 民族 か 右の 如き 驚く へき 慘忍 苛酷の 取扱を 受けた る 事實气 之に 對 する 正 1 
の叫ひど憤慨の聲どに耳を傾けられ'こ，レ0 

諸君は 果て 其‘ 印象を 胸中ょり 去ぅ 全然 不問に 附し 得へ き や 0 

今： n は戰 時に して 血に 塗れた る 『必要』 の 聲は往 々正義の 聲 を沈默 せし む蟲 も、 文明 世界人 道の 
疆は耻 つへ き S を 全然 1 せし むる S るへ きこ— 帝王 .^ 義 者に 誓？  fit  i む 0 

(日 及 こ 十九 日 猶太 世奸) 

誰か 之を 讀んエ 掬— らん、 中には 實際間 牒を働 美るもの 貧ん も、 _|や小 兒に 至つ 
ては 全く 與 b 知らす、 只 猶太 人に 生れた るか 爲に此 かる 虐待を 受け— 可 f る どせ は。 極めて 不正 
義 にして 璧 せる 不平の 勃發 する は 蓋し 止む を 得さる の 勢 乎、 此 かる 虐待を 受て も猶ほ 基督 敎こ 改宗 
して 一身の 安全を 圖 らん 卷 す、 i 救世主の 降來を SS 族 的 統一 精神を 棄 て— 猶太 民族—. 
大な る點 には 敬服せ さるを 得す。 
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猶太塒 究 

.(以上の 如き 戦時に 於け る 猶太 壓 迫の 實 例は 猶太 人 側より 多々 集ま b たる も餘 b に 煩瑣に 亘るを 以て 
省略す) 

露 國の一 般社會 も 終に 覺醒せ b 有識者は 一般人 民の 眼を 開き 官僚政治よ b 猶太 人を 救 ひ 出さん どす る 

こ 至れ^ V  〇 

千 九 百 十五 年 四月 r 知識階級』 なる 組織は 二百 餘 名の 發起 人を 以て 起れ 卜、 に {1 元老院 議員、 上下 兩 
院議 員大 學敎授 學士會 員 殊に 『マ クシ ーム 、ゴグ キー』 の 如き 文士を 含め b、 其 宣言書には 『猶太 民族 
は 今日 迄 幾何の 艱苦を 嘗め 而 て 幾何の 眞理 を宗敎 上に 哲學 上に 詩文の 上に 言 ひ顯は し 叉 露 國實社 曾の 
上 こ 働き ^ るかを 考 へさる 可ら す』 云々 其 他 猶太 人は 親む へく 協力す へきを 說き終 b に 全然 猶太 壓 
迫を 止め 全く 他の 露 國民ミ 同一の 權を與 へさる 可ら さるを 結論せ bo 
然るに 露國の 官僚 派は 耳を 覆へ bo 

道 上 說く處 によれは 『キユ フ』 の 警察官 月收 八十 留以 下なる に 年々 利子の み 二 萬 圓を擧 くる もの ぁ b 
是れ 猶太 人 居住地 域の 存在す る 間は 特別なる 許可 ど 交換に、 猶太 人より 莫大の 收 入を 得れは な b 、 
(猶太 人 17 ピ) 其 後獨逸 軍の 波 蘭 侵入に ょ b 露國 猶太の 居住地 益々 縮 少し 玆に再 ひ 猶太 人の 制限 解除 問 
題は 勃興せ り 千 九 百 十五 年 A 月 二日 及 九月 十日は 露 國議會 に 於て 猶太 問題の 花を 唤か したる 日な bo 
社會 民主 黨？ D ) が 立憲 民主 黨 K D ) 及 勞働黨 の 同盟を 得て 提出した る 質問は 日程に 上 b しか 更に 十 
五日 後に 於て 討議す る こ ^ ゞなれ bo 

其後样 H は 遷延せ しも、 他の 黨派 よりも 加入者 ぁ b て 議會の 多數を 占む るに 至 b 猶太 人に 菊す る M 迫 


除却 せらる るの S 增 し來れ b、 然るに 同年旮 十七 i 臣は 大本 營 i 晷 sf 携 へ歸れ 
6 全 歐训の 視聽は 其 內容に 注 かれたり、 其 詔書は 議會の 停會を 命せ るな 〇、 露國の 輿論は 頓坐 し m 
客は 口を 篏し て玆に 他の 事を 考ふ るに 至れ bo 

前記 議會に 於け る 運動の 獲物は 八月 二 十八 日の 內務 省令に て發 布せ る 居住地 域の 擴張な b 其の 省令に 
は、 猶太 人に 對する 根本 規則の 改正 迄は、 戰爭狀 態の 必要 上- 假に 猶太 人は 居住地 域外の 伽 _に届 生 
し 得、 V」 あ b て衬 落は 尙禁 しられ あ ぅ、 又 市街 にても 除外例 あ bo 

r ペトロ ダラ I、 ド』 萬 モス コ ー』の兩首府、宫內省に屬する土地、(『ッァルスコエセロ』『パグロフス 
ク』 r ヵ チナ』 r •へ J ホフ』 『ォラニ ユ ンバ クム』 『 ャルタ』} 及 陸軍省 所屬地 (『ドン コ サック Jy バンコ 
ザック』 『テ レ クコ ザック』 領地、 裏 海 沿岸 州 及 『トル キス タン』 地方 之な bo 

又 此の 新法 令は 發 布せられ たる も 官僚 派は 其實 施に 方， CS て 稲々 なる 故障を 起せ b、 最初は 內務 省令は 
公式に 通牒な か 6 しの 故にて 實 施せす、 又 『キエフ』 の 如きは 從來 永住し 一時 他に 居を 轉し たる 猶太、 
か 歸宅 すれは 最早 官憲は 入 市を 許さ さるの 滑稽 も あ^ sO 

西 伯 ^ 方面に 於て は 露 A は 比較的 ffl 情を以 T. 猶太 人に 對 せ L か、 官憲は 冷酷に 右 省令を 運®: せり 0 
戰 局の 進展に 伴 ひ、 獨 逸人の 侵入の 爲 驅られ たる 波 蘭 『リタ ニァ •=■ ァ 』 『ク I ルー フン _ド』 方面の 猶太 人 
が、 內務 省令に 信賴 し、 高 加 索 方面に 移住し 來れ は、 總督た る 大公は、 目下 軍事上の 見地ょ b 此 地方に 
內務 省令の 適用を 許す 能は す、 どして 入國を 拒絕せ b、 此の 內務 省令 不適 用の 實 例に 力を 得た る 官僚 
派は 千 九 百 十五 年の 末期ょ 6千九百十六年議會の開會前迄依然猶太人に對する態度を改め $ りしなり 
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千 九 百 十六 年 三月 議會 の開會 V」 共に 猶太 人 問題は 質問 どして 日程に 上れ り、 然れ ども 名士の 熱烈なる 
代表的 演說 も、 右黨の 妨害 ど" 聯合 各派 分裂の 顧慮よ り、 終に 徹底的なる を 得す、 政府 か 從來の 猶太 壓 
迫を 廢止 する 方針なる を說 明せ るに 甘んじ、 質問の 解決を 見る に 至れ り、 其 後 農民の 權 利を 確立す る 
法案を 討議す るに 方 5 如何なる 黨派も 農民 法案の 恩人た る 猶太 人の 權 利に 論及せ ささ b しは 不可解の 
事 VJ す (農民 法改正 案 0© 恩人 VJ は 猶太 人の 言な ぅ 彼等 VJ 勞農 どの 關 係の 一端を 現は した b  VJ 云 ふへ 
し) 其 後 露國よ 5 各國に 視察 圑を 派遣せ しか 外國 猶太よ b 種々 宜傳を 受けて 歸國 し、 殊に 怫國 大統領 
『ポアンカレ I』 氏 か 該 視察 BJ 員 ど會 見の 際、 『怫人 大部の 希望は、 露國 猶太の 狀態を 改良す るに ある こ 
ビを歸 國の上 露國の 支配階級に 傅へ られ たし』 ど、 述へ たる 事を 報吿 する に 及 ひ、 猶太 人に 有利なる 
改革に 關し 、公然 論議す るに 至れり 0 

曩に 閉鎖を 命せられ たる 『モス コ I』 ど 『オデッサ』 の 猶太 新聞は 再 ひ 發刊し 得る に 至れ bo 
露 軍の 『ガ ソシ ヤ』 に 侵入す るに 及 ひ、 總督は 燠 國人か 猶太 人に 許した る權 利は、 其 儘與へ 置か さる 可 
らすビ の 命令を 下せり、 之 か 爲 人質の 一部は 解放せられ、 露 國內に 立 退きを 命せられ たる 猶太 人は 歸 
鄕を 許され 若干の 町に ては 市會 議員に 猶太 人を 見る に 至れり、 又 猶太 人の 學 校を 開き 『へブ リュウ』 語 
にて 敎授 する こ VJ を 許せり (『ィデ ィッシ ユ』 語は 獨迄 語に 類似せ るよ b 戦時の 爲禁 したるな らん) 
露國內 部に 於ても 文部大臣は 高等 學校に 猶太 人を 入れ 得る こ VJ を發 布し 大都市に ては 猶太 人の 商業 學 
校を も 開け bo 

又高等敎育を受くる學生は『ぺトログラード』に居住を許され、『ハリコフ』大學の猶太人助敎授は終に 


敎授に 昇格せ bo 

內務 省は 猶太 人 居住 制限 撤廢 法案の 調査に 着手し、 又 保守派の もの も 反 猶太 本義 政治を 施す の 不利な 
る 丈は 了解せ b、 即ち 當時 は眞 面目なる ものは 反 猶太 主義に 反對な b しな bo 

千 九 百 十六 年 六月 廿 H の 議場に 於 r 猶太 人 代議士 『 フジ— ドマ ン』 か 猶太 青年に 對し述 たる 演說に 日く 
諸君に 對す る惡罵 は 如何に 痛烈なる も、 諸君の 負 ふへ き 荷 か 如 M に 重 かるへ きも、 正義 ど 忍耐の 
上に 立ち、 勇氣 VJ 堅忍 どを 以て 巳れ の 義務を 最後 迄果 されよ (左 黨よ b 拍手 起る) 諸君を 侮辱す る 
ものを 眞似 ては ならぬ 此大露 西亞は 現在に 於て は徐々 に 進みつ、 ある も、 終に 本音を 吐く の H 來 
らん (左 黨 より 拍手 起る)、 其の 新に 來 b つつ ある 露 M こそ 諸君の 受けつつ ある 屈辱の 埋 合せを な 
し 諸君に 正 理を與 ふるものな ぅ、 怨恨の 惡夢は 消え去り 眞理は 獨り此 世に 止まらん 〇  ( 奸九 4## 年 

II 

『フリ T ドマ ン』 の演說 を通讀 する ' H* しきは 彼等は 露國の 過激 化 (猶太 人全賂 時代の) を 一年 前より 豫 言せ 
る 0 觀な きに 非す。 

以上は 露國 0* 大戰參 加 以前、 及大戰 前半期に 於げ る. 露 國 VJ 猶太 VJ の關 係を 述へ 、以て 猶太 勢力の 消長 
を 現は すに 勉め たるが、 重に 政治、 敎育 並に 軍事の 方面に 限られた ぅ、 經濟 商業 方面を 觀察 すれは 前 
に 猶太 人の 性質 勤勉の 部に 於て 述へ たる 如く 一般 露 人は 到底 猶太 人 ど 大刀 打を 爲し 得す (露 人中には 
日本人は 中々 慧敏な れば 猶太 人 ど 競 守し 得へ しどな す もの あ b} 從て 商人の 數も 猶太 人の 方 割合 多 
し (之には 職業 制限の 關係も あらん}、 大戰 前の 統計に よれば、 露 國全 商人の 約 三分の 一を 猶太 人に て 
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占む る こ VJ どな b、 經濟 上に 於け る 其の 勢力 想像す るに 難から す 0 

此 くて 千 九 百 十七 年の 革命は 來れ 卜、 『ケレン スキ ー』 か 猶太の 血族なる 關係 V」、 後に 述ふる 列 國の猶 
太 同情 VJ によ り、 此 頃よ b 猶太 人の 位置 一躍 露 人の 上に 立つ に 至りた るは 見易き 道理な b、 渦 激派革 
命 成 効 後 も、 猶太 人は 政權 W 多大の 關係 ある 爲 勢力を 有する 點に 於て 蓋し 世界 第一な らん、 『トロッキ 
I』 か 『レ I ニ ン』 ど M んて勞 農 露國の ニケの 大黒柱 どなら" 而も 政府 擁護の 强權 たる 赤衛 軍の 實權を 掌 
握せ る點 は、 他の 列强の 猶太 人に 見さる 所な り、 其 他 政府 要路に 猶太 人 多き 點も旣 に 周知の 事實な るを 
以て 玆に 喋々 せす、 唯 本年 始めの 情報に 依 b 歐羅巴 露 西亞の 『コ ミッサ ー ,』 {，過激派の 奉行) 五 百 三十 
六 人中、 四百 七十 人は 猶太 人に して、 三十 六 人 か 『マジ ヤール 』人 、『リ チ ユア- ーア』 人、 其 他の 外國 人、 
三十 人 か 純 露 人な b しこ ど 及 ひ 其 等の 猶太 人 『コ ミ ッサ ー 〆』 か 勝手の 振舞を な L 得る こど 今尙 ほ繼續 
中なる の事實 を 擧けん どす 0 

j イルク ーッ ク』 よ b 知 多を 經 、九月 中句 哈爾賓 に 着した る 露西亞 婦人が 其の 舊 知の 猶太 婦人を 
訪ひ 『イルク ー ック』 の 驚く 可き 情況を 語りた るに、 猶太 婦人 答へ て 日く、 信し 難—、 昨日 『イ火 
ク ーック 』 にある 姉よりの 書狀を 受取た るに.、 自由 商業は 行は れ 自宅には 二十 r ブード 』 (即ち 約 
八十 貫 匁) の麥 粉を 仕入れ 得た りゼ あり、 需西亞 婦人 日く、 貴婦の 姊君 方は 『コ ミッ ナー’ 』 の 宿 
舍に 充て 居ら さる や、 猶太 婦人 日く、 然 り、 需西亞 婦人 日く、 其で 明瞭な b、 其の 通信は 全く 特 
殊 の狀況 を 描きた る ものに て 凡て か 此の 如し VJ 考 へられて は 『イルク ー ック』 市民は 迷惑す 云々 VJ 
答へ た bo 


即ち 勞農露 國內の 猶太 人は 飛 ふ 鳥を 落す V」 迄 行か さる も 1 充分なる 權威 W 便宜 VJ を 有する こど 察する 
に 難から す 0 

極東 共和 國は勞 農 露 國 程に 非る か 如き も、 政府 要路に 猶太 人の 多き こ V」 にて 實 •權の 程度を 知 b. 得 可し 
然るに 極東 共和 國の 事情を 發表 する 英米人は 何故か 十四 大臣 中に 三、 四 名の 猶太 人を 數ふ るに 過き す 
ど 云 ふ 如き 誤 計算を なし、 彼等 か 巧に 配合せ るを 發 表せす 例へは 衛生 大臣 『ペトロフ』 VJ 云 ふ 正直者の 
露 人の 下に 次官 『レ ーゲ ィン ソン』 VJ 云 ふ 猶太の 切れ者を 配合し あるを 發 表せす。 

尤も 此の 如き 猶太 人の 撗暴は 旣に 一 般の 反感を 買 ふに 至りた る こ cf は、 極東 其 和 國惻に 於て は、 『クラ. 
ス / シ チョ ー n フ』 一派 猶太 人の 失脚 VJ な b、 『ィルク I ック』 に 於て は 猶太 人の 秘密 虐殺 VJ な， CS、 更 
に 西 すれは、 『クラル』 地方 赤軍 反 亂の兆 あ b L 際、 鎭 定の爲 『トロッキ 自ら 出馬 せんどす る や、 彼は 
猶太 人に て 一層 反感を 買 ふの 虞 ありし 爲 、露 人 『力—  ノネ ッフ』 を 派遣せ る こどに ょりても 明かな b 
(是れ 前節に 於て 猶太の 現實的 急進派の、 幽玄 溫健 派に 比し 恐る るに 足らす vj なせる 所以な り、 尤も 之 
か對 策を 講せす 浮れ 居れは 何れの 派 も 我に 危險な る や 論な し、 獨 b 猶太に 限らす 外國は 悉く 危險な 
ぅ) 

要するに 猶太 人 か 露 國內に 此の 如き 勢力を 扶植し 得た る 所以は、 波 蘭の 分割に ょりて 一層 多 敷の 猶太 
人を 領有す るに 至 b、 而も 其 長所を 採て 自から 養 ふこ ど なく、 面倒なる こど 組織的なる こ vj は 之を 猶 
太 人に 委し、 自已は 一年 百 会 日の 祭日を 空 過し、 而も 實褙 の勸勉 なる 猶太 人に 移る を 憤 h、. 虐殺 壓迫 
を 徹底的に 行 ひたる 大 反動 どして 今 U の 猶太 隆盛を 來し たる もの ど 云 ふへ きか。 
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其 二、 米  國 

米阈に 猶太 勢力の 大な るは 猶太 全人 口の 四 分の 一を 有する こ VJ 其 一因な b、 米國人 平均 三十 人中には 
一人の 猶太 人 ある 比例な bo 
然れ とも 尙他に 左の 理由 あ bo 

一、 米國は 『コロ ムブ ス』 て ふ 猶太 人の 發 見せる ものな b、 謂は は 我 ものな bvj の 考へあ bo 
一 r 猶太 人は 米 H の 革命 戰爭の 大功 勞者な b  (後 章に 詳說) 

三、  新開地に して 氏素性を 問は す 極めて 自由な り、 故に 猶太 人は 米國を 最も 愛す 可き 避難 地の 一に 
數へあ bo 

で opulous  and  lllnv】ng  Jewish  Centres  have  arke: 一. (Jewish  life  in  the  modern  time  3G  page) 

而 して 英國の 如きは 前述の 如く 一世紀 以上 も 猶太 人を 驅逐し 去 b たる 歷史 あれ VJ も 米國に は 末 
た 曾て 此の 如き こ VJ なし 0 

四、  『モン ロ ー』 主義の 爲歐 州ょ b 干 涉を受 くるの 虞な し 0 

五、  働けは 金の 儲かる 所に て、 大に 働き 大に 儲け 得る 所な り、 英の 『P 丨ド .ロ スチ ヤィ， ド』 を 除 
く 『モルガン』 以下 世界の 猶太 大富 豪を 綱羅 する は 米 is なり 猶太 A 三百 萬の 內 其の 三分の 一即 
ち 百 萬 人は 米 國金權 の 中心 點紐 育に あり、 而 して 紐 育 '0 人口 約 五 百 萬に 對し 、其の 五分の | を 
占し むる U 注 . a に 値す 0 


千 九 百 十六 年 三月 二十日 巴 里發行 『ィンフォ， マ ッシ ヨン』 の 論說に 左の I 節 あ bo 

米國 の大 銀行は 大部分 猶太 人の 手に あ b 其內に は獨乙 猶太 も あれ ども 大體に 於て 決て 聯合 國 
に 敵意を 有せす 『シッフ』 (schiir) を 含む 銀行 !# I は 旣に 吾人に 十億を 貸す こ ど に盡 力せ り、 然 
れども 一の 條件 あり、 露國の 猶太 か 同 國議會 の 欲する 通りに 猶太 人に 居住、 移動の 自由を 許 
すに あ り、 云 々〇 

『ィズ ラエぐ コー ヘン』 も 其 著 『近世 猶太』 第二 十一 頁に 『東歐 の 猶太 人 か 政略 上よ b 起る 大 
壓 迫の 犧性ど な b たる 上は、 基督 敎 徒に 改宗す るか 何れ かに 避難す るかの 外な し、 避難民 どし 
ては 政治 上の 關係少 く 全 精力を 富の 蓄積に 用 ひ 得る 場所なる を 要す ど述 へた 5』 

此く米 _は猶太人に大なる滿足を與へたるを以て此の意味に於ても猶太人ど米園どの關係は頗 
る 密接なる へき や 論を 俟た す、 換言 すれは 猶太 富豪の 意志に 反する 政策は 米國の 取る 能は さる 
所な bo 

米國 VJ 猶太 ^ の關 係は 今回の 世界大戦 間の 猶太 人の 著書に よ b 明瞭 どな b 尙 何故に 米 國參戰 か 
■國の 革命 後 迄 延期せられ たる や、 進ん ては 今回 世界大戦の 目的、 『クィ ル ソン』 及 其 反 對黨た 
る 共和 黨 V」 猶太 どの 關係 、人種 別撤廢 問題、 露國 革命の 眞因 等を も 窺知し、 今後の 世界的 大問 
題の 蔭に 潜む 猶太 問題を 硏究 する 爲 、貴重なる 資料 VJ 認む るを 以て、 少く 詳細に 說明 する 所 あ 
らん ど す 〇 

米國 猶太 人の 神經を 著しく 刺擊 したる は 露 國及波 蘭の 猶太 人 か 一方よ b 獨 軍の 進撃に より 虐殺 
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を 恐れて 逃け 惑へは 露 N (知識階級 及 一般人 民は 除く 即ち 主 どして 頑冥なる 宮廷 一派) は 之を. it 
待し 猶太 人の 身の 置き所な き 同情す へき 情 態に あ b しこ どな ho 

由來 開戰當 初よ b 繫獨 戰爭の 味方に 頑迷なる 露 國の參 加せ しは 猶太 人の盍 ：はさ 5 し 所に して、 

T- 九： C 十五 年 八月 二十 七日 發 行の 猶太 世界に も 左の 煮 味の 寄書 あ り〇  . 

露西亞 か參 加す るに 至 b たる こどは 確に 舞臺 面に | 黒影を 投 したる に 等し 0  ' 

果せる 哉 露 領及波 蘭領に あ b し 猶太 人は 開戰當 年の 末、 聯合 國に訴 て 日く 0 
聯合 國は壓 迫され たる 民族の 解放 V」 民族阈 家の 建設の 爲に劍 を 執 5 た b ど 宜言 せられ 吾人 も 
此の 目的を 以て 諸君 ど 共に 戰 鬪に從 事せ 卜、 自由を 與 へよ、 吾人 か | 箇の國 民に 歸る 事に 助 
力せられ よ 0 

右の 叫 ひに 應し自 山士 ，：義 なる 聯合 國及ひ 中立 國は 一方 義捐金を 慕 5 て 不幸なる 猶太 人家 族に 贈 
る V」 共に、 谷 種の 運動を なし 其の 決議を 露國に 致せ り〇 
先つ 米國の 義捐金' よ b 述 へん 0 

前記の 如き 在露國 猶太 同胞 苦悶の 叫 ひ 米國に 達する や、 之に 應する 宜傳は 盛に 起 り、 政黨 、政 派 
の 別な く、 宗敎 各派の 隔てな く 一齊に 其の 叫 ひに 應 し、 殊に 大 富豪 『力 I ネギ I』 斡旋 大に .努む 
る處あ b 宜傳 の爲の 『ミ ータ ィング』 には 自ら 進ん て 奔走せ bo 

大統領 『ウィルソン』 は 遂に 上院の 決議に 基き、 千 九 •白 十六 年 | 月 二十 七 H を 以て 猶太 HT を設く 
るに 同意し、 次の撤 を 米 國 民に 飛は せ^ CSC 


現在 交 戰國の 猶太 人に して •、食 ふに 食な く、 住む に 家な く、 着る に 衣な きもの 凡そ 九 百 萬 人 
に 達す、 其 內數百 萬 人け 何等の 豫吿を 受けす して 住居を 逐ひ 立てられ、 H 常 普通の 買物を も 
爲し 得す 饑餓 傳染病 W、 筆に し 難き 困苦に 苦め られつつ あぅ、 予は 米國民 か、 我 邦に 多數の 
有力なる 市民を 供給した る 猶太 民族に 屬 する 戰爭 避難者を 救 ふ 事に 同意 せらる るを 疑は す 云 

米國の 有力者は 續 々書面を 以て 賛意を 表し 來り 特に 國務鄕 『トー マス』 及 『マ， シャ— ル』 は 次の 
嬰 旨の 電報を 寄せた bo 

吾人は 此の 機會に 於て 一國 政府の 代表者 VJ して 猶太 人に 謝意を 表する を 得る は 頗る 欣幸 どす 
る 所な 5、 右一 國ビは 猶太 人 か 財 產沒收 の 虞れ なく 生計を 營み其 子孫は 商業 上社會 上、 政治 
上、 高級の 位置を 占め 何の 氣兼な く 自由に 呼吸し 得る 米國な b 云々。 

前記 猶太 H の 『ミ 1  グィン ダ』 し 以て 開會 後半 時間を 經さる に 四 人の 紳士 四十 萬 弗を 出した るを 
始め どし、 百 五十 萬 弗の 高に 達し (佛 貨當時 一千 一 百 萬 法に 當れ り) 尙 婦人は 寶 石を 外づ して 喜 
捨箱に 入る る もの あ た b、 其 年 十一月 初め 迄には 米國は 實に 三千 萬 法を 此の 目的の 爲 に送附 

せ. CSO 

玆に 頗る 感動す へき 一 事は 前記 猶太 U に 於て 露西亞 、波 蘭の 猶太 人 逆 待に 陶する 講話 あ b しか 
之を 聞ける 猶太 人は 單に同 民族なる のみなら T 米國 猶太 か 多く 露 國 方面ょり 移動せ る 關係も あ 
り、 露國 官憲の 遣 6 口、 地理 等も詳 知し 中には 親戚 故舊も ある 事 なれは 其 同情 ば 一層に 熱烈」 
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て 婦人は 終に 慟哭の 情 態に 陷れ b。 (【同 ^ ー マ 月 ; S 玉 3 

此 現象は 彼等の 感傷的なる 氣分 を實際 目撃した る ものに 非れ は 想像す る 能は さる 所な bo 
猶太 紀元 五 千 六 百 八十 二 年 一月 元日 及 二日 即ち 大正 十 年 十月 三日 及 四日の 兩日哈 爾賓に 於り る 
猶太 人 新年 祝賀 祈 禱の狀 態を 觀察 中、 猶太 養老院の 禮拜 所に 至りし に、 玆に集 b たるは 最も 信 
仰 堅固なる 善男善女に て、 古式を 以て H 々三、 四時 間 宛禮拜 せる か、 二日の 午前、 | 牧師 世界 
猶太 人の 近狀に 就て 二十 分 程 熱烈なる 雄 辨を振 へり 婦人 席に 先つ 『スス V』 啼き 起る ど 思 ふ內辨 
士の 熱辨は 益々 白 熟 どな 6 殆んど 全婦 A 慟哭の 聲を擧 け 男子 も 亦老壯 共に 貰ひ啼 きをな す もの 
少から さるに 至 6、 其の 狀態 悲愴を 極め 轉た 、猶太 人 虐殺 前後の 慘狀を 偲は しめた り、 演說は 『イ 
デイシュ』 語に て 行れ たるを 以て 何の 故た るを 知 b 得さ， 〇 しか、 一好 爺 か 露語に S し吳れ たる 
所に 從へ は、， 昔し 『1 丨ゼ』 は 猶太の 子供を 割きたり しか 是れ 神に 捧 くる 犠牲に て、 神意に 叶へ 
る こどな b しな. CS、 然るに 此の 數年 『デ キ ，ー ン』 其 他 反動派の 過く る 所、 同胞は 虐げられ、 彼等 
の野蠻 無益なる 虐殺を 受けた る ものは 實に. 三十 五 萬 人の 多に 達した るを 說 きたるな 〇 ど 云 ふ。 
正月 元日ょ b 一堂に 會し 誠意 神に 仕へ 民族的 結 東を 固む る 猶太 人 ど 比肩し 之を 相手に する に 
は、 元祿 時代の. 氣分其 儘 屠蘇 氣嫌 にて 天下の 大道を 塥珊 する の 習慣を 捨てさる 可ら さるへ し 0 
其絲 T ウイルソン』 は 猶太 人 『シモン、 ウォルフ』 に與 へたる 書翰 (『バル チモ ーア』 の 『ミ ー クイン ダ』 に 
て朗讀 せぅ) 中に 左の 意味を 宜言せ bo 

予は 凡ての 國民か 平等の 政治的 位置を 有する 事を 信す る米國 民の 代表 どして、 露 國及羅 馬 尼の 


猶太 A に 平等 權を與 ふる 事に 努力す へき こで、 統に 右平 等權か 猶太 人に 與へら れ さる 間は 露 & 
ビ 如何なる 條 約を 結 ふこ vj にも 同意を 與 へす 云 々 〇 

右は 露國か 依然 どして 米 國國籍 を 有する 猶太 人の 旅行 券 問題を 舊の 如く } U 扱 はんごせ しょ b 起り たる 

SG A sx s? si Ii ) 

以上 民主 黨 出身の 『ウィ， ソン』 炉 、如何に 猶太 人の 爲に盡 したる やを 示した るか、 現 大統領 『ぐ— デ 
ィシ グ』 の M する 共和 黨も亦 此點に 一致した る こ VJ、 千 九 百 十六 年の 大統領選 舉の 際に 於け る 共和 黨 
の 宣言 中に 左の 意味を 繰 返せる にて 明な bo 

吾人は 千 九 百 十一 年以來 、大統領 か 露國其 他の 諸 NVJ の條 約に 於て 移民の 絕對權 を 認め 且つ 人釉 
宗敎 、政 派の 何たるを 問は す 合衆國 民 (i 何等の 差別な く 取扱は るへ きこ ごを 確認す る 方針に 全然 
同意を 表す。 

次に共和黨は右の主義を保持し且つ從來移住しぁるものは如何なる特典も制限もなく居住權を錐持す 
る こどを 約束し、 最後に 現在の 大戰は 世界に 區 劃を 生し たれ ども 一度 戰禍收 まるの 後は、 全世界の 國 
民間に 永久の 親交を 恢復し、 凡ての 國の 凡ての 人に 民事上、 宗敎 上、 全く 同一の 權を興 ふる 事を 言 ひ 
顯 はせ 主 33 g 五日) 

以上 人道的 盡 力の 外、 米 國勞働 組合 及 社會黨 の實行 委員は 次の 如く 議決せ り〇 

猶太 人 虐待を 中止せ しむる 事に 關し 政府 か 外國に 對し處 置を 取る こ VJ、 並に 世界の 最も 民主的なる 政 
府 の * 場ょ b 久永 平和の 確立に 際して 猶太 人に 對 する 凡ての 壓迫 を廢 止す るは 最も 望む 所なる こ ^ を 
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今よ b 宣言す るの 要 あ bo  (千 九 百 十六 年 一月 五日^ n パ シ H.VP ュ 1ヴ 放) 

其 他世界 勞働 組合 も 亦 右の 目的に て 世界 各地よ 5 代表者を 米國に 送る こ V」 を M 曾せ b a j — -fil i gt 
右勞働 者の 運動は 功を 奏し 各 tel 勞働者 は 其 政府に 向 ひ 夫々 運動す る處あ bo 

千 九 百 十五 年 九月 米國に 行 ひたる 勞 働會議 には 三十 五 萬の 猶太 勞働 者を 代表す る 百 九十 八 名の 委 
員 出席せ り〇 

尙米國 猶太 か 露國當 局の 爲す 所を 惡み たる 點は 、佛國 猶太 新聞 『自由』；* 長の 記す る 所に よれは 
大米國 共和 國には 三百 萬の 露國系 猶太 人 あり、 其の 百 萬は 紐 育に 住み、 偉大なる 勢力を 有—、 此 
の 三百 萬の 米國 猶太 人は 露國を 嫌へ ぅ、 然れ V」 も 何物 かが 之を 分離せ しめす 繫き 留め 居る もの あ 
b ど せは、 是 『革命の 佛蘭 西』 に 對する 友情 あれは な bo 
(c、est  leur  amour  pour  k  JFraiice  de  la  Revolution.) 

米 國の參 戰を促 かす ^ 共に 露國の 猶太 人壓 迫を [h めしむ る 運動には 巴 里の 新聞 も 之に 參加 せる か 千 九 
百 十六 年 二月 十五 日發 行の 猶太 系 新聞 人道は 左の 如く 論せ 60 

聯合 國の物 資は 狀浞 樂觀を 許さす、 殊に 露國 の分甚 たし、 此に 於て 聯合 國か合 衆國よ b 財政 的 協 
力を 得る こど 益々 必要 ど なれ b、 此の 協力を 得る は 主 どして 猶太 問題に 關聯 す、 若し 米 露 間に 和 
解な けれは 此 協力を 得る を 得す、 而 して 此の 和解は 露國に 於け る 猶太 狀浞 一變 せされ は 不可能な 

KVO 

其 他米國 猶太 人 か 猶太 人 解放に 盡力 したる 件に 關 しては 猶太 人の 提供せ る 左の 材料 あり 開戰當 初よぅ 


開— 1 派— 1.1 合し T1 に 2 含 r 英— 太の— は、 英國 1 
たる 立場に ある 爲 、敵國 を も 含む へき 全世界 猶太を 動かし 得さり し炉 は、 自然 其 任務は 中立 國特こ 米 
國 猶太の 双 M に懸れ bQ 

人 f 千 九 f 五 年 八月 士二是 ハ 年 | 月 £s『rr ffi; ds く  S は 數當猶 太 
集轉協 曾、 會議 、委 M 脅 等に 於て' 年餘 りに亘 4 議せる 猶太 1-] 題の. i'«r 革を  一 ^ する を 得、 し、 ic 

7  ^  ififs  i 

ゴ人 m' 敎舍ど 力 協 諸の 結果、 『米 國 猶太. A' 會』 の編攸 實行 委員を 擧けた b 其會の 任務は 平和 會嚷 
の 際 全 猶太より 權 利の 恢復を 提議すべき を 以て 其の 準備を 今よ b 整 ふるに あり 0 

1 註 Ir TT ッ デ』 なる 名稱は 純粋の 猶太 人 @1 隊には 用 ひす 『フク— メー ソン』 即ち 『マッソン』 圓に用 ゆ 
る ものにして、 而も 『アブ カ マッ ご 、』_ の I 雜 誌は 人道主義を 以てする%— ft! を 『マッ 
ソンの 任務の 一に 加 ふるこ どを 明記し あぅ、 又 敎舍の 床には 猶太の 定絞 『ダビデ』 の 循^^を 有 
する 點を 綜合 すれは 『ジユ デオ、 アメソ カン、 フイ ラント ロ ビック、 ロ ッヂ』 とは 米國 『マッ ソ 
ン』 團のフ ッ デ』 を 別名に て 指し？ やに 覺 ゆ、 確め 得— を 以て 暫く 疑を 存す〇 

右實行 委員 會は七 千 人より 成 本 九 fm 十六 年 三月 二十 六日 『フィ ラデル フィ ア』 に 於て 實 行した る會合 
の 席上に て 成立した る ものな &o 

此 日の 會 合には 百 萬餘の 猶太 人を 有すろ 四千 三百 八十 一 の 協 曾よ b 選出せ る 三百 六十 七 人の 代表者 參 
集せ bo 
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其の 議長は 合衆國 大審院 判事 『，ィ 、デブ ランデ ィス』 氏に して 會合 後程な く 世界 谷地の 猶太 協會に 通 
牒を發 し、 米國 猶太は 永久 的に 團隊を 組織し 以て 猶太 問題の 解決に 必要なる 政略 上、 社會 問題 上、 經 
濟上 並に 財政 上の 責任を 取 b 得る こどを 發 表せ り〇 

又米國 猶太は 各地の 猶太 協會か 米國 猶太の 意見を 徵せん どす る 問題 ある どきは 之を 米國 猶太 曾に 示す 
積 b なるこ ^ を發表 せ bo 

右實行 委員は、 其 後 例の 如き 米 B 式 無 邪 氣を以 て羅馬 法王に 警告を 發 し、 波 蘭の 司 敎を して 其敎 
徒を 猶太 人壓 迫に 參 加せ しめさる の處設 を 執らし むる 樣盡 力せられ 度き 意を 通した るか、 一說に 
は 功を 奏し 稍 猶太 人壓 迫の 緩和を 見た bvj も 言 ひ、 別說 には 何等の 効果な か 6 しご も 言 ひ 明かな 

右 # 萬餘の 民主的 猶太の 運動 VJ 對 立して 穩健 分子 『フー ，デ ョァ』 級、 同化 論者に 屬 する 米國 猶太 も、 
千 九 百 十六 年 七月 十 H、 紐 育に 『コン フ H レンス』 を 催したり、 『コングレス』 の 方ょ 6 は 之に 出席を 避 
けたる も、 單 に 議長 『ブラン デ ィス』 以下 三 名の 委員を 派 清す るに！： 意せ ho  . 

同年 八月' 一 . 十- -H『rl X グレス』 側の 實行悉 員 V」 『コン フ H レンス』 の もの VJW 行方 針を 協 冗し 其 後 十月 
二日の 會 合に 於て 修正せ るか 其の 要旨 左の 如し 0 

• 亞米利 加 猶太 人は 亞米利 加 猶太の 會議に 派 清す へき 代表者を 選定せられ たし 會議の 場所 ど 日 次 
は 追て 定む〇 

' 一  此の》 1° © ° 0 0 ^0 ^0 ^0 -ffi:0 ^0 CD0 ?@0 *0 A0 £ ° 協力して 各國 にある 猶太 人に 對する 各種の 權利 制限を 撤廢 


し、 完全なる 同權 者の 位置に It く爲 には 如何なる 方法を 執る へき やを 議定す (此の 要求 中の 完 
全なる 同權 中には 『パレスタィン』 を 復興し 之に 居住— 猶太 人の 安全を も 含めり) 

會議の 際 各 gl 起れ り、 何人を し て 猶太 問題を 提唱せ しむへ—、 米國委 SG  | 猶太、 こ 委 
する も 力なし 全世界の 猶太より 交 戰國ど 別箇に 一 人を 出す どきは、 必す羅 馬 法皇 も 『ヵ トジ ック』 の 
代屢 員— すに f 問題は 紛糾す へし、 結局は 列國 委員 中に、 巳れ の 政府より 猶太 問題を 起さし む 
る 如く 指導し 得へ き 人物を 出し 得べ しビ云 ふに 一致せ しか、 實 際は 『グエル ナ 1』— に 猶太 人の 委 
員を 見た るに f す、？ 本よ——— しに 拘は鲁 千 九 百 二 i 『サンレモ』 I 
證 猶太 問® f りしは S1M 可し、 過 I 墨 太大 f る 一屋か辨明 する 听 
によれば r グ ユ ル サィ ユ』 會議窝 時 之を 議題に 上 ほす 爲 t は、 猶太 勢力 餘 b に 小な 爲な 言へ ど、 
4 に 1 ぁ无 M ^ )B> 產ビ 猶太 勢？ の 關 係を 震す る i は 左の 諸點の s 立つ を覺良 0 
一、 露 國か 聯合 國 側に 立つ は 軍事上には 有利 なれ f 開 戰の眞 の S 的の 爲 には 不利な り、 平和 會議 
迄に 露 國の 猶太 人 壓迫か 改ま， &され ば 寧ろ 之を 失 ふ も 可な $  〇 
一、 米國の 參戰は 露國 革命 後に て、 聯合 國は 露國に 代る 可き ものを 得た bo 

一、 米 5 大戰參 加 前年、 米 _ 猶太の 議決した る 所に よれは 全權を 擁する 米國 猶太は 政治 上 社曾經 
濟上 の問跔 を 以て 猶太 A の 幸福を 圖 るの 責任を 自覺 しぁ b o 

f 米國 猶太：^ 戰時中 全世界 猶太の 中堅 どして 働く 機會を 得、 全世界 猶李 交涉 をな せ b  (勿論 露 
國 猶太を も 含む 殊に 多大の 金品を 送 b たる 外 精神的 援助を なし 置きたり) 
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以 to 事實 VJ 千 九 百 十七 年 三月の 革命に 與て力 ある 『ヶレン スキ 彳』 か 猶太 人の 血を 有する 社會 革命 黨 
(猶太 V こ 多し) なる 關係を 考察す る V」 きは、 誰か 露 國の 革命に 米國 猶太 否 世界 猶太 か少 くも 强き 共鳴 
を ^ したる を 疑 ひ 得へ き や (三月 十二 日夜 革命の 報傳は 5 怫國第 四 軍司令部の 將校は 祝 盃を擧 けた b 
席 こ あ りし日朮將校炉、時機の選定當を得さりしどの非難をなせしに衡し元全權公使たりし消息通な 
る 老將校 は、 何故 ■國か 革命の 逐行を 急き 之に 力 艾れた 辨明 せと 日本の 論者-」 て 露 a 
革命 1 S 盡 •僧侶の i 置に S する 內的霍 S し、 自 S 成 sb し i 做し、 猶 
太 人壓迫 Li 起因す る 外部ょ b. の 干 涉與て 力 t し說に 耳を貸 琴此炉 る說を 閥族 擁護の 審 なり 墨 
斷 する SS 一 方 S す i 曾して 雲 1 の 如— 實 Qlf  I か爲 奮に 英米 
民主 派 側の 宣傳 に？ ら t に 非 さる 歟、 尙一 言附 加せ— 可— 何故 米國 猶太 か霞猶 太の 解 
放に 熱— 力せ し S 點— 、合 衆國 にあ— 百 萬 S 太 人中 約 二百 萬は 露 國及波 蘭 t の 移民な 
b (『クラス ノシ チョ ーコ フ』 事 『ト ー ベリ ソン』 の 類) 故に 其 同情は 甚た厚 か りし や 論な り|、 此 問題 
は 今日の 米 露 問題に 於ても 何等 異る こどな きに 注意を 要す 0 

米 國は上 S 如く 猶太 人の 議 所に して 1 勢力の 大 2 こ i むに f す、 而 して 白人の i は 基 
督敎 徒：：^ を 以て 排 猶太の 運動 必らす 起ら f 可 f る 所な— 雖も 、今日 迄 他の 列 强內に 於け る 力 

如く 嫌烈な らさ るは 可 ぞや 、日く 左の 點與て 力 あらん か。 

一 米_ の 移民 (猶太 人 以外の) も 元 ど 本國に 大なる 愛 # 心なき 關添 h 猶太 人に 共鳴す る點少 力ら す 
二 基督 敎も 米國 化した る點あ b 猶太 も亦少 くも 表面 同化す る傾佝 あ b、 從 つて 數敵觀 念の 生す る 


こど 少し Q'1' 

三 米國は 未た 曾て 猶太 人を ) t: 待せ す 猶太 人 か驅官 要職を 占 1T- なを 以て 爭ひ起 らす C, 

四 猶太 人 か 金權？ 百 論界の 大部を 掌握せ るを 以て、 排 猶太の 考ぁる も 其の 宣傳は 忽ちに 壓伏 せら 
れ 揉み消さる 可し 0 

然れ S も 猶太 人 か溫和 手段を 以て 進む 間は 衝突 起ら さる も 急進的 態度を 取 b 又は 終に 基督 敎の上 に 立 
つに 至らは 排 猶太 熱 旺な るに 至らん。 

其 三、 英  國 

次には 英國に 於け る 猶太 勢力を 說かん 0 

前 旣に述 へたる 如く、 英國も 一度は 猶太 人壓 迫を 行 ひ、 一世紀 以上 も 猶太 人を 悉く 國外に 放逐した る 
か、 自由主義者 ク 。 ンゥ. エ， 卿 か 猶太 人 『マナ セ •ベン ィスラ H 〆』 の 申請を 容れ盡 力せ る 結果 猶太 
人は 再 ひ 入國を 許され、 千 六 百 五十 七 年には 墓地を も與 へられ 其 後 七十 年を 經たる 頃には、 猶太 人數 
學家 『サル メン ト』 か 帝室 協會々 員に 擧 けらる、. に 至れり 然れ V」 も 一方には 猶太 人 か 基督 敎に 改宗す 
る ものを も 生せ 卜、 郎ち 『ビー コン スフ ィル ト』 卿の 如きは 『アィザック、 デス レ ー』 なる 猶太 人の子な 
6、 其後獨 逸に 於て f ハ ノーパ ー』 家 か 皇位を 嗣 くに 及ん て 獨逸 猶太の 英國に 移動す る もの 多く、 英國政 
治 家を して 富國上 猶太 人を 重用 視せ しむる に 至れ b。 

此くて 千 七 百 五十 三年には 一度 猶太 人歸化 法案の 通過を 見し か、 翌年には 『猶太 人 ど 木履は 無用な 5』 
どの 叫 ひ 人民の 間に 起り て 同 法案は 廢止せ .られ たり、 然れど も 之を 動機 V」 して 猶太 人の 政治的 自由 漸 
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次 認められた ら〇 

偷敦 方面の 金權は 勿論、 獨燠 方面に 金融 上の 大勢 力を 有する 『 Tr スチ ャイ， ド』 男撙な る 猶太 人の 先代 
か 巨億の 富を 獲る に 至ぅた るは 千 八， 白 十五 年 六月 十八 H 『フー テル •口  I』 の 會戰に 於け る 『ゥ ユ ル リン 
トン』 大勝の 情報を、 最も 速 かに 偷敦の 店に 傅へ、 他人に 先んじ 投機 事業に 成 効せ るな bvj 云 ふ 即ち 
『カレ I』 海 峽に備 へし 回 光通信 機が 『ナボレ オン J 云々 の 二字を 送 6 たる 時 濃霧の 爲 通信 杜絕 し偷敦 
にて は 勝敗 何れ ども 判斷し 得ず、 唯 焦慮せ るの みな 6 しが 『ロス チ ャイ， ド』 は 豫め戰 場 附近 迄 携へ行 
きたる 使 鳩を 使用し、 詳細の 情 况を傳 へ、 偷敦の 店に 指示を 與 へた 6  V」、 一說に は 豫 てせ 準備し 特別 
の 船に て 危險を 犯して 海峡を 越へ 歸國 せし ども 傳 へらる 0 

千 八 百 三十 年ょ b 三十 年間 猶太 人に 國會 議員 選擧權 を與ふ 可き や 否やの 問題、 毎年 議會 にて 繰 返され 
しか 『ロスチャイルド』 男の 如きは 五 回偷敦 ょり 選出せられ、 十一 年間 無 宣誓に て 下院議員を 勤めたり 
當時 上院には、 一名の 猶太 人 も 無 かりき、 此の 如く 英國は 一度 猶太 人 追放を 行 ひたる 關係上 猶太 人の 
數は 多から す、 純粋 猶太 人は 英本國 を 通し 僅かに 二十 七 萬に 過き され ども 基督 敎に改 宗し 全然 氏名を 
變 したる 『ビー コン ス 、フイ ー火ド 』 鄕の如 き 有力なる 猶太 人を 有する 爲 、政治的 方面に 於て 大なる 勢 
力を 有せし は 察する に 難から す 0 

英國內 に 於け る 猶太 人の 分布を 見る VJ きは 偷敦其 他の 都市に 濃密な 〇、 即ち 偷敦は 千 八 S 二十 三年に 
は 僅 & に 十二 名の 猶太 仲買 業者を 有せし もの か 百年 後の 今日 其の 一 萬 三千 倍 即ち 十六 萬 人を 有し 英國 
猶太の 大部を 收め ぁり 其 他全英 猶太の 四 分の 一 以上は 『マン チェ スタ ー』 『ソゲ アブ ー 广』 及 『ソ I ド』 


の 三 市に 棲息す 殊に 偷敦は 『シオ ーー スト』 の 事實 的中 心に して 左の 三機關 を 有す 0 

The  Jewish  Colonial  Trust,  The  A  nglolpalestille  Corn  pan  v.  The  Palestine  Land  development 
Company. 

『パレスタィン』 の 復興 運動 か偷敦 ょり 起“ 千 九 百 十七 年 外相 『パ’ フォァ』 の 有名なる 宣言 倫 改ょ b 出 
てた るは 怪むに 足らす (該 宣言書 其 他 『シォン』. 連 励に 關し ては 後 章 再 論す) 

前記 富豪 猶太 『D スチ ャィ V ド』 男爵の 如きは 『ユ \ サレ ム』 に. 一家 hschs 气 Evelina  School なる 舉 校を 設 
立し Mks  Annie  Landau を 其 校長、 と して 派 遺した る 程な b、 又 彼は 千 九 百 十六 年 十二月、 佛國 猶太 
人の 巴 里に て 催した る 猶太 人 救濟會 には 相當の 喜捨を 爲 したる 外、 『ペトロ ダラ ー ド』 の 猶太 人 救濟委 
員に も 五十 萬 フランを 義捐せ り、 此 くして 世界 猶太の 上に、 從て經 濟界に 大權 威を 有する に 至る b し 
や 論な し 0 

其 他英一 猶太 か 大戰 間米國 猶太 VJ 協力して 猶太 解放の 爲に盡 力せ る こ VJ 少から さるは、 千 九 十六 年 
八日 二十四日、 同 三十 一日、 同 十月 五 H の 『ィズ ラエ V』、 及 同年 四月 十四 H の 『ユニ 、ヴェル •ィ •スラ 
ェリ ット』 第 百 四十 六 頁 以下を 通讀 する. どきは 明暸な る 可し 今 其 要點を 摘録 すれは 0 

開 戰當初 ょり 英國 の二大 猶太 協會 Board  of  deput l- ,  Anglo-jewish  Association の 共通 機關 たる 
conjoint,  foreign  Comitee か 全世界 猶太 統一の 爲に 如何なる 仟 務を盡 したる やは 注目の 價値 ぁり 
其の 一部は Amel s- an  Hebrew なる 米國 猶太 新聞の 記者 VJ  ccll o-. nt  Foreigii 
ァラ •クオ ル フ』 との 會談 中に 公表せられ た b、 『ゥ オダ フ』 氏 日く、 吾人の 目的は 散亂 、放慢 な 
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る 猶太 主義を 唯一の 組織に 取纒 むる 爲 め、 全世界 猶太 部落の 各 分子を 指導す へき 唯一 人の 指導者 
を發 見せん どす るに あ b、 故に 平和 會議に 共の 希望を 發表 する 際、 又は 其の後に 於ても、 充分な 
る 確信を 以て 之を 主張 せん ^ す 云 々〇 

而 て英國 猶太 人 か此く 世界 猶太の 問題に 熱心 盡 力し 得た るは 前述の 如く 彼等 か 旣に 英國に 於け る 政治 
上經濟 上の 實權に 幾何の 威力を 有せし やを 物語る ものな ぅ、 左の 事實は 一層 有力に 裏書す 0 

千 九 百 十四 年 九月 以來 、猶太 人 『イズラエル •ザ ング ゥイ，』 は、 英國 外務省より、 英吉利 國は何 
處迄も 同情を 以て 猶太 解放の 爲に盡 す 可き 保證を 受け、 又 『ナ ー•  H ド ソード •グレ I』 自身より 
も 『グレ I』 は 充分に 本 問題の 重要なる を諫 解し あるを 以て、 此 意味に 於け る 改革 (Reform) の爲 
有利なる 機會 は、 決て 見逃 かさ さる 可き ^ 約せ bo 
其 後 『サンダ グイ 少』 か 米國の 猶太 人に 飛は したる 檄は 、尙 右の 記事を 確む るの みならす、 英國ど 露 國 
革命の 關 係、 今日 英國 か勞農 治下に ある 猶太 人に 對し 義務を 負は さる 可ら さる 點 、猶太 人 か 大局の 爲 
に 一部を 犧牲 にす るの 明 VJ 斷 ご. を 有する 點 、英佛 の黑人 利用 VJ、 之に 關する 獨逸 の攻擊 に對 し、 猶太 
人の考ふミ所等‘興咏ある詣間題に觸るるを認めスに揭載す ^ 一在まこぎユー〇ギ〇一を ^ 令私 ^ ) 
人類史 上の 驚く へき 大戰爭 は 『赖： 逸 製』 (Made  in  Germany) な b しに 拘 C す、 又戰年 勃發 r 來獨逸 
の 遣 b 方の 野蠻 なる 事 か 平時に 於け る 彼等の 氣 風を 現は し 居る に拘 U らす 、米國 猶太 協 會か 同情 
を敲國 並に 其 聯合 與國に 表せ さるに 至 b しは 遺憾に 堪へ す、 獨逸に 生れた る 獬 太 人 か 獨 逸に 對す 
る 感情は、 予か英 國に對 する ものよ b 打算し 諒解に 苦 まさる 所な b、 然れ VJ も 世界 猶太の 半數を 


占む る露國 猶太の 利害 問題を 考慮す る どきは、 或る 程度 迄は 少數 猶太 (獨逸 猶太を 指す) か尙艱 難 
を甞む るは 暫く 忍 ふ 可き に 非す や、 予は予 が 英國の 市 h 權を失 ふ 事 ある も、 猶 a 文明の 大義 か 普 
魯两式 軍 E 主義い 勝利の 爲に沒 却 せらる るに 勝る もの V」 して 之に 卄んせ んご す、 此の 故に 予は今 
英國の 一愛國 者の 立場を 捨て、 『ゴチック』 の 非 文明 思想よ 6 嫌は れ恐れ られつつ ある 世界の 一市 
民と して 語るな b、 獨逸 言論 界の 走狗は 盛に 獨逸か 文明の 擁護 者たり、 又 亞弗利 加、 亞細亞 より 
輸入せ る野蠻 人の 歐洲 進入に 對し奮 戰惡鬪 しつつ ある 天使なる か 如く 獨 逸を 描きつつ あ り、 然 b 
吾人は 黑 人を 使用し あ b 然れビ も 其 目的は 白し、 然るに 獨 逸の 爲す 所は 之に 反して、 暗黑な る 目 
的の 爲に 白人を 使用しつつ あるな bo 

又 英國か 『チゥ トン』 禍の惡 夢より 全く 安全 <£: な b たる ^ きに 於ても、 猶太 人 か 猶ほ 苦難を 續く可 
き や、 『ナ！  H ドソー ド •グレ I』 か予に 露 阈 猶太 A 解放を 助く 可き 好機 あら ば 必す 之を 捉ふ るを 
忘れさる 可し V」 の 保證を 興へ たる こ VJ は、 露國 猶太の 問題に 一 轉機 を與 へたる ものに て、 從來の 
無益なる 風說に 代 ゆるに 希望に 充ち 基礎 堅固なる 政治的 根據を 以てした る もの <f 謂は さる 可ら す 
此保證 は 從來の 政治 史上に 犀 見た る、 苦き 時の 神賴み 的、 氣 休め 的の 宣言に 非す して、 慕 國 思想 
の 最も 純良なる 能 度を 顯は せる ものなる こ VJ を 確言す るに 憚らす、 故に 予か 米_ 及 其 他の 中立 國 
の 猶太 人に 希望して 止まら さるは、 諸君 か 露 國の參 戦に 依て 與 へたる 黑 影の 爲に 、此の： 水 撓 不屈 
の 島 國に對 する 同情を 減 却せられ さらん こどに あり、 實に英 島國は 現在に 於ても 過去に 於ても 一 

再なら す 人道の 爲 に 働きた る ものにして、 恐らく 露國を 開化 ((ivili&c) し 次て . . . 獨逸を も 
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開化す るに 至らん か (米 國の 部に 述 へたる 千 九 百 十七 年 三月 十二 日夕 佛國第 四 軍司令部に あ b L 
元全權 公使 某の 談參 照) 

尙苯國 か 露國 <£ 共に 戰ふは 、頗る 迷惑なる も佛國 どの 關係上 止む を 得さる こ V」 なれは、 露國は 矢張り 
助けさる へからす、 V」 は 露國 革命の 前年 『ロイド ジォ I ジ』 の 口ょ 5 も 洩れ あ bo  ( ^|百大十を年」|則 0- は) 
『ロ イド ジォ ージ』 日く 『露 國內の 最良 分子は 其 政權か 平 氣 て 爲す 所を 見て 顔を 赭ら めた る こ V」 一再に 
止らない 、去りと て 露國 VJ の 聯合 か 貴重で ない のでは ないから、 吾々 は 露_な る 聯合 阈を 助けない 輝 
にはい かぬ』 云々 0 

之に 由て 見れ は、 革 國 猶太 か 偉大なる 金 權の威 方に ょ 6 其 政府を 動か L、 米 國の偉 大なる 金權を 有す 
る米國 猶太を 通して 米國を 動かし、 露 國の_ 化に 引 續き獨 逸の i ft© を 豫定の 通 b 實行し 得た る 功績は 
刮目して 見る の 値 あ り〇 

以上の 外 英國か 文武 官吏に 猶太 人を 有する こ vj に 關し 、猶太 雜 誌の 揭 載せる 露國阈 會 議員 『ァジ エ モ 
ッフ J  sf 篇す るは 無益に 非る 可し 0  ( 「千 VE4 ぢ一' フ〇ぢ 

英國に 於 H は 最高裁 判官は 猶太 人の 出な り、 客 數の 市長は 猶太 人な b、 其 他 軍 11 長に 一名、 師團 
長に 三 名の 猶太 人 あ b、 然れ ども 此事は 毫も 英國 の弱點 ごならす、 佛國に 於て は國 家の 大事を 決 
する ものには 多 數の 猶太 人 あ bo 

伊太利に 於て は 外交 上の 實權 を捏れ ろ 『ソン-ー ノ』 外相の 父は 猶太 人な り、 又 國內を 奔走して 伊太 
利を 聯合 國に 起たし めた るは 猶太 A 『パル ヂ ライ』 な bo 


是れ 何人も 觀過 すへから さる 事實 ならす や、 政府 竝議會 は 此の 事實を 如何に 見 >  之より 何等かの 
敎訓を 取る の 意な き や 0 

仰 ほ 哈爾賓 にある 猶太 通 露 人の 調査に よれは f  ロ ィド •ジオ ージ』 の 書記官 長は 猶太 人な b、 印度の 最 
高 行政 圬 も 猶太 人な 5、 此の 如くに して 世界 外交の 機密は 全世界 猶太の 聯盟の 前には 常に 極めて 明瞭 
な bso 

其 他 哈爾賓 に 於け る 調査 ど 責任 ある 一波 蘭人の 談 VJ を 綜合 すれは 

英國の 支那 大總統 政治 顧問 『シム プソン r 其の 兄 東 支鐵道 護路軍 顧問 『レノックス •シム ブンン {一 
は 猶太 人な bQ 

之を 要するに 前 旣に述 へたる 如く 英米 二國竝 に 其 殖民 地は 猶太 人の 愛する 避難 地な 稱する 丈 あ b 
て、 猶太 人は 英國內 に 多大の 實權を 占め 得たり、 從來は 『•チ ャムバ ーレ ン』 『チャ ーナ〆 』等 の 名士 か最 
も權威 ある 著 事 又は 言論を 以て 反 猶太 的 態度を 示した る も英國 には 露獨の 如き M 迫は 行 はれさ 5 しか 
如し、 英國 猶太 人に して 今後 米國 猶太 ど 結び、 愛蘭の 『シン フエ ン』 黨及 ひ勞働 者を 操縦し 英國 皇室 及 
ひ 人民を 腦ます こど 甚し からされは 英國の 反 猶太 運動は 大なら さるへ し。 

其 四、 獨逸國 

干 四百 九十 二 年頃 西班牙、 菊萄 牙の 壓迫に よ b 放浪せ る 猶太 人は 獨 逸に 於て は 先つ！ t M- ブに至 b しか、 
其 劣ぐ は 相 等の 敎育あ り、 且つ 基督 敎に 隱れて 保護せられ たるを 以て、 北歐に 於け る 奴隸的 同胞の 生 
活 V」 は大に 趣きを 異にせ b、 千 六 百 四十 年 以後に 於て は 『ブランデン ブ， ダ』 大選擧 侯 『フ リー ドリ ッ 
弟 三 草 世界に 於け る 猶太 人  九九 
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ヒ •クイ〆 へ 火 ム』 は、 猶太 人 『ゴム ペルツ』 及 『ソロモン •  H リヤス J 等を 重用し、 其の 誠實な る援肋 
に 負 ふ 所 ® からさ， o L ^ bo 

千 六 百 九十 六 年 『V ツクマ ン』 は 『タル ム I ド』 の 出版 櫂を 獲得す るに 至れ bo 

燠國に 於て は 『マリヤ •テ レ I ザ』 は 『ァ， スタイン』 家 及 ひ 『シン ツァイ マ ー』 冢 等の 猶太 人に 寵を賜 ひ 
貴族に 列せ bo 

獨逸に 於け る 猶太 歷史に 一 異彩を 放つ は 大哲學 者 『モー セス •メンデルス ゾー ン』 な b  (行 || 释 $$ 碰) 
彼の 父は 猶太 敎會の 記録係な b しか 其の 敎訓の 下に 彼は 年 僅かに 三才の 頃ょ b 『タル ムード 』を 研究し 
後鄕里 『テ サウ』 市の 猶太 敎院に 入 り、 年 十四の 時 『フレンケル』 敎授に 從 ひて 伯林に 遊へ 5、 差當 b 一 
製糸業 者の 家庭 敎師に 住み込み、 次て 手代 (£: な b、 終に 共同者の 位置に 進め り、 其 間 有力なる 哲輿者 
『レツ シング』 ど 交を 結 ひ、 彼を 助けた る こ VJ 少から さるの みならす、 『哲學 論』、 『靈魂 不滅 論』 其 他 
を 出版し 一時に 名聲を 揚げ、 第一流の 哲學者 VJ なれ b、 而も 彼は 一般の 生業 ど 一般の 哲學 S に 盡瘁せ 
し 傍ら、 猶太 敎の 爲に盡 すを 忘れす、 伯林の 『ラビ』 長 『セル シ H ル •レ、 グイン』 の 求めに 應し 公然 『フ 
夕 I トリ ッヒ』 大王の 命を 受けて 『タル ムー ド』 の 獨逸 譯に從 事せ り、 正統派 猶太は 彼の 言論を 歡迎せ 
しが、 波 蘭 及漢堡 等の 方面ょりは 社會 主義を 含む もの マ」 して 非難せられ た b  【註、 猶太 人と 社會革 
命 主義の 關 係に 就き 此の 點に 注意を 要す J  彼の 感化は 偉大なる ものにして 佛國 革命は 彼の 死後 三年 
を 經 て勃發 した b (f 雖 も、 佛國に 於け る 革命 前の 思想界は 全く 彼の 思想に 支配せられ た り〇 
此の 如き 狀態 にて 獨逸も 亦 遂に 猶太 人の 民權を 承認す るに 至れ bo 


此の 如く 猶太 人に 對 する 種々 の 制限 法 漸次 撤廢 せらる る (£ 共に、 猶太 人は 漸次 41: 國民 性を 喪 ひ、 猶太 
敎に對 する 信念 亦從 つて 稀簿 <£: wb しは 大に 注意を 加へ て觀察 する の 要 ぁり どす。 

中には 全然 基督 敎に歸 依せ る もの 少から す、 獨 逸に 於て は 『ハィネ』 『ベ〆 ネ』 『エド ッグ ド •ガンス』 

レ ール』 作曲家 『メンデルス •ゾ I ン』 『ネアン デ〆』 等の 猶太 大家は 獨逸 史上に 獨 逸人 ^ して 其の 名を 
知られた bo 

爾來 猶太 寺院の 禮拜の 如き、 亦 大に舊 式を 改め 主要なる 集會 には 必 す說敎 著を 置く 事 ミな b 或る 寺院 
には 基督 敎の 如く 『才， ガン』 をす ら備 へたる 所 ぁ b" (尤も 之は 千 八 百 十七 年に 至 b 非 猶太 人的 革新な 
b どし T 禁 It せられた b) 一八 四 四 年國禁 の撤廢 ど 共に 『ラビ』 曾議 開設. せられ 千 八 百 七十 二 年には 猶 
太 研究 高等 學校 設立せられ、 五 年を 經て 更に 伯林に 正統派 猶太の 『ラビ』 神學 校の 設置を 見た 00 
千 八 百 五十 年 普魯西 憲法は、 市民 權は 宗敎の 如何に 關係 なき 旨を 宣 明せ. り 0 

此の 如く 猶太 人の 自由は 獨 逸に 於て 逐次 認められた b ど雖ど も尙 未た 公職に 就く を 許され さりし が、 
鐵血 宰相 『ビス マ， ク』 か、 『反 猶太 主義は 馬鹿者の 社會 主義な b』 VJ 叫 ふに 至り、 獨 逸帝國 建設の 當 
初ょ b 公職に 就く 事を 許された b、 然れ VJI 精神的 壓迫は 猶繼續 したる のみなら す、 政治的 解放は 部 
分 的に 過き す、 即ち 大戰 前に 於け る獨 逸の 對 猶太 情 態は 左の 如し 0 

千 九- 白 十三 年 巴 M 發行 猶太 人 『ジ ユー， •ヒユ レ』 著 『伯林』 を通讀 するどき 著者は 獨逸を 以て 精神 上 
の »!: ッ ±; 齓どなし、猶太人は獨逸に於て將校、大學敎授、司法官、外交官、及學生_.員 (£: なるを得す、 
又 紳士の 『ナル ー ン』 には 入れられ さる 國な b どなせ り、 著者 『ヒユ レ』 の 伯林に 到 著す る や、 警察官は 
第三 箄 世界 1: 於げ る 猶太 人  一 - 0 一 
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尾行 L 携行 品に 附き添 ひ 貸間に 下宿 すれは 直に 來て 訊問を 開く  0 
—— 何 用に て來 5 しや 
. -  商用な b 

—— 君には 其權 利な し 立 去る を 要す 
大學に 入學の 希望 も ぁり 

此に 於て 繁雜な る 形式 上の 手續を 了れ は、 ニヶ 月 苦く は 三 ヶ月 間の 許可を 與へ 期限 滿 了の 上は 更 
に 同一の 手 數を以 て 手 續を繰 返さ さる 可ら す 0 

露 獨_ 境 附近には 絕對に 居住せ しめす 露國の 革命 時代には (日露 戰役 後の) 普魯 西に 漸く 二、 三ヶ 
月間 滯莜し 得た のみ、 注意す へきは 希 臘正敎 を 奉す る 露 A か 追 ひ 出され さる 一事な b 云々 
右は 伯林 旅行に 惡 感想を 懷 きたる 佛國 猶太 人 か、 感情 上， ょ^ s ^ 少 潤色を 加へ たる 點ぁ b どす る も、 大 
體に 於て 法文 以外に 精神 ^ M 迫を 除き 能は さ b しこ どは、 獨逸 魂— 猶太 魂 どの 隔絕大 なる 關係 上事實 
S 見る の 外な からん、 然るに 全く 之 ど 反對に 『 カイゼル •クイ ルへ ルム』 二世 か大に 猶太 人に 厚意を 表 
したる 事實は 猶太 人 すら 之を 以て 『カイゼル』 か 二 個の ®. を 有する 代物 どして 嘲 ひ 居れり 日く 

r カィゼル』 は 普 fel 軍人 側に 紫して は、 基督 敎徒： し 非れ は 忠實な る 人間に 非す して 碧 國 軍の 負 ふへ 
き 重要なる 任務を 果すを 得す、 ど 敎ゆる I 方に 於て 『ハ •ムパ —グ •アメリカン •ライン』 曾 社長 『へ 
ぐ バタン』 氏に 對し 親愛なる 猶太 人 「「Lieber  JudeL を 以て 之を 遇しつつ ぁ. cs た. 〇是れ 單に比 の 
大西洋 上の 大 汽船 會社か 獨 逸の 致 富に 貢献す る こ VJ 大なれ はな. 〇 ど 0 


又 日く、 然 b 近年の 獨 逸は 露 西亞の 如く 露骨なる 猶太 人 虐待を 行は さるは 事實な 是れ 露 鼠よ 
b は 猶太 人の數 少 くして 脅威を 感せ さる VJ、 又 一には 波 蘭 及 露國よ 0 獨 逸を 通過して 米國に 向 ふ 
多數の 猶太 人 か、 獨逸の 汽船 業に 多大の 利益を 與ふれ はな 50 

漢堡— 亞米利 加 汽船 會社の 高級 船員 か、 移住の 途に ある、 憐む へき 猶太 人に對 して 何等の 逆 待を 
加へ さるの みならす、 他に 是非共 ^ 會 社の 船に 乘る へき 理由 あ 6、 是れ 同會 社の 切符を 有せ さる 
移民は 獨逸 國內を M 過す る權な けれは な b  (英阈 猶太 人 zgg— 著 The  War  fbr  the  world の 
一節) 

又 千 九 百 十六 年 三月 二十日の 巴 ® 新聞 一 nformation にも 左の 記事 あ. 00 

波 蘭 及 ■國よ 6 米國に 渡航す る 猶太 人 か Llcyd  All_aud 及び Hamburg  America  Line よ 6 S ふ 
切符の 數は 一年間に 三百 萬 乃至 四百 萬に 達す、 此の 夥しき 旅客 輸送を 獨逸炉 一手 i: 引受く る こ ^ 
か、 獨逸船 舶業君 をして 英佛 VJ 競 爭し 得る る 至らし めた る ものな り、 故に 英佛牌 運 業者 か、 戰後 
に 於 こ 往時の 如き 繁榮を 希は は、， K く 政府を 動かし、 露 國を して 猶太 人壓 迫を 中止せ しむる を 要 
す、 是れ猶 太人壓 迫 か 獨 逸の 繁榮に 資すれ はなり 云 々0 
之より 大 戰勃發 後に 於け る獨 逸の 猶太 壓 迫を 說く順 序なる か、 之を 善く 了解す る 爲 めに 近世 反 猶太の 
泰斗 r チャンパ ー レン』 の 人ぐ し爲 6 ど 彼の 說どを 略述す るの 要 あ り、 何 ご なれは 大 戰間竝 に大戰 後の 
ix 猶太 言論には 彼の 大荖 作より 引用せ る まの 少から さるの みならす、 彼の 反 猶太 主義は 哲學 的根麋 を 
有し 猶太の 有識 若に も 耳を 傾けし むる 値 あれは なり、 f チャ ムバー レン』 は 其 全 名 Houston  Stewart, 
第三 韋 世界 1: 於け .Q 猶太 人  10 三 
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Chamberlain ご 云 ひ 千 八 百 三十 六 年 英國に 生る、 海軍 提督の 子な り、 若き. 時 英國を 出て、 佛國 『'ダニ 
ダサ ィュ J の學生 V」 なり 次て 『ジュネ ー ブ』 に 遊學 せし か、 科學の 研究を 廢 して 怫國 南部に、 獨 逸に、 
燠匈國 に、 轉 々不治の病を 靜 養せ さる 可ら さるに 至 〇、 此 際よ b 著述 生活に 入 b、 終に 獨逸 に歸化 し 
『カィ ゼ \  •グィ， へ， ム』 二世よ b 獨逸 に盡 したる 功勞 の爲銕 十字 i4 章を 授けられた 5 獨 乙の 反 猶太 
主# を 詳細に 說 明した る ものは 彼の 有名なる 著書. 『第 十九 世紀の 創造』 にして 千 五良 f 二 十一 頁の 大部 册 
にして 二卷に 分 たれ 千 八 百 九十 九 年 (明治 三十 二 年) に 發行 せらる 獨 文の 原著 千 九 斥 十七 年始め 迄-」 版 
を 重ねた る こ V」 幾 十 版 旣に十 萬 部 以上を 發 兌せ り、 故に 其讀者 恐らく 百 萬に 上らん" 彼の 著書よ b の 拔 
萃を讀 みたる ものを 加 ふれは、 天下に 幾 M の讀 者を 有せし を 想像す るに 足らん 〇 
而 して 之 か讀 者は 悉く 著者の 結論に 首肯す るを 見れ は 如何に 本書 か 獨乙 (否 世界) の 反 猶太 思想 涵養に 
益した るかを 了解す るに 足らん。 

猶太 人は 本書 か眞 面目なる 點には 敬服す る も 大部 册に して、 科 學ど直 威、 詩的 (£: 敎科書 的 ご、 組織的 
VJ 不 秩序 VJ 雑然た る處 、實に 成 上り！； (五 千 六 百年の 歷史を 誇る 猶太 人は 五十 年の 獨乙を 成 上り ど 嘲 b 
ぁり) には 適當な らん も、 要は 豫言 的の 一 著述な ぅど 論評せ b、 彼等の 立場より 見れ は此く 論す るは 
至 當な るへ きも 猶太 人 自らの 著書 中に 之を 引用せ る 部分 少から す 以て：，， .の 權威を 知る を 得へ し 0 
以下 記載す る 哲理 的 論評を r 解す るには 第二 章 第 :- 1 節 猶太教 の 十三 信條 > を 玩味す るの •造 ぁ bo 
『チャンバ ーレン』け『ヵント』群經剛お)の哲學を重んじ、彼を獨乙の民族主義反柯太4の中心ど 
して 述 へて 日く 『カ ントは 新に 來る へき 世界に 關する 吾人の 思想 か 之に 賴ら さる 可ら ざ る 大盤石な. り J 


『カントは 第二の •ル，- テ〆、 第二の コベル-ー ック にして、 外 國 よぅ 來る 毒を 吾人の 血管よ b 淸め去 
事 努力した—。 xm sg 蘭) 

又 日く  T 科學 者の 氣風は 逐次 神を 天地の 創造 <£: 遠け つつ あ b、 アグ スト ー トルは 其の 哲理に て科學 ど 
人類の 自由 vj を壓 迫し あ 6 た 5』 『若し ^? ⑤なる もの か 一つの 型て あつて 吾々 の 五感 か 否應 無しに 之を 
知覺 して 通つ て 行く 丈の ものて あつた どしたなら は、 長い々々 歷史を 持つ て 居る 宗敎な ざ 半 文の 値 も 
ない 又 若し 科學 か、 因果律なる ものは 吾人の 知 覺の範 IIJ 外に 於て 役立つ へき 何等の 意義 ど 何等の 性質 
をも備 へて 居らぬ こ VJ を 確め るなら は、 神は 天地 ご 其の 初 動 (第 | 原因 3 ど の說 明に 止まり 何等の 値な 
し』 『又 宇宙なる ものの 因て 來る 所を 考 へ、 之 か 決定的 原因なる ものを 求 むれば、 常に 各 穂の 矛盾 か 
起つ て、 結局 不明瞭 どなる こどを 思へは、 人 か 自分 及 他人に 對する 行 ひの 基礎は、 宇宙を 主宰す る 王 
(註、 猶太 敎 にて 王の 字を 用 ゆ) に對 する 服従 心 VJ か、 將來に 於け る 善果の 報 ひを 得る 爲どか 云 ふ 事て な 
く、 他に 基礎を 置かな けれは ならぬ』 

其 他 『ゲ— デ』 の 『宇宙は 吾々 の內に 住め b』 とか 『シル レ，』 の 『人は 自己の 內に 神格を 有す』 等の 諸說を 
引きて 日く 『神を 巳の 內に 求めよ、 星の 間に 神は なし ど 云 ふ 如き 說 、又は 神を 信す るは 主觀的 命令よ 
6 し、 客觀的 必要より 起る ものに 非す V」 の說 、又は 神は 心の 內 に經驗 すへ く 器械 的 初 動 ど して 之を 懇 
願す へき ものに 非す、 ^ 云 ふ 如きは 新き 說 にも 非す』 云々 ^ 說け bo 

又 猶太 人の 神は 選民 『ィズ ラ H 少』 民族の 爲に 喇扒 の聲 にて 城壁を 崩れし め、 該 民族 か 復讎を 終る 迄は 
日 も 月 も 運行を 止め (ョシ ユ H 書 第 十三 章) 『モー セ j 一族 か 紅海の 沿岸に て 埃 及 人の 追擊を 受け 進退 谷 
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ま b L VJ き、 一時 縱隊路 を 海中に 開きて 一行を 逃れし めた 5VJ 云 ふ 如きは、 創造者なる 神 か、 絕 へす 天 
然ど 歷史の 上に 奇蹟を 以て 干渉を 加 ふるこ ど (£ な bo 必要 vj 天然 法則 どを 否認す 〇 こ VJV C なる ど 論評 

せ  rc\。 

又 基督 敎の 如き 理想の 敎は 猶太 敎の 如き 實 質的 宗敎 V」 相容れ さるを 論して 日く、 猶太 敎は 精神に 於て 
眞 情に 於て 神に 仕 ふるを 以て 足れ be せす 儀式 的の 法典を 厳格 に 實行 する を 要求せ b 之 か爲に は 生れ 
落ちて よ b 死に 至 / b 迄 儀式に 沒 頭せ さる 可ら す 又 猶太 人は 心の 聖き こどよりも 手足 や 食器な との 淸き 
に 重きを 設ける か 如し、 此の 如くに して 基督 か 此の 現世に あ 言へ る 天國は 彼等の 爲に は此 世に 現 
はれさるな b 即ち 天國ど は 『ィスラ 4  ,』 民族 か 神の 命に より 世界 統一の 約束 出現した る 所を 指す か 如 
くな れ VJ も 畢竟 彼等 か 列國 民を 足下に 跪かし め 地球上の 主人公た らん VJ する は I 場の 夢に 終るべし ミ 
て 『エザ ィ』 書 六十 章の 豫言 (本 研究 第二 章 第二 節に あ bo を 揭け是 地球上に 現存す る諸國 民に 對 する 
陰謀な ぅど 斷せ bQ 

尙ほ 『。フロ r スタン ト』 の 開祖 『, 丨テル 』 の 極端なる 反 猶太 主義を 引用し 之を 敷演 しあ 50 
『ダ ーテ V』 は カトリック』 (天主 敎) の 生 溫き反 猶太を 憤慨し ある もの なれは 左に 天主 敎の反 猶太 論を 
略述す るを 至當の 順序 V」 す、 而て 『チ ャムパ ーレン 』 の 著書よ b 三年 前に 發 行せられ たる： 大主敎 僧正 
『ゲ j  ロ ー』 著 Antisemitism  de  Saint  Thomas  d、Aquiu 第百〇 四 頁の 一節 ^ 擧くれ ば。 

『カトリック』 敎沪聖 書の 猶太 時代の 歴史上の 眞理を 信す るは 自然な ho  • 

猶太 人は 基督を 殺した る ものに て 即ち 神 殺しな 6 故に 今 H も 將來も 永く 基督 敎の 敵なる へし。 


基督 敎 徒の 或る 命令には、 猶太 人は 敵意を 有する 外國 民族 蓋 M し 市民の 有すへ き 政治 上の 權视 
を與 へさ— 要す ど ぁり、 SW も 彼等には 禮拜の 自由を 許し 彼 管 虐待す る こどな く 生存せ し 
むへ きものな り、 是れ SSS なれは なう £、 十 宇 架上に 於て 基督 S に 向っ て 猶太 人 等 
を 許し 賜へ、 彼等 SS す 所を 知 象る か爲 なれは たる 事を 指すな らん)、 叉 猶太 人 
か 諸國に 分— 2sssf る 有 4 る蠢篡 むる は即—sf たる 霞を 

つつ あるな う 〇 

第 十二 世紀には 佛國の 天主— 正 Pierre le  VI— 『ルィ』 七 世に 上奏し 十字軍の 成 効を 祝した 
る後附 加して 日く、 猶太 人は 最も 大 なる 基督 敎の 敵に して 『ナラ セン』 人 (回敎 徒) ょう 不可 ハす、 
然れ ども 常に 彼等を 奴隸 どし 層なる 不安なる 狀— V、 大 な—— 甞め しむる を 要す〇 
天棄 徒—— に 於て 今尙 改められず、 猶太 敎徒 i 羅馬奎 に—  © 篇 協議を 行 
、i」 き、 法王は 表面 程 善き 返 辭を與 ふれ f、 實は 回答 文の 響に 各種の 嘲笑を 含み、 且っ 基督の 汝 
へに 從ふ を慫 M する 傾 ぁり (猶太 人 憤慨の 聲 )0 

i ‘註 I 此 g 如き 意味に 於け る 反 猶太 運動には 基督 敎國 な— る 日本 帝國は 何等 干與 する の 必要な き 
は 明な り然れ も 天下の 大勢を？ には 害に 現 はれ— 此の 如 i?sf るを 
以て 更に 進ん て 『ル ー クル』 以下 新敎 徒の 反 猶太 論を 展開 せんどす 0 
B  T テル』 ( Ir II it sl ) は 羅馬 『カ ト タック』 敎中に 猶太 S 影を 認めた る 後は | 層 深く 猶太 敎を惡 
み 此の 如き 惡む へき 宗敎を 世界に 與 へたる 民族の 殘黨を 嫌悪せ b 即ち 日く 0 
第三 章 世界 1: 於け S 猶太 人  一 


猶太 研究  一 C パ 

若し 神 か 猶太 人の 希 M し、 待ち 焦れつつ ぁる 救世主 どは 別の ものを 下さされは、 予は 人間 マ」 して 生 
存せんょ6寧ろ膝^して生存するを希ふ(读^4^ ^ :- 。-^^§^_以^_^0脉は泥の中にて已れ 
の 好める ものを 食 ひ、 汚き ものを 味 ふ、 又 豚は 泥の 中に 眠 b 鼾 聲を發 し、 如何なる 王侯の 前を も 揮 
らす〇 

死 も 地獄 も、 豚には 何等の 恐れ どならす 惡 魔の 恐怖 政策 も 神の 怒 b も 何の その、 彼等には 何. の 心配 

もな し、 自分に 與 へらる る 食糧の 音を 聞きても 無頓着な bo 

猶太 人の 望む 救世主は 此の 豚の 滿 足の 如き 程の 滿 足を も 輿へ さるへ し 0 

彼等の 個人の 家を 壤し 、之を 掠奪す へく、 而て 厩の 中 か 又は 『ボへ ミヤ』 人の 如く 單に 天幕の 中に 棲 
まわしむ へし 〇 

彼等ょ b 祈 禱書ど 『夕， ム I ド』 を 取り上げさる へからす、 何 ^ なれは 『夕， ムー ド』 中には 偶像 崇拜 
虛僞 、他 民族に 對する 暴言、 神に 對する 不敬を 含めは な bo 

猶太 人には 凡ての 保護を 與ふる こどを 止め、 國內の 自由 通行を 禁せ さるへから す 0 
又 司法官 諸子は 猶太 人に 關する 犯罪を 處理 す 6 場合には 最も 嚴酷な る處 刑を 加 へん こどを 望む、 例 
へは 醫 術に 於ても、 奄繃や 膏藥か 効を 奏せされ は、 切開 か 燒き附 くるの 外な きど 同樣 に、 司法官 か 
此の 如き 斷 乎た る處 置を 執らん こどを 希 ふ、 猶太 敎會は 燒拂ふ 町く、 燒け殘 b は 砂 ど 泥 どに て 覆 ひ 
其內 ょ〇茏一枚石一個も取出し得さる如くすへし〇 

猶太 人は 强制 的に 勞働 せし むへ し 若し 此の方 法に て 効を 奏せされ は 愈 狂犬の 如く 之を 放逐す るの 外 


なし、 是れ 彼等 VJ 共に 瀆 神の 途連れ をな し 神の 怒 b に觸れ 永久の 罪科を 負 ふを 避く へき 自衛の 道な 
れはな り〇 

右は 『チャンバ ーレ ン』 か 其 著書の 第 八 百 八十 一 頁に 記載せ る 所なる か 之を 事實 どせ は 基督 新敎の 開祖 
『ル ー テル』 なる もの 無智、 短見、 不 正義なる | 個の 凡人な b、 又 英米の 基督 新敎 徒は 先つ 敎祖 『，丨 
テル』 を 破門した る 後に 非れ は、 琿春 事件に 於て 日本軍 か 軍事の 必要 上、 不逞 鮮 人の 巢窟に 利用され 
たる 敎會に 與 へたる 被害を 大聲 天下に 呼號 する の 資格な きものな り 又 砂 ど 泥 (f にて 覆 ひたる ものは 時 
の 經過ど 共に 洗 ひ 出されて 恢復す へし 0 

哈爾賓 に 於て 立派なる 猶太 寺院 か 新に 建造 せらる 傍には、 基督 寺院 か 頹廢に 委せられ、 純 露 人 か 猶太 
人の 事業に 勞働 者 ^ L て 働き、 或は 猶太 人を 乘 せて 馬車を 馭し つつ ぁるの 實狀 を目擊 せは、 四百 年後 
の 今日 『ダ ーテ火 』 を 地下ょ b 起し、 其 加へ. たる 壓迫か 却て 猶太 人の 事業に 役立ちた るを 覺 らしむ へき 
かな、 素ょ トノ宗 敎 革命を 斷行 する 程の 熱血 男子 『ル ーテ ル』 か、 時の 朝廷への 積極的 献策 どして 奉れる も 
のな れは 筆端の 奔る所 終に 之に 至らし めた るな らん、 凡て 世の 革命を 策す る もの 須 らく 三更 萬 賴の靜 
まるに 及ん て靜 座默考 し、 空間 時間の 無限を 考へ 、紊に 切開 ど燒附 け 療法を 用 ゆる こ ^ なく、 徐 々奄 
繃法ビ 內服樂 vj を 用 ひ、 根 氣强く 進む の宏 量を 養 ふへ きな bo 

『チャ ムパ I レン』 も 亦、 彼の 尊敬す る 『ル ーテグ 』必 すし も 徹底 約に 猶太 人を 排斥せ さ b L を 攻擊し 基 
督敎は 猶太 歴史を 載せた る舊約 全書を 全廢 する に 非れ は 常に 猶太 民族に 捕は れ 、眞に 基督の 意志を 現 
はし 得さる を說き 、進ん て 基督は 猶太 人に 非す 彼の 希臘の 文明、 羅 馬の 盛大を 形作り 『ホ メレ』 『ブラ 
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トン』 『フイ ディアス』 『釋 迦』 『基督』 『ボー ル』 等を 出せし、 所謂 『アリ アン』 民族に 属する を 言明し 特 
に 聖徒 『ポ I  ,』 は 『，へ ンジヤ ミン』 なる 猶太 貴族を 父 どし 猶太 宗に 改宗した る希臘 人を 母 (£ せる こどを 
明言せ bo 

以上は 獨 乙に 生れた る 反 猶太 思想の 淵源 ご、 猶太 人に 對する 精神的 壓迫 の絕ゆ る こ VJ なき 理由を 說明 
せる か、 之よ b 近世 猶太 問題 VJ 不可分なる 世界 大戰 間に 於け る、 猶太の 獨 乙に 於け る 情 態を 述 へん VJ す 
I 、 『シオン ，|圑 總 本部の 移轉ど 獨乙 猶太の 祖 國に對 する 努力 

大戰前 猶太 人は 『シオン』 II 本部を 伯林に 置きた b 『ブー ブル ジュィ フ』 なる 猶太 紙 か 千 九 百 十六 
年 九月 十五 日號に 於て 說明 する 所に よれは 是れ 世界に 散布せ る 猶太 人に 對する 地理 的 關係上 有 
利な b しを 以てな. OVJ 然るに 大 戰勃發 ご共に、獨乙は列强の包圍を受け交通杜絕に陷りたるを 
以て、 伯林に 本部を 置く の 理由は 玆に 消滅して、 何れ か 中立 國に 移さ さる 可ら さるに 至れぅ、 即 
ち該 『シオニスト コングレス』 の 集會な きに 至 b たるを 以て 其實行 委員は 有名 無實ど な b 『國民 
基金』 を 伯林よ b 和 蘭の 『へ ーグ』 に 移せ b、 而 して 米 國に假 委員 會を 設け 以て 『シオン』 主義の 
中 絕を豫 防した るか、 終に 之に ては 不便 多き 爲な らん 丁抹の 首府 『コ ツ •、ペン ハ ー ゲン』 に 一 事務 
所を 設け、 其の 管理に 奠斯斜 猶太 『チレ— ノフ』 及 『ソル シヤウ』 猶太 『ソ n TJ フ』 其 他の 部よ b 『モ 
ツキン 』 を擧 けた bo 

佛國 猶太 『ス ビー， 』か 其 著 『猶太 人 ご 大戰』 第三 十五 頁に 本件に 阅し 論す る 所に よれは 獨 乙の 國 
家 主義は 强權 に よゐ國 家主 * に L て 聯合 國の國 家主 義は 正義に よる 國家 主義なる を 以て 全然 反 


對な 60 

故に 『シオ i! スト』 の 秘密なる 考へは 、聯合 國側に 當て 嵌む るに 都合 善き は 當然な 6 ご 雖 ども、 
予は 『シオ-ー スト』 の 運動 か 平和 再建の 爲に 猶太 人 仲間に すら 何 處迄成 効す る や、 或は 羅馬法 
'主の 努力に も K 迫 せらる る こ ^ なきやを 疑は さるを 得す、 千 九 百 十六 年の 初め 獨乙 猶太は 瑞 
西の 新聞を 通して 各 稀の 平和 條件を 提案した る も、 是れ 單に獨 乙の 爲に 走狗の 役を 勉め たる 
に 過き ず 云々 0 

ど 說き獨 燠 猶太 か 全く 孤立して 指導し 難き に 至りた るを 遺憾 ごせ り、 尙 獨乙戰 勝の 曉には 完全 
なる 猶太 解放を 行 ふへ し <f の獨 乙宣傳 に 乘 せられ 一般 獨乙人 以上に 熱烈に 獨 乙の 爲に 働き たる 
もの ぁ り、 猶太 大學 生中學 生に て 志願に よ b 從軍 したる もの 少から す、 中には 露西亞 猶太 か 聯 
合國 側の 爲に 働く を 憤り、 戦後 彼等に 何等の 補助を 與 へさる へし、/ J、 敦圍 もの すら 生せ b 此く 
して 『シオ- 1 スト』 派 猶太 人は 遂次猶 乙より 脫出 する に 至れ bo 
二、 獨 乙の 猶太 懐柔策 

獨乙は 開 戰當初 一方 危險な る 社會主 義 者を 血 祭 bvj せる か、 一方は 猶太 人懷柔 に 着手し、 波 蘭 
の 自治， /し 共に 猶太 人の 社會 的位蔺 を 改良す へき 約を 與へ 、以て 一時 非 『シオニスト』 派 猶太 人の 
同情を 求め 得た る こどは、 前項 未 文 にても 明かなる か、 事 實上獨 軍の 波 蘭 侵入に 當 りて は 猶太 
解放 者の 立場に 立て b、 即ち 市街の 爆 彈攻擊 を 行 ふ 前には、 猶太 解放を 約す る 猶太 文. の宣傳 『ビ 
ラ』 を 飛行機よ b 撒き、 又は 間牒 をして 諸 所に 貼 b 出さし め、 以て 猶太 人を 獨乙 側に 招きた b 
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占領の 當 初に 於て は 愛想の 限 b を盡せ bo 

『ロ ツグ』 に 入 b たる 時は 『カィ ゼ少』 皇帝 自ら 猶太 寺院に 臨幸せ る 事を 全世界に 宣傳 せしめた b 
獨乙 猶太 人は 占領地に 殘れる 猶太 人に 各種の 援助を 與 へた bo 

又獨 乙の 占領地 守備 軍は 『フル ショウ J の市會 職員に 十五 人の 猶太 人を 加 ふるを 許 L 且つ 同市の 
秩序 維 特に 任す る民警 には 波 蘭人 ど 同榛に 猶太 人を 採用せ b、 勿論 高級の 位置には 波 蘭人を 引 
當てた bo 

獨乙 政府は 波 蘭の 國家 主義者の 波 蘭 語を 以て 唯一の 國語マ 」 定められ たき 旨の 請願を 容れ すして 
猶太 人の 『ィデ ィッ シユ』 乂は 『へ ブラィ』 語を 用 ふるを 許せ bo 

又 『フル ショ ク』 に 波 蘭 大學の 開設を 許す ど 同樣に 『ウィ， ナ』 に 猶太 人の 民間 大學を 設 くるを 許 
せ  b o 

此の 如く 『カィ ゼ〆』 を 始め どし 獨乙 人は 最初 

一、  猶太 人 半數以 上の 用語た る 『ィデ ィッシ 』には 獨 乙語ど 同 語原なる 多數の 言葉を 有し 謂は ゆ 
る 同文なる こビ〇 

二、  隣國露 西亞に 於て は 猶太 人を 虐待し 波 蘭に 於て は 猶太 人 に 『ボィコット』 を 行 ひ 居る こぐ」。 
に 鑑み、 少ぐ 猶太 人に 同情を 表すれ は、 彼等の 懷柔は 易々 たるの み <f: 考 へて 之に 着手し、 最初は 
相 當に成 効せ しか、 後に 至り 猶太 人は 何物ょ 5 も 自己の 『トラディション』 (f 過去の 追憶を 固執 
する こ (!: を 悟り 到底 之を 同化して 我 掌中に 收め 得へ き 民族に 非 さる こ c£: を 了解せ しを 以て 更に 


其方 策を 變更 する に 至れり、 即ち 猶太 ど 獨乙ど の 神聖 同盟は 其の 生命 極めて 短 かか ちしなら。 
千 九 百 十六 年 二月 十五 日の 『エコ ー ドル ュス シイ』 には 『ベル ジ I ネル、 夕—ゲ ブラット』 か 波 蘭 
及 露 西亞ょ b 約 三、 四百 萬の 猶太 人を 土 耳 其に 送る へき こどを 宣傳 し、 次て 同年 七月 六日の 『イ 
ブラ H ル』 は 『ゥイン ナ』 に 於け る 會議の 際、 伯林の 大 學敎授 『ッュ ー リング』 氏は 波 蘭に 於け る 
獨 乙の 殖民 政策は 猶太 人を 同地ょり 放逐し 其の 半 部を 米國 に、 半 部を 『パレスタイン』 に 送る に 
ぁ b ど 宣言す るに 至れる 旨を 報 導せ b 〇 

米國も 『パレスタイン』 も獨 逸の 領土に 非る 限 b 此の 如き 強制的の 移民は 行 ふを 得す 又 『パレス 
タイン』 方面には 回敎 徒の 反對 ぁり 之に 對 しては 獨 乙の 力に て 或る 程度 迄は 土 耳 其を 壓 迫し 得 
る ^ する も餘 りの 壓 迫を 加 ふるを 得す。 

終に 此か る大 移民は 行は れさ ぅしも壓迫の爲め猶太人は漸次露國內部に逃れた6、其數約三十 
四 萬 人に 達す ど 云 ふ Q 

此の 如く 獨乙炉 敢て 猶太 懐柔の 意を 飜 へし T2 る譯 には 非る も、 彼等に 對し て嚴 重なる 政策を 取 
るに 至 b しは 果して 誰の 罪なる やを も考 へさる 可ら す、 猶太 人 側に ■果して 敵國に 通した る もの 
多から さ， 〇 しや、 聯合 國側 猶太は 中立 國の救 濟委昌 7 共に 獨乙 猶太に 對 して 宣傳 せる 事實な し 
ど 確言し 得へ き や、 米國 のみの 獨逸 猶太 救濟 費 約 八 百 萬 『マ ーク』 に 達せ b  (開 戰當 初ょ 6 千 九 
百 十六 年中 頃 迄) ^ ；^^^ e . 

猶太 人の 雜誌 『ブ I プル •ジュイ フ』 の 千 九 百 十六 年 九月 十日 號に は、 猶太 人に 大學 設立を 許し 
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たる 『ヴ ィ， ナ』 に 於て、 猶太 人 三人は 露 探の 嫌疑に て 『リ トヴ ィャ』 人 十七 名 (£ 共に 捕縛せられ， 
軍法 曾議の 結果 絞殺の 死刑を 受けた b  W. 自由せ り〇 
大戰 間に 於け る獨逸 VJ 猶太 どの 關係 大略 右の 如し 0 

戰後に 於て は 1 # 國猶 太の 註文の 通り、 獨逸も し 共和 政府の 建設 V」 なり、 社 會黨は 有らゆる 門戶を 
猶太 人に 開放した るを 以て、 多年 民間に ぁつて 時機を 窺 ひ 居 6 し 猶太 系の 有力者、 有識者は 續 々要路 
に 立つ 事 cf: な b た り、 今、 戰後獨 逸を 視察し 猶太 問題の 調査を なした る 田原禎 次郞君 か 本年 八月 十五 日 
の 『實 業の：：： 本』 に 『猶太 人の 解剖』 ど 題し 寄書せられ たる もの、 內ょ b 戰後 の獨 逸に 關 する 一節を 
拔萃 すれは 左の 如し。 

猶太 系の 有力者、 有識者は 續 々要路に 立つ こ (£: /> な 6、 戰爭の 爲物價 調節の 必要 上 設けられた 所 
.謂 戰時會 社 (クリュグ スゲゼ ル シャフト) には、 猶太 人 系の 實業家 か 實權を 握つ て戰爭 成金 cf: な b 
時節 到來 、猶太 人 系 か 政治 上に も經濟 上に も相竝 んて頗 6 有利 優勢の 位置に 立リ 事に なつた、 r 
ぅして 社 會黨や 共 產黨に 猶太 人 か 多い か £ 5 ふに 猶太 人は 元來 非帝國 主義、 非 S 略 主義、 非 戰爭、 
# 殖民 主義の 『デ 乇 クラ チック』 『インタ I ナショナル』 な 民 稲て 社 會黨に 共鳴して 加入す る もの、 
多き 事は 怪むに 足らぬ、 殊に 獨逸 始め 谷 國て猶 太 人を 政權 から 遠け て 居た 爲 に、 猶太 人 系の 高材 
逸足 ^ • は 社會黨 や共產 黨に投 して 隱忍 自重、 時節の 到來を 待つ て 居た のて、 待ては 海路の H 和 ど 
やら 今度の 世界 戰に 端な く 遭遇して 千歳の 一時、 奇貨 乘ず へし VJ 大に 活動して 內訌を 企て、 『ス 
トラ ィキ』 を 行 ひ、 軍 A を 惑 U し 軍費を 削り、 遂に 軍閥 主義の 帝國を 倒した のて、 獨逸の 戰敗は 


猶太 人の 陰謀な bvj 評されて 居る、 獨逸の 敗戦は 出征 軍隊の 背後から 社 會黨の 加へ たる 短刀の 結 
果な bvj 評されて 居る、 實際獨 逸 軍の 連戦連勝は 社 會黨に 取り 頗る 有難 迷惑の 話て あったので 若 
しも 此の儘に 全勝を 得たなら は 軍閥は 益々 跋扈す へく 自黨は 益々 壓迫 さるへ く、 ド ー ヵ餘 り 勝た 
な い樣に VJ は 彼等の 以心 傳心 祈願して 居っ た 所て、 社 會黨の 領袖 『スト レー V 〆』 の 如きは 大膽に 
も獨逸 軍の 全勝は 我國の 利益に 非す、 社會黨 中の 博學者 『ヵゥ ッキ—』 は 千 九 百 十九 年 二月 四日 瑞 
西國都 『V ルン』 て 『掏 逸の 勝た さりし は 我國の 幸福な b き、 否ら すん は 我國 民は 長く 軍閥の 奴隸 
VJ ならん』 VJ まで 公言して 居る、 要するに 社會黨 、共 產黨に 猶太 人 多く 其の 猶太 人 か 世界的 革命 
の 有力な！ 動力て あつた こごは 掩ふ 可ら さる 事實 てあつた、 露國 『ソ、 ヴ . H 卜』 政府に 『レー ーン』 始め 
猶太 系の 多い 事は 天下 著名の 事實て ある、 洪牙 利の 共産 政府は 『V ラ グン』 ご 云 ふ 猶太 人なる 共産 
主義者に よって 建設せられ、 獨逸 聯邦 『バィ H 〆 ン』 の 共產 政府 も 矢 張 6 『アィ スネ，』 なる 猶太 人 
によっ T 出來 た、 獨 逸の 革命に 伴 ふ 共和 政府 も 猶太 人の 牛耳を 執って 居る 社 會共產 黨 (スバ， タヵ 
ス) によ b 確立され たもの て ある" 抑 も社會 主義の 元祖て ある 『力 I ダ. マ ダクス』 ( 两 註、 K AA 1 ^ 
十 纤 1 頭) 其 人 d 旣に 猶太 系て、 又獨 逸人て あるか 獨 逸の 社 會黨 には 由來 猶太 人 多く 有名な 『ソ 
エブ クネヒト』 や 『ロ ザ" ルクセンブルグ』 も 猶太 人て 千 九 S 十八 年 十 一 月獨 逸の 帝政 顧 覆して 共 
和 政府 VJ な b 社 黨會か 政治 上の 首腦者 VJ なって 政府を 組織した VJ きは 獨逸 政府 も 普 魯西其 他の ® 
邦 政府 も 重なる 國務 大臣の 椅子は 殆んど 猶太 人の 社會黨 員て 占めた 即ち 
、獨逸 政府 
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外務大臣 
同  次官 
新聞 局長 
司法 次官 
同 

大藏 大臣 
同  次官 
內務 大臣 
同  次官 
普魯西 政府 

司法大臣 
同  次官 
大藏 大臣 
內務 大臣 
農 商務 大臣 
文部 次官 

バイエル ン 共和 國 


M 六 

ハ丨' ゼ (獨立 社會黨 首領) 

カウ ツキ ー (同 黨負本 來 「チ ェ ツク」 の桷太 人) 


ゴ 


ゴ 


へ， ッフェ ，ド 
シノ  フエ  火 
ペル ンス タィン 

ブロ  エス (共和 阈 憲法 草案 者) 

フロ  エンド 

口  — ゼン フエ〆 K 
、ノ  ィネ  マ  ン 
シモン 
ヒル  シ 

ブラ  クン 

ブ  ッ  シ (大成 余 デ 猶太 人 「メンデルス ダ— ン」 女婿} 


アィ  スネ， 
ヤッフェ 
プレン  タノ  (半 猶太 人〕 

リビ ンス キ丨 
シュッ ル ッ 

ハイマン 

ター火 ハイメ" 


大統領 
大藏 大臣 
商工 大臣 

i、 ザック セン 共和 國 

國務 大臣 
同 

| 、 ゥヰ， テン V 〆 ダ 共和 國 
國務 大臣 
同 

一、 ヘッセン 共和 國 

ブ  \  〆  1 

尙 最近の 統計に ょる 猶太 系獨 逸人 及獨 逸に 寄寓す る 猶太 人を 擧くれ は 左の 如し。 
猶太 敎 信仰の 猶太 人  六 四 〇、 〇〇' j  G ハ V 一 

萬 五 千 人 川 リ、 

雑婚の 猶太 人  一八 六、 〇〇〇 
基督 敎洗！ 一を 受けた る 猶太 人  四 三〇、 〇〇〇 
移住 寄留の 猶太 人  四 八〇、 〇〇〇 
計  一、 七三 六、 〇〇 Q 
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普 佛戰爭 の 頃には 五十一 萬 二 千 百 五十 三人に 過き さ 卜し もの か 五十 年間に 此の 如き 數に 達せる は 注目 
に 値す 0 

獨逸に 於て は 前記の 如く 反 猶太の 元祖 『ル ーテル 』 『チ ヤムバ ーレン 』等 を 出し 其 根底 深く、 又 蜀逸魂 ご 
猶太 魂 どは 全く 相容れ さるを 以て 將來 英米 主義 乃至 猶太 主義に 反抗して 起つ へき ものは 歐洲に 於て は 
獨 逸を 措て 他に 在ら さるへ く、 又必す 再起の 日 ぁらん 0 

.  其 五、 埃. 匈國 

懊匈國 は由來 猶太 人 虐待を 以て 名 t しも 『ヨゼフ』 二世 位に 就き 千 七 百 八十 三年 對 猶太 人 政策に 大變 
更を來 たせぅ 即ち 猶太 人を 夜間 監視す る こど、 一々 旅行 券を 持たされは 國內を も 旅行 L 得さる 等の 制 
限は 廢 せられ、 又 猶太 人に 商業美術 科學 等の 研究を 許し 只た 農業 研究には 多少の 制限を 附 した りき、 
故に 各 大學及 專門學 校は 彼等の 爲に 開放せられ 又諸學 校を 設立して 猶太 人 子弟に 敎 育を 強制した b し 
か、 居住 權の み猶ほ 中々 嚴重な ぅき 0 

填 匈國の 此の 猶太 解放は、 猶太 人 か 功を 樹て たる 米國 革命 戰後二 年、 『メンデルス ゾ ー ン』 の沒 する 三 
年 前、 佛國 革命の 六 年 前にして 『メンデルス ゾ I ン』 等の 努力に ょ b 猶太 勢力の 頗る 擧り來 b L 頃なる 
に 注意を 要す 0 

此 くて 燠國の 猶太 人は 第 十九 世紀の 大半 特別なる 制裁の 下に ぁりたり、 千 八 百 四十 八 年 雑 也納以 外の 
居住 税は 低減せられ しか、 匈牙利の 革命 戰 爭に參 加した るの 故を 以て 重稅を 課せられた 〇、 其 後 千 八 
百 六十 八 年 遂に 自由を 得る に 至れり、 爾來 政治 上に 於て 猶太 人壓 迫は なか b L も 精神的 壓迫は 盛 


して 近代に 至る 迄學生 間に 於ても 對 等には 伍せられ す V 面に 唾 せら ^. 、 i 之に 反抗し 能は さ b しな k 
然るに 露國ヂ 面に 於ても 祖國 復興の 運動 興 b たる 機運に 乘し 、『クイン』 の 猶太 記者 『タオ ドル ヘン 
ッル』 か 千 八 百 九十 六年獨 逸に 英國 に、 猶太 人の 國家な る 書を 著は し 所謂 『シオ テス ム』 なる ものを 鼓 
吹す るに 至 5 猶太 人間に 純然たる 猶太 解放の 希望 輝き 來 〇、 益々 其 團結を 固 ふす るに 至 り、 學生 間に 於 
て も 他の ものょり 罵詈を 受くれ は駡詈 を 以て、 歐打 を受 くれは、 歐打を 以て 之に 酬ひ 得る に 至れ b 〇 
此 くて歐 洲大戰 に 至り 獨逸に 於け るか 如く 著き 反 猶太 熱は 起ら さりし も、 填國は 獨逸ど 伍した る關係 
上 世界 猶太の 僭み を 受け、 大戰 終期に 於て 終に 革命を 見、 從つて 現今に 於て は 重要 職に 猶太 人の 就職 
を 見る に 至れ 50 即ち 國料 大臣に 『バウ ユ ル』 其 他 『ブ リユ ー ゲル』 『ポー ，バッハ』 等を 有す 0 

反 猶太 熱は 獨逸 程に 熱烈には 赴か さるへ きも 敗戦の 恨みは 愛國 者ょ b 猶太 人に 向けら るへ きは 獨逸ど 
異らさ るへ し 0 

.  其 六、 佛  國 

猶太 人 か 心靈 的覺醒 をな したる は 普魯 西を 中心 どす る 獨逸系 猶太の 運動な b しこ ど 前 旣に述 へたる か 
如し 然れ VJ も 政治的 解放に 力 あ 6. たるは 主 ど L て 佛國な bo 

佛？ 雖も 『シ ャ ぐ 』spst 治世) S には 猶太 人を 追放せ 卜、 其後歸 還者少 かと か 西 
班 牙、 葡萄牙 か 千 四百 九十 二 年頃 猶太 追放を 行 ふに 及ひ歸 還し 『ボル ドゥ』 及 『バイ オン.』 (『ボル ドゥ』 の 

侧 にて 銃剣の 元祖な bvj の說 あり) に 居を 定め、 其 他羅馬 法王の 保護を 受けて 『アグ イー ー ヨン』 に殖 
民せ る も あ b o 
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『アグ イーー オン』 は 『マ， セイ ユ』 の 北方に あ b 文豪 『グイ クトル ユーゴ I』 の 行脚 記に 一 も 金、 二 も 
金、 手荷物を 一寸 動かす にも 金を 要し、 頗る 不快なる 感を與 へらた りど 特記せ るは 此 土地な りど 記 
臆す、 此く 『ボ〆 ドウ』 『マ， セイ t 一』 附近の 人 氣惡き 船 著き に 彼等の 殖民せ る こど、、 後日 怫蘭西 
大 革命の 際大な る 働きを なした る r シロン ド』 黨ど 、『マルセ イエ ーズ』 の 革命歌を 以て 有名なる 『マ 
火 セイ ユ』 派の 發生 V」 に 注意を 要す 〇  c 『ジロンド』 は 『ボ， ド—』 の 位置す る縣の 名な bo) 

千 五 •白 五十 年に 至 b 巴 里に も歸 還を 始めた bo 

尤も 此の 以前に も 獨逸系 猶太 人- J て 佛 國に歸 化し fd る 『力， メル』 なる もの あ b 此の 保護を 受け 窃に巴 
里に 居住せ る獨逸 猶太 人 あ 50 

千 七： 白 八十 年 『ア， サ —ス』 の 猶太 人 等は 國王 『，イ 』 十六 世に 建白し 通商 及 信仰に 關し 自由を 求めたり 
しか 聽許 する 所 VJ なり 千 七 百 八十 四 年 人頭税は 廢 せられ 居住の 自由 許さる、 次て 公民 權 獲得 運動 起 b 
猶太 人 取扱 法改正 委員 指定せられ たり、 此 時代 か 即ち 獨 逸に 於て 『メンデ， スゾ —ン』 全 ® 時代に して 
又 猶太 人の#: 力せ る米國 革命 後三年、 佛國大 革命 前 五 年なる に 注意を 要す。 

千 七 W 九十 年 即ち 革命 最中、 佛國 猶太 人は 大 合 ! PJ を 試み 時の 議會に 向って 平等 公民 權 請求の 建 譏を な 
した b しに 當初は 多大の 反抗を 受けた b しか 『ミ ラボ I』 等の 努力 功を 奏し 『ア、 ヴイ， ー ヨ X』 に 居住し 何 
等 佛國に 有害なる 行爲な か 6 し 葡萄牙 出の 猶太 人に 公民 權を與 へられ 次て 翌干七 百 九十 一 年 『タレ I 
ラン』 の 熱烈なる 運動に ょ 5 在 佛國全 猶太 民族は 完全なる 公民 權を 獲得せ hso 

革命 成 効 後 千 七 百 九十 五 年に 於て は 憲法を 以て 議會の 宣言を 確認せ^ ,0 之が 爲 猶太 人は 大な る滿 足を 


以 .て佛 國に對 する に 至 公、 素 i 革命 戰爭 の 爲に盡 す所少 から？ し f 云 ふ 可し 0 
怫國の 猶太 解 f 翌し J も S 大那翁 f、 此の 事は 近 I 太 史上に 特筆す へき 事？ り、 實」 
那 翁は 埃 及 遠征の 當時 一度 『パレス クィン』 を 征服して 元 どの 主に 還さん どの 燃 ゆる か 如き 野心を 抱懷 
せし は事實 f、 然るに 之を 實行し 得？ しは、 進ん て 彼の 旗下に 集— し回敎 徒の 產 兵を 失 はん 
こどを 恐れた るな らん どの 說あ bo 

其 後 再 ひ 猶太 人 問題は 持 i 公、 S 『二 T ス』 S 人 普 守 派 S 蒙 i に 猶太 合與 へた 
る 市民 權を 撤廢 せんこ ごを 請願せ るを 以てな り〇 即ち 農民の 無能に 乘 して 之を 煽動し、 猶太 人の 權利 
を 奪 ひ 之に よりて 債務を 踏み倒さん V」 せるな b  VJO 

右は 猶太 人の 記錄 中に ある ものな れ r も 『アル テ ー ス』 商人よ 5 見れ は、 『アル サ I ス』 の 猶太 人は 金 貸 
專 業者なる か 故に 隨分 惡辣な る 手段を 弄せし こど グエニ ス』 の 商人の 『シャィロック』 の 如く、 一役の 
嫌忌を 受け あ b しや も 知る 可ら す、 

兎も角 那 翁は 此の 問題の 解決に 關 する 全責任を S 己に 5 事な く、 猶太 人を して 解決せ しめん ごし、 
千 八 百 〇 六 年怫 、獨 、伊 Q1 ち 2 猶太 人を 佛國に 召集し 以て 猶太 主義 か 市民の 要 f  8 る、 能 
はさる やを 討議せ しめた， CN、 彼 Q 心中には 猶太 分子を して I 般人民 ど 融合せ しむる の 重を 懷 きしな 
b 右 會議は 千 八 百 〇六年 七月 二十 五日 巴 里 市役所に 開かれ、 會する もの 百 十一 人に して、 諮問 事項 十 
ニヶ 條 ありし か、 之に 對し羣 更に 『ナォ ドラン』 (sanhedrin)『H  \ ナ r 』 に 於け る宗敎 裁判の 名を 
取れり) を 召集す る こ f して 解散せ i 千 九 •白 七 年 二月 九日 佛 、獨 、.和 蘭、 伊各國 よぅ 七十 一名の 代 
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猶太 研究  一ニ ニ 
表 者 巴 里に 集合し 『ストラス ブ， ダ』 の 『ラビ』 『ダビデ •シン ッハ ィム』 議長 S な b 凡ての 形式を 古代 
の宗敎 裁判に 取 b 左の 九 ヶ條を 議定せ bo 

一、  千〇五 十 年の 『オル ムス』 曾議の 法令 (: 從ひ 一夫多妻を 禁す〇 

二、  離婚は 關係國 の 國法 に照らして 合法 ど 認めた る ものに 限 b 之を 許可す。 

三、  市民の 禮式を 以てする に 非れ は 猶太 人は 結婚式を 行 ふを 得す。 

基督 敎徒 VJ の 雜婚は 合法 ど認む 宗敎的 儀式を 用 ゆる 能は さる も 双方 共 破門 せらる、 こ £ なし 

四、  佛國 猶太 人は 滿胳の 誠意を 以て 佛國 人を 同胞 ごして 承認す 0 

五、 . 宗敎の 如何を 問は す 苟も 造物主を 神 ご 信す る 者には 正義 博愛を 以てすへ し〇 

六、  怫國に 生れ 怫國 臣民 ビ して 法律上の 待遇を 受 くる 猶太 人は 佛國を 母國 どす へし、 國法を 遵守 

する こど 〇 

軍隊 勤務 中は 儀式を 守る こ ^ を 免除す る こざ 0 

七、  最高 會議は 猶太 人の子 弟を して 佛國に 固着す るか 如き 事業に 從は しむる こ (£: を 力め 又 公益 公 
德を 尊重せ しむる こ VJO 

八、  生活 上の 貸借には 利子を 附せ さる こど、 商業 上の 貸借には 利子を 制限す る こど。 

九、  右 利子に 關し ては 『タル ム— ド』 の 明文を 適用し、 猶太 人 同士 間に 於 W る もの ご 他 民族に 對す 
る もの VJ 同樣な るへ きこ'/ J  〇 

高利 貸は 全然 之を 禁する こど。 


右 取 極めを 見る— は從來 多年 猶太 人 か 他 Q 民族よ b 金を 擦 1 け 以て 金 檻 支配 Q 準備を なし 居た b 
どの 非難は i— し、 尙第八 項— 翕の 事は 大英 葛全？ は 明記す 空— の 著書に 
は箇— にせす fr ボカ シ』 2 所 恐らく 民族の 耻 殊に 『夕 r 1 ド』 に 金利を 定め ぁるを 覆 はん— 
るな らん、 尤も 動 儉 質素を 敎ゆる 宗敎ど しては 或る 程度 迄 人より 金を 借りる 習慣を 減す る爲 金利を 命 
する は 不都合 どは 言 ひ 難し、 却て 今日の 共產的 思想を 打破す へき | 神 刺 ど 見 傚す もの ぁらん 0 
最高 會麗了 後那 翁は 右 取 極めを 有効なら しむる 爲千八 百 〇 八 年 | 二月 十七 日附 勅令を 以て 一の 機爾を 
組織し 以て 猶太 部落 間に 其の 權限を 及 ほし 得しめ たり 0 

此の 機關は 千 九 百 〇五年 迄存續 せ， CS  (白 耳義及 『アル サ— ス』 には 其 後 も繼續 せ b) 

要するに 那 翁は 猶太 人の 權利を 震す るには ff しも、 之を翌 したる 功勞者 f、 又 彼 か屢々 
猶太 問題に 沒頭 せし を 以て 見れ は、 | 世の 英傑 も 之に 頭腦を 用 ひたる こご 察する に餘ぁ bo 其 後佛國 
に 於け る 猶太の 勢力は 逐次 增大し 千 八 百 三十 j 年 (『シャル、』 十 世の 時代〕 には 那 翁の 遺志に よぅ、 t 
太 寺院 及 『ラビ』 にも 基督 敎 寺院 及 僧侶 ど 同樣國 庫よ b 補助を 與ふる 迄に 至れ b、 『ラビ』 は國 法を 守 b 
忠君 證 1 敎—  50、？ 猶太 敎 の 讃美歌に も 忠君 sf 加味す るに 立 至れ bo 
此の 女く 佛國 は旣に 數十年 前より 猶太 人を 厚遇した るを 以て 猶太 人中に 文武の 高官 少から す 『クレ ミ 
ウ』 (i ^ sfs) 『フォ ，ド』 『グ I チョウ』 等の 諸 大臣 及び 作曲家 『マィ エル V  I ル』 等を 出し、 近くは 
大戰 間總理 大臣 兼 陸軍大臣た， OL 數學家 『パンルベ』 大藏 大臣 『クロッッ』 其 他の 大官少 からす 又 大哲學 
者 f ベルグ ソン』 を も 出した ぅ〇 
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猶太 研究  一二 四 
大戰 開始 前の 調査に ょれは 佛軍 將校團 には 左の 猶太 人 あ b た bo 

將官八  大佐 一四  中佐 一二  少佐 六 八  大尉 一〇八 
以上の 如き 狀浞」 て、 怫國の 空氣は 猶太 人に 有利な b ければ、 全世界 猶太 同盟が 體を爲 すに 至れる も 
亦 佛國に 於て せ り、 即ち 千 八 百 六十 年 巴 里に 猶太 人 虐待 防止 會なる もの 起れ り、 之は 當時 近東に あ b 
し 猶太 人 虐殺に 剌 撃せられ て 生れた る ものに て、 直に 各國の 反省を 求む る 迄の 成 効は 得られ さ b し 
か、 やがて 『全世界 猶太 同盟』 (Alliance  Isra 61 ite  universelle.)  W なぅ、 翌年 一月. 一日には 全世界 u H 
萬 五 千の 同志を 有する に 至れり 

此の 如きを 以て 歐洲に 於て は 英國に 次き 猶太 人の 住居し 安き 所な b し 筈なる も、 尙ほ 精神的 壓迫 は大 
戰當 時に 於ても 止ま さるもの あるを 認めた b、 例へは 巴 里の 大富豪 『カン』 の 『セ ーヌ』 河畔に 有する 邸 
宅の 如き 列國の 建築物 ど 庭 VJ を 園內に 作 り、 日本ょ b も 各種の 職人 VJ 材料 VJ を 取り寄せた る ものな b 
と 言 ひ、 豪奢を 極め たれ ども 何時も 訪問者な く 寂寞たり、 又佛軍 中に ィュパ ンど云 ふ 俗語 あ b、 猶太 
人に 對する 罵詈の 言葉に 用 ひられた るか 最大の 侮辱は 『獨逸 猶太』 VJ 云 ふ 意味の 『ィク パン •ボッシュ』 
S 云 ふに ありた ぅ 0 

又 將校か 食卓に 於 V 政治 ど 宗敎 の 問題を 論す るを 禁し たる こど あ b、 是れ 當然 起る へき 猶太 敎に對 
する 攻撃 か 猶太 出身 將 校を 離れし むろを 慮 b たる もの ビ 認められた ち〇 

文學者 『モー リス" バレスの 如きは』 猶太 人は 猿 VJ 犬 どの 中間に 位する 動物な り、 如何なる 事を もな 
.し、 如何なる 人に も 仕 ふ、 人は 之に 大事を 委せ、 人は 之に 戲る ！』 ど 痛 . 1 せ bo 


以上の 如き 狀 態に 拘 はらす 佛國 猶太は 開 戰の當 初よ b 大に 佛國の 爲に盡 すへ きを 叫へ， CN、 其 叫 ひの 一 
端を 擧くれ は ( £7 戰 «, h ^ 1la ) 

『ポー ル .ロ ーゥエ ，ガー ル』 なる 猶太 人 『ダ スタ ーブ •へ V グエ』 氏に 書を 寄せて 日く。 

貴兄 等 文筆を 執る もの 宜く 佛國 V」 其 聯合 國の 爲戰 ひ、 之 か 爲 天下に 呼號 せられよ、 何 どなれは 佛國の 
勝利は 民族の 解放に して ……： 又 『エルサレム』 への 歸還な b、 單に 理想に 過き さ b し 『シオニスト』 の 夢 
か實 現す るな り、 吾人 佛蘭西 猶太は 須 らく 衷心よ b 吾々 の 養家 (怫蘭 西を 指す) の爲に 遊 ささる 可ら 
す、 吾々 の 養家 佛蘭西 か、 吾々 に 取り 愛すへ き 理由は 三重に 存在す。 

怫國は 吾々 の 祖先を 解放せ h ノ〇 

怫國は 吾々 の 生れた る 所 吾々 か 調和 善き 其の 文明を 呼吸せ る 所な れ〇 
佛國は 其の 理想 か 吾々 の豫言 者の 夫れ VJ 兄弟なる 國なれ ほな bo 
此の 如き 叫 ひは 怫國 猶太を して 喜ん て佛軍 中に 投 せしめた b、 佛國に 住む 猶太 人の 家庭より、 少 くも 
一人の 出征軍人を 出さ さるものな からん、 『アル ゼ リャ』 出の 猶太 婦人 『ルル I シュ』 は 其の 子息 八 人を 
出征せ しめ、 『ボヲ ック •トュ ィト ン』 氏は 五子を 出征せ しめた b  (肝 齡紐針 輝 H) 『テュー ース』 『モ卩 
ッコ』 の 諸國よ b は 多數の 猶太 志願兵を 佛 軍に 送れ り、 故に 開戰當 初に 於て 阿弗利加 獵兵ブ ア ー 、ヴ 聯隊 
及 外國人 志願兵 聯隊の 中には、 約 二割の 猶太 人を 含み、 第 四十 五師團 及 『モロッコ』 師團 中には 三分の 
一 乃至 半 敷の 猶太 人を 有する 中隊 ぁり、 而て此 等の 師團は 『マルヌ』 會戰以 來 出征し ぁ b. 其 他 巴 里に 於 
ては、 八月 初旬 外國よ 5 移住して 未た 國籍を 取ら さる 猶太 人 三色旗を 樹て佛 、猶兩 文の 宣傳 文を 揭 
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猶太 # 究  j= 六 
け、 大 行列を 行 ひ 猶太 靑年 たる もの 須く 恩誼 ある 怫 國の國 難に殉 すへ しごの 意を 宣傳せ bo 
此に 於て 三 四 萬 人の 外國 猶太 人中よぅ 一 萬 人の 猶太 靑年 直に 採用を 志願せ しか、 體格檢 查の上 採用せ 
られ たる も、 七、 八 千 人に 達せり ご 云 ふ ^  1 i) 

此の 事柄よ b 考察 すれは 將來 何者かの 使嗾に より 日米 開戦の 不幸を 見る の 日に 於て は佛國 初め 聯 
合國 側の 猶太 A は 米 國の國 難に狗 する 爲 vj 稱 L て 志願兵 どなつ て 米軍に 入る もの 頗る 多き を豫想 
し 置か さる 可ら す〇 

又 我國の 近傍に 米國 猶太 人 か 同情を 表する 國家か 成立す る どきは 其國か 直に 參戰せ さる 迄 も多數 
の 志願兵を 送 6 又は 陰に 米國を 助く る こどは 極めて 有り得へ き 事 ご 考へ さる 可ら す 0 
旣に述 へたる 所に より、 怫國 は從 來の歷 史上よ b 猶太 人に 最も 好意を 有する 國の一 ，：： して、 又 猶太 人 
の 最も 賴 bvj する 國の 一な b、 然れ S も 具 さに 佛國內 の 空氣を 觀察 すれは、 大戰 末期 迄猶ほ 堅固なる 
帝國 主義を 持せ る もの あぅ、 又 大戦を 勝利に 導きし 諸猛將 .、智略 家中には、 隨分 堅固に 加特利 克敎を 
奉す る もの あるを 以て、 露 獨兩國 の 如き 露骨なる 猶太 人 虐待は 起ら さる 迄 も、 猶太 か 急進的に 猶太 主 
義の實 現を 企つ る 場合には、 正 理を以 て 猶太 ど 爭ふ 事は 有 り得へきこどど信す、佛國か終始露國猶太 
の關 係せ る 『ボ ダシェ クィ キ』 政府に 反感を 有し 來 りし 事は、 以て 其 | 端を 語る もの ど 云 ふ 可き 歟〇 
其 七、 日本、 支那 

以上 列擧 せる 諸國以 外に も、 相當に 猶太 人を 有する 國家 ある、， . 1 刚節 分布の 條に 於て 旣に述 へたる 所な 
ち、 然れ VJ も 直接 吾人に 關係少 きを 以て 之を 省略し 一言 支那に 關ずる 事を 述へ 、次に 日本に 及 はん どす 


支那には 東 明 帝の 時 (fl ii ^ ^ l;) 猶太 人は 河南の 開封 府 附近に 入 6 居住した b  VJ 云 ふ (「近 IT 猶へ fc 

第 十ン 

! 頁、 

『、ヴェルサィユ』 曾議に 列した る 一 支那 官吏の 談も 之に I 致せ 5 同 官吏の 談に よれは 其 數約二 千 人なら. 
しも 二 千年を 經過 する 間には 疾 くに 支那 文化に 同化し 宗敎、 tf 語、 文字、 風習 悉く 捨て去り 人 稀 も 亦 全 
く 混合し 終 b たれは、 今は 其の 影を も 止めす ど て、 支那の 同化 力の 大な るを 誇れ 6、 果して 之を 眞 ごせ 
は、 河南 開封 附近の 產な る袁世 凱な ざ には 猶太 人の 血を 交へ さ b しや どの 想像 も 浮 ひ來る 次第な り、 
然れ ども 言語は 殘ら さるに せよ 外貌 上 猶太ら しきもの 結婚に よ、 りて 逐次 增 加し 行く へき 箬な るに、 何 
等 外貌 上 猶太に 類似の 支那 人を 見る こ VJ なき 吾人の 頭腦 には、 彼等は 雜婚 をな さす 又 支那 全國に 離散 
せす して 終熄せ るか、 或は 一時に 儒者 三千 人を 坑に する か 如き 斷あ る英 君よ り、 異端 邪說家 VJ して 葬 
b 去られた るに 非す や VJ の 疑 も 生す (支那 硏究 者の 硏究說 明に 待つ) 

現 時の 支那に 於け る 猶太 勢力を 說 くには 勢 ひ外國 猶太 か 如何に 配置 せらる る やを 觀察せ さる 可ら す 支 
那全國 に 亘 b 現在 居住す る 約 二 千 人の 內 恐らく 大部は 上陴 方面の 商權を 掌握し 居、 ならん 又 『モリ ソ 
ン』 『シム ブソン I 『ファ ーガ ソン』 等 支那 政府 顧問の 中に 幾何 猶太の 槪を 交へ たる もの ある やは 明 
確なら ざる も、 少 くも 『シム ブソ ン』 兄弟は 猶太 人なる か 如し 而て昨 大正 九 年 彼の 献する 所の 策は 殆ん 
ど 悉く 實行 せられた る 所を 以てすれ は 支那の 政治に 對する 猶太 勢力は 單に 表面上 丈 にても 頗る 大なる 
ものな からさる 可ら す、 又 學校敎 育 家 基督 敎靑 年會 世話役に すら 猶太 人の 入 込み あ りご 說 くもの ある 
程なる を 以て、 支那 學 生の 頭腦 漸次 猶太 A に 都合 善く 導かる るの みならす、 學 生の 行動に 至る 迄 支那 
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固有の 特長を 失 ひつつ あるを 覺ゅ 、其 他 華北 明星 其 他 英佛字 新聞 も 猶太 人の 操縦す る もの 多く T シム 
ブソ ン』 之が 牛耳を 執る を 以て、 最も 重要なる 言論 機關は 猶太 人の 手に あ りご 謂 ふ。 

又 孫 逸 仙の 如き 米國系 南方 派 か、 米國に 於て 不知 不識の 間に# 何 猶太 革命の 思想を 鼓吹せられ たる か 
を 考慮す る  きは、 北の方 中央政府の 周 園に 猶太の 微風 吹き、 南方に も 亦 猶太 風 吹き荒む 情 態なる を 
以て、 支那の 南北 融和は、 內 外の 故障を 取り去 b 猶太 主義の 露骨に 行は れ 得る 日に 至らは 直に 實 行す 
へく、 其 迄は 之に 反對 する 分子の 除去を 徐 々に 行 ふの みに て 急遽に 來るこ >」 なからん、 而て 猶太 主義 
か 目標 どす る 所は 遠くは 宣統 帝、 近くは 段祺瑞 一派な b しか、 次に 來る へきは 張勳 一味の 復辟 派、 張 
作霖其 他の 督 軍の 順番な b、 之 等の 固老 除去せられ、 米國 仕込み 又は 北京に 於け る 之 等 開化の 學 風に 
染みた る 青二才 か 各省の 上に 立つ の 日は、 即ち 南北 融和 成 5、 支那 か 合衆國 制度を 取り (昨年 支那を 
視察せ し佛國 元首相 『パン レノ ペ』 か歸 國後發 表せる 所見) 得る 日に して、 支那の 米國 化、 猶太 化を 背 現 
し 得る の 時 至らん 0 

日本は 約 四百 人の 猶太 人英 、米、 獨 、佛 、露 人の 國籍 にて 東京、 撗濱 、神戶 、等に 居住す る も 國籍を 
取 b たる 猶太 人 殆ん cf 皆無な らん ど 考ふ (若干は 結婚の 爲に 混入し 其 他 英米人の 永く 日本に 居住し 歸 
化を 許された る ものの 中に 猶太の 血 ある や 否やは 詳なら す) 

故に 前に 述へた る 列強の 如くに、 所謂 獅子 心中の 蟲(？)な く 此點に 於て 日 木は 頗る 政治の 蜇 簡なる 譯 
にて、 朝鮮 問題の 如きは 列國の 猶太 問題に 比すれ は 易々 たるの み cf 考 ふ。 

從て 日本には 根底 ある 猶太 勢力なる もの 無き 筈なる か 實は三 筒の 方面ょ b 旣に 侵入し あ 60 


j 、 猶太 新聞 『ジャパン、 アド、 ヴアタ ィザー』 の 如き 言論 機關及 之に 共鳴す る 傾き ある 邦字新聞 雜誌 
(中には 猶太 解放よ b 起り たる 文字を： II 本に 取り 『解放』 ご 名つ くる もの すら あ b)o 

二、  社會黨 、勞 働黨を 通して 來る〇 

三、  猶太 人 『マルクス』 等の 學說 を授 くる 高等 敎 育よ b 來る もの 0 

殊に 日本人は 英語を 讀む もの 多き 爲 英米の 猶太 人 か 我 か大學 敎授や 社會黨 中の 學 者に 宣傳 する に 非す 
や ^ の 疑を 生す る 場合 々あ b  〇 

然れど も 日本の 一般は 未た 猶太の 眞 情を 解せ す、 世界の 猶太 禍を叫 ふを 以て 『ヵィ ゼ 〆』 の黃禍 を稱へ 
た. るに 比し 平然たる か 如き 學者 すら あ り、 『チャンバ ーレン 』 其 他の 眞 面目なる 猶太 研究 書か 日本の 學 
者の 手に よ b 研究 せらる るに 至れは：：： 本人の 覺醒を 見る に 至らん 0 

然らは 無意識な から 日本 帝 _ の 針路は 事實上 猶太の 都合 善き 万に 向へ る や、 否や？ 言へは- •日に n. し 
彼等の 都合 善き 方に 向 ひつつ あり cf 斷言す るを 憚らす、 其の 是非に 就て は 次章に 於て 述ふる 所 あらん 
も玆に は 唯 知 多 政府の 責任 ある 一大 官か四 王 天 大佐 VJ の 會談中 H. 本 か 或る 見えさる 勢力の 指導に より 
動かされた b ど 言へ る こ V」 を 繰返し 置く に 止めん- >」 す。 

前述の 如きを 以て 我 邦に 起れ る 反 猶太 思想 も單に 我に 害を 及 ほす の 虞 あ 5 ど する ものなる か 如し、 果 
て 然らは 恰も 馬 か 怪しき ものの 近寄る を 見て 何者 ども 見 別け す 之を 蹴る の 類に て、 『チャン •バー レン』 
の 如き 纏 b たる、 哲學 上の 根據 ある 反 猶太 論の 比に 非す 謂 ふへ し尙後 章に 聊か 愚見を 開陳して 大方 
の 叱正を 乞 ふ 所 あらん (£: す 0 
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第三 節  猶太 人の 新 傾向 (しぉにす む) 

此迄說 ける 所に 從へは 全世界の 猶太 人 千 三 ff 萬 人は 勿論、 混血 兒を 交へ たる 之 以上の 猶太 系の もの 
は、 全く 同胞に して 同心 一體 のなる か 如く 見えた るな らん も、 如何に 猶太 人 か 神秘的の 人種な b-y し 雖 
も 何等の 異說な きに 非す 左に 今日 迄 現 はれた る 分類の 趨勢を. 說き 將來の 趨勢を 判定す るの 資に供 せん 
VJ す。 

猶太 人 か 五 千 六 ^ 八十 二 年の 古き 歷史を 有し 今 TAr ほ 其の 信す る 所を 改めす 外部ょ b の 迫害 彌々 甚だし 
けれは 其 結束 彌 々堅固な b しは 世界の 謎 V」 して 驚嘆に 値する 所な り、 然るに 近世に 至 b. 猶太 人の j 部 
に 多少 思想の 動搖を 生じた るは、 西歐の 物質的 文化’ 科 學發 達の 爲な〇 

從來 猶太 人は 聖典に 敎へ られ たる 通りに 救世主 か 降來 すへ く、 而 して 其は 完全なる 人格を 備 へたる 救 
世 主にして 『パレスタィン』 を 復興し 玆に 先祖 傳來 の阈民 的 生活を 爲すに 至る VJ 確信し、 現今 放浪 生活 
をな し 難行苦行を なしつつ ぁるは 吾等 祖先の 罪科の 酬ひ にて 之は 致 方な し 之を m: へ 得れは 即ち 造物主 
たる 神は 我等 積年の 希望を 達成せ しめ 賜 ふ もの ど 信しつつ ぁりし なり、 然るに 西歐 文化 殊に 科 學の發 
達は 某. 督敎徒 中に 懐疑派を 生した る V」 同欉 猶太 敎徒」 も 亦 不信の 徒を 生し、 無神論者を 出す に 至れ 
り、 無神論者 VJ 迄は 脫 線せ さる も、 救世主の 降臨は 人格を 倔へ たる 人に 非す して 他の 神秘的の ものな 
るへ く、 吾人の 放浪は 全く 壓迫 虐待 等人爲 的の 事柄に して 神の 試練に 非す、 旣に放 狼 か 人爲 的なる 以上 
は 之を 人爲 的に 矯正す る 方法なる か 可ら す、 即ち 吾人は 自己の 努力に ょ h 『パレスタィン』 を 復興 ^ 


玆に 民族的 生活を 營まん ご 云 ふに あ り、 即ち 前者は 神秘的 他力本願に して、 後 答は 現實的 自力 本願な 
>90 

第三者ょ 6 觀れは 孰れ も 一方に 偏す る 議論に して 東洋の 所謂 人事を 盡 して 天命を 待つ ど 云 ひ、 西洋の 
汝を 助けょ、 天汝を 助けん ^ 云へ るが 完全なる 觀方 にして 前記 猶太の 兩 者を 綜合して 始めて 完璧を 期 
し 得へ きか、 右の 如く 『シオニズム』 5 主 vj する 所は 何時 迄 も 茫漠たる 夢の 如き 豫言に 民族 國 家の 再建 
を 希 ふ VJ きは 徒らに 時間を 空費し、 其 間 外界の 惡風は 猶太 人の 信仰を 破壤 し、 民族的 結合を 破る の 虞 
あるを 以て 兎も角 何れ かに 結合の 核心を 目に 見 ゆる 所に 形造ら さる 可ら す、 而 して 之には. 祖先 發 生の 
聖地 『パレスタイン』 V/ 復興を 以て 最も 適當 なる もの ど 考ふ るに あ 5、 此の 事業を 唱へ 初めし は、 千 八 
百十八年米國の § 0 ^ 0 2. 1\1|61:^0巴1な.〇しか實際『パビスタイン』に小規模ながらも殖民を行ひ、 
米國 猶太 『ノア』 の 理想を 甯 現せし は、 千 八 百 七十 年 Mikveh  Israe 一に 於け る 農 學校內 のユー ー オン、 イ 
ズラ H リット』 なる 猶太 協會の 手に て 始まれ 6 其 後 十 年を 經千八 百 八十 四 年 choveveizig 即ち 『チ 
オンめ 敬愛 者』 (f: 云 ふ協會 は尙 一層 大規模に 之を 行 ふこ cf どな b 之には 『 d スチ ヤ イ \ ド』 男爵 補助を 
與へた b 又 千 八 百 八十 二 年の 頃、 露國 にも 此の 稲の 運動 起 b、 猶太 學生及 愛國者 等は 『パレスタイン』 U 
祖國の 旗を 飜 へさん こ V」 を 謀 b、 率先 殖民を 試みた る もの あり、 此等 開拓者は 古代 希 伯 語を 復活せ し 
め、 之を 以て 新 『パレスタイン』 の國 語たら しむ 可し VJ 宣言せ り、 勿論 彼等は 千 辛 萬 苦せ しが 露 國 『シオ 
ン』 後援 會は 陰に陽に 彼等を 援助せ しかは、 彼等の 希望は 漸次 其步を 進め 居れ 6、 又西歐 にあり ては 
平等の 權 利を 獲得せ る 猶太 人は 隨 所に 其 頭角を 露は し、 商工業、 政治、 經濟 並に 學術 諸方 面に 牛耳を 
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掌握した りしを 以て、 玆に反 猶太 思想 再 ひ勃與 し、 獨逸ょ 〇 始ま b 怫國に 威を 振 ひ 燠 匈 國羅馬 尼 及 露 
西亞に 擴か b 露 西亞に 於て 猛烈な b しこ ご 前 旣に 各國の 部に 於て 述へ たる 所な b、 然るに 此 反動 ごし 
て 猶太 人の 愛國 熱は 著しく 勃興し 來れ bo 

時に 維也納 生れの 『へ， ッル』 博士 (『ノィエ、 フラィ H 、 ブ レッ ス』 の 文學 部長) なる もの 新聞 通信員 ど 
して 巴 里に ぁりし，/」 き 彼の 同胞に して 『H ミー〆 、ゾラ』 の 友人なる 猶太 人佛國 砲兵 大尉 『ドレ フユー 
ス』 の寃 罪を 蒙り 國法に 照し 處刑を 受けた るに 憤慨し (寃 罪な b しや 否やは 後に 論す る 所 ぁるへ し) 民 
族 解放の 爲 一生を 犠牲に せんど 決心す るに 至れ り、 千 八 百 九十 六年獨 、英 、佛に 現 はれた る 『猶太 人 
の 國 家』 なる る册 子の 著者は 即ち 彼れ 『テオドル、 ヘルッ〆』 博士な b、 此 小冊子は 飛 ふか 如くに 賣り 
盡さ i 又各國 語に 飜譯 され 全 歐洲の 到る 所に 讀まれ た 60 

『ヘルッル』 博士 か 與へ たる 此の 銜動か 如何に 當 時の 猶太 人に 響きた る やに 關し千 九 百 十五 年 巴 里ょ b 
現 はれた る ST ハ ブス ブルダ」 家の 帝政』 なる 書中に 著者 『アンリ ー、 ウィック A ム 、ステ ィ ー ド』 の 叙述 
せる 所を 引用す るは 強ち 無益に 非る へし 0 

『ノィエ、 フラィ エブ レ ツス』 の文學 部長 『テオドル、 ヘルッ，』 か 『シオン』 連動の 初 動を 與 ふるや、 
埃 甸國の 知識階級に 屬する 青年 猶太 人は 全く 岐路の 上に 立たし めら れた り、 即ち 從來 外界 ごの 接觸 
にょり 父祖 傳來の 信仰は 薄らき、 『タル ムー ド』 か 結 ひたる 束縛の 鐵鎖は 除かれ、 而て 之に 代る へき 
ものは 懐疑 哲學の 外 何者 も 無く、 而も 其の 懐疑は n を 追 ふて 破廉耻 的に 進みた b しなり、 多くの 猶 
太靑 年は 其 本來の 自然を 離れ 去 b、 滔 々して 『ゼル マー i スム』 に 合 | する の 傾向を 有したり、 政治 上 


思想 上 心中よ 5 獨埃 人 (f: 成 b 濟まし たる もの 少か ちす、 然るに 一青 年ぁ卩 多年 經驗の 結果 猶太 人は 
終に 『チウ トン』 人た る 能は す、 『H ティ オビ ヤ』 人は 終に 其 皮膚を 更へ 得ざる 事 恰も 豹 か 其 班 點を去 
b 能は さる VJ 同じき こどを 自覺 し、 煩悶の 結果 自殺せ bo 

此の 如き 薄志弱行の 輩に 向つ ては 『ヘルツル』 の 打てる » 鐘は 眞に 天來の 福音 ど 響けるな う 猶太 靑年 
は 之に 依りて 自尊心を 得、 民族 過去の 譽れど 其 金剛 心 VJ 其 傳統ど 其 勝利 ど 其の 艱難 ど 其 迫害 VJ 其 
抵抗力 どを 以て 却て 誇り どす るに 至れ b 之よ b 以後は 世界を 正視し、 精神 上、 智識 上豐 富なる 眞理 
を 取り、 基督 敎に 多數の 聖人を 輿へ、 世界人 類の 半 數に一 神 敎を傳 へ、 永久 的に 其 思想に て 世界の 
文明を 養び、 近世 商業 取引の 遣り方を 割 6 出し、 優秀なる 藝術 家、 俳優、 歌妓 、文學 者を 如何なる 
他の 民族よ b も 多く 文明 世界に 供給した る 猶太 民族に 屬する こ VJ を 誇り どす るに 至れ bo 
『シオ-ー スト』 の 火花を 以て 點火 せる 導 火樂の 燃燒は 以上の 如き 狀態 VJ なれう 0 
右點 火の 効果は 『クィ シ』 大學生 中に 最も 迅速に 最も谪 '確に 及 ほせう。 

其當時 迄は 猶太 大學 生は 輕 侮せられ 時には 虐待せられ たり、 職業に 就く には 膝を 屈し 主義の 鋒 C を 
現は さす、 極めて 程よ く 又は 特別の 保護 引 立に よるに 非れ は 不成 効に 終 b しなり、 『アリ アン』 人種 
の學 生より 打たれ 又は 面に 唾 せらる る も 直に 鐵拳 又は 嘲駡を 以て 之 抗爭 する は 極めて 稀な b き 0 
然るに 『シオニズム』 は 彼等に 勇 氣を與 へ 彼等は 協會を 形作 b 體育を 興し 劍 術を 修む るに 至れ り、 之 
よ 6 罵詈には 罵詈を 以て 答へ、 » て獨 逸の 劍士も 猶太 靑年か 『チウ トン』 靑年ど 決鬪 して 對 手を 傷け 
得る こどを 悟 り、 又 猶太 學生か 大學の 最良 射手 W 爲 b たるに 氣付け り、 今日に 於て は 『シオ ーー スト』 
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猶太 研究  一三 四 
學 生の 特別なる 赤頭巾は 他は 大學生 組合 0- ものと IPI 樣に 尊敬を 受 くるに 至れ b,  〇 
此の 如く 勢力を 得た るは 獨 b 大學 生に 止まらす、 他の 猶太 靑年も 亦 正面を 向 ひ 頭を 眞直に して 步み 
彼等の 祖先を 顧み 民族の 將來を 考へ 得る に 至れ b 云 々〇 
『ヘルツル』 博士は 猶太 人的 熱血 男兒 にして 土 耳 其 帝政 下に 『パレスタイン』 共和 國を 建設 せん 考へ盛 
に 『パレスタイン』 行を 慫慂せ b 此關 係に 就て 『イプ ラエ，、 コー ヘン』 は 其 著書 『近世 猶太' 生活』 第三 百 
二十 九 頁 中に 宗敎的 博愛 的 運動は 民族的 政治的 運動 どな b —— chovii  zigism が 政治 『シオニズム』 
に變 態せ b ど 論せ roo 

Qlovevei  Zionis 日  becamea  Political  Zionism. 

『ヘルツル』 博士の 呼號は 忽ち 世界的 どなり 翌 千八& 九十 七 年には 瑞西 『バ ーゼル 』 に 全世界 猶太 人の 第 
一回 代表 會開 催せられ、 『ヘルツル』 之 か 議長 VJ なれ b 此際 政治的 f シオン』 ® I は 愈々 猶太 人の 爲に 『パ 
レス タイン』 國を 建設す へし (f の 目的を 公表せ bo 

此の 宣傳は 二十 箇國の 言語に て 盛に 世界 各地に 行 はれし か 露 ® 、 波 蘭 及羅馬 尼は 猶太 人の 多數な る ^ 
官憲の 猶太 壓迫 盛なる 丈 白熱の 度甚 しかりき 0 

『ヘルツ 火』 博士は 土 耳 其 帝、 羅馬 法王 及 英露兩 國 公使 VJ 會 見した る も、 土 S 其ょ b 『パレス クイン』 を 
猶太 A 自治 下に 分離す る こ VJ は 失敗に 終れ 6 此に 於て 英國 政府は 殖民 地 どして 東亞 弗 利 加の | 部を 提 
供し 同 博士は 之を 諒ど せし も 東歐の 『シオン J tel 員 過半 數を 占めて 之に 反對せ L かは 此 問題は 不成立し 


了れ^^ 

千 九 百 〇四年 『へ， ツル』 博士 永眠し 『シオン』 運動は 玆に 一時 混 亂中絕 の 姿 どなれ 5 但し f パレス タィ 
ン』 には 逐次 小規模の 基礎 固ま り、 『へ ブラィ』 語の 新聞 雜誌 發刊 せられ、 近代詩 人 小 說家劇 曲 家 等の 
之に 共鳴した る あ bo 

從來 『シオン』 lil の總 本山た る 世界 『シオ-ー スト』 協會 は、 唱導 者 『へ， ツル』 博士の 關係上 維也納に あ b 
しか、 博士の 沒後倫 敦に移 6 後ち 又 伯林に 移 b たる 事情は 先に 獨逸 に 於け る 猶太 勢力を 說 くに 方 5 說 
明した る 所なる か 其後英 、米、 佛 、獨 、露、 填、 伊、 瑞西 、白 耳義 、和 蘭、 土 耳 其、 羅馬 尼、 勃 牙 利 
埃 及、 南阿、 及 『ア， ゼン チン』 諸國 には 『シオニスト』 協會の 支部-更に 各地 方には 又 其の 支部を 潰く 
に 至 b 漸次 統一的に 赴く の 傾向を 生しつつ ありた bo 

此 くて 大戦は 至れ b 『シオニスト』 の總 本山は 中立 國和 蘭の 海 牙に 移れ bo 

大戰 間に 於け る英 、米、 猶太 か 如何に 其 政府を 動かし 猶太 解放に 努力せ しかは 前節に 說ける 所に して 
一般 猶太 民族 解放に 百步を 進め 7'2 るは 明かな b 殊に 反 猶太 的 態度を 持せ し 露西亞 、獨逸 等の 崩壤は 猶 
太 人に 取 6 非常の 幸福を 齎らした るか、 之 以外に 尙ほ 看過す へから さる 獲物 あ b た り、 即ち 土 耳 其 か 獨 
逸；^ に 立つ に 至 b 而も 敗戰に 終 b ^ る關係 上 ^ 國か土 耳 其を M 迫す るに 便と な 'b たる こ vj 是な ぅ。 
猶太 人が 『ガリ ボリ』 半島 方面 作戰 には 進ん て 志願し 英 軍に 従軍した る こど、 竝に其 後 米 國及英 本國ょ 
b も 猶太 人の 志願兵 か英國 『アレン ビ I』 將 軍の 麾下に 入 b 奮闘した るは 全く 右 『シオ ニ ヌム』 の 運動に 
熟中1、聖地恢復『パレスタィン』復興の實現を希ひたる爲なるこど明なり(^<せレ心ブかン ^ )世の歐 
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猶太# 究  一三 六 

洲戰史 を硏究 する もの 宜しく 一般 戰畧 戦術 上の 著 眼 以外に、 列強 政府を 動かし 得る 猶太 人の 利害 問題 
をも觀 察する の 必要 ぁり、 況んや 其 後の 西 伯 利 出征 戦史の 研究に 於て は 其 必要 一層 大なり VJ す。 

尙 『シォン』 運動に I 大 動力を 與 へたる は英國 にして、 千 九 百 十七 年 十一月 二日、 時の 外務大臣 『バル 
フォァ』 は 猶太 人 『ロ ス チャイルド』 卿に 左の 宣言を 與へた bo 
英國國 王 陛下の 政府は 猶太 人 か 『パレスタイン』 に 一の 國 家を 建設す る こ V」 を 承認し、 且つ 此の 目的 
を 貫徹せ しむる 爲に 助力を 與ふ へし 但し 之 か爲 『パレスタイン』 に 現 住する 猶太 人 以外の 人民の. 市民 
權 及宗敎 上の 權 利を 侵害 --T る こど 無 かるへ く、 併せて 諸 外國に て 猶太 人の 亨有 する 權利及 政治的 位 
置を 害 ふか 如き 何事を も爲 すに 非 さる こどを 明言す 0 
之 W 同時に 『バルフ オァ』 は 『ロス チャ イ ，ド』 卿に 書を 贈り、 右 宣言は 『シオ-ー スト』 に 周知せ しめられ 
度 旨を 附言せ ぅ 0 

之 同樣の 保障は 佛國 、伊太利、 希臘 、『セ， ビャ』、 和 蘭、 『シャム』 の 諸 政府ょ b- 附與 せられ、 最後に 
米國は 土 耳 其に 對し 交戰狀 態に 非り しも 『ウイルソン』 大統領は 亦 同榛の 厚意を 表せ bo 
此 くて 猶太 人の 『パレス クイン』 復興 運動は 世界大戦 の禍艽 乘 して 成 効の 途に向 ひたり、 昨 大正 九 年 二 
月 一日 米國の 『シオニスト』 一派 か 『ペン シ， ヴァニァ 、ホテル』 に 米國 海軍大臣 『ダニ H ル』 氏を 招待し 
晚餐會 を 開きた る 席上 米國 知名の 大 銀行家に して 世界の 財 的 方面に 於け る 猶太 勢力の 第一流 代表者た 
る 『シッフ』 氏 か 爲した る演說 に 日く  0 

『パレスタイン』 竝に 『シオン』 問題に 於て、 『マック』 氏 ど 余 ごの 間に 意見の 一致を 缺 ひたのは、 遠き 


以前の 事て はな かつた、 而も 今日 佘は當 日の 『マック』 氏の 11 73 1 句に 悉く 同意を 表しよう どす る、 
其の 何故に 然る やは 佘の茲 に 言 ふを 欲せぬ 所て あ 5 又茲に 論す るを 要せぬ 所てゐ る、 唯 吾人の 最近 
に 逢着した 恐怖す へき 事件 即ち 世界 大戰爭 か 『パレスタイン』 問題を M° 決 L° r0 o0 /2° こ (f を. 一一 日へは 足 
る 0 

猶太 建國の 事は 今日に ては 最早 論議す へきで ない、 吾人は 英國の 主權の 下に 立つ 猶太 本國以 外 更に 
多ぐ を 望まぬ、 吾人は 吨 之を 以て 滿 足す へきて あつて、 遠き 將來の 事 詳しく 言へは 『パレスタイン』 

に 猶太 本 國 建設 以後 (: 於け る 猶太 人の 政治的 地位の 發展 如何 VJ 云 ふか 如き 將來の 事を 全く 考慮の 外 
に 置こう ^ する 〇 

S なる 國家？ H 霧なる 諸君よ、 諸君は 若し so° ? o ff ° -r ° 2 ? ぢ|^? 9 ° 6tf° を 達せん ど せら るるならば 
今日は 寧ろ 單に 『パレスタイン』 に本國 建設の 爲 、全力を 擧けて 努力しつつ ある 人々 に金錢 上の 助力 
を與 ふるに 止めら るるに 如かす、 此は 一 種の 反語の やうに も 聞え るが 而も 疑 ふ 可ら さる 眞理て ある 
諸君よ、 試に 今日 當 地を 去 名 諸方に 遊說 し、 管大 にして 吾人 か 『 »° ±0 ®° feo l §o ^0 め 『パレ スタ 
イン』 を 指して 移動し 居る こ— 公言せられ よ、 諸君の 此の 行動は 纏？ 『猶太# 國』 建設 すら 不可 
能に 終らし むる て あろう (中略) 『パレスタイン』 に 猶太 本國を 建設す る こどは 二十世紀 間に 亘り ての 
憧憬て ぁった、 吾人 猶太 人の 現在 住居 t ° ^> ° ±° ぎ ^ so ^° @0 T° ^ 0 1-0 こどは、 今ゃ 旣定 の事實 どなっ た 
会は 之に 就て 何等の 理由を 究めよう ど もせぬ (中略) 要するに 今日の 吾人には 『シオニスト』 問題は 旣 
に 問題て は 無い、 吾人の 須 らく 諸君 ど 力を 戮は せて 解決す へき 問題は 即ち 『パレスタイン』 問題て あ 
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る 云々 〇 , 

右の 演說 は聽 衆に 大なる 感動を 輿へ 『パレスタイン』 復興 會基 金への 寄附 金、 其會 合の 席上 K 一  萬 弗な 
b しもの 右の 演說に て 忽ち 三 萬 五 千 弗に 上れ b ご 云 ふ、 以て 米國 猶太の 『•パレス クイン』 問題に 對する 
趨向 ご、 『シオニスト』 中の 『パ-〆 スタイン』 復興 派の、 差當 b の 目的を 察知す るに 足る ど 共に、 他に シ 
オン』 團の 目的は 『パレスタイン』 復興の みに 非す して 之 以上の もの ぁる こ ^ 明瞭な bo 
尙ほ 前記 『パル フォア』 の 宣言 w 『シ. ッフ』 の演說 ど を 確め、 世界 大戰か 猶太 問題を 解決し 了れ り- y」 の 放 
言を 裏書す るかの 如くに 見 ゆるは、 昨年 四月 二十 五日 『ナン レモ』 曾議に て 議定を 見た る 聯合 國對土 耳 
其條 約の 第三 章に 『パレスタイン』 を 『メソ 。ホ タミ ヤ』 『シジヤ』 ど 共に 英國の 委任 統治に 附する 議決に 
て 英_ か變 心せ さる 以上は、 之に て阈際 的に 猶太 人の 『パレスタイン J 復興は 保證 せらる るに 至りし 
な b、 然るに 此處に 障害を なすは 同地 方の 回敎徒 ど 基督 敎徒な b 回敎 徒は 同地 方に 於て 多數を 占め 且 
つ 『H. ル サレ ム』 は亞 剌比亞 人の 目して 『メジナ』 以上の 聖地 ど 見 傚す 所に して 之を 全然 猶太 人の 手に 
委す るを 欲せす 當 地方に 於て 接觸 する 貴族、 有識 階級の 亞 剌比亞 人は 勿論、 低級の 回敎 徒に 至る 迄、 猶 
.太 -A の. 『パレスタイン』 復興を 喜は す、 爲に 昨年度に 於ても 猶太 人に 對す る回敎 徒の 壓迫 『ポグ rr ム』 の 
報屢 々傅 はれ り、 若し 英國 にして 正統なる 委仟 統治 權を 行使して 亞刺比 人を 壓 迫し 猶太 人を 保護 せん 
か、 冋敎 徒は 忽ち 起つ て 英國に 反抗すべく 獨逸 側は 回敎 徒を 使嗾して 『アフ ガー ー スタン』 波斯は 勿論 印 
度の 回 敎徒 を叛亂 せしめ、 以て 英 國の存 任を 危 せんどす るに 至る へし、 哈爾賓 『パレスタイン』 復興 會 
の ぁる 有力者 か H 本の 官憲に 對 し、：！ 一本 政府 か 『バレス. タイン』 復興 運動に 支援を 與 へらん こ cf を 希 


望せ しか 如きは、 彼等の 苦衷を 示す るに 充分な he す > 

此 上英國 政府 か 自己の 對 猶太 政策 即ち！ T パレス クイン』 復興 政策を 實 現せん どせ は勞 農政 府內の 猶太 分 

子 ど 結ん S 政府を f 人. れ以 T 讓派か 1 に 中東に 於け 11 縦せ— 如く 妥協す る 
の 外な LO 

然 らは勞 農麗內 Q 猶太 分子は 果して 『シォン』 圓 運動を 如何に 見る や單に 『シォン』 _の 宜傳 のみを 讀 
みたる ものの 目には、 『シッフ』 の 演說の 如く 『シォン.』 運動の 可否 等は 旣に 問題に 非す して 『パレ スタ 
イン』 の 復興を 如何にす へき やの 實行 問題の みか 猶太、 人間の 麗な るか 如く 考 ふるもの あらん も、 是 
れ大 なる 誤な $、 此に 於て 現在 猶太 人間 政見の 相違— し 之に 對 する 觀 察を 述 へん $ 、而て 哈爾賓 
に 起れ る 確實な る 事 實を以 て立證 せんどす。 

大正 十 年初め 哈爾賓 の 猶太 協 會に議 貢 選擧あ b、 馨 主たる 唯一の 神を 信ずる に 於て 一 致1 せる 彼 
等 猶太 人 も 政見には 各種の 相違 ありて 左の 九 派を 生せ ho 

一 第 I 『ァフ ド クス』  (合同 派 一名 舊敎 派) 

二 第二 f ァフド クス』  (馬 家 溝 合同 派) 

三 『アフ ドウへ ブレチ ジン』  (宗敎 合同 派} 

以上 三種は 右の 細別 ある も、 要するに 一致 團 結を 主義 し 多くは 相當 年配 以上の 堅固なる 信 神 家 f、 
即ち 人格を 備へた る 救世主の 降來を 堅く 信仰す 0 

四 『ユデ イシ H ス •フォルクス •パル チイ』 (猶太 國 民黨) 今ょり 二 年 前 『シォ ニ. スト』 ょり 分れ 別に 一民 
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猶太树 究  一四 〇 . 

をな すに 至れ b 中立に して 猶太 民族の 結合を 圖 b 常に 圓滿を 信條 S す、 從つ て破壤 に反對 する 譯な b 
五 『シオ f スト』  (rc スタイン』 復興 派) 

六 『•ホア レイ チ オン』  (社會 民主 黨) 

七 無所屬 

八 『ツエ イレチ オン』  (『ジオ-ー スト』 社會黨 ) 

右 四 團隊は 何れも 『シオニスト』 なる か、 五、 には 資本家 多く、 六、 七は 社會 民主主義な り  (poaler 
zion)VJ は 『へブ リウ』 語に て 『シオン』 の 勞働者 ど 云 ふ 意な り)、 社 曾 主義を 『パレスタイン』 に 行 ふを 以 
て滿 足す る 一派な bo 

凡て 此 等の 『コム-ー スト、 グダ I ブス』 ( 0 0 日 sunistgroups) は 猶太 解放を 以て 歷 史上ょ b する 絕衡の 必要 

ビ 認むる 事は 何れも 執锁に 唱導す る 所なる か、 何時、 如何にして 猶太 K 迫を 全然 終 ^ せし むへ き やに 關 

し 猛烈なる 論戦を 交へ つつ ぁりたり、 然れ 、匕 も 一度 外部ょり 生活の 脅威を 受く るか 如き 場合には 墻に 

鬩 ぐを 止め、 相 結 東し、 不成効 も ぁ b しか 革命 騷 動を 以て 外敵に 對し 自衛の 處 置を 講し來 りし な bo 

へ ゴー ヘン 著 新 猶太) 
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九、 『ブンド』  (極左 黨) 

『ブンド』 ど は 千 八 百 九十 七 年 創設せられ たる Allgeliner s- discher  Ar r iter  wmld  m  Rilaud 

Polen  undLitti の 略稱な り、 絕えす 露國の 猶太 人 居住地 域に 社會 主義の 宜傳 文を 送む 熱心 宜 
專の 結果、 千 九 百 〇 五 年に U 旣 U 三 萬 A の 組 八 口 員を 有する に 至れり、 勿論 『コム ム-ー スト、 グル 


—プ』 に屬す (一太" 生！ 5 へ 第 難) 今日 極東に 於け る堝激 主義の 猶太 人は 槪ね皆 之に 屬す〇 
而 して 右の 猶太 協 曾 議員 選擧 運動は 白熱し 『コッブ』 の 投合 ひを 生した る こ ^ は 前旣 に 記せる 所なる 
か、 各黨 各々 宜言 書を 猶太 人間に 配布せ b 當時 入手し 得た る 四 種の 宜傳 文は 單に 彼等の 分類を 知る に 
必要なる のみなら す 猶太 人 ど 過激派 どの 關 係、 英國の 猶太 同情に 對する 猶太 人 一派の 觀 察、 從て英 露 
關係 行惱み の眞想 等を も 窺 ひ 知る を 得る もの ^ 認め 左に 揭 載す 0 
1 、 『ブンド』 の宜言 . 

今 1-J の 社會は 『ブ I ル ジ 3 ァ』 ど 『ブ rr レ タリァ』 との 二階 級に跖 分す るを 得、 而 して 猶太 國を復 
興し 政府を 樹てん V」 する ものは、 貧民 擁護の 假面を 被 ^0 ^0 s° # ^° 1 な b、 猶太 人の 全 勢 •力 
は 資本家 打破に 集中せ さる 可ら す 0 

『パレスタイン』 に 猶太 國 政府を 建てん こどを 割 策せ る 『ロ イド ジヨ ー ジ』 『バルフ オ ー ァ』 『ミ I 
レ，』 等は 猶太 人を 盲人 ど 認め あるな らん。 

猶太 人は 須 らく 赤旗を 押 立て 資本主義 VJ 戰は さる 可ら す。 

猶太 勞働 者を 擁護す る ものは、 『ブンド』 以外に ある こどな し、 彼の 『•シオン』 圓なる ものは 唯英 
« の 利益を 主眼 ビして 猶太 人の 利益を 無視し 勞働 者を 奴隸視 しつつ あ り、 吾人は 飽く迄 彼等を 
排斥せ さる 可ら す 0 

波 蘭の 一 責任者の 談 にょれは 英國か 『パレスタイン』 復興に ょつ て亨 くる 利益 中には 地中海 沿 
岸 『ヤー ファ』 港を 英國港 VJ なすこ VJ を 含む ど 云 ふ、 此の 港は 行く行く 軍港に 改め 『ジブ ラル 
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タグ』 『マルタ』 ^ 栢俟ち 地中海の 要點を 占め 殊に 『ャー ファ』 には 『スエズ』 を扼 守す， る 重任を 
與ふる ものな b ど、 疑は しき も 參考迄 0 

二、  『シオニスト』 派の 宣言 

異邦に 離散し ぁる 猶太 人は、 悉く 其 所在に 於て 自治 機關を 設け 『パレスタィン』 復興 建國 事業に 
從事 する を 以て 猶太 民族に 對する 義務 どせ さる 可ら す。 

猶太 自治 ! 1 は 民主主義に して 自治 制を 採 b 獨立 獨步な らさる 可ら す 0 
『シオニスト』 派の 着手 せん (f する 事業 左の 如し 0 

ィ 、猶太 人敎 育文 化の 普及を 計る 爲學校 及體育 養成の 機關を 設け、 猶太 固有の 學藝及 猶太 語を 
習得せ しむる こ VJO 
口、 宗敎 々育の 普及を 計る こど 0 

ハ、 猶太 人 か 職業に 就き 殊に 農業に 關する 便利を 計る こビ〇 
二、 本國の 移民を 援助す る こど 0 
ホ、 建國 事業に 盡力 する こど。 

へ、簡易食堂及宿舍を設け勞働者を援助するこぐ」。 

三、  無 所 屬黨の 宣言 

猶太 民族の 生命は 其の 歴史 VJ 密接なる 關係を 有す、 現下 社 會的變 化 激烈なる に 拘らす 民族 精 S： 
の 要求た る宗敎 は、 猶太 民族 ! 1) 結の 重要なる 基礎なる 0 


故に 吾人は 猶太 敎を 援助せ さるへから す敎 育の 發達を 計 b 少年少女を 無料 就 學せ しむる を 要 
す、 語學は 民族の 精神た る 猶太 語を 敎授し 何 必要に 應 し外國 語を 敎授せ さるへから す 0 
之 か 爲中學 校、 猶太 敎會 、幼稚園の 發達を 援助し 夜 學校竝 に 職業 學校の 開設を 期す 貧民 救助の 
爲病 M、 # 老院 、及 宿泊所の 完備を 期し 食堂、 情報 局、 移民 局を 開設す 〇極 東に 於け る 猶 ±° 人 
の 中心た る 哈爾賓 にある 吾人は 常に 民族の 利益を 铽 護し 不利益を 徘す るに 努力せ さる 可ら す。 

HI ギィ シエ スフ オル クス パル チ 1 

01 四 猶太 國民黨 の 宣言 

吾人の 行動の 出 發點は 人類 か 人類の 東 縛を 脫 したる 人類 個人の 理想に あり、 此の 理想 i: 導かれ 
て 猶太 國民黨 は 自由 民主 黨ど相 提携して 猶太 民族の 精神 界に 於け る 民主々 義ご 自決 主義 VJ を 主 
張 せんどす、 蓋し 民主 黨の 主張を 實施 する こ VJ は 猶太 民族の 發展 VJ なれは な り〇 
以上 通說 する 所に ょ 5 猶太の 新 傾向 『シオニズム』 なる もの か 英國の 支援者 並に 『シオニスト』 自身の 考 
ふる 如く 單簡な る ものに あらす して 種々 復雜な る ものなる こ (£ を 了解し 得へ し 0 
而 して 『コ ーへ ン』 自身 も 自白せ る 如く 之 等の區 分は 畢竟 內部 の區 分に 過き す 若し 外部に 對する どきは 
全く 打て 一儿 どなし 得る ものにしに して、 全然 仇敵の 如き ものに 非す、 軍の 編制に 譬ふれ は、 步騎砲 
エ輜 重の 谷 兵科 ど 航空 兵科 どを 有する か 如し、 縦隊 ^ 全く 離れて 航空隊 か 側 方に 活動す るを 見 T 航空 
隊か脫 走せ りど 言は ば 誰か 其の 愚を 笑は さらん や、 挺進した る 航空機 か 友軍の 方に 向て 歸航 する を 見 
て 敵に 通し 友軍を 攻擊 r る もの ど 判 斷せば 誰か 其の 無智に 驚かさらん や 『ブンド』 か 即ち 其 航空隊なら 
さる や、 帝國に 於ても 平時 陸軍は 陸軍の 爲に說 き 海軍は 海 主 陸 從を說 き 各々 已れの 任務 遂行 上に 必要 
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なる 宣 傳に努 むる 場合 あるへ きも、 I 且 緩急の 生す るに 力て や、 陸艇 協同 作戰 は 完全に 行 はれ、 以て 
交戰の 目的を 達した るは 史乘に 明かなる 所な bo 

尙此關 係に 就て は 後 節に 於て 詳論し 以て 世の 猶太 人を 誤解し 輕視 する ものの 參考に 資する 所 あるへ し 
第 四 節  猶太 人 VJ マツ ソン 結社 

『マッソン』 結社の 硏究に 就て は、 吉野 博士の 纂輯に 係る 『政治 研究』 の I 部 ^ して、 管 村道 太 郎君の 論 
文 『フジ ー 、メー ソン ターの 研究』 なる も. の簡に して 要を 盡 しあ. 〇、 又 時々 博士 自ら か 『メー ソン』 の諉 
めに 辨護の 勞を取 り、 何等 危險な る 結社 41 非す ど斷定 し、 殊に 之を 猶太 問題、 過激派 問題に 結 ひ 付く る 
は 荒唐無稽の 臆說に し て 反動派、 宗敎 家、 帝政 主義者 又は 軍閥 擁護 者の、 爲 に する 宣傳な b ど 斷定し 博 
士 も機會 あらは 之に 入會す るの 希望を 有する 事 迄縷述 し 『マッジ ン』 の 秘密なる ものは 何等 危險 性を 帶 
ぶる ものに 非す V」 保證 せり、 之は 最高 學府 に敎授 たる 博士 どして は 聊か 輕卒 にし T 世を 誤. 〇、 國を亂 
すの 虞 ある やを 感 し、 猶太 人硏究 の 傍ら 出で 來 6 たる 『マッソン』 結社 問題を 略述して 猶太 ど 之 ごの 關 
係を 研究 せん VJ す 素ょ 6 秘密結社の 內容な れは 到底 尋常 一樣の 手段に て 窺 ひ 知る へきに 非す、 吉野博 
士か 未た 入社 もせす 其の 第一 階級た る 徒弟に も 身を 置かす して、 眾に 書物の 上に て 秘密の 本體を I 解 
し、 危險に 非す 證明 書を 與へた る 煌々 たる 明 智と其 大膽に 敬服せ さるを 得す、 吾人は 未た 研究を 終 
らさ るか 故に 其 秘密 a 危險な b 共 安全なる ものな b vj も斷定 を敢 てせ す、 譬へは 淺田宗 伯 家 の 淺 m 飴 
には 一子 相傳の 秘密 あれは どて 之を 發賣 する 淺 田家を 危險視 する は 過ちな b、 淺 田家は. 濟 世の 事業を 


なし 社會を 益す る VJ せは 之に 感謝せ さる 可ら す、 然るに 玆に 立派なる 能書を 玆 へたる 金看板を 撮け、 
普通の 賣樂 を賣る 傍、 阿片の 密賣 又は 極めて 陰密に 鴆 毒の 小 賣をな す藥純 商 あ b (f 假定 し、 世間 か 起 
て毒の出所は此の藥种屋らしど攻擊するどき、學者先生あり、其の金看板の橫文字を讀み得たる爲世 
間に 向て 證 明して 日く、 此藥 柿屋 には さる 秘密 ある 筈な し、 此か る惡 評は 商賣 敵の 藥种商 か 作 6 たる 
宣傳な b 見よ、 此の 藥種屋 には 王冠 印の 看板 も あ b  f ビス マ ーク』 の 顔を 現は したる 毒滅な る 藥も賣 
れ b、 之は 濟生 博愛 堂の 名の 通 6 世間よ. 〇 感謝 せらる る 理由 こそ あれ、 疑を 懸 くるは 抱腹絕 倒の 至 6 
な b ど 天下に 宣傳 せは、 天下に 學者 先生の 迂を笑 ひ 又は 其の 心事を 疑 ふ 者 多から ん〇 
秘密 必ち しも 危險 のみに 非す、/」 雖も 誰か 秘密に 危險な し 云 ふを 得へ き や。 

『マッソン』 結社に 就て は 後日 別に 研究し 發 表する 所 あるへ きを 以て 今は 『マッソン』 結社 ど猶太人どの 
關係に 就き 疑は しき 點 のみを 數へ 斷定を 下さす、 安全な b どの 保證 に對し 抗告し 置く に 止めん (£: す、 
若し 他日 硏究 徹底し (書物 上に 非す〕 此の 疑念 か 全然 杞 人の 憂に 終り、 『マッソン』 ! II の 事業 か眞に 光を 
放つ に 至らは 吾人は 全世界 平和の 爲 衷心よ り之を歡 & ん哉〇 

先づ 『マッソン』 結社 又は 『マッソン』 圑 (魔 孫圑ご 書く もの あ b) の名稱 より 說かん 0 
英語にては之をだ？1^7獨逸語にて3 2. 111§乌 2. ど呼び佛語にては1 ^ 目？1118901|.又は略し 

マツ ソン 

て Ma 90 nerie  VJ 云 ひ其會 員を Fran?ma 90 n s? J 云 ひ 或は 單に 略して Ma 90 n cf 稱 ふ。 

吉野 博士は 本年 六月の 中央 公論 第二 十九 頁に 於て 一體 『マッッ ン』 結社の 名から 可笑しい 『フタ 
1 メ ー ソン』 ぐ C か 『マッジ ニク』 ご 云 ふこ W は あるか、 どぅも じつて 讀んて も、 f マッ ソン』 ご 云 
第三 窣 世界に 於け る 猶太 人  一四 五 
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ふ發 音は 出て 來な い cf: 斷定 して 之を も 『マッソン』 結社 辨 護の 一 資料に 供せられ た bo 
此の 如き 事を 學者 先生 か 粗忽に も 堂々 ど 天下に 發 表する 樣に T は 日本の 思想界は 肓人炉 導く ご 
云 ふへ く、 思は す危い 哉を 三 呼せ さるを 得す、 怫 語の 『ポヶット』 辭 書に 迄 略して 『マッソン』 VJ 
云 ふご あり、 又 露語に T も 『マッソン』 ぐ J 云 ふ、 此の 式の 硏究 にて は 博士の 論斷 こそ 眉睡を 要す 
ど 叫は さるを 得す、 是 吾人 か 常に 論理 上の 否定には 面倒なる 手續 きを 要す どなす 所以な り〇 
一、 『マッソン』 の 起原に 就て。 

『マッソン』 圓の 起原は 種々 の說 あれぐ しも 英國の 職人 『ギ， ド』 ょ 6 起 b 圑員は 悉く  | 家族の 如く 
相互扶助し 生活 及產 菜の 權利を 保證 する にありた^^ j 云 ふ 0 

此の 事柄 VJ 露國 、波 蘭 及 『リテ ユァニ ァ』 に 於け る 猶太 職人 力 組合なる 『ブンド』 に 何等の 關係な 
し V」 斷 言し 得 へきが？. 

一面に 於て 猶太 人 か 『マッソン』 ! tl 員た るを 得る. に 至りた るは 千 八 百 三十 二 年 『フソ ーメ  — ソン』 
四季 評論 記者 『クル セ フィス』 か 『メー ソン』 養育 院を 設立した る以來 の 事に 屬し其 迄は 猶太 人ぐ」 
關 係な か b しか 如く 說く 書物 あ， CSO 

然るに 其の 年號に 先た つ 一世紀 千 七 百 二十 一年 英國に 於て は 『モン タ ーグ』 候舉 げられ て大 Is 長 
どなれ 6 是れ 貴族の 大圑長 どなりし 嚆矢な るか 果て 同氏 か英國 生粋の 貴族な 6 しや 近年 迄 印度 
の undersecretary た b し Edwin  Montagu 氏の 祖先な. cnvj せは 前記の 記錄は 精確なら すして 
之ょ 6 以前にても 猶太 入の 參加 せる もの ある こど ど -ti: るへ し、 千 七 百 二十 年代は 英國に 猶太 人 


の 文名を 馳する もの 尠から す數學 家に -L て 帝室 協 曾々 員に 舉け られ たる もの ある こど 前 旣に述 
へたる か 如し、 暫く 疑を 存 す。 

尙 起原に 關し埼 も 著名なる 著者の 一人 『ジオ〆 ジ 、オリ ゲア』 師の說 によれは 『マッソン』 lij は 最 
も 古き 猶太の 圑結 にして 『モ I セ』 は大圑 長に して 『ヨシ ユア』 は 副圑 長、 『アホ リアブ 』及 1 サレ 
丨ル』 等は 大 守衛な 5 しど も 言 ふ 0 
猶太 ど 關係 深し ^ 云は る、 亦 故な きに 非す 0 

1、 千 八 百 五十二 年 巴 里よ b 出て たる 『Le  Temple  Mystique』 (神秘的 殿堂) なる 繪を 見る どきは 『マ 
ッ ソン』 敎舍の 床に 鱗 次 形に 多敫 の^ ►を 描き出し ある こど、 本年 六月の 『フジ ーメー ソン』 雜 
誌 新時代 第 六 號口繪 VJ して 明瞭に 現 はれ あ 印は 『ダビデ』 の楣 V」 して 猶太の 紋なる こ VJ 前 
に說 明せ る 所な bo 

而 して 今日の 『マッ ソン』 團の 印は t にして、 說明に は 上部 か 『コム パス』 下部 か 定規に して 『コ 
ムパ ス』 は德 lyl 圓滿な る徵 V しし 天を 示す、 定規は 萬般の 行爲を 道德に 律して 過た さるの 象徵な 
b ど 云 ふ而て 之に ニケの 水平線を 描けは 即ち 猶太の 紋 V」 なる 0 
因に 基督 敎靑年 會の紋 は V にして 猶太の 半分な bo 
又 前記の 『マッ ソン』 雜 誌には 死者の 廣吿欄 を 飾る に を 中心 どし 之に 背景を 施せる ものな b 
而 して 此の 印は 現今 猶太 敎會の 硝子 窓枠に 屢 々用 ひられ あ h o 

右は 猶太 も 『マッソン』 も N 一なる 古式よ ヴ取 b たる 爲 偶然 一致した byj 言 ひ 得へ きも 其 趣味 嗜 
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好に 於て 其 似た る もの あ bvj 判斷 する こども 亦 不條理 に 非る へし 0 

三、 『マッソン』 rffl の 看板は 正義 人道に して 世界 改良を 期す る點 猶太 人 多數の 意向に 合すへ きもの あ 
bo 

昨年 第三 十二 階級に 屬する (殆 V」 最上級な^ 〇 『ドナルド フレッチャ I』 氏の 下し K る 定義に ょれ 
ば 『フ グー メ  — ソン』 は 凡ての 善人の 兄弟た るへ きものな 5、 『フリ ーメー ソン』 は 秘密な b 然れ 
<f も 世界を !^ 外す る爲に 非す して 寧ろ 世界 改良の 爲安穩 に 働く 人の 内部に 世界を 掌握す る爲の 
秘密な り、 『フジ I  メー ソン』 は 専制政治の 國家 又は 宗敎 を、 惡むへ き 敵 ご し 自由 平等、 四海 同 
胞の爲 に 活動す 云 々〇 

怫國 革命は 『フイ ラ デ， フイ ア』 の 『マッソン』 團ょ 5 第 十九 階級の 『マッソン』 ！ 11 員 『ラフ アイエ 

ット』 將軍か 持歸 b たる 綱領に 基け る點あ b  (次 節に 再說 す} g ち 『マッソン』 か佛 N 革命の 成 ^ 

を 助けた る點に 於て 猶太 人 ど 弟たり 難く 兄た b 難し、 或は 同穴の 貉か 或は | 人に して 『マッ ソ 

ン』 たぅ 猶太 人た b しもの ある 次第な b 佛國の 寺院、 學校 、官衙 等に 悉く Hs 他 坪 ^ 
尊®  f g 每司包  一 r lbers.  bgallte. 

の 三 字を 刻す るを 見て 佛國の 有識者 中には 途方 もな き 事を 刻みた 6 ど 後悔す 
る もの ® からさる も 今 M 及は す 負け 惜みに 左の 如く 讀むを 要す yj 云 ひつ ゞあ 'CNO 
『ジベ ル テ』 (ボアン} 『エガ リテ』 (ボアン) 『フラ テル ーー， ブ』 (。ホアン) 即ち 自由 も 平等 も ts 愛も决 
て實 現せす の 意な ぅ 0 

右の 如くに して 『マッソン』 11 は 『H スぺラ ント J 語の 普及を 助け 其 他 凡て 萬國 主義の 事に 盡力す 


四 


るを 以て 猶太 人 どは 意氣 投合す。 

、『マッソン』 團に 多數の 猶太 あ5( 此事は 吉野 博士 も 承認 せらる) 

猶太 人に 非る も 猶太 人に 頤使 せらる、 あ 6 例へは 過般 日本を 退去せ しめられた bvj 聞く 露國大 
佐 『ザグ オイ コ』 氏は 元 提督の 子に て 名門の 出な b 『マッソン』 の 第三階級に 屬する ど稱 せらる、 
猶太 人 『モルガン』 家の 手先 どな be 屢 極東に 往來 せし か 彼の 赴く 所 悉く 倒れさる はなし 『ヶレ 
ンスキ •1』 に對 したる 『力 火-一 丨ロ フ』 將軍又 其 後 『デニキン』 『コ〆 チャック』 『セ メ / フ』 等 彼 か 
惟撞に 參する V」 き 倒れさる ものな し、 殊に 後 貝 加爾州 『ハダ ブ ラク』 に 於て 『セ メ  ノフ』 を 欺き、 
反 R 本 的 宣言書を 發 せしめ 以て 『セメ ノフ』 ど 『ロ フイ ッキ ー』 其 他の 反 過激派 どの 分裂を 助けた 
る 功績は 吾人の 記 臆に 新たなる 所な り、 而 して 彼の 活動を 思ふ每 に、 同く 米國ょ b 歸 b 『ルイ』 
十六 世の 信任を 得た る 『マッソン』 II 員 『ラフ アイ H ット』 將 軍の 活動を 聯想せ さるを 得す 
勿論 『マッソン』 圑 は 猶太 人の みに て 成る にあら す 他の 貴顯 高官 も 之に 加入し あ り〇 
『ヱ ドソー ド』 七 世 陛下 『コン ノ ー ト』 殿下 『ロ イドジ ヨ— ジ』 『クイ ル ソン』 大統領 等 も 之に 數 へら 
れあ 6、 果て 何れ 迄の 秘密 會議に 參與し 得る やか 問題な り〇 
之を 要するに 猶太の 秘密 ど 『マッソン』 の 秘密 どか 全然 间 一の ものな り <£ 斷定 する 事は 秘密の 正體 
を兩方 共に 適確に 突 止め 得さる 以上は 過 早なる ど 同時に、 又 其 秘密は 猶太 人の もの ども 異なり ど 
斷定 する を 得す 況んや 何等の 危險な しど 斷定 する は 即ち 危險な bo 

今 聊か 蛇足 ^ して 算式 にて 此の 關 係を 現は さん、 先つ 方程式の 左邊を 世界の 諸 運動 ^ し、 右邊を 
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之ょり 現 はれた る 現狀ど せん 0 

\)y 

•••cl M は 『マッソン』 の 運動 

^  J は 猶太の 運動 

4-a S は 右 以外の 秘密を 含める 運動 


一 五 〇 


\)y 

2 

rv 


s 


J 


1 


A は 秘密を 有せ さる 運動 
B は 現狀 


m 

X 

F 


xm は 『マッソン』 の 秘密 
XZ は 猶太の 秘密 


人 あ b (2) よりして 直に ⑴を 


B 


VJ 書き直さは 是速斷 なり 之は： なる 關係が 成立した る どき 始めて 成立 L 辱る 
J)x 事柄な う、 然れど も 猶太 VJf マッソン』 V」 に 共通の 未知 數 X ありて。 


F 


xm 


X 


なる 式 か 成立 すれは (2) は ==F => どな b 玆に 始め. て⑴を 


S 


なる 式に 改む るを 得 即ち 猶太 A V」 『マツ フン J 結社 V」 を、 共通なる 秘密に ょ り、 同類 頃 ^ し 


-{-• 

■ X- . 

F) て 一括して 取扱 ふを 得へ. し 

+ 

m 

FI 

/TV 

但し X なる もの か 單簡な る！ 事項の 秘密なる V」 きは 右算 式の 結果は 滑稽 どなる 例へは 『力 
ィゼル クィ ル ヘム』 に 世界 統一の 秘密 あ b た b ぐ j 假定 し、 猶太に も 之 あり ビて 、之を 同類 
項に 括る は 滑稽な b、 『カィゼル』 に 秘密 あり (f せは、 皆 (1) 认の S に 入る へき ものな b 佛國 
革命に 於け る 共同 動作 及ひ兩 組織に 同一人物 か屬 する 等旣に 擧け來 5 し 有力なる 共通 點は 
即 X なる 共通の 秘密 w して 擧け 得へ し。  * 

第五 節  猶太 人 ご 世界 革命 

附 過激派 

之迄說 ける 所に ょ b 猶太 人 ど 革命 cf: の 間に 大な る關係 ありし 事は 略 ぼ 察する に餘 b あり、 然るに 玆に 
一節を 設けて； 史に縷 々說く 所 あらん (f する 所以の ものは、 單に 猶太 人 か 革命の 煽動 右な り どの 意味に 
て 之を 毛 嫌 ひ 的に 排斥す るは 獨 、露 反動派の 亞流た るに 終 り、 結局 却て 彼等に 乘 せらる/ •の 虞 あるを 
以て、 先つ 世界の 著名なる 革命 ご 猶太 人 どの 關 係を 列擧 し、 次て 何故に 此の 如き 關係を 生す るに 至 6 
たる やを 究め 以て 吾人 か 猶太 人に 對する 方策を 定む るの 資に 供し 殊に 目下 彼等 一派の 指導して 止む こ 
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猶太 研究  一 五 二 
どなき 世界 革命に 對 する 吾人の 態度を 定む るの 資に供 せんどす 0 
先つ 猶太 人の 參加 せる 革命 中顯 著なる ものを 擧 けんに 

一、  千 七 百 八十！ 年の 米國 革命は 猶太 人の 活動に 大なる 機會を 輿へ 『ロ バ ー トモ リス』； 猶太 人) は獨 
立 戰爭の 藏相ど して 大手 腕を 揮 ひ 共和 國 建設の 殊勳 者な りき、 即ち 彼. は * 國 より 私 償を 爲し之 
を 米國に 提供して 千 七 百 八十 一年 『ワシントン』 の 軍隊を して 『ドウ グア』 波止場よ う 『ヨー クタ 
ウン』 に 輸送す るを 得せし めた う (「レ-ゲイン」 著 新 復興 民族 「パレス タイこの 部) 

二、  • « 國大 革命 前の 思想界は 全く 獨乙 猶太の 泰斗 『メンデルス ゾーン 』 の 思想に 支配せられ つ、 ぁり 
た b  (大英 百科全書) 

三、  佛國大 革命は 猶太 人の 指導せ し comm,  jacobins,  Girondes 等の 働きに 負 ふ听 多し 0 

四、  佛國大 革命は 其の 八 年 前 猶太 人の 努力を 以て 米 國に行 はれた る 革命よ 6 取 b たる 點 多し 0 
例へは 千 七 W 八十 九 年 七月 未以來 國民議 曾の 要求せ し 市民 櫂は 大體 『フイ ラ デ， フイ ア』 ョソ 
『ラ •フ ブイ エッ ト』 か 持ち 歸 .〇 しもの な， 〇 しな b  ( ^ w 6volution) 

『ラ •フフ イエ ット』 は 『マッソン J IM の 第 十九 階級に 屬し 『マッソン』 の 巨將 『フシ ン トン j の 親 
友に して、 彼の 革命を 助け 後佛 國に歸 b 佛國の 爲に此 く 働きし ものな り、 世界大戦の 際米國 
總 司令 寫 マ ッソシ 』 !#J 員 『パ ーシン グ』 將軍か 巴 里に 來 6 や 先つ 『ラフ アイエ ット』 の 墓を 訪ひ 
『ラフ アイエ ット』 よ 我 米人玆 にぁ う V」 述へ 生きた 『マッソン j か 精神 界の 『 n ッソ ン』 にに 肺腑 
よ b の 誠意を 被歷せ う〇 


(米 阈の r フ y 丨メー ソン」 機關雜 誌 r ぜ、 - ーュー h 丨ジ 」 十九 百 二十 年 第十號 五十 四 頁 及第 四百 七十 七 頁) 

此の 如きを 以て 當時 議員の 一員 叫ん て 日く 何事 ぞや 一 國 民の 爲に 働く どは！ 吾人 か 今 市民 權を 
要求す るは 凡ての 人類の 爲 、凡ての 時代を 通し、 凡ての 國 家の 爲に する ものにして 世界の 模範 

たらん か爲 な A J7 J S. A 7} s  1 55 

即此 時より 萬國 主義を 鼓吹す る ものにして 猶太 思想の 發現な bo 

五、  佛國大 革命に 於て 一旦 7 ィ』 十六 世の 死刑 宣告に 賛成の. 役 票を なした る 三 •白 八十 七 人中には 流 
石に 國王か 斷頭臺 の 露 ど 消 ゆるを 氣の 毒に 感し 刑場は 水を 打ちた る 如くな b しか 其 間 平然. yj. し 
て斷頭 の 任務を 果した るは 猶太 人 『サムソン』 なり、 實 見者 『サンテ ー U の 談に よれは 『サム ソ 
ン』 の 勇氣は 全く 其 宗敎よ b 來 りしものならん(「ョラへ」レ ?? 5: ハ巧) 

六、  佛國大 革命には 旣に 猶太 人 『カル、 マルクス』 か 後に 唱導せ し： ^ュ ぎの 思想 發 露せ b 而 して 其 
失敗 も旣に 經驗せ bo 

千 七 百 九十 三年 四月 十九 日 猶太 派 Commune に 屬し巴 里 市長を 以て 自ら 任した る 『パッシュ』 は 
議會に 出頭し 極左 的 請願を 提出せ b、 即ち 物價の 最高 價格 Maximum を 定め 之を 超て 高く 販賣 
せしめさる こど 之な り、 之れ 純然たる 社會 主義に して 而も 左の 主張を 附 加せ bo 

何人も 所有 權を以 て 抗議す るを 得す、 地上より 生産す る 凡ての 物は 空氣ど 同樣 全人 類に 屬す 
れはな bo 

國民 議會を 驚倒せ しめたる こど 此の 請願の 如きは 無 か b しど 云 ふ、 議會は 之を 特別委 員の 審議 
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に附 せし か、 猶太 『、コン ミユ ーン』 黨は 、食糧 問題に して 解決せ さる 間は、 革命 狀態は 繼續 すへ 
し ご の 脅威を 與へた る爲 憲法 も 終に 此の 脅威の 前に 屈伏し 五月 四日 最高 價 格を 定めた 〇、 此の 
日ょ b 『コン ミ ユーン 』の 勢力 隆 々た A "7 、」 レ鮮ー ォー以 K1 シ) 

I 註、 今日 過激派の 爲す所 も 異曲同 巧なる を感す 即ち 一國に 革命 起れ は 外國 ょりの 輸入 ど W 內 
の生產 停止し 貨幣の 値 下りて 紙幣は 紙屑の 如く 物價は 騰貴して 停止す る 所を 知らす 即ち 
之に 苦む 多 數の愚 民に 一同 情す る社會 主義 的の 政策を 以て 之を 率 ゆる こど 益々 容易なる に 
至る へく 古今 一徹に して 亦 彼等 革命 屋の 常套手段なる か 如し 一! 

然るに 最高 價格 『マキシ. マム』 も 何の 効果な かり けれ， は 千 七 百 九十 四 年には 之を 全廢せ り、 是 
れ 農民は 之を 不服 ^ して 穀物を 出さ、 れはな り、 里昂 市の 如きは 全く 五日 間 『パン』 の 姿を 沒 
した-る  >2すらぁ久^\」 ^, |^ |7 、) 

七、  佛 蘭西大 革命 中 採用した る曆は 猶太 暦に 非る か。 

怫蘭西 革命 成 効 後 革命 者は 從來の 暦を 改め 其の 正月 元：！： を 九月 二十 二 m (f 定めた b 今日 迄の 說 
明に ては 正月 當時は 『ヴァン デミ H 1ダ』>し 稱へ 葡萄の 熟す 乙 時な りど 聞け b、 然るに 今日 猶太 
暦を 手に入れ、 猶太 人 (£: 共に 其 正月を 迎 へて 佛國 革命 曆の說 明を 追懐 すれは、 表面は 如何なる 
說明ど な 5 居る ごも 陰陽 曆 、希 It 曆 VJ も 全く 隔絕 したる 九月 二十 二日を 元日 どした るは 猶太 曆 
を 採用した るな ■らん (f の 信念に 達す 0 

八、  千 八 百 四十 八 年 三月 匂 牙 利の 革命に 參加 す。 


其 年 雑 也納布 以外の 猶太 人 居住 稅は 低減せられ た 6 しか、 »■- 太 人 か 三月の 革命 戰に參 姐した な 
科に ょり 再 ひ 重税を 課せら る、 に 到れ. 0  (_ «5 

而て右 革命は 同年の 怫國 二月 革命の 影響を 受けて 始ま b たる ものに て 而も 佛國は 現今の 勞農零 
國の 如くには 露骨なら さる も 左の 如く 婉曲なる 方法に て 革命を 外 國に勸 めた る 所を 以て 見 Iri は 
埃 匈國 革命の 火元た る 佛國の 二月 革命に、 猶太 人の 參加せ る や 論す るの 要な し 0 
1 T フランス』 は 猥りに 隣國の 人民を 煽動して 革命的 暴動を 起さ L めん ご 欲する ものに 非す ど 進 
も 苟も 民主々 義を 唱導す る ものの 爲には 應 分の 助力を 與 へて 其 主義の 實 行を 速成せ しむる に 
吝なら さるへ •し。 

言甚た 巧な れ ども 事實上 燠匈國 、獨 逸、 伊太利に 暴動を 起さし めた ぅ 0 
九、 千 九 百 0 五 年 白露 戰爭 末期の 露國 革命 勃發 する や、 『ブント』 (露國 、波 蘭 及 7 ,グ ユア， ーア』 の 
共産主義 猶太 勞働 黨) は 活躍を 開始し、 從來勞 働 問題に 0 み 關係 せし 『プロ グ ヲム』 を變更 し、 
猶太 人，. の爲 に： 民族の 文化的 自治を 許されん 事を 請願せ り 、 此 くて 恐怖 時代の 到來 するど 共に 猶 
太人居住地域內の貧民階級間に更に幾多の猶太社會主義團隊を形作るに至れ上€ ±: 1: 1 1* 籠) 
十、 千 九 百 十七 年露國 第一 次の 革命には 他に 利用す へき 原因は 多々 あ たる. も 要するに 世界 猶太 殊 
に 英米 猶太 か 露國 猶太 救濟 、世界 猶太 解放の 爲に 決行を 助勢した る こごは 旣に縷 々各國 猶太 勢 
力の 部に 詳述した るを 以て 之を 略す、 唯 j 言 附加 すへ きこ ど あ り、 該 革命 當時 『ペトロ ダ ード』 
にあ b, し 露 國將官 の 直 詰を 聞 くに  >不 穩の 5t は あ > しか 前日には 軍服を 着用せ る 猶太 兵の 多數 
第ーーー章世界 1: 於 '-| 6猶太人  一 五 五 


猶太 研究  i ハ 
集會 する を 見、 何 か 猶太 人 か 劃策しつつ ぁるな らん ど 思 ひ 居る 內 果然 翌日 革命の 勃發を 見たち 
云々。 

十一、 千 九 百 十七 年 十 I 月の f レ ー ニン』 革命 ど 『ブン M どの 關係は 其 政綱の 何れも 共産 的 極左な う 
ど 云 ふ 如き 觀 察より する に 非す して 現に 其 革命の 花形 中に 多數の 猶太 人を 交 ゆるを 以て 明な $ 
S ず 例へは 其の 二、 三を 列擧 すれは 左の 如し 0 


政府 當局 者僞名 

『トロッキ ー』 

『力 丨メ ネツフ j 
『マルト 丨フ』 

『ジノ 丨ク イエ フ』 

『ハ リ ト丨ノ フ』 

『スハ 丨ノ フ』 

『ラ デ ク』 

『ザ マルス キ 1』 

『ステ ク TT 丨フ』 
『ラドム イス クス キ丨』 
r コレツ』 


猶太 本名 

『ブロンシティン』 
『口  I ゼン フエ〆 ド』 
『ツエ デ， パ クム』 
『ゲダ、 ゾ』 

『レ v ンソ ン』 

r キン メ  u 
『卜 丨ぺジ ソン』 
r クロフ マク』 

『ナ v ムヶ ス』 

『アブ フエ ソバ クム』 
r コ ソドマ ン』 


『メシ n フス キ I』 
『ラリン』 

『ソ丨 ルンツ エフ』 
『ウラ ジミ 丨 ロ フ』 

『リ I 二』 

『ダ  ン J 

『パ ルウ 丨ス』 


『ゴ ソデ ン V ル ダ』 

『ルリ ェ』 

『ブ レフ マン』 

『ス チユパ ーク』 

『ゴ リドマン』 

『グレ 丨ウ チ』 

『ケリ ソン ト』 

其 他 本名の 儘の ものには T イオ フエ』 『ミノ〆』 『ゴ ッ』 『カッッ』 『 エブ シヶ イン』 『 ッ土 トト リン j 

『シビ ッべル ダ』 『シテ ンべル ダ』 『n ガン』 『アブ ラ モク イチ』 『シレ イデ 火』 『ザ 火 キン ド』 等 ぁ 

り、 極東 共和 國に 於ても 猶太 人の 實權を 掌握せ しこ マ し 前述の 如し、 例へ ば 『クラス チ シチ ヨーコ 

フ』 事 米 人！ T トー ペリソン •』、 『シ ヤー トフ』 『グロッス マン』 『レ I グイン ソン J 等の 如し 〇 

十二、 燠國 革命 當時組 へ I された る勞兵 會の實 權を捏 5 し 有力者は、 一 T ステ， ン』 『ヘルッ』 一 f レ！ ウ .ェ 

ン V 火 グ』 『フレンヶル』 『イスラ エロ クイッッ』 『ラウ V ンハ イム』 『セリ グゾ I ン』 『カッッ エンス 

タイン』 『スタ ットハ I グン』 『ラウ ヘンペル グ』 『、ノイマン』 『シレ ジン ゲル』 『メルッ』 『ソイ レ/』 

等に して 悉く 猶太 人な ぅ、 又 革命 以後 共和 政府の 財政 經濟 上の 顧問 V」 して 中央政府に 勢力 ぁる 

財政 家、 財政 學者は 、『マックス ワール ブルダ』 『スタ ウス』 『メルトン』 『オスカル』 『オッ ペン 

ハイメ ル』 『ドクトル ヤッフェ』 『イイ チ』 『ブ レン タノ  J『v ルンス タイン』 『ストリック』 『ラ 丨テ 
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ナウ』 『ワッセルマン』 『メンデ， スゾ I ン』 等 悉く 猶太 人な b、 『V ルン ハ， 卜 、フンク』 氏の 調 
查に ょれは 社 會黨三 派 中 領袖 株の 地位に ある 猶太 人を 百分率に て 現は す VJ きは 0 
多數社 會黨  一八 ^ , 

獨立 社會黨  六 五 ％ 

共產黨  八 七 ^ 

の 割合ビ なる、 猶太 A ど 社 會黨 vj の關 係は 實に密 接 離る 可ら さるものなる こ V」 明瞭な り〇 
何故に 猶太 人 ど 革命 どに 此の 如き 大な る關係 あり や 凡ての 世界の 革命は、 (『トロッキ 1J の 所 
謂 世界 赤化を 意味す る 世界 革命を 指す に 非す) 猶太 人の 指導に 成る VJ 言 ひ 又は 猶太 人の 在る 所 
必す 革命 あぅ どは 明言の 限 b に 非る も、 主なる 革命の 蔭には 猶太 人 か 存在す る もの ど 見て 確な 
5、 然らは 彼等は 單に 外國 人の 創めた る 革命を 利用し 之に 乘して 自已 勢力の 擴 張を 圖るに 止る 
や 將又其 革命の 原因を も 形作る やは 一應 討究の 値 あ り、 而 して 今日 迄 現 はれた る 事柄を 綜伶す 
れは 後者 か 事實に 近し ど 判定す るを 得る 狀態 にあ b 之 か 理由を 箇條 的に 再録 せん 0 ' 

一、  第 十八 世紀の 未 葉 米國を 始め怫 國に行 はれた る大 革命の 前には 猶太 人 『メンデ 火 スゾー ン』 の哲 
學を以 て 爆發に 必要なる 茏斯發 散せられ あ bo 

二、  露國大 革命の 前には 英 、米 猶太 か 露國 猶太 解放を 科 ひ 特に 英阈 猶太は 開放 當 初ょぅ 猶太 解放と 
露國の 開化 引 續き獨 逸の 開化を 理想 VJ して 働きた る こ VJ 猶太 人 『ザ ンググ ィ’』 の 書に 明な bo 

三、  革命は 外敵の 壓 迫に 對抗 する .® の 自衛 的 非常 手 殺 VJ して 用 ひたる の 意味は 猶太 人の 著書に 明 ^ 


b/TI ン J 著 新猶 Y 
广太 生活 一七 九 頁』 

此に 於て 猶太 人 か從來 は 革命 手段に 依る の 止む を 得さ A し M 由を 猶太 人の 立場 (: 身を M: き 公平に 觀察 
せんり 

一、  宗敎的 方面 

彼等は 巳れ の 信す る 神 こそ眞 の 神に て 其 他に 神 ある 害な し、 基 辯を 一: なり V」 云 ふか 如きは 以て 
の 外な 6 某督は 猶太 同胞の 一. 人に て宗敎 上の 革命 兒な 5VJ 見. g し、 巳れ の宗敎 こそ 昔な からの、 
最も 古き 文 學に て傳 へられた る、 言は ば 本家の 敎な bvj 確信し あ 5、 然るに 基督 敎 g 又は 冋敎 
國は 猶太 敎を 信す るを 妨け 、人類の 自由を 束縛し、 而て 所謂 國敎な る もの 存在し、 政府 か 之を 
支援す る 間は、 政敎 一途に 出て 益々 猶太 敎 信仰の 困難を 感す るの みなり 故 (: 僧侶の 墮 落、 橫暴 
の 事霄を 組織的に 硏究 し {!: き 革命を 以て 一 擧羅馬 法皇の 權力を 殺き、 又 政敎の 分離を 速成す る 
こ V」 に 努力す るの 外 手段な し、 怫阈大 革命 史を 通覽 すれは 此關 係に 極めて 明瞭な り 〇 

二、  政治 形式に 就て 

君主の 有る 所必す 之を 中心 どす る 民族的 結束 生し、 神の 選民 『ィズ ラ H  V』 民族 か 天下を 統一す 
るの 使命を 果すこ VJ 困難な b、 又縱 令政敎 分離す る も、 君主 か 何等かの 宗敎を 奉 すれは 必す其 
宗敎は 他の ものに 比し 勢力を 生す るの 傾向を 免れす 故に 世界の 君主 か 悉く 倒る るは、 猶太 人の 
爲に 最も 都合 善き 事な り、 從來 革命の 一過す る 所必す 王冠の 墮ち さ 〇 はなく 北米が 英國 々王の 
覊絆 を脫 し、 怫國か 國王を 矢 ひ、 最近に 至て 支那、 露國 、燠 匈國 、獨 逸の 重 もなる 大帝 國 悉く 
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其 君主を 失 ふに 至れぅ。 

三、 猶太 人の 自由 

猶太 人には 領土な く 政府な し 即ち 各國に 離散し ある 猶太 人の 利益を 保護す るは 其の 居住 國の官 
憲な b、 

然るに 宗敎其 他 古來の 行懸 b 上 猶太 人は 奴隸に -は 非る も繫 等の 權利な く 住居の 安定な きは 勿 
論、 生命 財產 すら 侵害 せらる るの 弊 あ b、 正當の 手段に て權 利を 要求す る も、 其國に 何等の 危 
險なき 泰平 無事の 日に. は 何人も 之に 耳を 傾けさ b しな b 玆に 於て か 戰爭 革命 等に ょる 國 家の 危 
機に 於て (或は 危機を 設けて) 權 利の 要求を なすに 如かす、 事實此 手段に ょ b 猶太の 權利は 年 一 
年に 恢復しつつ あるな bo 

右の 觀 察は 頗る 穿ち 過き たるの 感ある も、 猶太 人 どして 當然の 事 ど考 ふ、 又 世界 統一の 野心 云々 を 否 
認する 猶太 人 あれ ども、 之を 赤裸々 に發 表する こど か 不謹愼 なる 爲 、外國 人に 明言せ さる 迄にて、 心 
中には 考へ 居る こど 當然な り •、『ナボレ オン』 も 『カィ ゼ〆 ウィルへ， ム』 も考 へたる 事な らん。 

先に も述 へたる 如く、 猶太 敎に 秘密の 部分 ある こどは 之 等を 考察 すれは 容易に 諒解し 得る 所な りご 雖 
ごも 尙 秘密の 點 を利擧 すれは 0 

一、 外國版の經文には『シォン』の門の部を新式に改め、舊の如く稱するを禁しあ5。 

二、  猶太 敎の 禮拜中 神を 讃美す る ものの 歌 ふ 文句は 大略 外國 語の 經文に 載せ ある も、 列席せ る 婦人 
か 感 極て 噓 唏泣啼 する 如き 要點は 省き あ bo 


三 V 猶太 人の 著書 中に 『シオ-ー スト』 の 秘密なる 理想は 聯合 國側 VJ は 善く 情意投合す へし どの 意 ISC. を 
明記し あ b  (卜 大戦 第三 ナ五 頁) 

近來 日本の 學 者に て少く 猶太 問題に 觸るる もの 著者の 何人なる やを 明に せす、 之を 購讀 し、 『シオン』 
に 秘密な し 等の 英文の 宣 傳を輕 信して 說を 立つ る もの あるは 危險な b、 凡そ 否定は 全稱 否定は 勿論 一 
部 否定に て も 容易なる ものに 非す 『レ ーニ ン』 r コー リキ ー』 等の茧 國に 於け る 友人 『ゥエ ，ズ』 か 過激派 
を 猶太 ども 『マツ ソン』 V」 も關 係な き 如く  =  Russia  in  the  shadow, なる 書中に 妄斷 せる は、 人を 誤る の 其 
たしき ものに て、 又此等 英米 文士 か 書ける 英文 書類 か、 盛に 日本に 讀 まるる を 思 ふ VJ きは 盛暑 猶 冷汗 
を覺ゆ 0 

秘密は あるな らん、 眞言 宗にも 秘密 あぅ 秘密 あるか 故に 之を 破 壤す るの 必要なし、 佛 國文學 博士 『マ 
ド レン』 著佛國 革命 史 にも 左の 名論 あぅ、 『愚民を 急に 山の頂き に 運搬す るょ 6 危險 なる は 無し、 彼等 
は 何等 豫備 知識な きに、 徒らに 眼界の み 擴か b 下界の 飫地 を渴望 す、 中には 約束の 土地 (La  Terrrepr? 
mise ど 云 ひ、 神 か 猶太 人に 約束した る 『パレスタィン』 附近を 指す) を 望む や 未た 期限に 達せ さるに 之 
か 使用を 要望す 云々 0 

故に 民は 敎へさ る 可ら され V」 も、 山に 登る か 如く 眼界を 逐次に 擴げ さる 可ら す、 谷間に ある 間は 周圍 
の連峯 にて 何物 も 見へ す、 此 時代 か 即ち 秘密 時代な 5 無 輝 r: 見ん ど 欲せ さる も ®: 々 どして 登山を 繼續 
すれは 遂に 一望： 千里の 絕 頂に 達し 得へ し 0 

吾人は 徒らに 『シオニスト』 の 秘密を 發 くを 要せす 如何なる 秘密は あり V」 も、 兵家の 所謂 其の 備へ ある 
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を賴む の覺 悟を- ,^. す已れ を 知らす 敵 f も 知らす して、 他人の 宣傳 にて 安心し、 遊離 酸 や、 爆發茏 斯の 
臭 氣を感 して 然る 後 之 か 除去に 着手す る VJ きは、 噬 臍の 悔を殘 す こ VJ あらん。 

然&は 猶太 主義は 其 根本に 於て 社會 革命 思想 乃至 共産 過激の 主義 ど 合一す る ものな り や、 全然 合一は 
せ さる も 如 M なる 一致 點を 見る や、 又 如何なる 點は 反對な ら さる 可ら さる やを 研究 せん <£ す 0 


i  致  點 

一、  博愛 平等 相互扶助を 旨 VJ す (社 會 主義) 

二、  湯 暴 / X る 資本家を 例さん cf す 

三、  外國 君主、 特權階 級を 倒し盡 さん VJ す 

四、  非國 家主 義な b 


反  對の點 

一、  不平等を 敎ゆ る點 ぁり 

二、  金錢を 尊ひ大 資本家を 有す 

三、  君主 主義に て 長老を 尊 ふ 

四、  國家主 義に して 『パレ メタ イン』 を 固執す 


右の 表を I 見す る きは 不條_ 極まる 矛盾の 一列なる か 如き も、 細かに 觀 察する V」 きは 正に 右の 如し 
VJ 信す 其 理由 左の 如し 0 

一、 隣人を 愛し、 貧困 者を 隣れ み、 凡て 社會的 設備に 力を 遜す こ c£ は、 前旣に 猶太 人の 宗敎 、性質- 
『シオ ーー スム』 の 分類の 部に 於て 述 へたる か 如し、 又實際 猶太 人は 此種 社會 事業を 實施 する もの 
あるを 以て、 或る 意味に 於け る社會 主義者な b 然れ ど も 『モー セ』 の 十誡 中に 見る か 如く 神に 背 
きたる ものは 三、 四 代の 後迄崇 b を 及 ほす 事を 諦め あり、 現在の 民族 か 全部 受 くる 苦み を 以て 
民族 過去の 罪業の 酬 ひに 歸する か 如きは 其 | 證な り、 旣ち 生れ 落ちた る 時 旣に身 體の强 弱、 賢 
愚" 性質の 善惡 等 ■« 先ょ b の遺傳 にょり 各人 In] しから さる こどは 猶太 人は 自ら 承知し あ り、 此點 


に 於て は 佛敎か 善惡の 報に 三時 あり、 順 現 報 受 、順次 生受を 說き更 に 進ん て 順 後 次 受を說 くに 
及ん て、 全く 『モー セ』 の 言に 一致す、 是 因果律に 屬 する 自明の 哲理に して、 東西 古今 洵る こ <£ 
ある 害な き 眞理な b、 然るに 何者の 痴漢 ぞや 、民約論を 以て 自由 思想を 鼓吹せ る 彼れ 『，丨 ソ 
1』、 人は 生れな & らに 平等な bvj 呼號 し、 愚民 下層 民を 惑は し、 終に 『マルクス』 の 如き 輩を 續 
出せし めて、 今 H 佛敎の 所謂 惡 平等を 塊 出し、 生きな からの 锇鬼道 末世を 描き出せ b、 彼 『ル 
丨ソ 1J 若し 人類を 絕對な る 神格に 對する V」 きの 平等観を 說 き、 人類 相互の 間の 差別 觀を說 き 
たらん には、 彼の 死後 十 年に して 佛蘭西 革命を 生せ さらしめ 世界の 平等 化は 徐 々な b しも溫 健 
に 發 達し 來 り、 今日の 如き 病的 狀態を 生せ さらしめ たるな らん か。 

1『,1 ソ I』 は 猶太 敎を 信奉し ありし VJ 聞きた る も、 記錄 中に 見出さ さるを 以て 明言を 避 
く、 注々 猶太 人に 見る 赤毛 (金髪に 非す： 土 蜀黍の 毛の 如き 色) の 家な 〇 しよ b 『ル ーソ IJVJ 云 
へる 事に 止めん VJ す 一 

若し 猶太 人 自らは 善く 宿命論 cf 順 後 次 受を 了解し、 人類 相互 間に 於け る 不平等を 信仰す る 一方 
に 於て、 絕對 に S する 平等主義の 上より 相互扶助を 行 ふは 可な れど も、 之よ 〇更 に | 步 限界を 蹈 
み踰 へ、 愚民 竝に 外國に 向て 其 惑は し 易き 平等 論の 和 M® のみを 宣傳 する vj せは、 旣に 猶太の 神 
の矩 を踰 へ" 眞理に 非る ものを 傳 へて、 ロハ 管 已れの 民族の 苦痛を 速に 脫す る爲の 小策を 弄する 
こご どなる を 以て、 猶太 民族には 永く 救世主 の 降來 なかる へく、 折角 猶太 勢力 か 世界を 足下に 
蹈み 付けた 信した る 時に 於ても、 正義を 以て 王道 坦 々ごして 進む 民族 ど 接する 場合、 神風 
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猶太 研究  I 六 四 
一陣 終に 復 ひ收捨 すへから さ •る 潰亂に 陷る へきを 確信して 疑は す。 

二、 資本家 どして 富を 運用す るに 必要なる 道德 上、 學識 上、 何等の 資格な き 所謂 成金なる ものの 跋 
扈す るは 貧民を 益々 苦境に 陷るる ものにして、 絕 對に對 する 平等 觀を 離れた る 場合は 格別、 否 
らされ は 人類の 生存 どして は 不可なる こど W A も 異論な き 所に て、 敢 て社會 主義者、 共產 主義 
者を 待て 識り 得る 問題に 非す、 即ち 富の 倍加 か 非常なる 加速度を 以て 進み、 他人に 害を 及 ほさ 
さる 樣制轉 機を 操作す る 事は 何人も 異論な かるへ きも、 勞農露 國の 如く 制轉 機を かけ 詰めに し 
て 運轉ふ 中止せ しむる か 如きは、 常識を 備 へたる ものの M し 能は さる 所に して、 之を 敢 {しする 
『マ， クシ スト』 の 輩 何等か 禍 心を 包藏 する に 非す や、 一應 吟味の 必要 あり 0 
抑 も 猶太 敎は 資本主義を 認むる ものな b や 又は 過激派の 稱ふる 如く 所有 權を 否認す る ものな b 
や 0 

此の 問題は 『夕， ムー ド』 其の ものを 閱覽 せす ども、 千 八 百 〇七年 那翁か 催した る！ T サネ ドラ 
ン』 の宗敎 裁判所の 決議文を 見る 丈に て 充分な b、 即ち 猶太 敎は 資本を 認め、 之 か 利子を 認む 
る こど、 猶太 人の 性質 玆に 佛國に 於け る 猶太 人の 勢力に 就て 述 へたる 所に て 明な b、 但し 當時 
の 取 極めに 『生活 上の 貸借には 利子を 附せさ る こ ど 商業 上の 貸借には 利子を 制限す る こ >J』 ど 定 
めた るは 尙ほ其 間に 社會 主義 的 妙味の 顯著な るを 覺ゆ〇 
即ち 猶太 敎は 過激派の 稱ふる 如く 所有 櫂を 否認す る ものに 非す 0 

然らは 過激派 內の 猶太 人は 何故に 其 本來の 宗敎に 反する 行爲 をな す や 又 之に 對する 非 過激派 猶 


太 人の 感想 如何を 硏究 する に、 哈爾賓 の 有力なる  一 T! ゾォー ー スト』 は 日く 『日本に も社會 主義者 
あ b、 泥 來は共 產主褰 者 も あ b (f 聞く、 猶太の 『ブンド』 一派 も 其の 類に て 誠に 致し方な し、 
其數 今日に ては 全 猶太 人の 十分の一に 過き す、 吾人は 彼等を 敵視し あ b』 ビ 、然れ 共實 際は 同 
i 猶太 協會に 入れ 普通に 交際し あ ぅ、 何等 對敵 行爲の 跡を 認めす、 是れ 先に 『グン ド』 を 航空隊に 
譬へた る 所以な り、 故に 猶太 人 か 『マルクス』 を 先頭に 立て 宗敎マ 」 資本主義 ごの 打破を 叫 ふは 心 
よ b に 非す して 必 すや爲 にす る 所 あるか 爲な り、 爲に するどは 前項に 述 へたる 如く 一方に 資本 
主義 打破を 稱へて 成金 的 無慈悲の 外國 資本を 粉碎 し、 然る 後已れ の 資本を 以て 猶 *° 主義に よる 
資本の 運用を 考へあ る もの ど 判斷 せらる、 從來 猶太 資本の 最も 多く 蓄積し ある 米國に は、 過激 
派の 攻撃 最も 手緩る く、 而て 露國 革命 政府の 紙 弊 か 米國の 造幣 所に て 印刷して 露國に 多數 持ち 
込まれ、其價格は印刷費、紙代の何分の一にも足らさる狀態に甘んし、以て露國の紙弊を紙曆同 
樣に 下落せ しめ、 正貨た る 金貨は 盛に 外國 殊に 米國に 流出せ しめ、 金貨の 崎を 貴く しあ b、 最 
近 迄 知 多の 勞慟 者の 俸給 か 僅に ーヶ月 金貨 五留な 6 に 注意せ は、 今後 貨弊を 以てする 露 國の征 
服 か 頗る 容易なる の 事實を 了解し、 而も 同時に 『ロマノフ』 家の 强壓 政治— 勞農 専制政治の 後に 
來る へき ものは— 猶太の 金權 支配の 順序 w なるや 略 ほ 察する に 難から T 〇 
猶太の 正月 中には 西方よ 6 米 國の紙 弊 哈爾賓 に 入 b 込みた るの 事實を 確認せ 卜、 玆に 於て 露國 
六 百 萬の 猶太 ど 米國 三百 萬の 猶太は 兄弟なる こ (f: を 考慮す るを 要す 0 

猶太 宗敎の 敎義に 反する 小策を 弄し 資本主義を 破壤 せんごす るか 如き 運動を 爲さは 是亦 略 a 成 
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劾. の 域に 達した る VJ き 神風 一陣、 此の 如き 不自然なる 事業を 一掃し 去る の 日 あらん 0 
三、 外國 君主を 片端よ 6 倒す こ ど か 猶太の 爲に 有利なる こ ど は 旣に述 へたる 所な り、 特權 階級の 存 
在 も 亦、 猶太 A か 一 國內に 丁 出世し 大勢 力を 獲る 爲には 邪魔物な 6 しな b、 故に 屢 次の 革命、 
平等 運動を 以て 貴族 僧侶の 特權を 奪 ひ 去りたり、 然るに 彼等 自ら 君主 主義に して 長老を 尊 ふご 
は、 擂 .着 も亦甚 しき 議論な^^ 」 言 はんも、 事實 皇統 一貫 論、 祖先 祟拜 .論者なる 事 『ダビデ』 の 遺 
言 其他經 文を 引用して 宗敎の 部、 性質の 部に 詳述せ う、 現に 最近 猶太 敎會內 にて 經文を 示し、 
我等は 最も 熱心なる 帝政 牛： 義者な るへ き 筈な b、 過激派の 如きは 實に 猶太 敎の 敵なら さる 可ら 
す ' (f 力說 したる 猶太 A あ 5、 又 他の 場所に て 猶太 人の 智識 階級に 屬する 過激 分子 ど 論談を 交へ 
たる 時、 問 gy は 帝政 論 If な b 彼等は 露國に 帝政 復興の 不可能なる を 縷述せ b 依て、 然 6 一且落 
ちた る 王冠を 拾 ふは 山頂よ b 谷底に 落ちた る 巨石を 再ひ杠 くるよ b 困難な らん、 然れど も 政治 
學、 /J L て 之を 如何に 見る や 人類に 私心な く 、嫉妬 心大な らざれ ば 立憲君主 制 か 人類の 最も 適當 
なる 政治 形式な うどの 說は露 國有 識者より 屢 々聞 さるる 所なる のみなら す、 貴公 等 猶太 A も 亦 
實は 帝政 主義に して 現に 『ダビデ』 の裔を 秘密に 準備し あり、 時 至らは 之を 以て 猶太 人の 統 
一を 爲さん ど する 事 明な り  >」 の說 さへ あるに 非る やど 突き 込み、 彼 か 如何に 此の 秘密 風 說を駁 
論す る やを 試みた るに、 彼 猶太 A は 顔は 赭らめ 暫く 答 ふる 所を 知らす、 終に 『然 b 左 樣の說 も 
あり』 ど 述へ一 言 右の 流說を 反駁せ さ b き、 素より 此の 一事を 以て 猶太 人 か 帝王を 選 ひ ある こ 
ど 確實な うど の 證據マ 」 なすを 得され ども 右 流說ど 帝政 論を 吿白 せる 猶太 人の 言 ^ を對 照す るヾし 


きは 何者かの 伏在す るを 疑は しむ 0 

又 貴族を 尊 ふこ ども 祖先 崇拜の 遺風より して 自然に 起る 問題な り、 猶太 人間の 貴族は 此の 意味 
の 貴族に して 國 家に 功勞ぁ 5 又は 大なる 富を 擁する の 意味に 於て 貴族 どし 貴ぶ に 非す、 即ち® 
邦の 公卿 華族の 類 か VJ 思は る、 『ャへ ンジヤ ミン』！, コガン』 『コー ヘン』 等は 今树昔 ながらの 貴族を 
顯はす もの ど して 誇れる か 如し 〇  . 

以上 述ふる 所を 綜合 すれは、 猶太 人 か 帝政を 排斥す るは、 衷心よ b 主義 其 ものを 排斥す るに 非 
すして 外國の 君主を 倒さん か爲の 努力に 過ぎす、 『ダビデ』 か 其 子 『ソロモン』 に與 へたる 遺訓に 
『吾々 の 家族 以外の ものに へ ブラィ 人の 統御を 委す 可ら す、 幾 代の 後 迄 も 吾々 I 家の もの か 首 
長なら さる 可ら す』 ど ぁ り、 現今 迄 二 千年 程 中絕 したる を 以て 彼等は 今 猶太の 王政復古、 大維 
新の 改革の 爲に 、智力 cf 財力 ^ を 傾. けつつ ぁる、/」 考 へさる 可ら す、 武力は 彼等に 無き を 以て 赵 
國の .ものを 利用し 相戰 はしめ 今回の 大戰 のみに て 最大 王冠 三ヶを 打 落し、 今や 最も 根底 深き 帝 
冠に， 手を かけんす Q 

四、 猶太 人 か 一面 非國家 主義に して 又國家 主義な b? 言は ば | 見大 矛盾を 呈す〇 
『猶太 人 ご大戰 J なる 猶太 人の 著書に 日く 

『國 家は 人の 爲に 設けら るる ものな れ ども、 人は 國家 の爲に 造られた る ものに 非す 』 

是れ 明に 非國家 主義に して 此の 議論より せは、 國 家の 爲に 身を 犧牲 にす るか 如きは 以ての外の 
思 論 どなる！ 1 な A 、 然 .るに 猶太 人の 投す る此毒 藥(_  一一 ^ は) も 恰も 『モルヒネ』 なる 毒藥か 醫療上 
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大 偉効を 有する か 如く、 適當な らさ る國家 主義者に 對 する 注射な b、 即ち 一 國の 國是か 其國の 
文化を 輸出し 人類の 幸福を 增進 する にあら すして、 單に 領土の 擴 張を 計り、 他の 民族の 損害を 
犠牲に して 已れの 民族の み 富榮 へ、 贅澤に 寡さん どす る 國家芊 ：義な れは 、滿湘 大馬 賊の規 摸を 
大 にして たる 組合に 過き す、 之な れは 寧ろ 國家な る もの か 無き に 加 かす VJ の 議論に 達すれ ども、 
若し 一の 國家あ れ、 其宗敎 文化は 以て 全人 類の 幸福を 增進 する に 足る もの どせ は、 其國 家に 奉 
仕す るは 即ち 人類の 本能を 發褪 する 所以に して、 萬 世に 亘つて 疚しから さる 信念を 以て 國家に 
盡すを 得る こ VJ ビな る。 

猶太 人は 以上の 毒說を 吐きた bvj 雖も 全然 國 家を 否認す るに 非す して 之を 認め あ b 『吾人は 二 
ヶの國 家を 有す、 現 住の 國家及 巳れ の 出て たる 猶太 王國 之な 〇』 W の 意味の 告白 あ b  (1^^: 
た ^ ^ ^ :)又大戰間英、米、等の猶太人か其國に盡すは正義人道に合する所以な$」し國難 
に殉 したる こご 少から さる か、 之 ご 共に 佛國 猶太 人中に、 若に 此の 流血 か 全然 猶太 王 國の爲 な 
6 しなら は 吾人の 勇氣は 現在の 勇氣に 百倍した らん どの 意を 洩 したる 事 も 注意の 値 あ 60 
即ち 猶太 主義に 適合せ さろ 國家は 片端ょ 5 倒さ さる 可ら す、 之 か爲 には 國家 主義 破壤の 毒說を 
流布して 憚らす、 之に 反し 猶太 主義の 實 行に 都合ょ き 組織の 國家 (米" 佛の 如き} は 當分 どピ 保 
存し此 力を 以て 他の 反 猶太 國 を破壤 する に 努めつつ あるの 情 態は 世界大戦に 關する 猶太 人の 著 
書を 閱讀 せは 歷々 VJ して 明かな bo 

故に 日く 猶太 人は 元 ご國家 主義な 6、 然れ V」 も其國 家は 不 正義なる 國家 にあら すして 猶太 敎の 


の 命す る 所に 從 ひ、 又 其の 豫言 者の 豫言 せる 所に 從ひ 『ダビ、 デ J の 後裔を 以て 統治し 『諸國 の 王 
は 爾の 僕 ^ ならん』 を實 現す る國 家なる へきな り〇 

『シオ-ー スト』 等 か 『ソロモン』 王の 考へ たる 大 『パレ タイン』 は 暫く 措き 差當 りは 小 『パレス タイ 

ン』 を 以て 滿 足す るの 意を 洩すを 見ても 半® に 彼等 終局の 目的は 猶太 國の 建設に ある や邻 ふの 
餘地な し、 即ち 此大 目的を 達する 爲には 『ィンタ ーナシ ヨナ リス ム』 に 共鳴し 之 ^ 事を 共に する 
こ S か 最良の 方法た る 事 亦 明な り 9 

猶太 人は 此の 如き 君主 主義、 國家 主義、 階級 制度 主義、 資本主義の 國民 にして 而も 過激派 政治 
を 包容し 之を 利用しつつ あるの 魂膽は 察する に 難から ず、 極東 万 面に 活動す る 有力なる 猶太 人 
悉く 共 產の實 施 不可能なる を 萬々 承知し 且つ 『クラス ノシ チョ ーコフ II 事 『トー ♦、レノン』 (米 
國 猶太) の 如きは 自ら 共産 黨に屬 して 而も 日本に 對 しては 極 衆 共和 國に 共産主義を 實 行せ さる 
を 誓 ふ、 之 ど 同時に 彼の 同胞に して 而て 彼の 尊重す る 『トロ ツキ—』 事 『ブロンシテイン』 は、 ヒ 
° ^ 初旬 『モス n 1』 の 第三 『インタ トナ ショ ナル』 會議 の發會 式に 臨ん て演說 して 日く 『吾人の 
企劃す る 全世界 革命 ど 資本主義の 打破 どは 不可分な b 云々』 即ち 彼等は 表面には 猶太 敎の 本旨 
に 背ける 共 產 過激の 主義を 提け 、『インタ ー ナシ ョナ リスト』 ど 結 ひて (或は 之を 創造し 少 くも 
操 従して) 國 家を 葬り去りつつ あるは、 纏て 眞 の 國家產 、資本 主# の 猶太 王國を 現出す る 序 
幕なら す や 千 九 百 二十 年初め 『モス IJ I』 に 於け る 第 八 回 過激派 大會の 決議 0 
吾人は 須く共 產 主義を 前衛 どなし、 世界の 無産階級を 味方に 引 入れ 以て 有らゆる 階級 制度 ど 

第三 章 世界に 於け る 猶太 人  I、 し 
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資本主義を 倒す へし 0 

を熟讀 する きは 共産主義は 前衛に して 本隊に 非ず、 單に 世界の 人口の 大部を 占め 兵員 ど 勞働 
者を 出す 階級を 味方に 引 入る る 手段に 過き す、 其 後方には 或る 本隊の 續 行し 來る こど 明な b、 
本隊 どは 何ぞや —— 米國 猶太の 貯藏 する 金貨 V」、 之を 運用す る 資本 組織 ど、 之を 擁護す る 所謂 
民主 組織 之な 5Q 

以上 認め 了る や 『ロィテ V』 電報は 報して 日く、 『トロッキ ー』 ，は 露 都 大企業 會 社の 社長に 任せ 
られた bvjo 


第 四 章 日本 帝國は 如何 (: 猶太 人を 取扱 ふへ さや 

從來述 へたる 所に よ b 不充分ながら 猶太 人 ^ は 何者なる や 如何なる 文化を 有し 又 世界に 如何なる 勢力 
を 有する やを 槪說 せ. 〇 又 世界の 親 猶太、 反 猶太の 根 原竝に 其の 反響を も說け bo 
之よ b 日本 帝國を 主體に 置き、 其の 國是よ b 觀て 如何に 猶太を 取扱 ふへ きかを 硏究せ ん <f す 0 
玆に 硏究に 踏み 入る に 先ち 一の 考慮す へき 事 ぁり、 諸 外國の 猶太 問題は 多く 自國 臣民に 多數の 猶太 人 
を 有した る關 係よ b 起れ b、 然るに 帝國は 二、 三、 外人 ご 結婚せ る もの ゞ 外には 全く 純血に して 猶太 
人を 交へ す 故に 議論は 極めて 公正た b 得る こご 是なぅ 0 

第一 節  猶太 親む 可き か 

四方の 海 皆 同胞. w 思 ふ 世に な V」 波風の 立騷 ぐらん どは 0 
明治 大帝 陛下 か 外 國戰亂 の 雲を 慨せ られ 口吟み 給 ひし警 な byj 聞く、 g に靈 の 無邊な る、 吾人 
帝國 臣民の 三唱し 善く 之を 體 得すへ き 所な り 0 

帝國は 外國の 如く 口に 人道主義、 四海同胞 主義を 高 唱せさ る も、 當に 右の 聖旨に •よぅ 其 主義に 向つ て 
猛進せ さる 可ら す 0 

『、 グ K ル サィ ユ』 會議の 際、 帝國 委員が 人 穂 別の 撤廢を 叫 ひたる は 聖旨の 一端を 發露 せる ものに て 公明 
正大の 主張た b t なり 0 

第 草 四日 本帝國 it 如何に 猶太 人 4> 取扱 ふへ 含 や 
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此の 意味より して 猶太 人 か 猶太 人 稀なる か爲に 世界の 壓迫を 受け、 之に 苦む (£: せは 是れ 極めて 不 正義 
の 事なる を 以て、 帝 S は宜く 猶太 人に 同情し、 彼等 (f 親交を 結 ひ、 四海同胞の 共存 共 榮に努 むる を' 安 
す 0 

問題は 之に て 解決し 猶太 親む 可し ど 結論す るの 外 他に 何等 論議を 挿む の餘 地な きか 如き も 蛇足 どして 
.吾人 か 猶太 人に 感謝し 之に 共鳴し 將來 手を 携 へて 事に 常ら さる 可ら さる 所以 ど、 物に 陰陽、 m 端 ある 
如く 猶太 親む 可ら すごの 議論を 生す る 所以 どを 略述 せんどす 0 

先つ 以て 猶太 人 か 古來 世界の 科學 殊に 天文 學醫學 に貫獻 し、 『n rr ンブ ス』 の 如き 大家を 出した るは 世 
界の 一大 國民 たる 立場より 彼等に 感謝し 敬意を# すへ き 所 マ」 す、 遣慽な から 帝國は 未た 世界の 物質 文 
化に 貢獻 する 大家を 出さす、 又 日本の 立場よ b せは 彼等が 帝國の 外債 慕 集に 應 し、 日露 戰 役の 遂行を 
助けた る こど 通商 貿易 上の 利益を 提供せ る こど 等 も 亦 感謝せ さる 可 &す〇 
次に 日本人 猶太 人 どの 似寄りの 點 を列擧 せんに。 

一 猶太 人は 祖先 崇拜 皇統 一貫 論に て 忠孝を 尊 ひ 義理に 固し 0 
二 弱き ど 貧しき を 助く る點に 於て 日本 古來の 文明た る 武士道に 近し。 

三歷 史上の 確た る 考證を 手 にせさる も 猶太 人 ご 日 太 人 どは 血族 上の 關係 あり どの 說 すら あ b、 哈 
爾賓の 一 猶太 寺院の 紋には の 外多數 の 菊の 紋あ b 但し 八 ヶの瓣 を 有す 0 
猶太 人 か 家に て 祈 禱をな す どき 額に ー ヶの黑 色の 小 立方體 を 紐に T く、 ち、 其の 紐の 餘端 を兩 
手に 纏び 櫸狀 を呈 する 所、 勸進 帳を 讀む 辨慶 の扮裝 を 聯想せ しむ。 


此等は 何等かの 偶然なる へし、/」 雖も 潔癖なる こご 家の 入口の 柱に 御 守 b を 打ち 著く る こ V」 媒介 
にょる 結婚、 男兒の 生まる、 を 喜 ひ又兒 なけれ は 去る の 習慣 等 東洋風の 所 多々 あ bo 
四 彼等の 大部は 西洋を 放浪せ る も 出身地を 亞細亞 な b ご 考ふ る cf きは、 何 ごな く 親み の 多き を感 
す、 人 稀 別 撤廢の 大義ょ b 考ふ るに 亞 刺比亞 風、 波斯 風の 顔 そばかす 多き 顔を 提 けて 歐洲を 漂 
ひ、 豹は 終に 其 斑 點を去 b 得は すごて 自殺せ る靑 年を 出した るを 考ふる 時、 又 頑是なき 猶太 小 
兒の 遊へ るを 見 之 等 か 他日 反 猶太 暴風の 突發 する？ き、 猶太 人なる か爲に 虐殺の 悲境に 遇は さ 
る 可ら さるを 考ふる どきは 覺えす 熱 淚の滂 '?£ たる もの あ り、 熟々 有色 人種の 逆境を 旣せ さるを 
得す 0 

其 他 帝國は 安寧秩序を 紊さ 、る 範圍に 於て 信敎の 自由 保證 せられ あ b、 基督 敎の 各派は 勿論 『ジエジ 

ユ ィット』 派の 外人 すら 居住す 故に 西洋 谷國か 猶太 敎の 信仰を 壓 迫した る 如き 行 懸 6 は 何等 帝：！ に存 

在せ す。 

若し 猶太 人に して 從來の 古陋な る 信仰を 廣 め已れ の 神を 『ィスラ H ル』 の 神な ご、 考へ す、 日本に 渡來 

し 天 御中 主神は 祖先の 祖先に して 宇宙の 中央に 座し 給 ふ 一 柱の 御 神に て、 猶太の 神 か 別に 存仵 する， 箸. 

なきを 學ば、 、釋然 ど して 悟る 所 あらん か 0 

然れ ど も 生物の 相互 關係は 相對 的な 5 所謂 片務 的に て. は 面白から す 然らは 猶太は 我に％ L 親善 的 熊 度 

を 持す る や 又は 反抗的 態度を 取る やを 考 へさる 可ら す 0 

猶太は 日露 戰爭の 頃 迄は 日本に 對し 何等の 惡 意を 有し T2 るを 聞かす、 (自由 平等 思想の 注入 等 平和的 手 
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段の 外 j 寧ろ 日露 戰爭 の際英 、米、 猶太は 露國の 凋落を 喜 ふ 臑係上 日本に 好意を 有した る もの、 如く 
高 橋 藏相か 財務官 どして 出張 中、 猶太 人の 公債に 應募 したる 恩誼を 深く 感し 入られ、 猶太 人を 德どす 
るに 至れる は 此 時よ 力な b ど 聞く、 實際 彼等の 財政 上の 援助な く 財政 涸渴 せは 日露 戰爭は 帝國の 不利 
に 終 5 たる や も 知る 可ら す、 之を 德 マ j する は 洵に 日本人の 日龙 人た る 所以に て 極めて 美は L き點な b 
ど 思考 t 、 然れど も 猶太 人よ b 見れ は 其當 時日 本の 武力を 利用し 露 國を 敗戦に 導き 皇室を 倒し 猶太 人 
を解放せんミする策略より出てたるものな5、千九 6| 0 五年の革命にて其一端は暴露せり又今回の大 
騷亂を 以て 『& マノフ J 家 倒れ 露國は 猶太 人の 解放を 通. ^過きて猶太人の天下ごなりたる以上は、早ゃ 
日本の 世話を 要せす、 寧ろ 日本を も 露國の 運命に 導く 順序 ど なれ b 『猶太 人の 一部 (ブンド 派) は 貴 
國か 帝 M どして 存在す る 間は 之に 向て する 攻擊を 中止せ さるへ し』 どは 穏健派の 一酋太 人 (専 士〕 か哈 
爾賓 にて 言明せ し處な り(大正十年三月 ^ 又大正九年十 ^ 三十一日大連『ャマトホ-グル』に於ける天長 
節 祝賀 會の際 邦人 か陛 •卜の 萬歲を 三唱す るに 方. 〇、 別室 客室に ぁりし 一 猶太 人 か 外人 間に 宣傳 して 日 
く、 『氣の 毒な から 日本人 か 陛下の 萬歲を 三唱す る も 今回 か 最終な らん』 ^ て 大正 十 年には 日卞二 革命 
の 起る を宣傳 し、 傍らの 露 人より 日本は 猶太 人の 宣傳 位に て 革命の 起る 如き 薄弱なる 國に 非す』 ごの 
反駿を 受けて 立 去れる 事 實もぁ り、 猶太 人 か 露、 獨 、兩 大帝 國を 倒した る 後日 本帝國 に ^ を 向く る も 
の ぁるは 自然な b 米國系 猶太 人 『トー ベ ソソ ン』 『即ち 『クラス ノシ チョ ー コフ』 が 首領た る 知 多 政權の 
機關 新聞 『ダリ ネクォ スト ーチ ナャレ スブ ー ブ リヵ』 (極東 共和 國の 意) か、 大正 十 年 五月 八日の 紙上に 
揭け たる 排日 的の 論文の I 節に 『世界 革命 最後の 蒸竄 々罐は 日本に 破裂す、 神聖 神秘なる f J は 其雍 


護 者た る 軍閥 VJ 共に 雲上に 追 ひ 散され、 勞働 者は 靜かに 其 政權を 執る に 至る』 の 意味を 宣傳せ bo 
右の 記事は 同 政府 外務 次官 『ゴジ ユゥ- 1 コ フ』 か 日本 (f の 通商 開始を 欲して 浦鹽に 往復す る 頃の 事なる 
に 想到 すれは 彼等の 目的 どす る處は 略 察する に 難から す 0  • 

又 極東 共和 國の 猶太 系 代表者 か 哈爾賓 に 於て 四 王 天 大佐 VJ 曾談 中に も、 吾人の 得た る 信す へき 情報に 
よれは 日本は 最大限 五ヶ 師圑を 出征し 得る のみ、 若し 之れ 以上を 出征せ しめん どせ は 革!^ の爲內 部よ 
り 崩壤 すへ し V」 あり、 吾人は 之を 信す cf 述へた り、 何人が 此かる 情報を 傳ふる やを 知&さ る も、 此の 
如くに して 彼等は 益々 帝國を 侮辱す るに 至るべし 哈爾賓 にて 知 b 得た る 所に よれは 日本人に て 彼等に 
內 情を 打 明くる もの ある 如し 0 

要するに 猶太 人の I 派 か 帝國の 革命を 希望す る點は 各種の 場合に 感知 せらる、 所な り〇 
然らは之に對抗する爲帝國は猶太人を敵どすへぎか是れ次節に研究せんどする所なり〇 

第二 節  猶太 敵 V」 すへ きか 

然 b 猶太は 敵 どせ さる 可ら さる 場合 あらん、 然れ (f も其排 猶太の 理由は 歐洲 人の 理由 (f: 異ら さる 可ら 
す、 面 塊の 氣に 入らぬ 事を 言へは、 H 本人には 猶太 人より 一層 意地 惡き 面貌め り、 色の 純白なら さ 
る もの ある 點 よりせ は 日本人には 印度人 馬來 人に 近き もの あ 祖先 崇拜の 猶太 敎か 不可な bvj 攻擊 
せは神道は如何ど反擊せらるへし〇 

故に 吾人 か 猶太 人を 排 する 理由は 左の 三點 にあら さる 可ら す 0 

第 四. 韋 日本 帝國 il 如何 1: 猶太 人な 取扱 ふへ 吾 や  一七 五 
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一 猶太 人は 四海同胞の 大義を 沒却す 0 
二 猶太 人は 巳れ の 文化を 人に 强ゆ〇 
三 猶太 人は 秘密 諜報に 長し 國 家の 機密を 暴露す 0 

猶太 人は 『ィンタ I ナシ ヨナ リスト』 ど 聯合し ある 關係上 四海同胞 主義なる か 如くに 見 ゆれ >し も、 實は 
最も 民族主義の 堅固なる ものに て其經 文中に も 常に 『ィスラ エ ,』 民族の 爲に祈 る 事を 敎へ あるの みな 
らす 、明に 『凡ての 猶太 人は 兄弟な り』どの意ぶにて結束せる事は彼等の著書に明記しあり(|^^_琎 
一一 1 ST ) 勿論 此の 命題の みよりして 『猶太 人に あらさる ものは 兄弟に 非す』 w の 命題は 論理 上 出て 來ら さる 
も、 先に 猶太 人の 性質 及 宗敎の 部に 述へた る 如く、 兎角 排他的に 流れ、 他の 民族は 神の 選民に 非す、 
どなす を 以て、 之 か 爲 め從來 他の 民族 <f の 間に 溝渠を 生した 6、 又 千 八 百 ( I 七年那 翁の 催した る 『サ 
ネド ラン』 の 猶太 會議に 於て 造物主を 神 ^ 信す る ものには 正羲 vj 博愛 どを 以て 對する こ V」 を敎ゆ る も、 
其 他に 及は す (^^支 ?; せ 51 :^_ ^| §^ ^8 は_|0即ち猶太人の文化には善き點はあるも凡てか餘れに民族本 
意に て 其 世界的なる は 巳れ の 民族を 以て 世界を 統一 せんか 爲の 世界的に 見 ゆ 此の 點に 就て は 是非共 猶 
太 人の 反省を 求む るを 要す 若し 彼等 之を 聽か さらん か、 恰も 支那 か 往年 中華を 以て 誇 b、 日 東 帝國に 
對して 無禮を 加へ たる 時、 帝國は 起て 之に 膺懲を 加へ 以て 小國 VJ 雖ごも 侮る 可ら す 世界. は 四海同胞 共 
存共榮 の 主義なら さる 可ら さる 事を 了解せ しめ 1C る ど 同 榛に 、猶太を 膺懲せ さる 可らず、 猶太に して 
旣に歐 米 諸國を 金 櫂の 力に よ 6 籠絡し 得た る餘 威に 乘 し、 帝 國を其 流儀に て 軟化し、 猶太 主義の 前に 
屈伏せ しめん どす る も、 帝國 には 神州 正大の 氣磅礴 VJ して 猶嚴存 せり、 幼少よ 5 芕 、米に 學 ひたる 邦 


人 又は 其 CD' 亞流者 中には 不智 不識の 間に ？- 、 米の 空氣 を M して 猶太 空氣 中の 此の 毒氣を 吸收 したる も 
の ある へげれ ごも、 有識 階級の 大部は 猶 健在な り、 寶刀は 常に 百 練の 精銕 を斷 つの 魔力を 有す、 自ら 
猶太 人の 手先た るを 知らす して 彼等の 手先 V」 な b て 働く 連中は、 此の 寶刀を 賣 り ひて 金に 代 へん VJ 
し、 參謀 本部の 廢止 論な ごを 高唱 しつ、 め b、 此の 如き 連中は 再ひ+ 硏究 の當 初に 戾 6.て‘ 猶太 人の 勇 
氣 ご 米國 の總 Hi 令官 『パ ーシ ング』 か 人氣 主義の 『マッソン』 削 員なる こ VJ を 了解す るを 要す 『マッソン』 
圑ご雖 w も 殿堂には 三 ヶの圓 柱 あり、 恰も 吾人の 三種の神器に 象りた る 如く 智 、仁、 勇の 三德を iu は 
せ b 參謀 本部の 廢止ど 文部省の 廢 lh を高唱 する 日本人は 須く  k 海 迄 渡航し、 『マソ ソン』 殿堂 の 智勇の 
大 圓柱シ 除却して 猶 天井の 支 ゆる やを 實驗 せられた し、 軍備の 制限 又は 極端に 之 か 撤廢な V」 を 高唱す 
るは 全然 武力を 擁せす 金權の 力に よ 6 世界を 統一 せん V」 する もの/' 思 ふ壺に 入る ものなる を 知ら さる 
可らす、頃日聞く、支那小學讀本に左の意味の一譬喩を加へたり>」。 

虎 あ 6 一 日 牛に 遭 ふ、 直に 飛 ひ懸 らん か vj 身 構へ たる か 牛に 角 あるを 見て 思へ らく 今 彼よ b 攻勢を 1U 
るに 非す、 如かす 彼れ の 角を 撤 せしめ 然る 後處分 せんには V」、 此に 於て 溫顔を 以て 牛に 近つ きて 日く、 
貴公の 堂々 たる 體 格は 以て 獸界を 風靡す るに 足る、 唯 だ I の 見 苦き 部分 あり、 m 上の 二 角 之な り、 獸 
類 共存の 文明 世界に 於て 此の 如く 護身 用の 武游を 露骨に 携ふ るは 如 M にも 獸 類の 平和を 脅かす の觀あ 
b、 見よ 吾等には 角の 如き 武器な きに 非す や VJ 牛 之を 聞て 正義の 叫 ひ VJ なし、 直に 雨 角を 取拂へ b、 
其の 終る や 終ら さるに 虎は 爪牙を 現は L I 撃の 下に 牛を 斃せ bvj、 是れ 西洋の 物語を 燒き直 したる や 
の 感じ あ b 然れ ども 財政 窮乏の 爲裁 兵の 議ある 支那の 朝野に 此の 眞理を 露骨に 敎科 書に 揭 くるの 勇氣 
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ぁる ものには 敬服せ さるを 得す、 實に牛 か 角を 濫用し、 又は 之に 滋養物の 多量を 吸收 せられ 又は 角 か 
重き 爲步行 困難 ^ るか 如きは 不可な れど も、 角を 撤廢 する は 無謀な 6、 牛 か 角を 撤廢 する は 虎の 如き 
猛獸か 世界に 跡を 絕つに 至りた る 時なる を 要す 0 

而て 今後 虎 どなつ て 働く ものは 米國の 順番なる こ VJ 歐洲人 か 大戰 終了後 直に 唱導せ る 所 ^ b、 由來米 
國 提議の 露骨 無邪氣 なる 所に 米國 猶太の 特色 ぁ h 、 前に 米國に 於け る 猶太 勢力の 部に 於て 記述せ る 如 
く、 波 蘭の 猶太 壓迫に 天主 敎 徒の 參 加を 禁 する 樣羅馬 法王より 禁令を 發 せられ 度 旨 『アメリカ』 式の 無 
邪氣を以て交涉せりどは怫國猶太の批評 /4: り、無邪氣か有邪氣かを明にせさるも彼等米國は此種米國 
猶太の 提議の 如く 暗： 大の 霹靂 的に 谷 秤の 問題を 起すな ぅ。 

『ノック K』 の 滿洲鐵 道中 立 問題、 華 盛 頓會議 等は 旣に現 はれた る 問題なる か 今後 現は るへ き 西 比利亞 
鐵 道の 米國 管理 論 •又は 國際 管理 論の 如きは、 決て 猶太に 不利なる 提議なら さる 可き は 現 大統傾 の® 
する 共和 黨も亦 猶太 人を 支援す る 事實か 雄辨に 之を 證明 すへ し 0 

西 比利鐵 道は 露國の 現狀上 之に 委する どきは 到底 改良の ^ 無く、 長く 荒： 解 狀 態を 呈す へきを 以て 人道 
の 見地よ 6 衆に 先ん して鐵 道 改良の 事業に 奔走す るは 誠に 堂々 の 主張に して、 米 國の處 置に 對 し一點 
抗議を 申込む の餘 地な きか 如し、 然れ (£: も飜て 日本 帝國の 過剩 人口  VJ 其 耕地 面積の 少 きを 見よ、 老幼 
相携 へて 脊戶の 段 畑に 陸稻を 耕し、 尙 食糧 品の 不足を 訴 へて 止ます、 此の 過剩 人口を 米國に 送れは 米國 
は 有色 人種 VJ して 之を 拒絕 し、 加奈陀 濠洲 亦然ら さるは なし 之を 西 伯 利に 求めん V」 せは 日本は 大陸に 
領土 的 野心を 藏する VJ 宣傅 して 之を 喜は す、 終に 帝國に 最後の 蒸竄々 罐を 破裂せ しめん <r する は 抑 も 


何の 故なる や、 日本 民族 か 帝室を 中心 cf する 故 か、 造物主. を 神な りごす る宗敎 を敎へ さる 爲か 、世界 
猶太 總 人口の 半數を 藏す る露國 VJ、 猶太 人口 51 又 其の 半數な るか 富の 大部を- 臧 する 米國 cf を 太 半 洋方 
面ょり 連絡す る爲の 途上に 橫 り、 猶太の 思 ふ壺に 入る 望 少き爲 之を 破裂せ しめん VJ する か、 吾人 之を 
適確に 判定す るは 難し (f する も豫 想は 爲し趙 かさる 可ら す、 又 極東 共和 國は 米、 露咐 猶太の 中 繼點な 
b、 西 伯 利の 寶 庫の 番人 (f な り、 異敎 徒た る 日本の 侵入を 經濟 的に も 許さ さる 爲の 目的 (f: も 見 ゆる 點 
あ 6、 凡く 之 等 帝 國に對 する滕 迫は 異敎 徒に 對す る壓 迫に して、 已れの 民族炉 二 千年 來 苦め られ たる 
所を 人に 施すな り、 米國必 すし も 正義の 士な きに あらす 『アゥト ルック』 の 所說に は穩 健なる もの あ 
5 『ボストン』 太 學敎授 某は 五ヶの 理由 ごして 排日の 不可なる を說 き、 『スタン フォー ド』 大學 の敎授 
『トリ ート』 氏 亦 日本の 爲に辨 護す、 米 國全郤 か 排日に 非ず して 或る 勞働 階級 义は 之を 操縦す る 一派 か 
日本を 敵視す るを 察し 得へ し、 ^ し 猶太 人 か異敎 徒を 特 >}») に 扱 ひ、 之を 壓迫 して 四海 In] 胞 主義、 人種 
別撤廢 主義を 沒却 し來ら は、 即ち 彼等には 終に 救世主の 降. 來無か るへ し、 是れ不 正義に して 實際に 人 
柿別撤廢の太傘を翳し、王道垣々ごして進む帝國の前には屈伏せさるを得されはなり(之か爲には：1: 
本の S 鮮 人、 支 人の 態度を 改めさる 可ら す 〇) 

又已れ の 主義を 外國に 強要す る 程 干渉の 甚だしき はなし、 凡そ 國家 は T 業 製作 品の 如く 一時に 多數同 
型の ものを 造る を 得ず、 即ち 成立の 歷史 VJ 其傳統 VJ あ り、 米國に 大統領 政治 か 假に最 も適當 する VJ し 
て も、 米國人 又は 米國 猶太 人 『トペ y ソン』 等 か 之を 日本に 勸む るは 餘 計の 御世 話に て、 之 こそ 太な 
る 干涉な 6、 ：11本ょり決して米國又は勞農露國に帝政を勸めたるこどなく又今後も勸むるこビ無炉ら 
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ん 、然るに 『トロッキ ー』 事 『ブロンシティン』 の勞農 政府は 世界の 無産階級に 號 令して 列 國の內 政 V 
勞働 政策に 干涉を 試み、 『ト ー？ リソ ン』 の 政府は 朝鮮人 數 千を 養 ひ勞農 韓國の 設立を 約し 以て 帝國の 
朝鮮 統治に 干涉 し、 而て 中外 殊に 米國に 向つ ては 日本の 駐兵を 以て 內政 干涉ご 爲して 惡宣傳 至ら さる 
なし 0 

軍に 西 比利亞 又は 米國 ょり 絕叫 する に Jh まらず 帝 國の樞 要地に も 猶太の 機關は 逐次 整備され つつ ある 
か 如し。 

旣に 性質の 部に 於て 述へた るか 如く 猶太 人は 勤勉に して 思慮 周密、 虛 言の 構成 極めて 巧なる 外、 金鐵 
關 係に 於て 便宜 多き 爲か 頗る 間諜 勤務に 適し 又實際 之に 使用 せらる る 場合 少から す、 哈爾賓 に 於け る 
日本軍 憲な '^ か 中央部の 秘密 決議を 手に する 以前には 猶太 人には 疾 くに 知れ渡 b 居る の感 ある 場合 あ 
b 此の 點は 帝國 朝野の 大に 注意を 要する 所な り 0 

然れ 5 J も 猶太 人 間諜の 眞の 目的は 決て 之を 命した る國の 役に立つ る爲 にす るに 非す して 猶太 人 VJ して 
役に立つ る爲な り、 勿論 金 錢を與 へたる も 切に 其の 情報を 呈すれ VJ も 之 ^ J lpj 時に 全世界 猶太 間 盟の. 
虞には 其 情報 到着す る譯な 5、 其の 機關雜 誌に 大戰中 彼我の 適確なる 猶太 人情 報 か 載せら るる VJ せ 
は、 其 他の 情報の 到着し 居る へきは 當然な り、 世界大戦 中 『コッペン ハ ーゲ ン』 の 如き 中立 地には 多 數 
の 彼我 問諜入 b 込み 居りた るか 漸次 互に 顔を 知る に 及ん て 妥協 成立し I ヶ 所に 會 して 情報を 交換し 以 
て 雙方共 比較的 精確なる 情報を 齎らし 歸 b たる 事は 當時 同地に あ b し責仟 者の 直談な り、 勿論 悉く ® 
太 A なるや 否やを 明に せす w 雖 も、 其 中に 猶太 人を 交へ さるの 理な し间他 には f シオ ーー スト J の 事務所 


ありた るに 注意を 要す、 又 往年 巴 里 政界の 問題ぐ」 なりし 佛國 猶太 人 砲兵 大尉 『ドレ フユ ース』 の 軍機 漏 
浼 事件 も 猶太 人は® 逸に 機密を 賣 b た ミ 事實な く 全く 寃罪な b ど 憤慨し、 埃國 猶太 『へ ? K ッル』 博士を 
して 『シニオス ム』 の 運動に I 身を 投す るの 覺悟を 起さし めたり ' cf さへ 傳ふる も 佛國の 軍 界の空 氣を 
熟知せ る 者の 眼よ b 見れ は、 彼の 自由 國に て、 決て輕 々に 人身の 自由を 拘束す るか 如き 事な し、 恐ら 
く 『ドレ フユー ス』 か 機密 書類を 取 出した るは 事實な る も、 之を 獨 逸に 賣るか 目的に 非す して 猶太の 爲 
にす る 目的に 盜み 出した るに 非る やど も考 へらる、 今回の 大戰當 時 『ドレ フユ ー ス』 の 良友 『サロー ーヵ』 
方面 軍司令官 『ナラ ィユ』 將 軍、 其 部下 同く 猶太 人 憲兵 大尉 『マ チゥ—』 ど 共に 軍機を 敵國 に賣 b たる 嫌 
疑に て 問題 •を 起し 罷免せられ たる こど あるか、 是 亦米國 方面の 猶太 本部に 情報を 傳ふ る爲 にて 强ち獨 
逸に 賣る 目的なら さ b しや も 知れす 0 

大正 十 年 五月 殖民 地 長官 會議の 際 某 猶太 新聞の 有力者は、 責任 ある 日本人に 向 ひ 若し 會議の 內容を 精 
確に 知 b 得は 本社の 財政 裕なら す VJ 雖も少 くも 三千 金を 出す へし ど 言明せ b、 該責任 者は 三千 金は 愚 
か 三 萬 金 三十 萬 金を 積む も 日本人の 口よ b 漏る る こど 無し ど 喝破せ るに、 否 ^ よ、 探 b 得た る 特派員 
に 賞 與 VJ して 提供す るに て 勿論 日本人に 提供す るに 非す V」 誤魔化し 去れ bo 

又襄に 『シォ-ー スト』 の 分類の 部 無 所 屬黨の 宣言に 於て 述へ たる 如く 彼等は 猶太の 諸機關 中に 明に 情報 
局なる ものを 設け あ b.、 表面上の 任務は 世界 谷地に 離散し ある 同胞に 關する 情報に 任す V」 云 ふ* 甞て 
哈爾賓 在住の 一 猶太 人 其 兄弟 か 米國に 赴きた る 儘 暫く 音信 絕えた るを 以て、 情報 局に 聞き 伶せ たるに 
米國に 健在の 報を 得た b、 此の 情報 局は j 國 警察 權の及 はさる 猶太 窟の內 部 迄の 情況を 知 b 得る もの 
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ど 見 ゆ、 從つ て勞農 露國內 の 情況 等 も 詳しく 承知し ある 筈に て 充分なる 連繫な けれは 能は さる 所な 卜、 
何故 此く 猶太 人 か 情報に 熟 心なる やを 考ふ るに 勿論 從來 巳れ の屬 する 國 家の 代表 機關 たる 領事な どか 
熱心に 世話を なさ ざり し關 係よ b 自營 にて 造， 〇 しもの VJ 思は るる も、 | は 米國猶 太の 『コングレス』 の 
議長 『ブランディス』 か 聲明 せる 如く 米國 猶太は 全世界 猶太 問題の 解決に 必要なる 政略 上、 社會 問題 
上、 經濟 財政 上の 責仟を 取 b 得る こどを 覺悟 しあ b、 此點 より L て 凡ての 情報を 集め 置く の 必要 ある 
は 極めて 見易き の理な •!) どす 以上 述べ 來れ るか 如く 猶太 人 か 自已の 排他的、 獨尊的 主義を 秘密 手段、 
非常手段、 に訴 へ T まで 逐行 せんどす るは 不正 羲な b、 終に 再 ひ 彼等の 神の 怒に 觸るる や 明なる か、 
帝國 VJ して 之を 放置せ は 彼の 失脚に 先て 倒る るの 虞 あ b 然らは 如何にして 之に 對抗 せん (f する か 0 
1、 猶太 人の 指 填す る國 家を 敵と する か 0 

二、 猶太 人を 敵 どす るか 即ち： EI 本への 移動 居住を 禁し 又は 之に 大なる 制限を 加 ふる か 0 
猶太 人の 指導す る 國家基 日へは、 勞 農露國 、極東 共和 國竝に 最も 之に 同情を 表する 理由 ある 米國 なる 
か、 彼等は 飽迄 表面には 親善を 求め 來 ら、 決て 敵意を 有する を 仄か さす、 前節に 述 へたる 知 多 政府 幾 
關 新聞の 如きは、 哈爾賓 にあり し 外務 次官より、 直に 注意の 電報を 發 し、 日本軍 憲には 其の 不謹愼 に 
對 し遺慽 の 意味を 言明せ $、 此の in きを 以て、 當 方より 正面 彼等を 敵 どす るは 困難な り、 彼等は 凡て 
責任を 回避し 得る 如く 豫め計 書し あれは、 之を 捕 ふるは 中々 に 難事な り、 之を 戰 場に 譬ふれ は、 兩軍 
鐵條 綱を 張り壕 を 掘 b、 地雷 迄 諸 所に 設けて 對峙 したる もの か、 彼等 側よ b 陣地を 撤 し、 諸 障碍 物 も 
除去して平和の意を表し、當方か未た全然撤去せさるを見て、野心あり戰爭再興の意ありど宣傳し呼號 


しツつ ぁる I 方には V 旣に 久しき 以前 對陣电 よ 5 舉備 したる 坑道に よ b 地下 數十 米の 深 各に 至る 迄、 
二三 層の 坑道を 堀 進めて 大內 山に 向へ り、 又 其の 飛行機は 暗夜 帝國の 陣地 內に爆 彈を役 し、 參謀 長を 
倒し 我 軍よ b 起て 之を 咎むれ は當 方の 飛 tr 機に 非す、 證據を 示せ ど 云 ふ 類に て、 一筋 二 筋の 繩にて 縛 
し 得る 代物に 非す 0 

此の 如きを 以て、 彼等を 敵 vj する 場合は 充分 硏究し 置か さる 可ら さる も、 我よ 5 進ん て 之を 撃つ は、 
極めて 正々 堂々 の 理由を 發 見し 得た る 時に 非れ は 不可な り、 彼等は 世界の 同類に 徼 •を 飛は し、 敵國を 
孤立の 位置に 置く を努む 可 けれは な bo 

此に 於て、 我 も亦衡 坑道を 設けて 敵の 前進を 阻止す るを 要す、 地表面 上の 對敵 行動 終 b を 吿くれ は、 
之よ b 外に 方法な し。 

彼 若 秘密 主 羲を以 て すれは 我 亦 秘密 行動を 以て ff 杭す るの 外な し 0 

然らは 彼等の 秘密 行動を 取締る 爲には 何を 爲す へき や、 猶太 人に I 々警察の 尾行を 附す るは 不可能な 
り、 縦し 之を 附した b どて 猶太 語は 勿論 英 、露の 語に も 通せ さる 尾行 者 か 百 人 附き纒 ふ も 唯 訪問 先を 
知る位に止6大なる益なし〇 

然らは 猶太 人に 移動 居住の 權を與 へす、 又は 之を 制限す ^ か、 露 國の反 猶太 主義者は 吾人に 勸む るに 
此の方 法を 以てす、 露國は 始めに 入 國を寬 にし、 後 之に 壓迫を 加へ たる 爲に 倒れた 5、 即ち 南京 蟲其 
他の 害蟲の 侵入に 委し 然る 後 其 害毒を 知 b 之 か 驅 除の 爲に 盛に 除蟲 粉を 燃やし 爲 に已れ も 目. を 痛め 咽 
喉を： f し 臥床の 止むな きに 至 b し VJ き、 害蟲の 同類は 世界 大戰て ふ大 努力を 以て 外部よ b 戶や 壁に 穴 
第 四 章：： 2 本帝國 It 如何 1: 猶太 人 ^ 取扱 ふへ さや  I 八 三 
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を 穿ちて 毒 丸 斯を 排除して 同類を 救 ひ ^ る 一方、 臥床 中の 露 人を 襲擊し 之を 半 殺に し、 目下は 害蟲か 
其 家屋の 主人 然た る有樣 なれ り、 獨逸 も亦然 b 然るに 日本には 禾た 猶太 人 多から す、 今に 及ん て 制 
限を 加へ 又は 全然 猶太 人の 爲に 門戶を 閉鎖す るに 如かす 0 

是れ 事實に 立脚した る 一應の 理窟なる か 如し 然れど も 之は A M 別 撤廢の 大義に 戾 '!) たる ものなる を以 
て、 米國 猶太 竝 に英國 猶太 か" 己れ の樂土 ど し 安全なる 避 雖地ど せる 米國竝 に 英領 加奈 太、 濛洲に 日 
本人を 排斥す るを 止めさる 時に 於て 始めて 持 出し 得る 問題な 卜、 其 迄は 

先帝 陛下の 叡旨を 體し 四海同胞の 大義に 則 b 行動す るの 外な し、 又 猶太 壓迫の 歴史よ b 考ふ るに、 第 
十五 世紀の 末葉 西班牙 葡萄牙は 猶太 人 M 迫を 斷行 する の 止むな きに 至 5 たる も 猶太 人を 驅逐し 終 b た 
W 時よ b 今日の 衰運に 向 ひ、 西 斑 牙 系の 南米 殖民 地は、 多數の 猶太 人を 包容す る 北米 合 象國の 爲に逐 
次 西班牙を 離れて 合 衆國の 勢力を 迎ふ るに 至 b、 近年 米 西 戰爭を 以て 『フィ タピ ン』 諸島を も 米 國の手 
に 渡さ さるを 得さる に 至れ り〇 

B 露戰爭 終了後、 米國か 日 木 ど 反目す るに 至りた るは、 日本 か 充分に 門戶を 開放せ さ b しによ る どの 
議論 ある も、 其眞 意は 米國 猶太 か、 己れ の 思 ふ 樣に西 伯 利、 支那の 問 M を， f 決し 得す、 折角 日 木を 助 
け、 露國を 追ひ拂 ひたる も 何等の 益す る 所な か b しに 憤慨し、 玆に 日本に* する 殺意を 生し、 排日の 
氣 風を 到る 處に 助長しつつ あるに 非る 無き か、 去れは 帝國か 此の上 猶太 壓 迫の 西洋 歷史を 繰 b 返す ど 
きは、 徒らに 全世界に 散布せ る 猶太の 反感を 益々 高め、 其の 得意の 宣傳 力を 用 ひ、 猶太 人 以外の 民族 
を も 日本に 敵せ しむる に 至る を 以て、 單に 日本に 害を 及 ほす の 虞 あ b ど て 之を 排斥す るは 仅ら さる 所 


帝 國は 宜しく 一視同仁、 四海同胞の 大度を 以て 猶太 人に 接し、 彼 若し 我に 害を 爲す もの ぁらは 國 法に 
照し 處斷し 敢て假 借せ す、 此關 係は 他の 外國人 VJ 何等 異ら さる 可き を 要す 0 

基督 敎のヶ •、句を 借 b て 言は しむれ は、 神は： n を 正しき ものの 上に も 正しから さるものの 上に も哨 らし 
給ひ、雨を正しきものの上にも正しからさる.もの£上 (: 〜、降らせ給ふ、吾人は猶太人か帝國を_覆す 
るの 非望を 藏 すんど 聞く も 之 か爲直 接 何等 其の 事 W に關 係な き 猶太 人に 迄 迷惑を 及 ほす を 不正 義ご考 
ふるものな bQ 

然れご も 猶太 敎に 、神は 全智 全能に て、 人 か 口に 出さ さる も 心に 思 ふ 事 迄 能く 知ろし召し 賜 ふご ぁる 
. か 如く、 正しから さるものに 日を 照らし、 雨を 降らす るには 沒 分曉漢 にて 行 ふに 非す、 與 ふへ きもの 
は 正當に 與へ 置き、 而て 天罰は 其 人 又は 來世 又は 子孫に 及 ほし 一點 一毫の 罪過 も 其 儘には 濟ま ささる 
なち、 之 VJ IP1 樣に 吾人の 猶太 人に 對 する も與 ふへ き權 利は 充分に 與 へ、 又 活眼を 開き 彼等の 爲す所 謀 
る 所を 明察し 而て 罰すへ きは 罰し 討つ 可き は 討た さる 可ら す 0 

革 國 猶太 A r サンダ グィ ル』 比の 所謂 『反 猶太は 同類 か 非 同類を 怖る るな フ』 ごの 宣傳的 言論に 安堵し 何 
等 之を 硏究せ さる か 如きは 不可な り、 m 本の 社 曾 主義者 (共産？) 大庭景 秋 氏 か勞農 露國入 b の 途次 大 
正 十 年 六月 哈爾賓 の m 露 協 會語學 校 生徒に 行 ひたる 講. m なる ものを 聞く に 之 ど 同意 味に て 聯合 國か西 
伯 利に 出兵し 之に 干涉 する は勞 農政 治 か 人生に 最大 幸福を 齎らす ものなる や、 之に 反する ものなる 
やを 確め すして 之を 破壤せ んこど を 企てた る 愚策に て 畢竟 不明瞭なる ものを 怖る るの 憶病 6 ょ b 出て 
第一: 聿日本 帝國 a 如何に 猶太 人 ^ 取报 ふへ き や  一八 五 
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たり VJ 宣傳せ bvj 云 ふ、 即ち 猶太 人 『ザ ングヴ ィル』 氏の 反 猶太 觀 ^ 符節を 合する か 如し、 然 b 吾人は 
其 正體を 破め すして 之を 毛 嫌 ひする は 男らしから す、 又 正義に 非る を 以て 之は 不可な り、 宜く 古米 歷 
史上の 事實 vj 現在の 活歷史 VJ r. 照ら L 充分 了解した る 上に 行動す るを 要す、 『ビス マ I ク』 の述 へた 
る 『反 猶太は 愚者の 社會 主義な り』 も 亦 味 ふへ し 0 

又 猶太 人は 空 氣の 如し、 世界 到る 處に擴 か b 居れ り、 目に 見えされ VJ も 存在は するな b、 空氣か 害を 
なすこ V」 あ b な r ^: は 愚な り、 空氣は 人生の 必要物な b'VJ 空嘯き、 粗末なる 小屋を 建て、 支柱を も 施 
さされは、 其 夜 暴風 一過 九 潰れ どなり、 壓 死の 不幸を 兒る こど あらん、 されは どて 空氣は 不都合な b 
有害な bvJT 自已の 家を 密閉し、 排氣 鐘を 以て 空氣を 除外 すれは 外部は 高壓 S な b、 內部は 低壓ど な 
り、 氣壓の 爲に 潰さる るに 至る こど 西班牙、. 帝政 露國の 如し。 

哈爾賓 の 猶太 刺 聞の 右： 力なる 一記 者 亦 空氣の 例を 執て 日く、 帝政 露國か 從來 猶太 人を M 迫せ るは 猶太 
人を 知ら さらし か爲な b 之を 極度に 壓 迫し盡 すを 得る もの ど 考へた るな り、 見ょ 無心の 空氣を 取 b 密 
閉器 中に 壓迫 せょ、 二 氣壓满 ゆへ し、 三氣壓 、四氣 壓猶堪 ゆへ し、 然るに 十氣壓 二十 氣壓に 至らは、 
何れ かに 欠 隙を 設けて 空氣は 逸出す るに 至らん ◦云々 
是亦反 猶太に 限らす 民心の 凡ての 機徵を 現は し 得へ し 0 

昭憲 皇太后 陛下の 御製  『淺 しど 1L せけば 溢る る 谷川の 心ぞ 民の 心なり ける』 

ど. の 叙 旨は 以て 外 e 猶太 人に も 及. ほし 得へ し、 譬喻に 水を M らず 空氣を 取れる は、 日本人 中、 に 米國人 
英國人 あるを 知つ て、 目に 見えさる 猶太 勢力の 存在す るを 知ら さるもの あるを 以てな り、 然れど も 


茲に 皇獨 人為 ビ 〒ク —  1C、 ii せる か 如— 無害の— 撒 
へ 密閉 ミ 內に藿 して 粉碎 し, 含し 2 に f て、 必？ 有毒— むへ？ のを 捕へ て 
1 器に 入れ ん而 5 is ょ b 蠢—抗 力— 4 して 暴 其の ものに 置を 加 
< 終に 之を 墨 化し f に tsQ 靈 S し f  i め 得、 f は 霊 f  i 化する 外 こょ 之 

1 IQ 方—、 例へは 之— 化學 作用— し 分解 同化 艺 むる の— 

に 於て 研究 せんどす る 所な^ so 

第三 節  猶太 利用す へき か 

V  *  1  •  '  •  ,. *.. 

先つ 震 上に 猶太を 無® f しめたる 事實— やを 考 ふるに、 左の 史實ぁ 60 

佛國 革命 前 フン デ 5  f ン』 の 1 歐洲を 風靡せ— I 逸は 遂に 猶太 人の 民權を 承認す へき 準 南 
をな せり 此に於 一」 猶太 人に® する®々 Q 制限 法は 漸次 撤廢 せられた が、 之 ど 同時に 猶太 人は 其 固有 
の國 I を 漸次 喪失し、 猶太 敎に？ る 信念 亦從 5 薄 V」？ し？、 中には 全然 基督 敎こ歸 依せ る 

Sr -.T -1—? 

ご ー ノノ』 は 何れも 猶太 人なる に拘— 猶太 人 ろ獨 逸人 £s 名を 知られた 
1  (鬏兹 1 、如何に 彼等 か 猶太 臭味を 脫 したる やを 察する に 難から す 0 
此の 事實 I ヶ—ふ S— 人は 置 すれ—— f に 道— れは 何等 有害なる 
ものに 非す、？ 國を 富まし 天下を 益す る S 一」、 f 益々 猶太 人を 收容し fll を 有利 どす 
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るの 結論に 達する も、 事實 は而く 單簡に 非す。 

又 H: (後 獨 逸の 作曲家 『ウィ〆 へ r、 リチャ ード 7 グネダ(一从 |3 特政)も一時猶太人ど某 « 敎徒間の 
深き溝渠 (: 橋を缄くる事の可能 ^ るへきを考へ、其方法は猶太人か人類の向上問題に於て、某督敎徒 
ビ手を 握れは 足れ b ごな し、 猶太 人に 向て 日く、 虛心 坦懐 自我を 捨てて 吾人に 合し、 以て 眞に 人類の 
新生 命に 入られょ、 然らは 從來の 如く 差別な く、 全く 合一し 得へ し、 然れ VJ も 兄 等に 加は る 呪 姐の 重 
荷を 避く る 唯一の 方法は 猶太 人た る こどを 抛つ にぁ bs、 然るに 此方 法 も 亦 効を 奏せす 0 
前者の 例の 不成 効な 5 しは 『へ〆 ッ少』 博士 か 『シオ ーー ズム』 を 高唱 したる 當 時の 猶太 人 一般の 氣風の 部 
こ 於て 述 へたる 如く、 獨澳ん に 爲ぅ濟 ましたる に 拘ら す" 終に 『シオ ーー ズム』 運動の 勃興を 見る に 至り 
たる こ W、 竝に 常時 此の 如き 猶太 人 同化 運動を 目して 破廉恥 的 ど 評する 猶太 人を 生す るに 至りし こど 
竝に本 研究 猶太 人の 性質の 部に 述 へたる 不同化 性を 綜合して 考ふれ は、 猶太 人を 同化し 之を 融合す る 
の 如何に 困難なる やを 察する に 難から す、 國を漂 ひ 出て てょ b 千 七 百 八十 五 年に 及ん て祖國 復興 運動 
功を 奏し、 英國の 保 譏 國ごは 言へ、 終に 國を 再興す るの 段取り どなりた る 以上、 彼等の 民族的 自尊心 
は 益々 助長 せらる るの みなる を 以て、 之を 同化して 利用し 行く か 如きは 益々 困難な りど す 0 
其 後 今 冋大戰 前に、 獨帝か 猶太 人を 利用し 『ハン パ I グ •アメリカ』 線 汽船 會 社長 『バジン』 なる 猶太 人に 
對し『親愛なら猶太 \ 』を以てするに至^たる事及大戰間屢々猶太 \ 懷柔を試みたる事並に之か効を奏 
せす して 苒嗯追 の Ifc むな きに 至れる 事け 前章に 於て 旣に述 へたる 所な bo 

要するに 從涞諸 外 國の實 例を 見る V」 きは V 猶太 壓迫を 行へは 反撥し、 されは どて 壓 迫を 緩 むれは 手 加 M 


を此邊 にて 止めん ^ 希望せ る點に 止まらす 一 層 上方に 撥ね 上る の 傾 あ*^、 第 十八 世紀の 未 葉 猶太 A M 
迫の 緩みた る 結果 米 國の獨 立 革命、 怫 國の大 革命を 續發 し、 佛國を して 猶太 曆に 類す る ものを 採用せ 
しむる 迄に 其の 權威を 伸張せ るを 見ても 明な bo 

以上 述ふる 所は 全く 某 督敎國 の 猶太 ) 1 迫 —— 懐柔 —— 反撥 ^ ^ 再 壓迫 —— 壓迫者 破滅の 歴史な り〇 
日本 帝 S には 茶- 督敎 迫害の 歴史 あれ ども 未た 猶太 A M 迫の 歷史 なし、 謂は ば 帝 M は 白紙な b、 從來帝 
國ょ b 何等の 壓迫も 制限 も 加へ たる こどな し" 反對に 猶太 A か 已れ の樂土 どして 尊重す る 北米、 濠 州 
加奈陀に 於て 排斥の 不幸に 遇 ひたる のみ、 又 間接に 『メンデルス ゾ ーン』 『，丨 ソー』 等の 傳播 せし 社會 
主義の 毒 瓦斯を 放散せられ、 幾分 害 蟲の驅 除に (横暴なる 富の 獨 占者 等を 指す) 効 あちし ^ 共に、 無 邪 
氣な る靑 年を 發狂 せしめ 又は 催淚 作用を 起さし めた bo 

我 邦には 猶太に 關する 本 研究の 如き 初步の 研究に も 目を通さす、 一時の 思 ひ 付 さ 的、 猿 智慧 的に、 猶 
* ょ Jd  く 利用す へし ^ 爲す もの あ り、 此く 申す 本 研究者 も 一年 前には 左の 說を 有せし を 自白す 過激派 
を 崩壤 せし むる には 之 か 指導 役た る 猶太 ど 結 ふか、 過激派 ど 結 ふかに あ り、 兩 者は-一時の 途連れ に 過 
きさる 理な るを 以て 永く 兩立 する 氣遣 ひなし、 而 して 過激派 ど 結 ひ 之を 敵に 非す ど稱 する は 千 九 •白 十 
七 年 『カィ ゼ，』 か 『レ ーニ ン』 の爲に 全く 背負 投に遇 ひたる 二の舞を 演す るに 過き す、 握手は 必す 手を 
燒 くに 至る へきを 確信す るを 以て 斷 して 不可な b、 寧ろ 全世界の 猶太 vj 結 ひ、 之を 利用して 渦 激派を 崩 
壤せ しむる に 如かす VJO 

然るに 逐次 猶太 研究の 進む に 連れ、 又 『トロッキ ー』 等 猶太 人の 世界 赤化の 野心は 『レー ーー ン』 が 個人 所 
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有權 承認 後 三、 四 ヶ月の 後に尙 繼續 し、 過激派 倒る る どき 之に 代る ものは 猶太 系の 社 會 革命 黨 『ヶレ 
ンスキ I』 の 評判 高く、 旣に 『ブラー グ』 に 於て、 巴 里に 於て 其 運動 起れ るを 耳に せる 時、 猶太を 利用 
する 過激派の 崩 壤は 、共產 制 丈は 止め 得る や も 知れされ ども 全世界 赤化の 火は 止め 得る ものに 非る を 
悟れ り、 尙飜 て帝國 の年齡 を算 する に 紀元 二 千 五 百 八十 一年を 算し 西洋 紀元に 先つ 六 百 六十 年な りビ 
雖も 猶太 紀元を 討ぬ れは實 に 五 千 六 百 八十 二 年を 算す 素ょ b 彼れ の 歷史は 『アフリカ』 『アジア』 を 往復 
し 次て 全く 國を失 ひ、 千 七 百 八十 六 年の 放浪 生活を 綾け 國際 公法 上の 國家を な ささ 5 しど 雖も 、精神 
的には 國家 は C ひさり しな り、 即ち 帝國の 歷史は 殆んど 全部 內爭 の歷史 にして (二、 三 外國ご の關係 
は ぁ b しも) 猶太の 歴史は 外交の 歴史な り、 世界の 隅々 迄 探險 の歷史 な b、 商用 旅行の 歴史な り、 法 
律 研究の 歷史な り、 哲學 、科學 、醫學 研究の 歷史な b、 世界 谷國の 軍事 外交の 機微ょり 農 商工業の 勝 
手元に 至る まで 悉く 之を 知悉した とな b、 此の 俗に 所謂 海 千、 山 千 否 海山 五 千 七 百の 古狸を 懐柔し 之 
を 利用せ んビ する か 如きは 桃 太郞か 猿 犬を 懐く るか 如く 容易なら す、 寧ろ 幼少なる 大 石主税 か 略を以 
て 大野 九 郞兵銜 を 懐柔 せん ^ する の 類に 近から ん〇 

故に 日く 猶太 •を 利用し 懐柔す るか 如きは 猶太 人 以上の 狡智に 長け 經驗ど 學識を 傰ふモ ものに 非れ. は不 
可な b 帝國 は斷 して 此の 『マキャベリ ック』 の 術策を 弄す 可から す。 

然ら .は 劐 猶太 問題は 親善を 主 ご L 如何に 進む へき か 是次 節に 述 へんどす る 所な 
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以 上述へ 來 りたる 所に よ 5 猶太 問題 か 如何に 天下の 大 問題なる かは 略 ぼ 判明せ b 實に 猶太 問題を 處理 
し 終ら さる 間は、 世界に 平和は 夾ら す、 而て 世界 列 强中此 問題を 最も 公平に 處理し 得る 資格を 有する 
ものは 獨 5 大日 木 帝國 のみな り ど 確信す、 何れ なれは 他の 列强 中には 猶太の 金 權旣に 其の 死命を 制し 
若し 之に 反抗す る 勢力の 擡鴻 する VJ きは 國內の 分裂を 來 す現狀 にある もの、 又は 然らさ る も從來 の 行 
懸 b. K 反 猶太 的 暗流の 輕視 すへから さるもの あ bvj 雖 も、 獨 b 日本 帝 H には 從來 猶太 ど の 行 懸 b なく 
目下は 殆 VJ 白紙の 如く なれは な bo 

故に 帝國か 之よ b 定む 可き 對 猶太 政策は、 須 らく 國家萬 年の 長 計に 基き、 俯仰 •大地に 耻ちさ る 堂々 た 
る ものなる を 要す、 即ち 國民 全部、 本 問題の 緊要なる を 認め、 眞摯な る 研究を 遂 け、 着實な る 基礎の 
上に 國策 どして 確定せ さる 可ら さるな b、 然るに 從來少 く帝國 言論 界に 親は るる 猶太 問題なる ものに 
は歐洲 反 猶太 派の 亞流 に 非れ は 米國 猶太の 宣傳を 飜譯 せる 如き 魔_劑 的の もの あり、 之に て 枕を 高ぅ 
し 安眠す る 時は 本邦 傳來の 三種の神器よ bH 本の 民族的 精神 迄 悉く 盗み 去られ 米國 富豪の 骨董品を 人 
るる 土藏炉 、歐洲 に 博物館の 一角を 占む るの 運命に 立 至る やの 虞な し V」 せす、 帝 國 W 民に して 萬 一 右の 
運命に 陷るも 意に 介せ す、 箱庭を 弄 ひ、 謠曲か 都々 逸、 浪花節を 唸 5、 古池 や 蛙 飛込む 水の 音を 駄句 
b、 鼓腹 擊壤さ へ爲し 得れは 統治者の 誰なる ご、 世界 文明 か 如何なる 趨勢に 向 ふ VJ は 吾 か關 する 所に 
非す ど 云 ふ 如き 支那 下層 民の 氣 風に 成 b 果て、 『ィンター ナショナル』 尤もな り、 猶太の 統一 亦 致 方な 
し VJ 云 ふ 人物 あらは、 赏 V、 其軎毒 を 他人に 及 ほさ さる 間に 勞農 露國 VJ 協定して 國籍ど 共に 之を 彼の地 
に 送 b 『ィンタ ーナシ ョィル 』 の 治下に 酔生夢死の 動物 的 生活 欲を 滿 足せし め、 其 他の 日本人 即ち 世界 
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猶太 研究  一九二 
に 冠絕 せる 國體ど 帝 國獨特 の 文化" を 提け 、世界の 百鬼夜行 狀 態を 矯正し 以て 民族 國家 三千 
年 來 (y) 使命を 果 すの 良心 VJ 勇氣 ある 眞 正の：： 3 本人を 以て 帝國を 組織す るを 優れ bvj す、 此の 如き 忠良 
なる 日本人に して 始めて 猶太 問題を 熱心に 研究し 眞 面目なる 國 策を 案出す るを 得へ し 0 
露國の 文豪 『マキシム t ゴー リキ ー』 か 千 九 百 十六 年露國 人の 猶太 問題に 無頓着に して 終に 國を 誤る を 
虞れ 智識 階級に. 向て 絕叫 したる 事は 玆 に抄譯 して 他山の石たら しめん どす 0 

(前略) 人間の 最大 罪惡 に數 ふへ きものは 將來の 運命に 無頓着、 不注意なる にあ b、 而て 此の 無頓着 
は 吾人 露國 人の 代表的 欠點な り、 露國に 於け る 猶太 人の 狀態は 吾々 に 取りて 實に耻 つへ き 事な り、 
之 亦 悉く 各自の 自我に 對 する 無爲 ど、 正義の 大 問題に 對す る不眞 面目ょ b 來る ものな 6 云々 ( tx ハ 帥 

七月 ノ解 
猶太 M 

露國 人の 猶太 間 題に 無頓着な ちしは 六 百 萬 人の 猶太 人 か 國內に 猶太 人 ごして 棲息し 苦悶しつつ あるを 
見て 猶ほ 無頓着な b L ものに て、 『ゴー リキ ー』 の 憤慨は 至當な るか、 帝國 か從來 無頓着な b しは 猶太 人 
か 僅に 三、 四 .百人 にして 而も 英 、米 等の 國籍を 有した る關係 上 他の 外 國人ど 同榛 に、 單に 異人さん w 
して 尊敬した るに 止 b たる ものに て、 深く 咎む へきに 非す ど 雖も 、旣に 對米 、對 露の 問題に 多くの 猶 
太 問題を 含む のみなら す、 帝 國內に 活動す る 猶太 勢力に 大なる 注 煮を 要する の 時代に 達せる を 以て 從 
來の 無頓着を 許し 得さる に 至れるな bo 


之ょ 5 愈々 本 問題た る對 猶太 策を 展開す るに 方り 玆に 從來述 へたる 所を 綜合し 猶太の 進路を 判定せ さ 


る 可ら す o 

「ぃ、大體に於&太は疋義を以て世界を統一すへき神の使命を果さんどし0つぁり〇 
穩健 派は 右 路を取 6 世界 無敵の 金力を 提け 宗敎的 結 東を 堅く し徐 々に 進行す 0 
急進派は 友 路を取 b 明かに 赤旗を 飜 へし 我 邦の 階級 ど 資本 どを 葬り去らん ど す、 而 して 其 運動は 秘 
密なれ ども 急激な bo 

即ち 右の 作戰 方針を 以て 堂々 (f 進み 來る 猶太に 與する 帝國の 方策は 左の 如くなる を 要すへ し 0 
右路 ょりの 攻戰は 素ょ b 正義 人道を： I 榜し來 る ものなる を 以て、 之に 對し ては 飽く迄 正義 的に 對應せ 
さる 可ら す、 即ち 之に 何等 他の 外人 以上に 制限な どを 設 くる 事な く、 全く 四海 N 胞の 大義を 實 現し、 
而て 彼等 ど 自由 競爭を 行 ふな b、 露 國人か 百餘 日の 祭日を 休み 『ウォッカ』 に 醉ひ而 て 猶太 人 か 働き 經 
濟上學 術 上の 實權を 握る に 至る を 恐れ 之を 壓 迫した るは 不正 義な り、 己れ か 横は b て 仕 車を なし、 
他の もの か 立て 働く を 憤る は不 正 義な り、 『ビスマルク』 の 口吻を 以てすれ は此 意味に 於て 『東 歐諸國 
の 反 猶太キ ：義は 怠惰 者の 社會 主義な b』 ど 謂 ふへ し 0 

帝國 は此か る關門 制限を 附す 可ら す、 猶太 人に して 帝 國大學 へ 入學の 希望者 ぁれは 之を 容る へく、 商 
業、 殖產 凡て 彼等に 特別の 制限を 附せ す、 外人に 許し 得へ きものは 悉く 之を 許す を 要す パし 邦人 か此 
競爭に 勝つ 爲 には 國民 全體は 非常の 勤勉 V」、 節制 ど、 人格の 向上 VJ を 必要 ど す。 

囊に も述 へたる 如く 吾人 か 年始 廻りの 屠蘇 酒に醉 ひ、 東上に 醜體 を橫 へ、 終日 人間を 動力 ど する 器械 
に乘 b 廻る 頃は、 彼等 猶太 人 か 一堂に 曾して 神に 祈り 又 年頭の 祝詞は 交換し 終る 頃な り、 人 ぁ 6 之は 
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猶太 研究  I 九 四 
臥 薪 甞膽の 爲な b  II 本 帝國は 普通の 事を； 仃へ は ^ な bvj 日は ば、 是れ 未た 時勢を 悟ら さるものな り、 
獨— 填、 露の 三 大帝 國を屠 b たる 大勢 力 か 今や 帝國に 向けられつつ ぁるは、 旣に說 く 所に て 疑 ふの 餘 
地な し、 然るに 今尙テ 祿時代 、錙國 時代、 天下 泰平 時代の 舊慣に 捕 はれ、 悠々 毛筆を 弄し、 出 所の 古 
き陳文 漢語を 搜し出 し、 人に 讀み 得さる を 以て 已 れ の 誇 り V」 なす か 如き 惡風は 存 續し繁 文褥禮 跡を 收 
めす、 之に ては 勤勉なる 猶太 人の 實行 式な モ もの 比肩し 常に 後 ri を 取る に 至る へし、 尙此 方面より 
の 攻擊に 撕 し 最も 緊恶な るは 彼等の 武器を 無効なら しむる 處置 之な り、 換言 すれは 彼等の 擁する 大金 
力を して 何等 邦人を 腐敗せ しめさる こ vj 之な り、 彼等の 金の 流入す るは 多々 益々 歡迎 する や 勿論な by 
然れ <f も 猶太 人の 性質 拜金 射利の 部に 揭けた る 猶太 人 『ス ピー， 』 の 警告は 亦 以て 吾人の 警吿 vj せ さる 
可ら さる 所な り、 則ち 猶太 人 か 拜金 射利に 努む るは 徒らに 一身の 歡樂を 求め 又は 子孫に 美田を I 貝 はん 
か爲に 非す して、 實に 猶太 民族 復興、 正義に よる 天下 統一て ふ 大目 的の 爲に すそ ものな ぅ、 其 理想を 
見す して 其の 骸 形を 見て 之を 羡み 、之を 眞 似ん VJ する か 如きは、 眞 (: 鵜を 眞 似る 烏に て 溺れさらん ど 
する も 能は さるな bo 

單に 射利 其の ものを 眞似 るを 警む るの みならす、 黃 金に よる 腐廢を 防止せ さる 可ら す、 今日 旣に 此の 害 
毒は 侵 人せ り、 今後は 益々 甚 たしからん、 是れ 帝國 毒殺の 最 有効 手段 VJ なれ り、 然らは 如何にして 此 
の 緩徐なる 毒殺を 免る へき や、 宗敎の 力、 敎育の 力、 言論の 力、 社會 制. 威の 力を 以て 不當 なる 無意味の 
黃金 欲求 熱を 解熱し、 一方には 生活の 安定を 與 ふる 方法を 講し以 て饑 へたる 者は 食を. 消は すの 流儀に 
て -# 饅頭に 飛ひ附 く 者な きに 至る 樣指導 せ さる 可ら す、 是 s 洵に # ふへ くして 行は れ 難き 所に て 天下 


滔々 VJ して 黃 金に 向て 走 b 共 產黨の 元老 大杉榮 すら 大邸 宅を 構 ふるの 報傳 はろ の 秋、 此の 大勢に 逆行 
し、 武士は 食は す も 高揚 枝、 渴し ても盜 泉の 水を 飮む 勿れ、 不義の 富貴を 求めて 煩悶 せんよ 6 は宜く 
淸 貧に 安ん せよ VJ 呼號 する も 天 F に 耳を 傾く る もの 少し、 去 6  VJ て 之を 放置せ は 此勢は 益々 助長 せら 
る/, のみな り、 故に 黄金の 害毒 關 係を 帝國の 有識者 有力者に 充分 了解せ しむる を 要す。 

先つ 宗敎 家は 區 々の敎 派 宗派の 爭を 止めて 外來の 敵を 迎ふ へし、 敵を 迎ふる ご 云 ふ も羅馬 法王 や 『ル 
1 テル』 か 猶太 敎に對 したる か 如き 戰鬪を 交 ふるに 非す して 巳れ の 宗敎の 眞髓を 善く 普及し、 善く 實 
行し、 以て 天下の 眞埤は 猶太 敎の f: ら、 怫敎の 眞如も 悉く 唯一無二なる こ V」 を 祝は し、 猶太 敎の 神を以 
てす る 統一の 外人 類 融和の 通な し (f する は、 偏見 利己の 僻說に して、 帝國は 四# の 同胞 民族の 共存を 
以て 理想 VJ する 所以を 明に し、 以て 猶太 敎を 抱擁し 去る の 慨な かる 可ら す P 

宗敎 統一な 6 ものは 帝 M の 雄大 無邊な る 憲法 か 否認す る 所なる を 以て、 强て 國敎な る ものを 建つ 可ら 
す VJ 雖 VJ も、 少 くも 正月の 元日、 二日よ 6 宗敎 上の 祭 祝を 7: し、 民族的 結束 VJ 其 文化 運動に 努む るか 如 
き 熟 情 ある 宗敎を 有する に 非れ は 終に 猶太 人の 下風に 立た さる 可ら さるに 至る を 虞る。 

又敎 育の 力 も 偉大なる ものにして 文部省の 改良 擴 張を こそ 望め 之 か 廢止な V」 は 以ての外な. り、 此方 面 
よ b して 眞面 目なる、、 動かさる 國 民精舯 か 發 動し 來ら さる 可ら す、 帝 國大學 は 最高 學府 にて 之には 各種 
の 新 思想 も 先つ 到 著し 解剖され 一方 敎 育の 淵源た る 文部省に 報告され 一方は 國 民の 前に 展開せられ さ 
る 可す 此蒯 係は 陸軍の 技術 本部 か 列國軍 用 技術の 趨勢に 注意し 最新の 發明は 直に 同 部に て 研究 審査の 
上 陸軍省に 報吿 せらる、 ぐ」间 樣ど考 へらる、 然るに 往 々吾人の 眼に 映す る處 にて は、 『スピノザ J『 メン 
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猶太 研究  一九 六 
デル ス ゾーン 』『, 丨ソ IJ マ， クス』 等の 猶太 系の 人物 か、 『タル ムー ド』 の 中ょり 汲み、 又は 『タル ム I 
ド』 實 現の 方便 どして 說ける 反面の 理論を 取て 直に 最い 最良の もの ^ なし、 先つ 之を 白紙の 如き 大學 
生の 頭 腦に注 人し 以て 知らす 識ら すの 間に 猶太の 世界 統一を 助長し つゞ ある 輕忽な る 學者 先生 絕無ど 
言 ひ 難き を 感す、 『スビ ノザ』 の 哲理を 講し 『メンデルス ゾ ーン』 の 思想を 了解 せん VJ せは 彼等の 沒頭 し 
て硏究 したる 『タル ムード 』 に 遡ら さる 可ら す、 殊に 『メンデ， ス ゾーン J は 先に 述へた る 如く 三 歳の 時 
ょり 『タル ムード 』 の 硏究を 始めた b  VJ 聞く、 吾 か 帝 國大學 中に 少 くも 露國 文豪 『マキシム •ゴー リキ 
丨』 の 如く 『タル ムード 』を 研究した る學者 幾人 あ b や、 之に ては 誠に 心細き 次第な b 宜く 優秀なる 文 
科の 卒鉍 生數 名を 『H ル サレ ム』 に 派遣し、 各 國の硏 究者一 萬 餘人ど 共に 數 年間 『夕 \ ムー ド』 を 研究せ 
しめ、 然る 後 『スピノザ J 『メンデルス ゾ ー ン』 等の 學說を 解剖せ しめ 而て後 帝國竝 東洋 諸國の 文化を 顧 
みしめ は 思 ひ 半ばに 過く る もの あらん、 露 都の 大學 生た b L 猶太 人に して 頻りに 日本 文化の 偉大なる 
力 VJ、 範 ど する もの あるに 敬服せ る もの あ b 而て 我は 已れを 捨て ゞ 『火 丨ソ I』 『マ〆 クス』 を渴仰 
す、 愚 ど言 はんか 狂 ど 笑 はんか 0 

又敎 育の 力に 次て (或は 之を 凌て} 國 民の 思想 問題に 觸る 、もの 否、 寧ろ 無遠慮に 私塾を 聞き 何 萬の 弟 
子を 有する に 至る ものは 新聞 ^ 誌な り而 T 其內 には 穩健眞 面目なる もの あれ ども 營業を 主 VJ L 人氣に 
投 し賣れ 高の 大な るを 以て 目的 どす る もの 少から す、 之 等は 宜く社 會の太 鐸なる 看 极を撤 し 新聞 屋 ど 
な $、 宫衙に 至らは 供 待 部屋に 居を 占む へき ものな り、 何 ど なれは 此 等の 人は 單に學 問 ^ 云 ふ 有形 上 
の 道具を 擔き 居る のみに て其內 面的敎 育に 至つ ては 無 敎育者 VJ 何等 異ら されは な b 此 等の 新聞 雜誌こ 


そ 最も 速に 黴菌の 附 著し 易き もの 7 り、 然れ ども 之を 正面より 壓迫 すれは 益々 反抗を 釀し 愚民を 毒す 
る こ ど 益々 多き を 以て 一方此 かる 低級 (■論の 顧みられ さる 如く 眞 面目 a る 刊行物を 以て 之に 對抗し 一 
方は 新聞 鍵 誌の 記者め 待遇を 豐な らしめ 以 ‘亂齊 濫發を 少か らしめ さる 可ら す。 

此の 如く 擧國 I 致し T 大國 難を 迎ふ るの 覺悟 りて 始めて 帝 N は 泰山の 如く 安く 眞の 正義は 世界の 一 
角に 富嶽の 如く 吃 立し 得へ し。 

昔北條 時宗は 無禮な る 元の 使を 斬りた b、 帝國は 目下 此使 VJ 折衝 中な り、 素よ b 彼は 暴力を 以て 我を 
屈伏 せんどし 此は 正義の 假面に よ 5 徐々 に 我を 無能力者 12 らし めん VJ する ものに て 之 か對 策は 一なら 
す然れ VJ も國 難の 來 6 つ、 あるは 一な bo 

唯 前者は 急性 臈胃加 答兒の 如し 數 日の 後には 支 海 雛に 淸 月を 望み 國 難の 去 b たるを 賀し 得れ ども、 後 
者は 肺結核の 如く、 徐 々に 進行し 來れ 〇國 難の 到來は 目に 視るを 得す、 前者は 畏くも 皇室よ 6 津々 
浦々 の賤か 女に 至る 迄眞に 擧國 一 致して 天神に 祈り 地祗に 禱し以 C 國 難に 當れ b、 今回の 國難に は壹 
岐 、對 馬の 諸島 守 早 や 其の 懷柔心 醉する 所 どなりて 『元』 の 手引 どなぅて 帝_ に 及 rpl ひ、 一體 H 本 か 別 
に 一國を 建つ るか 誤 b な bvj の 誤 迷論を-: 1 : b 廻すな b、 此 くて は徐々 に來る 此の 國難を 切 b 拔 くるは 
闲難な るへ し 0 

然らは 左.：；； より 進む 猶太 人に 對し ては 如何に 销抗 すへ きか。 

之ビ て眞 向よ b 侵略 戰爭 又は 爆裂 彈を 投し來 るに 非す して、 言論 戦を 以て、 秘密 宣傳を 以て、 直接 我 
か 無產 階級に 迫 b 來るな b 故に 之に 對 しても 眞问よ b 鐵拳を 振 ふ V」 きは 淺野內 匠 頭力吉 良 上野 介に 双 
第 a 隼 日本 帝 Ma 如何 -U 猶太 人 ^ 取扱 ふへ さや  一九 七 
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傷に 及 ひたる 如く、 我は 流血の 責任を 負 ひ 御家斷 絶を 覺悟せ さるへから す、 故に 彼 先 ◊■方に 訴るか 又 
は 暴力に ょるの 外 正義を 救 ふの 道な きに 非れ は 我ょ b 暴力を 用 ひさる を 可 ド， すへ し、 然れど も 先 こも 
述 へたる 如く 先方は 世界 最後の 蒸 m 々罐を 帝國に 破裂せ しむる 爲に 床下に 向て 坑道を 堀 b、 j 方は 睹 
夜 窃に 乞食を 使用し 石油を 縊縷に 注き て 木造家屋に 點火せ しめつ、 ぁるな b、 又 『ペスト』 『コレラ』 
患 渚の 糞便 又は 屍體を 暗夜に 乘 し 隱防 をして 勞働 者の 巢窟を 目 懸けて 抛擲し 步か しめつ 

ゞ ある ^ b 、 

然るに 帝 國の某 有識者に して 思想を 防止す ろに 銃劍を 以てし 又は 警察力を 以てする は 誤な b 、 胃腸 呼 
吸 器 さへ 健康な れは 『コレラ』 も 肺 『ペスト』 も 恐る へき ものに 非す VJ /4: せ b、 是れ 一 應 尤もの ？ S 窟なれ 
ごも 不幸に して 世には 胃 膜の 弱き もの 呼吸. 器の 弱き， もの ぁ 卜、 故に 一方 衛生 法、 健康法を 施す ^ 共に 
此等 病毒を 故意に 散布す る惡漢 (邦人) 及 ひ 之を 操縦す る黑 頭巾を 捕へ て嚴 罰に 附せさ る 可ら す、 警察 
力不足な れは 憲兵を 以てすへ く、 尙 不足な れは 軍隊を 用 ふるに 至る へし 而て 其の 黑頭 布の 逮甫は 極め 
て 困難な b 是れ曩 に述 へたる 如く 市街を 彷徨す る 其れら しきものに 非す して 何々 社員、 M 々店員の « 
書を 有し 餘暇を 以 h 民族の 幸福の 爲に 働く こど 恰も 殖民 地の 邦人 か 水 業の 外に 居留民 會の 一役 員 どし 
て 公職に 盡す V」 同樣に 心得 而も 秘密に 行動 すれ. はな り、 此に 於て 此の 取締りの 必要 上 日本に 届 住し 又 
は 往復す る外國 人には 悉く M 籍の 外に 宗敎を 調査す るの 必要を 生す 0 
然れ ごも 此 取締 b は 一の 消極 衛生な b 之 無 かる 可ら さる も 之を 以て 滿足 する を 得す 0 
木造家屋、 麥桿 屋根は 珂成 速に 改造を 要す 〇. 

秘密なる 火附け 人足 か 火を 附け 得た^ N  V」 も 之 か 類燒 せしめさる を耍 す、 之 か 爲 市街の 屋根の 材^.,, 藁 


を 用 ふるを 許す 可から す 即ち 不當な る 富の 倍加、 不當な る 富の 用法 (成金 振， 〇) 不當な る權 力の 濫用、 
ス當 しる 政ン團 結の 行動 等に も 制裁を 加へヌ 人類 相互扶助 い 大義に ょ b 老 M を 憐み 、貧困 者を 扶 くる 
等の 諸 #!•. 會 政策を 自 、し斷 行して 彼等に 容喙 干渉の 餘地な からしむ るは 火の附 き 易き 物 料を 取拂 ふに 等 
し、 又戰 術に 就て 言へは 突角の 如き 攻撃し 易き 點を少 くし 以て 難攻の 陣地と なすに 等し 0 
然れ S も 之 亦 m 極 的の 範圍 に M す、 眞に 不燃物に て 建築し 又 過て 『コレラ』 菌を PI む 毛 差 支へ なき 迄に 
健康なら しむる には 豫防接 稀を 必要 VJ す、 即ち 猶太 主義 VJ は 此の 如き ものな り、 『マッ ソン』 どは 此の 如 
きものな り、 共產禍 激の 主義とは 此の 如き ものな b どの 大意を 下級 民に 至る 迄 各個に 懇切に 敎 育し 置 
くに あ り此 の豫備 智識を 與ふる 際には 多少 發 熱する もの、 眞に 病み 附 くもの ある や も 知れされ ^ も醫 
者の 監視の 下な れ は 危險な し、 豫防 注射液は 一度 動物 體を經 て充 ，分 無毒 どな b たる ものなる を 要す、 
毒 其の もの. を 直接 注入す 可ら さるは 勿論な b、 佛阚は 自由、 平等、 博愛の 本家の 如し、 過激派 的 猶太 
運動 か 最も 速に 成 効す へぐ して 成 効せ さるは 人民に 豫防 接種 行は れ届 b 免疫 質 ごな b 居れは な， csO 
日露 戰爭當 時 巴 里に て發刊 せる 初等 經濟學 書を 見る に、 簡易に して 勞働 者に も讀み 得る 程度の ものな 
b、 此時旣 に 各種の frl: 會 主義の 說明 をな し 之に 批判を 加へ、 最後に 共産主義を も揚け 此の 如き 馬鹿ら 
しき 富の分配 法 か 如何にして 此の 現世に て 行 はれ 得る や、 誰が 分配 係 どなる や、 終 r- 僧侶に 依 * i すへ 
き や、 僧侶 亦不菸 牛の 分配を なす や も 知れす ど 痛罵せ り、 著者 若し 十五 年後の 今 H、 勞 農政 治の不 公 
平 猶太 人、 『コ ミ ッサ I ル』 の 橫暴獨 占の V 態を 氕れけ 必すや 其の 先見の明を 誇 b. 居るなら A、 兎 も S 
此の 如き 豫队 注射は 佛國 1' 層 民を も 免疫 質 <f なした $ど考へ得へく、以て帝國の他山の石どすへし、 
社 會 主義 的 邦人の 訴ふる 所を 聞く. に、 帝都に 於て 演說會 を 開き 共産 黨を 攻擊 せん- yj 欲して 『働か さる 
ものは 食 ふ 可ら す どは 共 產黨の 主義な b』 な ど 口走る >j きは、 其 次の 說 明を 與 へさる に 先ち、 臨席の 
第 四 草 日本 帝阈 IX 如何 1: 猶太 人 4- 取扱 ふへ 令 や  一九 九 


猶太 5if 究  二 〇〇 

警部補な V」 よ b 中止を 受 くる こ あ borj 云 ふ、 此く 依らし む 可く、 知らし む 可ら すの 主義を 持續 する 
は 一層の 危險を 伴 ふ 可し ど 信ず 0 

之を 態す るに 左路よ b 進む 猶太 人に 對 しても 鐵 拳を 以て 之に 臨む に 非す して、 極めて 公平なる 立場よ 
b 之を 遇し 彼等を して 終に 施す に 術な からしむ るに あ. 〇、 然るに 若し 猶太 人に して 飽く迄 帝 W を 倒し 
以て 自己 民族の 世界 統一を 實 現せん VJ し r 猛進し 來 り、 朝鮮を 煽動し、 日 支を >' はせ、 日米を 鬪はせ 
又は H 露 VJ nc. を 構べ しめ 以て 日 木を 弱めん どす るの弯 を 改めされ は、 是明 こ帝國 の 正義を 無視し 神明 
に 反抗す る ものな b、 玆に 一家 相傳の 寶 刀を 拔き 放ち、 公然 猶太 人を 敵 ごな し、 猶太 敎徒を 以て 世界 
の 平和を 攪亂 する もの ごな し、 I 時 世界 谷 國を 敵 (f する 覺 悟を 以て 猶太の 不正 義を天 F に 呼號 する を 
要す、 猶太 A& 財 櫂を 提り 政務の 要 機を 執 b 言論 界を 掌る 國は 、其 指導に よ b 貴. 任を 日本の 野心に 轉 
嫁し、 猶太 側に 立つ に 至らん、 然れ V」 も帝國 軍は 軍人 精神の 銷 磨せ さる 間は 容易に 屈伏せ す、 此に 於て 
各國の 基督 敎徒ご 猶太に 苦め られ たる 國民 殊に 人 M 別撤廢 運動の 恩誼に 威す へき 諸國 民は、 日本側に 
立つ に 至るべし、 帝國か 正羲に 由て 行動す る 間、 國 民の 大部 か 正義に よる 民族的 精神を 失は さる 尚は 
復ひ 神風 突發 して 猶太 勢力は 一敗 地に 落ち、 大なる 窮地に 陷る へし、 然れ、 /」 も帝國 は羅馬 帝國の 如く 
之を 奴隸ど し壓 迫す る こどな かるへ きを 以て、 玆に 猶太は 帝 國の德 に感し 神の 選民は 『ィズ ラ ニ V』 民 
族の みに 非す、 絕 海の 孤島 中に も 天 御中 主神の 選 ひ 給 ひ 三千 年間 搖籃 中に 置き、 山紫水明の 樂地に 於 
て眞の 正義に よる 民族的 精神を 養 はれた る 大和民族 あるを 了解して、 玆に 東西 握手して 人. 道の 爲に盡 
すに 至るな らん か 0 

吾人 m を 好む ものに 非す 此の 如き 大衝 突に 至ら さる 前 猶太 人 か | 層：：： 本文 化を 悟 b 我ビ捤 手す るに 至 
るを 望む や 切なり 0  (完) 
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